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様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名    窪田 幸子          

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名

称 

単

著 

共

著 

の

別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又

は発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

1.“Entangled 

Territorialities: 

Negotiating Indigenous 

Lands in Australia and 

Canada”  

 

2.“An Anthropology of 

Things” 

 

 

 

3.『トラウマ研究Ⅱ－トラ

ウマを共有する』   

 

 

4.“Fashionable 

Traditions – Asian 

Handmade Textiles in 

Mortion”  

 

 

5.『オーストラリア多文化

社会論―移民・難民・先

住民族との共生をめざし

て』  

 

6.『部族紛争後状況の

多元的研究』 

 

7.“Arts in the Margins of 

World Encounters ” 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

共 

 

2017 

 

 

 

 

 

2018 

 

 

 

 

2019 年 3 月 30 日 

 

 

 

2020 

 

 

 

 

 

2020 年 2 月 15 日 

 

 

 

 

2020 年 3 月 20 日 

 

 

2021.5 

 

University of Toronto 

Press 

pp.163-185 

 

 

 

Kyoto University 

Press 

pp.315-320 

 

 

京都大学学術出版会 

pp.195-218 

 

 

Lexington Books, 

London, UK. 

pp. 177-191 

 

 

 

法律文化社 

pp.79-93 

 

 

 

晃洋書房 

pp.77－104 

 

Vernon Press 

pp.43-55 

 

‘Transmission of Knowledge, Clans, and 

Lands among the Yolng (Northern 

Territory, Australia)’ 

Dussart,F., Poiriere,S.,… Kubota,S. 

計 12 名 

 

‘Globalization of Aboriginal Paintings, 

Localization of “Art”'  

Tokoro, I., Kawai,K.…Kubota,S.  

計 21 名 

 

「ナショナルな歴史経験とトラウマ －先

住民への謝罪と和解」  

田中雅一、松嶋健、窪田幸子 計 20 名 

 

“Crafts” to “Arts”?- A Trajectory of 

Aboriginal Women’s Weavings in 

Arnhem Land, Australia. 

Nakatani,A.,Willemijin,de.J.,…Kubota,S. 

計 14 名 

 

「政治的ダイナミズムと遠隔地のアボリジ

ニ」 

関根政美、塩原良和、窪田幸子 

計 16 名 

 

「和解という道筋の可能性を考える」 

月村太郎、本名 純、窪田幸子 計 7 名 

 

‘Aboriginal art, transits and transitions; 

exhibitions in Japan and the US’  

Willemijn, de.J .,Aoki,E.,…Kubota,S. 

計 10 名 

 

【学術論文】 

1.‘Conflict and 

Peacebuilding rituals in 

North Australia - 

Traditional and 

contemporary contexts' 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Conflicts and 

Peacebuilding: Toward 

the Sustainable 

Society ”Doshisha 

University GRM 

Program. pp.83-88 

 

 

 

 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

2.「1988 年をふりかえる：

入植 200 周年以降の先

住民・非先住民関係」 

 

 

3.「先住民族との和解に

むけて―謝罪、補償とト

ラウマの修復―」  

単 

 

 

 

 

単 

2019 年 3 月 30 日 

 

 

 

 

2021 年 3 月 1 日 

『オーストラリア研究』

第 32 号、pp.114-117,

オーストラリア学会。 

 

『アイヌ・先住民研究』

第 1 号 pp.67-82、北

海道大学アイヌ・先住

民研究センター 

 

【その他（講演や発表）】 

1.’Crafts' to 'Arts'? - 

Weavings of Aboriginal 

Women and its change' 

  

 

 

2.「少数者を表象から考

えるということ」 

 

 

 

3.‘Representations and 

Acceptance of 

Australian Aboriginal 

Arts in Japan' 

 

 

 

4.「国家的暴力と和解オ

ーストラリアとカナダの事

例から」 

 

5.'Aboriginal arts and 

changes of their 

acceptance in different 

‘states’' 

 

6.「‘クラフト’ から ‘ア

ート’ へ? －アボリジニ

女性の編組品とその変

化」 

 

7.‘Different 

relationships- 

Indigenous people and 

the museum in Japan 

and Australia 

 

8.「1988 年をふりかえ

る：入植 200 周年以降

の先住民・非先住民関

係」  

 

9.「人類学と博物館－ア

ボリジニの遺物返還をめ

ぐって」 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

2017.5.4.  

 

 

 

 

 

2017 年 5 月 27-

28 日  

 

 

 

2017.10.15. 

 

 

 

 

 

 

2017年11月12日 

 

 

 

2017.12.14. 

 

 

 

 

2018 年1 月28 日 

 

 

 

 

2018.6.2. 

 

 

 

 

 

2018 年 6 月 9 日

～10 日  

 

 

 

2018 年 7 月 4 日  

 

 

 

 

 

IUAES/CASCA 

University of Ottawa, 

Canada 

 

 

 

日本文化人類学会 第

51 回研究大会 神戸

大学 

 

 

EAAA(East Asian 

Anthropological 

Association) , Hong 

Kong Conference 

2017 , Hong Kong 

Chinese University 

 

紛争科研集会 於同志

社大学 

 

 

AAS/ASA/ASAANZ 

2017 Adelaide 

University 

 

 

布科研研究集会 於岡

山大学 

 

 

 

Art, Materiality and 

Representation 

BRITISH 

MUSEUM/SOAS  

 

 

2018 年度全国研究大

会 筑波大学筑波キャ

ンパス  

 

 

南山学会人文・自然科

学系列研究例会 南

山大学 

 

 

 

Panel: fashionable tradition: innovation 

and continuity in the production and 

consumption of handmade textiles and 

crafts （chair: Nakatani & Kubota ）アメ

リカ・カナダ合同人類学会発表 

 

分科会 D① 少数者表象のポリティックス 

－展示、衣装、観光、芸術の文脈にあら

われる「もの」を中心に 代表者 窪田幸

子 

 

東アジア人類学会発表 

 

 

 

 

 

 

科学研究費補助金研究会研究発表 

 

 

 

オーストラリア・ニュージーランド人類学

会連合大会発表 

 

 

 

科研費研究会発表 

 

 

 

 

大英博物館・ロンドン大学合同学会 研

究発表 

 

 

 

 

招聘・コメント 

 

 

 

 

招聘・研究発表 
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芦屋大学 

10.‘Japanese 

Anthropology and its 

Change’ 

 

 

 

11.“Aboriginal 

Alternative Tourism in 

Arnhem Land -Tourism 

as Cultural Learning” 

 

 

 

12.「海外における遺骨

返還－オーストラリアの

事例」 

 

 

13.‘Repatriation in 

Australia’  

 

14.「海外における先住

民遺骨返還－オーストラ

リアの事例－」 

 

15.「'クラフト'から'アート'

へ? －アボリジニ女性の

編組品とその変化－」  

 

 

 

 

 

16.「赦しと和解の可能

性」 

 

17.「和解という道筋の可

能性」 

 

18.‘Repatriation of Ainu 

human remains’ 

 

 

 

 

 

19.‘Ainu, the Japanese 

Indigenous peoples- its 

history and changes’ 

 

 

20.「先住民研究とオー

ストラリア グローバルな

視座と地域」 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

単 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

単 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

2018.7.17. 

 

 

 

 

 

2018.7.24.  

 

 

 

 

 

 

2018 年9 月29 日 

 

 

 

 

2018 年10 月3 日 

 

 

2018 年10 月20 日 

 

 

 

2018 年12 月8 日  

 

 

 

 

 

 

 

2019 年2 月28 日  

 

 

2019 年 5 月 18

～19 日  

 

2019 年8 月22 日  

 

 

 

 

 

 

2019.9.18. 

 

 

 

 

2019 年10 月4 日 

 

 

 

 

 

 

PL II - Education in 

Anthropology in 

different national 

contexts IUAES 2018 

Florianopolis, Brazil  

 

‘The role of "new 

tourism" in post -

/sustaining hunting 

and gathering 

societies' CHAGS 

Malaysia, Penang  

 

日本学術会議・歴史的

遺物の返還の分科会 

甲南大学東京オフィス 

 

 

返還科研研究会 神

戸大学 

 

第 72 回日本人類学会

大会 国立遺伝学研

究所 

 

民博共同研究会「伝統

染織品の生産と消費

－文化遺産化・観光化

によるローカルな意味

の変化をめぐって」（代

表 中谷文美） 国立

民族学博物館 

 

紛争科研研究会 同

志社大学 

 

紛争科学研究費研究

会 金沢兼六荘 

 

Kwansei Gakuin 

Workshop, seminar 

room 1401, Osaka-

Umeda Campus of 

Kwansei Gakuin 

University 

 

Anthropology Seminor, 

Waikato University, 

Hamilton, New 

Zealand 

 

学術会議地域研究委

員会地域基盤分科会 

公開シンポジウム「危

機を超えて 地域研究

からの価値の創造」日

本学術会議 講堂 

 

国際学会・研究発表 

 

 

 

 

 

国際学会・研究発表 

 

 

 

 

 

 

研究発表 

 

 

 

 

研究発表 

 

 

招聘 

 

 

 

研究発表 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表 

 

 

研究発表 

 

 

研究発表 

 

 

 

 

 

 

招聘 

 

 

 

 

招聘・シンポジウム講演 
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芦屋大学 

21.‘Changes in the 

repatriation –Australia 

and Japan 

comparatively’ 

 

 

 

22.‘Changes in the 

repatriation – Issues 

concerning Ainu people, 

Japan, and involvement 

of academics’, 

 

 

 

 

 

 

23.‘Dealing with 

Negative Legacies in 

Japan – Why we do not 

apologize ?’ 

 

 

 

 

24.「先住民族との和解、

謝罪とヒーリング－オー

ストラリアとカナダの比較

から」 

 

25.「コロナ禍におけるフ

ィールドワーク研究の困

難と課題」 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.‘Continuous 

Attempts for Further 

involvements- Museums 

and Indigenous People 

in Australia’ 

 

27.「先住民研究の展開

ー神戸大学での 12 年

をふりかえって」 

 

28.「授産事業からハイア

ートへ-アボリジニのプリ

ント布の展開-」 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

2019.11.21. 

 

 

 

 

 

 

2020.3.3. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.9.28. 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 2 月 16 日 

 

 

 

 

2021 年2 月19 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2021.3.12. 

 

 

 

 

 

2021 年3 月27 日 

 

 

 

2021 年 7 月 3 日 

 

 

 

 

 

American 

Anthropological 

Association 

conference /CASCA, 

Vancouver Convention 

Centre 

 

ICAS: MP Workshop 

‘New Roles of 

professional historians 

in politics and new 

forms of public use of 

history’, Center for 

the Study of 

Developing 

Societies(CSDS) 3-4 

March, Delhi, India 

 

Keynote, Annual 

Conference of The 

Taiwan Society for 

Anthropology and 

Ethnology (TSAE)、

National Chi Nan 

University 

 

北海道大学アイヌ・先

住民研究センター講

演会 

 

 

「2020 年度全国公正

研究推進会議」

COVID-19 を経験し

た世界のニューノーマ

ルな公正研究と教育

分科会３「コロナが変

える？コロナで変わ

る？人文学・社会科学

における研究公正と研

究の質」 

 

IUAES 2020 Congress 

Sibenik, Croatia, 

 

 

 

 

神戸大学退職記念最

終講演 

 

 

国立民族学博物館共

同研究会 「伝統染織

品の生産と消費」第 9

回研究会 

 

 

アメリカ人類学会発表 

 

 

 

 

 

 

国際ワークショップ発表・招聘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台湾人類学会キーノート講演・招聘 

 

 

 

 

 

 

 

講演・招待 

 

 

 

 

研究発表・招聘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際学会・研究発表 

コメント 

 

 

 

 

講演 

 

 

 

研究発表 

 

 

 

 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

29.「アボリジニの神話と

死-トーテミズムを生きる

人々-」 

 

30.「人類学研究と公共

性」 

 

31.「アイヌ民族に関する

研究倫理指針（案）」か

ら考える、文化人類学の

過去と未来に向けての

展望」 

単 

 

 

 

単 

 

 

単 

2021 年9 月18 日 

 

 

 

2022 年 5 月 7 日 

 

 

2022 年 6 月 5 日 

神話学研究会第 12 回 

オンライン研究集会 

 

 

京都人類学研究会 

 

 

第 56 回日本文化人類

学研究大会研究倫理

委員会特別シンポジウ

ム 

明治大学 

 

研究発表 

 

 

 

新歓講演会 コメント 

 

 

研究発表 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名  青木 敦英     

担当授業科目に関する研究業績等（10 年以内） 

担当授業科目 
著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は発

表学会等の名

称 

概   要 

中等教科教育

法Ⅰ【保健体

育】 

 

（学術論文） 

１．保健体育科教

育実習生の不安と

教育実習前後の教

員志望の変化につ

いて 

 

 

 

 

 

２．保健体育科での

教育実習の経験が

教師の資質・能力と

教員志望度に及ぼ

す影響 

 

 

 

３．大学の特徴を生

かした教員の就職

支援に関する一考

察 －芦屋大学で

の教員採用試験対

策をもとに－ 

 

 

 

 

４．教育実習前後

の模擬授業（保健

体育）の変容に関

する事例的研究－

教育実習を経験し

た大学生の模擬授

業から－ 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

平成 29 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 7 月 

 

 

芦屋大学論叢

（No.66，1-6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.71，1-8） 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.71，21-

30） 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.75，101-

110） 

 

 

芦屋大学の保健体育科での教

育実習生が実習前に抱える不安

と、教育実習が教員志望に与え

る影響について調査したところ、

「授業実践力」が最も大きな不安

因子であること、教育実習前後の

教員志望の変化では実習後に

有意に高くなっていることを明ら

かにした。 

 

保健体育科での教育実習を経

験することで、自己評価得点と教

員志望度が変化した割合には、

有意な正の相関関係が認めら

れ、教育実習で身につけた教員

としての資質・能力に違いがある

ことが示唆された。 

 

小規模な教員養成系大学にお

ける教採受験学生の傾向・実態

を兆歳、どのような支援ができる

のか検討を行った。           

著者：笠原清次、竹安知枝、盛

谷亨、青木敦英、若杉祥太、石

川峻、辻尚士、雄倉春来 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 

 

教育実習生が教育実習の前後

に模擬授業を行い、その変容に

ついて分析したところ、授業場面

では学習活動場面の割合が実

習後に大きく増加しておりマネジ

メントの質が向上したことが伺え

た。しかし、授業中のフィードバッ

クについては大きな改善はみら

れず、課題があることが明らかと

なった。 

著者：青木敦英、降幡幸奈、石

川峻、森田玲子 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 
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芦屋大学 

中等教科教育

法Ⅲ【保健体

育】 

 

(学術論文) 

１．保健体育科教

育実習生の不安と

教育実習前後の教

員志望の変化につ

いて 

 

２．保健体育科での

教育実習の経験が

教師の資質・能力と

教員志望度に及ぼ

す影響 

 

３．大学の特徴を生

かした教員の就職

支援に関する一考

察 －芦屋大学で

の教員採用試験対

策をもとに－ 

 

４．教育実習前後

の模擬授業（保健

体育）の変容に関

する事例的研究－

教育実習を経験し

た大学生の模擬授

業から－ 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

平成 29 年 1 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 7 月 

 

 

芦屋大学論叢

（No.66，1-6） 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.71，1-8） 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.71，21-

30） 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.75，101-

110） 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

運動生理学 （学術論文） 

１．肘屈曲運動に

おける力―速度関

係からみた両側性

および一側性の筋

パワー特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．女子中学生に

おける音響的骨評

価値による骨密度

と運動習慣との関

連について 

 

 

 

 

３．中学生陸上競

技選手の指導に関

する一考察 : 無酸

素パワーと脚筋力

の分析から 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

平成 24 年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 3 月 

 

 

 

 

 

日本運動・ス

ポーツ科学学

会         

運動とスポー

ツの科学

（No.18，9-

15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.62，1-7） 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立大環

境人間学部研

究報告

（No.17，57-

67） 

 

これまで筋力を中心にみられた

両側性機能低下（Bilateral 

deficit：BLD）と呼ばれる現象が、

力—速度関係および力—パワー

関係についても出現するか否か

について検討した結果、一側条

件が両側条件よりも高い値を示

し、力—速度—パワー関係におい

ても BLD が出現することが確

認された。                                  

著者：青木敦英、荒木香織、田

路秀樹） 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 

 

女子中学生を対象に音響的骨

評価値（OSI）を調査し、運動習

慣の影響について検討を行っ

た。その結果、OSIは学年が進

むにつれ大きくなる傾向を示すこ

と、とくに、跳躍運動を主体とした

スポーツが骨形成に好影響を与

えている可能性が示唆された。 

 

中学生陸上競技選手を対象に

競技力向上を図るための有効な

指導のあり方を検討することを目

的に、無酸素パワーと脚筋力の

分析を行った。体重当たり等速



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．高齢者の肘屈

曲運動による力―

速度―パワー関係

からみた両側性機

能低下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．肘屈曲運動に

おける一側性と両

側性の筋力トレー

ニングが力―速度

―パワー関係に及

ぼす影響 

 

 

 

 

 

６．ジュニアバレー

ボール選手の栄養

素等摂取状況につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．男性高齢者に

おける肘関節屈曲

運動の一側性と両

側性のトレーニング

が力―速度―パワ

ー関係に及ぼす影

響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 6 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県体育ス

ポーツ科学学

会       

体育・スポーツ

科学（No.24，

11-17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーニング科

学（No.29 第 3

巻，255-265） 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

（No.70，51-

56） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育医学

（No.64, 283-

292） 

 

 

 

 

 

 

性筋力については女子の伸展が

高校生のトップクラスに近い値を

示したが、屈曲は低く、男子は伸

展、屈曲ともに高校生のトップク

ラスより低いことが明らかになり、

今後の指導の方向性について

示唆することができた。 

著者：田路秀樹、青木敦英、福

田厚治 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 

 

荷重法を用いた力―速度―パワ

ー関係から、高齢者の両側性機

能低下（BLD）について検討を行

った結果、力―速度曲線および

力―パワー曲線のいずれも一側

条件が両側条件よりも高い値を

示し、とくに速い収縮速度条件に

おいて顕著であったことから、高

齢者においても明らかな BLDが

出現することを明らかにした。                          

著者：青木敦英、田路秀樹 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 

 

肘関節屈曲運動における一側性

と両側性の筋力トレーニングを課

したところ、一側性のパワー改善

という点から片側ずつの一側性ト

レーニングの方が、両側性のトレ

ーニングよりも効果的であること

が示唆された。 

著者：青木敦英、田路秀樹(※共

同研究につき、本人担当執筆部

分抽出不可能) 

 

女子ジュニアバレーボール選手

の栄養素等の摂取量について

調査を行ったところ、栄養摂取状

況は比較的良好であったが、バ

レーボールの競技特性や活動量

からみると、栄養素摂取状況は

必ずしも適正な摂取量とはいえ

ない可能性が示唆された。 

著者：青木敦英、鈴木麻希 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 

 

高齢者を対象にトレーニング条

件の違いが肘関節屈曲運動の

パワー特性に与える効果につい

て検討したところ、一側条件でト

レーニングを行うことが筋力およ

び筋パワーを高めるのに効果的

であることが示唆された。  

共著者：青木敦英、田路秀樹 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

 

 

 

８．異なる動作速度

の組み合わせによ

る等速性膝伸展トレ

ーニングの効果と

性差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

令和 1 年 12 月 

 

 

 

 

体育学研究

（No.64, 603-

612） 

 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 

 

動作速度の異なる等速性膝伸展

トレーニングの効果と性差につい

て検討を行ったところ、女性では

中高速でトレーニングを行った群

において最大トルクの増加率が

有意に高かったことから、女子に

おいては高速度を組み合わせた

トレーニングが有効であるという

性差が示唆された。            

著者：田路秀樹、溝畑潤、青木

敦英、福田厚治 

(※共同研究につき、本人担当

執筆部分抽出不可能) 

 

トレーニング演

習 

（学術論文） 

１．肘屈曲運動に

おける一側性と両

側性の筋力トレー

ニングが力―速度

―パワー関係に及

ぼす影響 

 

２．異なる動作速度

の組み合わせによ

る等速性膝伸展トレ

ーニングの効果と

性差 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 12 月 

 

トレーニング科

学（No.29 第 3

巻，255-265） 

 

 

 

 

体育学研究

（No.64, 603-

612） 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【学術論文】 

１．バスケットボールにおける

ポジション別にみたリバウンド

獲得状況と勝敗との関係 

 

 

 

 

 

2．バスケットボールにおける

個人のパフォーマンス評価

に関する研究- Offensive 

Efficiency 算出の試み- 

 

 

 

 

 

 

 

3．肘屈曲運動における一側

性と両側性の筋力トレーニン

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

平成 29 年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 4 月 

 

 

芦屋大学論叢（No.68，

1-8） 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.69，

11-18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーニング科学 

 

芦屋大学のリバウンド獲得につい

て分析したところ、ポジション別で

はインサイドプレイヤーのリバウン

ド獲得が高いこと、ディフェンスリ

バウンドの獲得が勝敗に影響す

ることが明らかになった。  

著者：石川峻、青木敦英 

 

バスケットボールにおける個人の

パフォーマンスを評価できる

Offensive Efficiencyを用いて個人

パフォーマンス並びに勝敗別の

分析を行ったところ、個人パフォ

ーマンスの評価やチーム貢献度

について明らかすることができ

た。  

著者：石川峻、青木敦英、別當和

香 

 

（再掲のため、略） 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

グが力―速度―パワー関係

に及ぼす影響 

 

 

4．ジュニアバレーボール選

手の栄養素等摂取状況につ

いて 

 

5．中学生女子バレーボール

選手の身体特性と体力がス

パイク速度に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

6．男性高齢者における肘関

節屈曲運動の一側性と両側

性のトレーニングが力―速度

―パワー関係に及ぼす影響 

 

7．保健体育科での教育実

習の経験が教師の資質・能

力と教員志望度に及ぼす影

響 

 

8．大学の特徴を生かした教

員の就職支援に関する一考

察 －芦屋大学での教員採

用試験対策をもとに－ 

 

9．日本プロバスケットボール

選手の誕生月分布に関する

相対的年齢効果について－

2018–19 シーズンの場合－ 

 

 

 

10．異なる動作速度の組み

合わせによる等速性膝伸展

トレーニングの効果と性差 

 

11．障がい者のスポーツイベ

ントに関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．大学生男子バスケットボ

ール競技におけるゲーム分

析—本学における関西学生

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 10 月 

 

 

 

平成 31 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 6 月 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 12 月 

 

 

 

令和 1 年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

（No.29 第 3 巻，255-

265） 

 

 

芦屋大学論叢（No.70，

51-56） 

 

 

スポーツサイエンスフォ

ーラム スポーツサイエ

ンス（No.13，17-32） 

 

 

 

 

 

 

 

教育医学（No.64, 

283-292） 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.71，

1-8） 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.71，

21-30） 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.71，

57-63） 

 

 

 

 

 

体育学研究（No.64, 

603-612） 

 

 

アダプテッド体育・スポ

ーツ学研究（No.5（1），

18-21） 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.72，

57-64） 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

中学生女子バレーボール選手の

スパイク速度と身体特性や体力

の測定を行い、中学生女子バレ

ーボール選手では立ち幅跳びが

スパイク速度に影響を及ぼす重

要な体力因子であることが示唆さ

れた。  

著者：青木敦英、石川峻、竹安知

枝 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

B リーグ選手の相対的年齢効果

（RAE）について調査したところ、

4-6 月生まれの選手が多くなって

おり、この点を配慮した今後の指

導者の育成が望まれる。  

著者：石川峻、青木敦英 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

「近畿アンリミテッド・パラ陸上」に

参加した協賛企業・団体とボラン

ティアを対象に、障がい者スポー

ツイベントを活性化させるための

手がかりを得るためのアンケート

を実施し、イベントの活性化につ

ながる分析を試みた。 

著者：竹安知枝、青木敦英、石川

峻 

 

芦屋大学の過去 3 年間の 2 部リ

ーグ戦での戦いにおいて、BOX 

SCORE から算出できる各スタッツ



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

バスケットボール２部リーグか

らの検討 

 

 

13．バスケットボール競技に

おけるクォーターごとの得点

傾向と勝敗との関係−関西学

生バスケットボールリーグを

対象として− 

 

 

 

 

 

14．大学男子バスケットボー

ル競技における選手評価の

検討－指導者と選手の評価

に着目して－ 

 

 

 

 

15．知的障碍男児における

非肥満児と肥満児の身体的

特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

16．教育実習前後の模擬授

業（保健体育）の変容に関す

る事例的研究－教育実習を

経験した大学生の模擬授業

から－ 

 

17．芦屋大学運動部所属学

生のスポーツ傷害・外傷の発

生に関する調査 

  

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 7 月 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.73，

1-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.74，

103-110） 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.75，

51-58） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.75，

101-110） 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（No.76，

21-30） 

 

と勝敗負戸の関係につて分析を

試みた。 

著者：石川峻、青木敦英 

 

関西学生バスケットボールリーグ

の 1 部および 2 部リーグの試合

を対象として、バスケットボールの

クォーターの得点傾向について

分析を試みたところ、競技レベル

で勝敗に影響するクォーターが

異なっていることが推察された。 

著者 青木敦英、石川峻、竹安

知枝 

 

本研究では大学男子バスケットボ

ール選手のスキル面とパーソナリ

ティ面における指導者と選手の評

価の差を明らかにし、今後のチー

ムビルディングの方策について論

じた。 

著者：石川峻、青木敦英 

 

6 歳児から 18 歳までの男児知的

障碍児の身長、体重、脂肪量、

除脂肪体重の継続的な測定デー

タについてパネルデータ分析を

用いて分析を行ったところ、知的

障碍男児の肥満、痩身の予防は

学童期以前から実施することが

重要であることが示唆された。        

著者：田路秀樹、榊悠太、青木敦

英 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

芦屋大学の運動部に所属する学

生を対象として、スポーツ傷害の

発生状況にについて調査したと

ころ、格闘技と球技、男子と女子

で傷害の発生状況に違いがみら

れたことが明らかになった。 

著者：伊藤武徳、西光哲治、金相

煥、別當和香、武田光平、石川

峻、番平守、青木敦英 

 

【その他（講演や発表）】 

１．バスケットボールにおける

ポジション別にみたリバウンド

獲得状況と勝敗との関係（学

会発表） 

 

２．中学生バレーボール選手

のスパイク速度に及ぼす体

格と体力の影響（学会発表） 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

平成 29 年 9 月 

 

 

 

 

平成 30 年 8 月 

 

 

 

日本体育学会第 68 回

大会 

 

 

 

日本体育学会第 69 回

大会 

 

 

発表者：石川峻、青木敦英 

 

 

 

 

発表者：青木敦英、石川峻 
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芦屋大学 

 

３．等速性膝伸展運動にお

ける複合トレーニングの効果

-男子大学生を対象として-

（学会発表） 

 

４．児童期における外遊びの

多寡がその後の運動に対す

る主観的評価に与える影響

（学会発表） 

 

５．バスケットボールにおける

クォーターごとの得点と勝敗

の関係−関西学生バスケット

ボールリーグを対象として−

（学会発表） 

 

６．障がい者のスポーツイベ

ントに関する一考察（学会発

表） 

 

７．等速性膝伸展運動にお

ける複合トレーニングの効果

−女子大学生を対象として−

（学会発表） 

 

８．ミニテニスの普及に関す

る一考察（学会発表） 

 

 

９．片脚と両脚のプライオメト

リックトレーニングが跳躍能

力に及ぼす影響−大学バレ

ーボール選手を対象として−

（学会発表） 

 

10．ミニテニスに対する意識

調査−経験者を対象に−（学

会発表） 

 

１１．小規模大学の特徴を生

かした IR活動の課題と展望

−IR推進室の設置から教学

IRの分析に至るまでの３年

間−（学会発表） 

 

１２．シニアテニス国際大会

の参加者における運動継続

に関わる実態調査（学会発

表） 

  

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

平成 30 年 8 月 

 

 

 

 

平成 30 年 9 月 

 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

令和 2 年 6 月 

 

 

 

 

 

令和 2 年 6 月 

 

 

 

令和 3 年 8 月 

 

 

 

 

 

令和 3 年 9 月 

 

 

日本体育学会第 69 回

大会 

 

 

 

日本体力医学会第 73

回大会 

 

 

 

日本体育学会第 70 回

大会 

 

 

 

 

日本体育学会第 70 回

大会 

 

 

日本体育学会第 70 回

大会 

 

 

 

日本体力医学会第 74

回大会 

 

 

兵庫体育・スポーツ科

学学会第 31 回大会 

 

 

 

 

兵庫体育・スポーツ科

学学会第 31 回大会 

 

 

日本教育情報学会第

37 回大会 

 

 

 

 

日本体力医学会第 76

回大会 

 

発表者：田路秀樹、溝畑潤、青木

敦英、福田厚治 

 

 

 

発表者：竹安知枝、青木敦英、臼

井達矢、織田恵輔、辻慎太郎、

松尾貴司 

 

 

発表者：青木敦英、石川峻、竹安

知枝 

 

 

 

 

発表者：竹安知枝、青木敦英、石

川峻 

 

 

発表者：田路秀樹、溝畑潤、青木

敦英、福田厚治 

 

 

 

発表者：竹安知枝、青木敦英、臼

井達矢、織田恵輔、辻慎太郎、

松尾貴司 

 

発表者：青木敦英、石川峻、竹安

知枝 

 

 

 

 

発表者：竹安知枝、青木敦英、石

川峻 

 

 

発表者：藤本光司、新谷隆之、青

木敦英、徳岡拓、小野貴久 

 

 

 

 

発表者：竹安知枝、青木敦英、臼

井達矢、織田恵輔、辻慎太郎、

松尾貴司 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名     大石   徹      

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆ﾍﾟ

ｰｼﾞ数

（総ペ

ージ

数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

社

会

学

概

論

Ⅰ

（単

独） 

（著書） 

１．ひとが優しい博

物館――ユニバ

ーサル・ミュージア

ムの新展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文） 

１．映画の副音声

をめぐる一考察 

――創造的観念

を通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

１．娯楽のユニバ

ーサル化――映

画の副音声 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 4

月 

 

青弓社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『芦屋大学論

叢』（芦屋大

学発行）70号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『月刊みんぱ

く』（国立民族

学博物館発

行）487号 

 

16 

（307） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

（20） 

 

株式会社セガが開発したお化け屋敷

「マーダーロッジ」では、暗闇のなか、

視覚を遮断された入場者の聴覚や皮

膚感覚が刺激される。この画期的な体

感アトラクションはまた、視覚障害者も

楽しめるものだ。このような「マーダー

ロッジ」の仕組みはユニバーサル・ミュ

ージアム（誰もが楽しめる博物館およ

び美術館）の設備にも応用できる。「社

会学概論Ⅰ」で取り上げる感覚情報や

知的な楽しみについても論じている。 

（執筆担当部分：娯楽・余暇の幅を広

げる――見えない恐怖を共遊する「マ

ーダーロッジ」の衝撃） 

主要な著者：広瀬浩二郎、相良啓子、

大髙幸、篠原聰、黒澤浩、石塚裕子、

大石徹、堀江典子、小山修三 

著者の合計人数 23名 

 

 

「社会学概論Ⅰ」で取り上げるトピッ

ク、たとえば情報化社会、感覚情報、

ユニバーサル・デザイン、ライフスタイ

ルの変化、芸術の社会的な重要性に

関連する論文である。副音声は、映像

の主音声を聴くだけではわかりにくい

情報を視覚障害者に伝えるものであ

る。この論文では、映画の副音声につ

いて、その先行研究・普及・作成手順

を検討したのち、映画の主音声および

副音声に対する批評の必要性を主張

した。 

 

 

「社会学概論Ⅰ」で取り上げるトピッ

ク、たとえば情報化社会、感覚情報、

ユニバーサル・デザイン、ライフスタイ

ルの変化、芸術の社会的な重要性に

関連している論考である。この論考で

は、映画の副音声の普及・媒体・作成

手順を紹介したのち、副音声作成と学
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術的フィールドワークとの間には、副

音声の作成者やフィールドワークの調

査者が情報を選択し、それを解釈しな

がら、言葉に翻訳しているという共通

点があることを指摘した。 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

１． ひとが優しい博物館―

―ユニバーサル・ミュー

ジアムの新展開 

 

２．ユニバーサル・ミュージ

アム――さわる！“触”の大

博覧会  

 

共 

 

 

 

共 

 

平成 28年 8月 

 

 

 

令和 3年 9月 

 

青弓社 

 

 

 

小さ子社 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

大切な人との別れは誰の人生

にでも訪れる。死との闘いで

は、いつか必ず誰もが負けるか

らだ。そういうユニバーサルな別

れをよく噛みしめるためには、

旅立つ相手の声に耳を傾けて

相手の気持ちを考えたり、手足

に触れて相手の今にも消え入り

そうな命を体ごと感じたりして、

聴覚や触覚を呼び起こし、そし

て身体に眠る潜在能力、全身

の感覚を呼び覚ます必要があ

る。そういう潜在能力や感覚を

磨く場にユニバーサル・ミュージ

アムはなりうる。 

（執筆担当部分：聴覚と触覚が

呼び起こす――母の声と手足

を通して：全 248ページのうち 3

ページ） 

主要な著者：広瀬浩二郎、吉田

憲司、小山修三、半田こずえ、

篠原聰、山本清龍、細矢芳、阿

部健一、北井利幸、大石徹、真

下弥生、伊藤鉄也、岡本裕子、

松山沙樹、日高真吾、黒澤浩、

鈴木康二、堀江典子、原礼子 

著者の合計人数 60名 

 

【学術論文】 

１． 映画の副音声をめぐる

一考察――創造的観

念を通して 

  

 

単 

 

平成 30年 11月 

 

『芦屋大学論叢』（芦

屋大学発行）70号 

 

（再掲のため、略） 

【その他（講演や発表）】 

１．研究発表「触常者も見

常者も満喫できる音響娯楽

施設――マーダーロッジの

事例」 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 3月 

 

 

 

 

 

 

国立民族学博物館共

同研究会「触文化に

関する人類学的研究

――博物館を活用し

た“手学問”理論の構

 

株式会社セガが開発したお化

け屋敷「マーダーロッジ」では、

暗闇のなか、視覚を遮断された

入場者の聴覚や皮膚感覚が刺

激されることによって恐怖を味

わう。この体感アトラクションはま
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２．講演「娯楽・余暇の幅を

拡げる――見えない恐怖を

共遊する『マーダーロッジ』

の衝撃」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．講演「娯楽から人生を考

える――お化け屋敷の音

響の場合」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．娯楽のユニバーサル化

――映画の副音声 

 

 

５．研究発表「大切なのは

考え抜くこと――映画の副

音声を作るために」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 4月 

 

 

 

平成 30年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

築」（於：国際基督教

大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立民族学博物館の

公開シンポジウム「ユ

ニバーサル・ミュージ

アム論の新展開――

展示・教育から観光・

まちづくりまで」（於：国

立民族学博物館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学公開講座

（於：芦屋市民センタ

ー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『月刊みんぱく』（国立

民族学博物館発行）

487号 

 

国立民族学博物館共

同研究会「『障害』概

念の再検討――触文

化論に基づく『合理的

配慮』の提案に向け

て」（於：国立民族学博

物館） 

 

 

 

た、視覚障害者も楽しめる。「マ

ーダーロッジ」の仕組みはユニ

バーサル・ミュージアム（誰もが

楽しめるミュージアム）の設備に

も応用できる。この発表では、

「社会学概論Ⅰ」で取り上げるト

ピック、たとえば情報化社会、知

的な楽しみ、感覚情報について

も論じた。 

 

娯楽施設は、娯楽や余暇や芸

術表現の幅を拡げる可能性も

秘めている。そのような施設の

例として、株式会社セガのお化

け屋敷のマーダーロッジを紹介

した。この施設は、日本社会に

ユニバーサル・ミュージアムや

ダイアログ・イン・ザ・ダークや暗

闇体験ワークショップが普及す

る前に成功したケースである。

言わば聴覚や闇の復権の先駆

けと言えよう。この講演は、「社

会学概論Ⅰ」で取り上げる情報

化社会や知的な楽しみや感覚

情報にも触れている。 

 

臨場感が表現されるようなタイ

プの娯楽は、現実の人生を捉

えられるし、臨場感があるおか

げで鑑賞者の人生の一部分に

なれると言えよう。そのようなタイ

プの娯楽の例として、お化け屋

敷の音響を取り上げ、そのよう

な音響を応用することによって

人生を表現したり実感したりで

きる可能性について考えた。

「社会学概論Ⅰ」で取り上げるト

ピック、たとえば情報化社会、知

的な楽しみ、感覚情報について

も論じている。 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

映画の主音声には出演者の

声、背景音、BGM などの聴覚

情報が含まれ、それらの情報は

映画に立体感も与える。視覚障

害者は、映画の主音声を補足

する副音声を聴きながら、主音

声の聴覚情報を組み合わせて

画面を想像している。そして副

音声を作るとき、いちばん大切

なのは、どのような副音声をどこ
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６．  講演「なぜ物語なの

か」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．講演「暗闇へ突っ走れ

――専門主義を打ち破るた

めに」  

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

国立民族学博物館の

公開シンポジウム「日

本におけるユニバーサ

ル・ミュージアムの現

状と課題――2020オリ

パラを迎える前に」の

セッションⅢ「さわれな

いものへのアプローチ

――映像・風景・宇宙

の物語」（於：国立民

族学博物館） 

 

 

 

 

 

国立民族学博物館の

第 514 回みんぱくゼミ

ナール「ユニバーサ

ル・ミュージアムとは何

か―—暗闇で『野生の

勘』を取り戻せ」（於：

国立民族学博物館） 

に入れるのかを考え抜くことな

のだ。この発表では、「社会学

概論Ⅰ」で取り上げる情報化社

会や感覚情報についても論じ

た。 

 

近現代をめぐる問題点は、くだ

らない仕事（bullshit jobs）とステ

ィーヴ・ジョブズ（Steve Jobs）と

いう二つのジョブズを通して分

かる。そして、スティーヴ・ジョブ

ズに最も影響を与えた人、ボ

ブ・ディランは「荒野に響きわた

る個人の叫び」のような存在で

あり、そんな叫びから、「具体的

なケースと具体的な人間によっ

て方向づけられた実質的『正

義』」（マックス・ウェーバー『経

済と社会』）が生まれ、こんな正

義に基づく物語は近現代と対

決する。 

 

国立民族学博物館の特別展

「ユニバーサル・ミュージアム」

には音の展示があり、芦屋大学

運動部の協力を得て録音した 9

競技のプレー中の音を再生で

きる。来場者は、バスケットボー

ルの靴がこすれる「キュッキュ」、

ボールが弾む「ドムドム」といっ

た音も「男子と女子で違う。スポ

ーツ観戦の新しい方法として面

白い」と言う。このような展示は

学芸員の専門主義から生まれ

ない。雑多な知識や記憶を結

びつけることによって、既存の

発想の殻を打ち破り、専門主義

は超えられる。 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名  阪本  美江           

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

（著書） 

1.『「劣等児」特別

学級の思想と実

践』 

 

 

単 

 

平成28年12月23

日 

 

大空社出版 

 

（抽

出不

可）

(277) 

 

本書は、戦前の文部省の見解を踏ま

えつつ、奈良県下の「特別学級」の歴

史を明らかにするものである。本書で

は、奈良の奈良女高師附小、桜井小

学校、治道小学校に着目し、当時の

「特別学級」や「劣等児」「低能児」の

特徴を明らかにした。その結果、当該

校には新教育的な理念があり、狭い地

域の中で互いに交流を重ねることで、

教育理念や実践を培っていたこと等が

確認できた。本書は「2021年日本特

別ニーズ教育学会文献賞」を受賞し

た。 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

2. 『「劣等児」「特

別学級」の思想と

実践』（改訂版） 

単 令和3年5月19日 大空社出版 （抽

出不

可）

(280) 

本書は 、2016 年「旧版」にさらなる調

査を加えた改訂版である。改訂版では

とくに、奈良女高師附小「特別学級」の

実践や理論に着目し、同校理念が京

都市の「特別学級」の開設や実践に影

響を与えたこと、さらにそれが後の障

害児（者）教育へと継承されていった

可能性について、より具体的に明らか

にすることを目指した。戦前の「特別学

級」の検討は、現代の教育問題を考え

る上でも多くの示唆を与えるものであ

るということを明確にした。 

 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（学術論文） 

1. 「戦前期にお

ける特別学級尊重

論の比較検討―

文部省特殊教育

関係者と現場の特

別学級担任教師

の事例」 

 

単 

 

平成24年3月

31日 

 

 

奈良女子大

学大学院人

間文化研究

科『人間形成

と文化』第 27

号 

 

 

239 

(13) 

 

本稿では、特別支援教育研究の一環

として、戦前期「特別学級」の発展に

尽力した人物が、どのような根拠に基

づき当該学級の意義を主張していた

のか、解明することを目指した。その

際、文部省嘱託青木誠四郎と奈良県

の桜井小学校の一訓導の主張を例に

挙げ検討した。その結果、両者とも共

通して児童中心主義的発想の下、「劣

等児」教育の必要性を述べ、教育方

法及び教育課程編成の充実を期待し

ていたことが明らかとなった。（pp:39～

251） 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

（単

独） 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

2. 「奈良県桜井

尋常高等小学校

における特別学級

と新教育」 

単 平成 24年 5

月 27日 

全国地方教

育史学会『地

方教育史研

究』第 33号 

 

43 

(22) 

本稿では、道徳教育及び教育方法の

歴史的研究として、当時「新教育」実

践校として高名であった公立の桜井小

の教育方法と「特別学級」の実践につ

いて明らかにすることを目指した。その

結果、同校「特別学級」担任であった

西久保訓導は、学力不振児を人道

的・教育的・国家的見地より教育する

必要性を主張し、特別な教育課程を

編成し、将来の彼等の生活をも顧慮し

た進路指導や、能力や特性に応じた

教育を実践していたことが明らかとな

った。（pp:43～64） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

3. 「大正期から昭

和初期にかけての

奈良県における

「劣等児」特別学

級の思想と実践：

「新教育」との関係

に着目して」 

単 平成 26年 3

月 24日 

奈良女子大

学人間文化

研究科博士

学位論文（奈

良女子大学 

第 550号） 

 

（抽

出不

可）

(164) 

本博士論文では、奈良県の小学校に

おける「特別学級」の歴史や特徴を明

らかにすることを目指した。奈良県で

は、奈良女高師附小、桜井小学校、

治道小学校において「特別学級」が開

設されていたことが確認できたが、当

時「劣等児」「低能児」と言われた、い

わゆる学力不振・障害を有する児童に

対し、それぞれの学校が互いに交流

を重ね、「新教育」の理念を深めること

で教育的「救済」を目指していたことが

明らかとなった。 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

4. 「戦前期にお

ける「劣等児」の身

体的問題につい

て：「特殊教育」関

係者の理論に着

目して」 

単 平成 28年 3

月 31日 

奈良女子大
学大学院人
間文化研究
科『人間文化
研究科年報』
第 

31号 

 

139 

(11) 

本稿では、特別支援教育の歴史的検

討の一環として、「劣等児」とその身体

的特徴について考察することを目指し

た。その際、当時「特殊教育」の実践・

研究に関わった複数の人物（青木誠

四郎、脇田良吉、東京高師附小の「特

別学級」担任）に着目し、その見解を

確認したところ、いずれも「劣等児」の

原因には先天的要因と後天的要因が

あり、遺伝や貧困の問題等があること

を指摘していたことが明らかとなった。

(pp:139～149) 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

5. 「奈良女高師

附小訓導斎藤千

栄治の「劣等児」

「低能児」論とその

展開」 

単 平成 28年 3

月 20日 

日本教育史

学会『日本教

育史学会紀

要』第 6号 

 

20 

(20) 

本稿では、まずは奈良女高師附小「特

別学級」主任齋藤千榮治の論に着目

し、学力不振に対する道徳教育、教育

実践の歴史的考察を行った。齋藤は、

徳育のみならず、教育的・社会的見地

より「劣等児」等の教育が不可欠であ

ること、さらに「実際生活」に即した教



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

（単

独） 

育等が必要であることも述べていた。

齋藤は、転出先の滋野小で学級担任

として田村一二を育成するが、田村は

後の障害児（者）教育においても、齋

藤の理論を継承していた可能性を指

摘した。(pp:20～39) 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

6. 「奈良女子大

学附属小学校所

蔵の近・現代学校

資料の現状」 

単 平成28年3月

（日付記載無

し） 

 

奈良女子大

学教育システ

ム研究開発

センター『教

育システム研

究』第 11号 

 

57 

(12) 

本稿では、奈良女附小所蔵資料の特

徴と、学校資料は児童・生徒の価値あ

る学習教材にもなり得ることを指摘し

た。附小には、開校時から作成された

膨大な資料が学内に所蔵されている。

しかしそのほとんどが酸性紙で作製さ

れているため劣化が激しく、大学が主

体となって資料の脱酸・補修を完了さ

せた。本稿では同事業の特徴と今後

の課題だけではなく、学内・地域に関

する膨大な記録が残された学校資料

活用の意義についても指摘した。

(pp:57～68) 

 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

7. 「通常学級で

特別な配慮の必

要な子どもたちに

ついて― 視機能

の問題に着目し

て」 

単 平成29年3月

（日付明記無

し） 

 

奈良女子大

学教育システ

ム研究開発

センター『教

育システム研

究』第 12号 

 

99 

(11) 

本稿では、特別な支援が必要な子ど

も達への配慮のあり方と、そのための

教育課程編成のあり方を考察する一

環として、子どもの視覚的な問題に着

目し検討することを目指した。とくに、

視力・色覚に問題を抱え、心因性視力

障害を発症した子ども達に着目し、ど

のような教育課程編成・環境構成が必

要なのかついて言及した。加えて、学

校・家庭・社会・医療の連携が不可欠

であることについても指摘した。

(pp:99～109) 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

8. 「奈良女子高

等師範学校第 1

期生斎藤よしの経

歴について―佐保

会での実績にも着

目して」 

単 平成29年3月

（日付記載無

し） 

 

奈良女子大

学教育システ

ム研究開発

センター『教

育システム研

究』第 12号 

 

25 

(10) 

本稿では、奈良女高師 1期生であり

佐保会を設立したメンバーの一人であ

る齋藤よしに着目し、齋藤の教職者と

しての実績のみならず、奈良女高師、

佐保会での実績、社会貢献、及び佐

保女学院での教育実践・教育課程を

明らかにすることを目指した。その結

果、齋藤は、女子の社会的地位の向

上を目指して、学内の実践のみなら

ず、社会的方面でも多くの実績を残し

ていたことが確認できた。(pp:25～

34) 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

9. 「「実際生活」

に即した滋野尋常

小学校特別学級

の教育実践―特

別学級担任田村

一二の教育記録

に着目して」 

単 平成 29年 3

月 31日 

奈良女子大

学大学院人

間文化研究

科『人間文化

研究科年報』

第 32号 

 

125 

(11) 

本稿では、田村一二の滋野小学校時

代における教育内容を歴史的に考察

することで、現代の特別支援教育にお

ける教育方法・道徳教育のあり方に示

唆を得ることを目的とした。その結果田

村は、支援の必要な子ども達には「実

際生活」に即した教育と徳育が重要で

あると認識し、教師が良好な教育環境

を提供する必要性を主張していた。さ

らに、子ども達の将来の生活までをも

顧慮した職業教育も行っていたことも

明らかとなった。(pp:125～135) 

 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

10. 「小学校から

現在までの印象に

残る授業―教育課

程論を受講する大

学生を対象にした

調査より」 

単 平成30年3月

（日付記載無

し） 

 

奈良女子大

学教育システ

ム研究開発

センター『教

育システム研

究』第 13号 

 

35 

(8) 

本稿では、教職課程を履修する学生

が回答した「思い出に残る授業」アン

ケートの内容を分析することで、今後

の教育課程、教育方法及び教職のあ

り方について考察することを目指した。

その結果、教師主体、座学中心の授

業ではなく、体験を織り交ぜた授業が

理想であり、子どもの興味関心に即し

た学習環境の整備、総合的な学習の

時間の充実が必要であることが明らか

となった。（pp:35～42） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

11.「OG によるキャ

リア教育に学生が

期待する講義内容

と今後の課題につ

いて―奈良女子

大学 「専門職論」 

のアンケート結果

から」 

単 平成30年3月

（日付記載無

し） 

 

奈良女子大

学教育システ

ム研究開発

センター『教

育システム研

究』第 13号 

 

385 

(8) 

本稿では、今後のよりよい進路指導を

考察する一環として、奈良女子大学が

開講する「専門職論」における受講生

対象のアンケートに着目し、検討する

ことを目指した。とくに将来教職を目指

す学生においては、同講義で様々な

職種のゲストスピーカーの職業内容・

職業観に触れることで、将来教育現場

における進路指導のあり方を改めて考

察するきっかけとなっていたことが確

認できた。 (pp:385～392) 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

12. 「奈良女子大

学附属小学校所

蔵の学校資料の

状態について―明

治期における資料

の劣化状況に着

目して」 

単 平成 30年 8

月 31日 

関西教育学

会『関西教育

学会年報』第

42号 

 

1 

(5) 

本稿では、奈良女附小が開校時より
所蔵する学校資料の特徴を明らかに
しつつ、学校資料を活用した教育方
法についても言及した。附小資料は、
経年的な変化のみならず、紙質の問
題もあり、劣化が激しく、脱酸性化処
理が急務であり補修作業が必要な資
料の割合が高いことが確認できた。ま
た、学校資料活用例が蓄積され公開
されていくことで、資料の大切さが教
職員等に認識されていく可能性につ
いても指摘した。 
（pp:1～5） 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

13. 「大学生が語

る「思い出に残る

授業」より見えてき

た芸術教育への

創意工夫の必要

性：教職に関する

科目を受講する

「初等芸術教育学

科」の学生の記述

より」 

単 平成 31年 3

月 23日 

大阪芸術大

学短期大学

部学術研究

委員会『大阪

芸術大学短

期大学部紀

要』第 43号 

 

117 

(12) 

本稿では、初等教育の教員を目指す

学生を対象に、とくに芸術系の教科に

おいて「思い出に残る授業」調査を行

うことで、よりよい教育方法・教育課程

のあり方について考察することを目指

した。その結果、知識偏重ではなく、

双方向型・体験型・教科横断型、技能

の修得に留まらない教育方法・教育課

程が、良い印象として残る傾向にあ

る、ということが確認できた。また同調

査は、学生が教職のあり方について考

察するきっかけにもなっていた。 

(pp:117～128) 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

14. 「奈良女子大

学附属小学校所

蔵資料の実物保

存にむけての取り

組みについて」 

単 令和 1年 6

月 30日 

日本アーカイ

ブズ学会『ア

ーカイブズ学

研究』第30号 

 

38 

(10) 

本稿では、奈良女附小資料保存事業

を通じて、資料実物保存の意義と、児

童・生徒への教材としてどのような活

用方法があるのか、明らかにすること

を目指した。附小資料には相当な劣

化が生じているが、それは附小だけに

留まらず、全国の学校資料においても

生じている可能性を指摘し、今後資料

保存は、実物保存も視野に入れていく

ことと、地域資料としても価値の高い学

校資料の積極的な活用が促進される

ことの必要性について指摘した。

(pp:38～46) 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

15. 「奈良女高師

附小との交流の下

「新教育」を構築さ

せた公立小学校

の一例―奈良県

斑鳩尋常高等小

学校に着目して」 

単 令和 2年 3

月（日付記載

無し） 

奈良女子大

学教育システ

ム研究開発

センター『教

育システム研

究』第 15号 

 

21 

(9) 

本稿では、「新教育」による、子ども達

の主体的活動と情操陶冶に力点をお

いていた斑鳩小の教育内容や方法に

着目することで、現代の主体性教育、

道徳教育への示唆を得ることを目的と

した。斑鳩小は、近隣の「新教育」実

践で高名な奈良女高師附小と交流を

重ねることで多大な影響を受けていた

が、同校「新教育」が発展した理由は、

同校教員に、常に児童を中心に考え

る教職者としての強い信念があったこ

とも確認できた。 (pp:21～29) 

 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

16. 「新型コロナウ

イルス感染症によ

る臨時休校時の家

庭指導等の状況

について―小・中・

高校生の保護者

へのアンケート結

果より」 

 

 

単 令和 3年3月

31日 

 

 

奈良女子大
学教育システ
ム研究開発
センター『教
育システム研
究』第 16号 

 

89 

(9) 

本稿では、コロナ禍における特別な教

育方法・教育課程のあり方について考

察することを目指した。その結果奈良

では、コロナ禍の中全国に先駆けてオ

ンライン学習が導入されたが、その利

用に戸惑いを感じている保護者が多

いこと等が確認できた。すなわち奈良

は、オンライン学習の上で恵まれた環

境であった半面、数々の問題も抱えて

いたことが確認できた。今後、非常時

に即したよりよい教育方法・教育課程

の編成が期待されることを指摘した。 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

(pp:89～97) 

教

育

課

程

論

（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

17.学生が考えた

奈良女附小資料

を活用した学習案

の一例 

 

単 令和 3年8月

31日 

関西教育学

会『関西教育

学会年報』第

45号 
 

26 

(5) 

本稿では、奈良女子大学において将

来教師を目指す学生が考案した、附

小資料を活用した児童・生徒への教

育方法について紹介することで、教育

方法・教育課程編成のあり方を考察す

る一つの手がかりとした。本稿検討を

通じて、将来教師を目指す学生には、

積極的に教育方法やカリキュラムを考

案する傾向が確認できた。また本稿で

は、学校資料活用例を蓄積させること

で、より一層学校資料の価値が認識さ

れることについても指摘した。(pp:26

～30) 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

18.「草創期におけ

る奈良女高師附小

「特別学級」の特

徴と道徳的な教育

目標について―附

小所蔵資料にも言

及して」（「特別寄

稿」） 

単 令和 4年 4

月 25日 

奈良女子大

学附属小学

校学習研究

会 『 学 習 研

究』第 502 号

（春 4月）号 

 

16 

(6) 

本稿では、道徳教育指導法の歴史的

検討を行う一環として、奈良女高師附

小「特別学級」に着目して、そこでの学

力不振・軽度障害を有する子ども達へ

の指導法がどのようなものであったの

か、明らかにすることを目指した。附小

では、「特別学級」の子ども達は、将来

非行や貧困等といった社会問題と密

接に繋がりがあるとの認識の下、学習

態度や家庭生活での規律面を徹底さ

せる徳育を学校内で行っていたことが

確認できた。 

(pp:16～21) 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

19.「心身症と不登

校を呈した男児へ

の生徒指導の一

例―心因性視力

障害発症から治癒

までの経過に着目

して」 

 

単 令和 4年 1月

31日 

 

奈良女子大
学教育システ
ム研究開発
センター『教
育システム研
究』第 17号 

 

 

75 

(10) 

 

本稿では、心身症と不登校と呈した男

児へのよりよい生徒指導・情操教育の

あり方について検討することを目指し

た。その際、男児の視力障害発症から

治癒までの視力の変化に着目した。

男児は学校での「いじめ」が原因で同

障害を発症させたが、学校における生

徒指導・情操教育の改善や、学校―

保護者―医療の連携が治癒へと導い

ていたことが明らかとなった。また、男

児の同障害は、発達障害の二次障害

である可能性も考えられた。(pp:75～

84) 

 

教

育

課

程

論

20.「色覚特性に

関する教育講演受

講後の保育教諭

等の意識の変化

―園におけるより

単 令和 4年 6月 

 

『関西教育学
会年報』第 46
号 （ 掲 載 決
定） 

 

 本稿では、園児の色覚特性に着目し
つつ、園のよりよい色彩環境や保育・
教育課程編成のあり方について検討
することを目指した。論者が奈良市の
認定こども園を対象に実施した教育講
演後、アンケート調査を実施したが、
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（単

独） 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

よい色彩環境や教

育のあり方とは―」 

 

その結果、講演受講前後では教諭等
の意識が変化していることが明らかと
なった。また、教諭養成機関におけ
る、色覚特性を含めた特別な配慮が
必要な園児に関する学びが充実され
ることの必要性についても指摘した。 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

21.「園の教諭等

の色覚異常に対

する認識と今後の

課題について―園

のカラーユニバー

サルデザインの実

現にむけて―」 

単 令和4年7月 芦屋大学『芦

屋大学論叢』

第77号（掲載

決定） 

 

 現在、学校においては、色覚異常を

有する児童・生徒のためのさまざまな

取り組みがおこなわれつつあるが、色

覚検査を実施しない幼稚園等におい

てはどのような状況にあるのか、論者

が講演を行った某認定こども園で実施

したアンケート結果を下に分析し、考

察することを目指した。その結果、園

が文科省作成の資料を活用すること

や、教諭養成機関の充実、さらに、研

修会等での学びを通じて、園の CUD

化が進められていく必要性を指摘し

た。 

 

教

育

学

概

論

Ⅰ・

Ⅱ

（単

独） 

(その他) 

1. 「戦前の桜井

に花開いた「新教

育」」：大学的奈良

ガイド（奈良女子

大学の大学的地

域学「なら学プロジ

ェクト」のメンバー

による連載企画） 

 

 

単 

 

平成28年1月

1日 

 

 

 

 

 

月刊大和路

『ならら 平成

28年1月号』 
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「ならら」は一般向けの情報誌である。

奈良女子大学の「大学的地域学」の試

みである「奈良学プロジェクト」の一環

として、桜井小の「新教育」と「特別学

級」に着目し、同校において活発な教

育実践が繰り広げられた背景には、桜

井の地域性があったことを同誌で紹介

した。本検討を通じて、桜井の歴史の

みならず、桜井が教育実践・カリキュラ

ム編成において先進的な取り組みを

行ってきた地域であったことを、広く認

識してもらうことを目指した。 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

1.『「劣等児」特別学級の思

想と実践』 

 

 

  

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年12月23

日 

 

 

 

 

 

 

大空社出版 

 

 

 

 

 

本書は、戦前の文部省の見解

を踏まえつつ、奈良県下の「特

別学級」の歴史を明らかにする

ものである。本書では、奈良の

奈良女高師附小、桜井小学

校、治道小学校に着目し、当時

の「特別学級」や「劣等児」「低

能児」の特徴を明らかにした。

その結果、当該校には新教育

的な理念があり、狭い地域の中

で互いに交流を重ねることで、
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教育理念や実践を培っていたこ

と等が確認できた。本書は

「2021 年日本特別ニーズ教育

学会文献賞」を受賞した。 

 

2.『「劣等児」「特別学級」の

思想と実践』（改訂版） 

 

単 令和3年5月19日 大空社出版 

 

本書は 、2016 年「旧版」にさら

なる調査を加えた改訂版であ

る。改訂版ではとくに、奈良女

高師附小「特別学級」の実践や

理論に着目し、同校理念が京

都市の「特別学級」の開設や実

践に影響を与えたこと、さらにそ

れが後の障害児（者）教育へと

継承されていった可能性につ

いて、より具体的に明らかにす

ることを目指した。戦前の「特別

学級」の検討は、現代の教育問

題を考える上でも多くの示唆を

与えるものであるということを明

確にした。 

 

【学術論文】 

1.「通常学級で特別な配慮

の必要な子どもたちについ

て― 視機能の問題に着目

して」  

 

単 

 

 

 

平成 29 年 3 月

（日付明記無し） 

 

 

奈良女子大学教育シ

ステム研究開発センタ

ー『教育システム研

究』第 12号 

 

 

本稿では、特別な支援が必要

な子ども達への配慮のあり方

と、そのための教育課程編成の

あり方を考察する一環として、子

どもの視覚的な問題に着目し検

討することを目指した。とくに、

視力・色覚に問題を抱え、心因

性視力障害を発症した子ども達

に着目し、どのような教育課程

編成・環境構成が必要なのか

ついて言及した。加えて、学校・

家庭・社会・医療の連携が不可

欠であることについても指摘し

た。(pp:99～109) 

 

2.「奈良女子高等師範学

校第1期生斎藤よしの経歴

について―佐保会での実

績にも着目して」 

 

単 

 

平成 29年 3月

（日付記載無し） 

 

奈良女子大学教育シ

ステム研究開発センタ

ー『教育システム研

究』第 12号 

 

本稿では、奈良女高師 1 期生

であり佐保会を設立したメンバ

ーの一人である齋藤よしに着目

し、齋藤の教職者としての実績

のみならず、奈良女高師、佐保

会での実績、社会貢献、及び佐

保女学院での教育実践・教育

課程を明らかにすることを目指

した。その結果、齋藤は、女子

の社会的地位の向上を目指し

て、学内の実践のみならず、社

会的方面でも多くの実績を残し

ていた こ とが確認できた 。

(pp:25～34) 

 

3.「「実際生活」に即した滋

野尋常小学校特別学級の

教育実践―特別学級担任

単 

 

平成29年3月31

日 

奈良女子大学大学院

人間文化研究科『人

本稿では、田村一二の滋野小

学校時代における教育内容を

歴史的に考察することで、現代



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

田村一二の教育記録に着

目して」 

 

間文化研究科年報』

第 32号 

 

の特別支援教育における教育

方法・道徳教育のあり方に示唆

を得ることを目的とした。その結

果田村は、支援の必要な子ども

達には「実際生活」に即した教

育と徳育が重要であると認識

し、教師が良好な教育環境を提

供する必要性を主張していた。

さらに、子ども達の将来の生活

までをも顧慮した職業教育も行

っていたことも明らかとなった。

(pp:125～135) 

 

4.「小学校から現在までの

印象に残る授業―教育課

程論を受講する大学生を

対象にした調査より」 

 

単 

 

平成 30年 3月

（日付記載無し） 

 

奈良女子大学教育シ

ステム研究開発センタ

ー『教育システム研

究』第 13号 

 

本稿では、教職課程を履修する

学生が回答した「思い出に残る

授業」アンケートの内容を分析

することで、今後の教育課程、

教育方法及び教職のあり方に

ついて考察することを目指し

た。その結果、教師主体、座学

中心の授業ではなく、体験を織

り交ぜた授業が理想であり、子

どもの興味関心に即した学習環

境の整備、総合的な学習の時

間の充実が必要であることが明

らかとなった。（pp:35～42） 

 

5.「OG によるキャリア教育に

学生が期待する講義内容と

今後の課題について―奈

良女子大学 「専門職論」 

のアンケート結果から」 

 

単 

 

平成 30年 3月

（日付記載無し） 

 

奈良女子大学教育シ

ステム研究開発センタ

ー『教育システム研

究』第 13号 

 

本稿では、今後のよりよい進路

指導を考察する一環として、奈

良女子大学が開講する「専門

職論」における受講生対象のア

ンケートに着目し、検討すること

を目指した。とくに将来教職を

目指す学生においては、同講

義で様々な職種のゲストスピー

カーの職業内容・職業観に触

れることで、将来教育現場にお

ける進路指導のあり方を改めて

考察するきっかけとなっていた

ことが確認できた。 (pp:385～

392) 

 

6.「奈良女子大学附属小

学校所蔵の学校資料の状

態について―明治期にお

ける資料の劣化状況に着

目して」 

 

単 

 

平成30年8月31

日 

 

関西教育学会『関西

教育学会年報』第 42

号 

 

本稿では、奈良女附小が開校
時より所蔵する学校資料の特徴
を明らかにしつつ、学校資料を
活用した教育方法についても
言及した。附小資料は、経年的
な変化のみならず、紙質の問題
もあり、劣化が激しく、脱酸性化
処理が急務であり補修作業が
必要な資料の割合が高いことが
確認できた。また、学校資料活
用例が蓄積され公開されていく
ことで、資料の大切さが教職員
等に認識されていく可能性につ
いても指摘した。 
（pp:1～5） 
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7.「大学生が語る「思い出に

残る授業」より見えてきた芸

術教育への創意工夫の必

要性：教職に関する科目を

受講する「初等芸術教育学

科」の学生の記述より」 

 

単 

 

平成 31 年 3 月

23日 

 

大阪芸術大学短期大

学部学術研究委員会

『大阪芸術大学短期

大学部紀要』第 43号 

 

本稿では、初等教育の教員を

目指す学生を対象に、とくに芸

術系の教科において「思い出に

残る授業」調査を行うことで、よ

りよい教育方法・教育課程のあ

り方について考察することを目

指した。その結果、知識偏重で

はなく、双方向型・体験型・教科

横断型、技能の修得に留まらな

い教育方法・教育課程が、良い

印象として残る傾向にある、とい

うことが確認できた。また同調査

は、学生が教職のあり方につい

て考察するきっかけにもなって

いた。 (pp:117～128) 

 

8.「奈良女子大学附属小学

校所蔵資料の実物保存に

むけての取り組みについ

て」 

 

単 

 

令和 1年 6月 30

日 

 

日本アーカイブズ学会

『アーカイブズ学研究』

第 30号 

 

本稿では、奈良女附小資料保

存事業を通じて、資料実物保存

の意義と、地域を物語る上でも

価値のある学校資料活用の意

義について明らかにすることを

目指した。附小資料には相当な

劣化が生じているが、それは附

小だけに留まらず、全国の学校

資料においても生じている可能

性を指摘し、今後資料保存は、

実物保存も視野に入れていくこ

とと、地域資料としても価値の高

い学校資料の積極的な活用が

促進されることの必要性につい

て指摘した。(pp:38～46) 

 

9.「奈良女高師附小との交

流の下「新教育」を構築さ

せた公立小学校の一例―

奈良県斑鳩尋常高等小学

校に着目して」 

 

単 

 

令和 2 年 3 月

（日付記載無し） 

 

奈良女子大学教育シ

ステム研究開発センタ

ー『教育システム研

究』第 15号 

 

本稿では、「新教育」による、子

ども達の主体的活動と情操陶

冶に力点をおいていた斑鳩小

の教育内容や方法に着目する

ことで、現代の主体性教育、道

徳教育への示唆を得ることを目

的とした。斑鳩小は、近隣の「新

教育」実践で高名な奈良女高

師附小と交流を重ねることで多

大な影響を受けていたが、同校

「新教育」が発展した理由は、

同校教員に、常に児童を中心

に考える教職者としての強い信

念があったことも確認できた。 

(pp:21～29) 

 

10.「新型コロナウイルス感

染症による臨時休校時の

家庭指導等の状況につい

て―小・中・高校生の保護

単 

 

令和3年3月31

日 

 

奈良女子大学教育シ
ステム研究開発センタ
ー『教育システム研
究』第 16号 

本稿では、コロナ禍における特

別な教育方法・教育課程のあり

方について考察することを目指

した。その結果奈良では、コロ
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者へのアンケート結果より」 

 

 ナ禍の中全国に先駆けてオン

ライン学習が導入されたが、そ

の利用に戸惑いを感じている保

護者が多いこと等が確認でき

た。すなわち奈良は、オンライン

学習の上で恵まれた環境であ

った半面、数々の問題も抱えて

いたことが確認できた。今後、

非常時に即したよりよい教育方

法・教育課程の編成が期待され

ることを指摘した。 (pp:89～

97) 

 

11.「学生が考えた奈良女

附小資料を活用した学習

案の一例」 

 

単 

 

令和 3年 8月 31

日 

 

関西教育学会『関西

教育学会年報』第 45

号 

 

本稿では、奈良女子大学にお

いて将来教師を目指す学生が

考案した、附小資料を活用した

児童・生徒への教育方法につ

いて紹介することで、教育方法・

教育課程編成のあり方を考察

する一つの手がかりとした。本

稿検討を通じて、将来教師を目

指す学生には、積極的に教育

方法やカリキュラムを考案する

傾向が確認できた。また本稿で

は、学校資料活用例を蓄積さ

せることで、より一層学校資料

の価値が認識されることについ

ても指摘した。(pp:26～30) 

 

12.「草創期における奈良女

高師附小「特別学級」の特

徴と道徳的な教育目標に

ついて―附小所蔵資料に

も言及して」（「特別寄稿」） 

 

単 

 

令和 4年 4月 25

日 

 

奈良女子大学附属小

学校学習研究会『学

習研究』第 502 号（春

4月）号 

 

本稿では、道徳教育指導法の

歴史的検討を行う一環として、

奈良女高師附小「特別学級」に

着目して、そこでの学力不振・

軽度障害を有する子ども達への

指導法がどのようなものであっ

たのか、明らかにすることを目

指した。附小では、「特別学級」

の子ども達は、将来非行や貧困

等といった社会問題と密接に繋

がりがあるとの認識の下、学習

態度や家庭生活での規律面を

徹底させる徳育を学校内で行っ

ていたことが確認できた。 

(pp:16～21) 

 

13.「心身症と不登校を呈し

た男児への生徒指導の一

例―心因性視力障害発症

から治癒までの経過に着目

して」 

 

単 

 

令和 4年 1月 31

日 

 

奈良女子大学教育シ
ステム研究開発センタ
ー『教育システム研
究』第 17号 

 

本稿では、心身症と不登校と呈

した男児へのよりよい生徒指

導・情操教育のあり方について

検討することを目指した。その

際、男児の視力障害発症から

治癒までの視力の変化に着目

した。男児は学校での「いじめ」

が原因で同障害を発症させた

が、学校における生徒指導・情

操教育の改善や、学校―保護
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者―医療の連携が治癒へと導

いていたことが明らかとなった。

また、男児の同障害は、発達障

害の二次障害である可能性も

考えられた。(pp:75～84) 

 

14.「色覚特性に関する教

育講演受講後の保育教諭

等の意識の変化―園にお

けるよりよい色彩環境や教

育のあり方とは―」 

 

単 

 

令和 4年 6月 

 

『関西教育学会年報』
第 46号（掲載決定） 

 

本稿では、園児の色覚特性に
着目しつつ、園のよりよい色彩
環境や保育・教育課程編成の
あり方について検討することを
目指した。論者が奈良市の認
定こども園を対象に実施した教
育講演後、アンケート調査を実
施したが、その結果、講演受講
前後では教諭等の意識が変化
していることが明らかとなった。
また、教諭養成機関における、
色覚特性を含めた特別な配慮
が必要な園児に関する学びが
充実されることの必要性につい
ても指摘した。 

 

15.「園の教諭等の色覚異

常に対する認識と今後の課

題について―園のカラーユ

ニバーサルデザインの実現

にむけて―」 

 

単 令和 4年 7月 芦屋大学『芦屋大学

論叢』第 77号（掲載決

定） 

 

現在、学校においては、色覚異

常を有する児童・生徒のための

さまざまな取り組みがおこなわ

れつつあるが、色覚検査を実施

しない幼稚園等においてはどの

ような状況にあるのか、論者が

講演を行った某認定こども園で

実施したアンケート結果を下に

分析し、考察することを目指し

た。その結果、園が文科省作成

の資料を活用することや、教諭

養成機関の充実、さらに、研修

会等での学びを通じて、園の

CUD 化が進められていく必要性

を指摘した。 

 

【その他（講演や発表）】 

（学会等発表） 

1.奈良女子大学附属小学

校所蔵資料の現状―学校

資料から読み取れる地域の

特徴とは 

 

 

単 独

発表 

 

 

 

 

 

平成29年3 月 8

日 

 

 

 

 

 

 

科学研究費基盤 C「大

正～昭和戦前期の新

教育学校における学

校経営と教育実践の

連関に関する総合的

研究」第 1回科研費報

告会（於：奈良女子大

学附属小学校） 

 

 

 

科学研究費基盤 C「大正～昭和

戦前期の新教育学校における

学校経営と教育実践の連関に

関する総合的研究」の報告会に

おいて「奈良女子大学附属小

学校所蔵資料の現状」につい

て発表報告した。本報告会は、

奈良女附小所蔵資料脱酸・補

修事業の一環でもある。 

 

2.奈良女子大学附属小学

校所蔵の学校資料の状態

について―明治期における

資料の劣化状況に着目し

て 

 

単 独

発表 

 

平成 29年 11 月

11日 

 

関西教育学会第 69回

大会（於：大阪市立大

学） 

 

本発表では、奈良女附小が開

校時より所蔵する学校資料の特

徴を明らかにしつつ、学校資料

を活用した教育方法についても

言及した。附小開校当初の資

料は、経年的な変化のみなら
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ず、紙質の問題もあり、劣化が

激しく、脱酸性化処理が急務で

あり補修作業が必要な資料の

割合が高いことが確認できた。

また、学校資料を活用した各教

科等における教育方法がより一

層示されていくことで、資料の

大切さが教職員等に認識され

ていく可能性についても指摘し

た。 

 

3.奈良女子大学附属小学

校所蔵資料の劣化の原因

―学校資料に記された奈

良空襲の記録に着目して 

 

単 独

発表 

 

平成30年3月24

日 

 

科学研究費基盤 C「大

正～昭和戦前期の新

教育学校における学

校経営と教育実践の

連関に関する総合的

研究」第 2 回報告会

（於：奈良女子大学） 

 

科学研究費基盤 C「大正～昭和

戦前期の新教育学校における

学校経営と教育実践の連関に

関する総合的研究」の報告会に

おいて「奈良女子大学附属小

学校所蔵資料の劣化の原因」

について発表報告した。本報告

会は、奈良女附小所蔵資料脱

酸・補修事業の一環でもある。 

 

4.奈良女附小資料の特徴

について―資料の脱酸・補

修について 

 

単 独

発表 

 

平成 30 年 5 月

13日 

 

第 11回学校資料研究

会（於：京都府京都文

化博物館） 

 

学校資料研究会において発

表。タイトル「奈良女附小資料

の特徴について―資料の脱酸・

補修について」にて、附小資料

の特徴と、科研費を獲得するこ

とで実施された附小学校資料

保存事業の全容を紹介した。 

 

5.H30 年度附小所蔵資料

の脱酸補修実施状況につ

いて―地域を物語る学校

資料の活用方法について 

単 独

発表 

 

平成31年3月 18

日 

 

科学研究費基盤 C「大

正～昭和戦前期の新

教育学校における学

校経営と教育実践の

連関に関する総合的

研究」第 3 回報告会

（於：奈良女子大学） 

 

本発表では、奈良女子大学に

おいて将来教師を目指す学生

が考案した、附小資料を活用し

た児童・生徒への教育方法に

ついて紹介することで、教育方

法・教育課程編成のあり方を考

察する一つの手がかりとした。

将来教師を目指す学生には、

積極的に教育方法やカリキュラ

ムを考案する傾向が確認でき

た。また本発表では、学校資料

活用例を蓄積させることで、より

一層学校資料の価値が認識さ

れることについても指摘した。 

 

6.学生が考えた奈良女附

小資料を活用した学習案

の一例 

 

単 独

発表 

 

令和 2 年 11 月

16日～22日 

 

関西教育学会第 72回

大会（Web 開催：神戸

親和女子大学） 

 

本発表では、奈良女子大学に

おいて将来教師を目指す学生

が考案した、附小資料を活用し

た児童・生徒への教育方法に

ついて紹介することで、教育方

法・教育課程編成のあり方を考

察する一つの手がかりとした。

将来教師を目指す学生には、

積極的に教育方法やカリキュラ

ムを考案する傾向が確認でき

た。また本発表では、学校資料
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活用例を蓄積させることで、より

一層学校資料の価値が認識さ

れることについても指摘した。 

 

7.奈良女附小が所蔵する

学校資料の保存と活用に

ついて―地域を物語る学

校資料 

 

単 独

発表 

 

令和3年3月7日 

 

第16回学校資料研究

会（於：京都府京都文

化博物館） 

 

学校資料研究会において発

表。タイトル「奈良女附小が所

蔵する学校資料の保存と活用

について―地域を物語る学校

資料」にて、学校資料が児童・

生徒の教育において広く活用さ

れるべきであることと、活用例

（資料を利用した学習案）の蓄

積が目指されるべきであること

について指摘した。 

 

8.色覚特性に関する教育

講演受講後の保育教諭等

の意識の変化―園におけ

るよりよい色彩環境や教育

のあり方とは― 

 

単 独

発表 

 

令和 3 年 11 月

15日～21日 

 

関西教育学会第 73回

大会（Web 開催：奈良

教育大学・奈良女子

大学） 

 

本発表では、園児の色覚特性

に着目しつつ、園のよりよい色

彩環境や保育・教育課程編成

のあり方について検討すること

を目指した。発表者が奈良市の

認定こども園を対象に実施した

講演後、アンケート調査を実施

したが、その結果、講演受講前

後では教諭等の意識が変化し

ていることが明らかとなった。ま

た、教諭養成機関における、色

覚特性を含めた特別な配慮が

必要な園児に関する学びが充

実されることが必要であることに

ついても言及した。 

 

（講演等） 

1.奈良県「学校保健研修

会」講演 

 

 

単 独

講演 

 

令和 2年 1月 30

日 

 

 

令和元年度奈良県学

校保健研修会（奈良

県教育委員会等主

催。於：ホテルリガーレ

春日野） 

 

 

奈良県下の教員（養護教諭も含

む）、医師、歯科医師、薬剤師

等約 100 名を対象に講演。タイ

トル「心因性視力障害について

―ストレスを抱えた子どもたち」

にて、子どもの心身症の問題と

今後の教育課程編成や生徒指

導のあり方について講演。心因

性視力障害の背後に、家庭、学

校、社会の問題や、発達障害の

問題があることについても紹介

した。（奈良県教育委員会、奈

良県医師会、奈良県歯科医師

会、奈良県薬剤師会主催） 

 

2.幼保連携型認定こども園

中登美こども園講演 

 

単 独

講演 

 

令和3年5月17日 

 

幼保連携型認定こども

園中登美こども園教職

員研修会（於：認定こ

ども園中登美こども

園） 

 

中登美こども園にて、保育士・

幼稚園教諭・その他職員 33 名

を対象に講演を行う。タイトル

「視力の問題と色覚異常を持つ

園児の特徴について―園・家

庭・社会・医療が連携する意義

と園のよりよい環境構成のあり

方について」にて、乳幼児の視
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機能の特性、心因性視力障害

と情操教育の充実の必要性に

ついて紹介するとともに、色覚

異常を有する乳幼児の特性と、

園におけるよりよい環境構成（カ

ラーユニバーサルデザイン）に

ついて説明した。また、特別な

支援が必要な園児に対する指

導や教育方法のあり方につい

ても紹介した。 

 

3.社会福祉法人どんぐり

「そら保育園」「はな保育

園」「うみ保育園」「もり保育

園」講演 

 

単 独

講演 

 

令和3年5月19

日 

 

社会福祉法人どんぐり

教職員研修会（於：社

会福祉法人どんぐり

「もり保育園」 

 

社会福祉法人どんぐり「そら保

育園」「はな保育園」「うみ保育

園」「もり保育園」の保育士並び

に看護師、その他職員 40 名を

対象に講演。タイトル「視力の問

題と色覚異常を持つ園児の特

徴について―園・家庭・社会・

医療が連携する意義と園のより

よい環境構成のあり方につい

て」にて、乳幼児の視機能の特

性、心因性視力障害と情操教

育の充実の必要性について紹

介するとともに、色覚異常を有

する乳幼児の特性と、園におけ

るよりよい環境構成（カラーユニ

バーサルデザイン）について説

明した。また、特別な支援が必

要な園児に対する指導や教育

方法のあり方についても紹介し

た。 

 

4.奈良市保育会【園長会】

講演 

 

単 独

講演 

 

令和 3 年 11 月

10日 

 

奈良市保育会（Web 開

催：社会福祉法人希

望の会  こだま保育

園） 

 

「奈良市保育会」の「園長会」に

おいて、奈良市内における認定

こども園及び保育所の園長約

43名を対象に講演。タイトル「子

どもの視機能と今後の保育・教

育課程編成及び環境構成のあ

り方について」にて、今後の保

育におけるよりよい保育・教育

課程編成や環境構成のあり方

を、乳幼児の視機能に着目して

説明した。そこでは、園におけ

るユニバーサルデザインについ

ても紹介し、すべての園児がす

ごしやすく、わかりやすい環境

を整備することの必要性につい

て紹介した。 

 

5.奈良県「学校保健研修

会」講演 

単 独

講演 

令和 4年 3月 17

日 

令和 3 年度奈良県学

校保健研修会（奈良

県教育委員会等主

催。於：奈良県医師会

館） 

 

奈良県下の教員（養護教諭も含

む）、医師、養護教諭等、約 150

名を対象に講演。タイトル「コロ

ナ禍における子どもの視力の問

題―学校における特別な配慮

とよりよい環境構成のあり方と
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は」で講演を行う。通常学級に

おける児童・生徒（幼児も含む）

の眼の健康を保持するための

指導方法、環境構成のあり方に

ついて説明しつつ、保護者も含

めた啓発活動の重要性につい

て紹介した。（奈良県教育委員

会、奈良県医師会、奈良県歯

科医師会、奈良県薬剤師会主

催） 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名   杉 島  威一郎      

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当授業科目 

著書、学術

論文等の名

称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発表

雑誌又は発表

学会等の名称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

日本史概論

Ⅰ日本文化

史研究 

宗教学 

社会概論 

【著書】 

1.和田神

社と和田

岬 

 

単 

 

平成 27年 7

月 

 

和田神社 

 

131 

 

本書は和田神社小史、和田岬の歴史と

信仰、和田岬を訪れた人々の 3章から

なる。和田神社小史では和田神社が鎮

座した年の推定、江戸時代の氏子論

争、近代における神社の変容について

考察した。和田岬の歴史と信仰と和田岬

を訪れた人々では一般読者にわかりや

すく郷土の歴史を紹介した。 

 

日本史概論

Ⅰ日本文化

史研究 

宗教学 

社会概論 

2（歴史コラ

ム） 

神戸市に

おける市

民祭の成

立と展開 

単 平成 25年 3

月 

都市政策 2 公益財団法人神戸都市問題研究所に

依頼を受け、研究所の季刊誌である『都

市政策』に毎号連載されている歴史コラ

ムに神戸市の市民祭について執筆し

た。昭和八年に誕生した神戸市の市民

祭が戦前、戦中、戦後とどのような変遷

を辿ってきたか要点をまとめた。 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【その他（講演や発表）】 

1 講演 

「みなとの祭」について 

 

 

 

 

 

 

 

２【研究発表】 

神道にみられる渡来文化の

影響～シルクロードの終着

点、日本の視点から～  

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

平成 25年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 11月 

 

都市問題研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西学院大学シルクロ

ード研究センター 

国際シンポジウム 

 

都市問題研究所が行っている定

例の歴史研究会で、「みなとの

祭」を中心に神戸市の市民祭や

博覧会について時代背景を踏ま

えつつ、研究発表を行った。特に

戦前の郷土意識の高まりと市民

祭の誕生が密接な関係を持つこ

とについて、指摘した。 

 

 

古代の神道において、主にシル

クドードを経由して伝えられた文

化に着目し発表した。日本独自

の宗教と考えられる神道が成立

期において外来文化の影響を受

けていたことを指摘した。 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名  竹安 知枝       

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当授業科目 
著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は発

表学会等の名

称 

概   要 

 

初等教科教育

法Ⅸ（体育） 

（著書） 

1.『これならわか

る！健康科学入

門』 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.『小学校教諭を

めざす学生のため

の一般教養リメデ

ィアルワーク 

 

 

 

 

 

3.『子どもの保健と

安全』 

 

（学術論文） 

1.遊びの教育的意

義と現状―幼児期

の外遊びを中心と

して― 

 

 

 

 

 

2.児童期の遊びの

好みが青年期の

運動に対する好

き・嫌いに与える

影響 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 3月 

 

 

 

2013年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

（73頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

（68頁） 

 

 

 

 

 

 

 

教育情報出

版 

（192頁） 

 

芦屋大学論

叢（第 59 号）

pp.35-43 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊短

期大学研究

紀要（第 13

号）pp.37-41 

 

 

 

 

 

 

 

栄養・運動・睡眠・免疫・病気

などに関する基礎知識と健康

に影響を与える要因について

記した書籍である。（全頁数 73

頁） 

神戸海星女子学院大学の「健

康科学」の科目において、テキ

ストとして使用した。また大阪

成蹊短期大学の専門演習Ⅱ

の科目にて使用した。 

 

第6章「健康」を担当（pp.55-6

4）（全頁数68頁、樋口勝一編）

小学校教諭を目指す学生のた

めの一般教養を習得するため

のテキストである。神戸海星女

子学院大学の一般教養科目

においてテキストとして採用さ

れた。 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

教育的観点から、子どもの遊

びについて記し、子どもたちの

遊びの現状を調査し明らかに

することを通して、現在の子ど

もたちを取り巻く環境を考察

し、子どもにとっての遊びの重

要性について記した論文であ

る。 

 

児童期の遊びの好み（室内遊

びが好きだったか・外遊びが好

きだったか）が、食習慣と体育

や運動に対する好き・嫌いに

与える影響について兵庫県下

の女子大学生を対象にアンケ

ート調査を実施し考察した。

（竹安知枝・臼井達矢・織田恵

輔・辻慎太郎・松尾貴司） 
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芦屋大学 

3.子どもの頃の外

遊びの頻度がその

後の運動に対する

主観的評価（好き・

嫌い）に与える影

響  

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育実践記録

等） 

1.小学校時代にお

け る運動の 「 好

き」・「嫌い」が体力

に及ぼす影響に

ついて－女子大

学生を対象に－ 

 

 

2.児童期の遊びの

好みがその後の運

動に対する主観

（好き・嫌い）に与

える影響 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

2018年 11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 6月 

 

芦屋大学論

叢(第 70号) 

pp.23-30. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫教育大

学 嬉野体育

研究会『健』

( 第 36 号 ) 

pp.7-14 

 

 

 

兵庫教育大

学 嬉野体育

研究会『健』

( 第 39 号 ) 

pp.5-9 

 

大阪市内の女子短期大学生を

対象に児童期の遊び（外遊び

の頻度）と小学校体育やその

後（現在）の運動に対する主観

的評価（好き・嫌い）に関する

アンケート調査を実施した。そ

の結果、外遊びをほぼ毎日し

ている場合、週に１・２回（もしく

はほとんどしていない）場合と

比較して、小学校体育とその

後（青年期）の運動に対して好

意的に捉える可能性が高い（p

＜0.01）という事が示唆された。 

 

 

 

小学校時代に運動・体育が好

きであったかどうかと、中学校・

高校時代の運動の習慣との関

連について検証し、また体育を

好意的に捉えるために重要な

要素について考察した。 

 

 

（再掲のため、略） 

 

児童体育 

（学術論文） 

1.遊びの教育的意

義と現状―幼児期

の外遊びを中心と

して― 

 

2.児童期の遊びの

好みが青年期の

運動に対する好

き・嫌いに与える

影響 

 

3.子どもの頃の外

遊びの頻度がその

後の運動に対する

主観的評価（好き・

嫌い）に与える影

響 

 

4.サッカースクー

ルに所属する幼児

の足趾把持筋力と

体力因子との関連

性 

 

 

単 

 

 

 

 

共 

(代表) 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

2013年 7月 

 

 

 

 

2016年４月 

 

 

 

 

 

2018年 11月 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢（第 59 号）

pp.35-43 

 

 

大阪成蹊短

期大学研究

紀要（第 13

号）pp.37-41 

 

 

芦屋大学論

叢(第 70号) 

pp.23-30. 

 

 

 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

(第 10巻) 

pp.101-108. 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

サッカースクール（週2回）に所

属する幼児（その他のスポーツ

は実践していない）を対象に、

足趾把持筋力が体力因子（ス

ピード・静的バランス・反応性・

敏捷性等）との関連性につい
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芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

 

5.障がい者（こど

も）のスポーツイベ

ントの普及に向け

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.児童における姿

勢制御能力と足趾

把持筋力との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育実践記録

等） 

1.小学校時代にお

ける運動の「好

き」・「嫌い」が体力

に及ぼす影響に

ついて－女子大

学生を対象に 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業科

学学会 研究

論叢 

第 24号 

pp.51-56. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊大

学研究紀要

第 7 号 

P221-225 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫教育大

学 嬉野体育

研究会『健』

( 第 36 号 ) 

pp.7-14 

 

て調査した。その結果、足趾把

持筋力とスピード・反応性・バラ

ンスに関する体力因子との関

連性が認められた。（辻慎太

郎・永井伸人・竹安知枝・臼井

達矢） 

 

障がい者（児）スポーツの今後

の普及・促進に向け、有効的

なイベント・取り組み等を行っ

ていくために重要とされる要素

について検討した。障がい者

スポーツ施設で実施された、障

がい者（こども）のスポーツイベ

ントにおいて 41 名を対象にア

ンケート調査を実施した。そし

て、アンケート結果について多

角的な観点から考察し、今後

の障がい者スポーツのイベント

開催に向けて、重要な要素と

課題について示した。 

 

立つ動作や歩く動作時に必要

とされる足趾把持筋力に注目

し小学生 2 0 名の足趾把持

筋力と姿勢制御能力の指標で

ある重心動揺性を測定した。そ

の 結果から足趾把持筋力と姿

勢制御能力との関連について

検討した。この結果より、姿勢

制御能力向上のために、足趾

把持筋力を強化することが有

効であることが示唆された。（松

尾貴司・辻慎太郎・永井伸人・

織田恵輔・竹安知枝・臼井達

矢） 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

幼児体育 

（学術論文） 

1.幼稚園児を対象

に体力の向上を目

的とした運動遊び

に関する一考察 

 

 

 

 

2.幼児の運動能力

 

共 

（代

表） 

 

 

 

 

 

単 

 

2012年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 1月 

 

神戸海星女

子学院大学

研究紀要（第

50 号）pp.61-

67 

 

 

 

芦屋大学論

 

幼児の体力向上に寄与する運

動遊びについて多種多様な運

動遊びを実践し、運動介入前

後に体力測定（筋力・巧緻性・

柔軟性など）を実施し、考察し

た論文である。（竹安知枝・山

本忠志・岡田隆造） 

 

幼児期における各運動能力
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の要素間における

関連性についての

一考察 

 

 

 

3.幼児の運動能力

の性差に関する一

考察 

 

 

 

4.体力の向上を目

的とした幼児の運

動遊びに関する研

究―縄跳び遊び

を通して― 

 

 

 

5.幼児の外遊びに

関する一考察 

 

 

 

 

 

 

6.幼少期の遊びが

その後の運動習

慣・体力に与える

影響についての一

考察 

 

 

 

 

7.遊びが運動能力

と体格に及ぼす影

響についての一考

察－年長児を対

象に－ 

 

 

 

8.都市部と農村部

における幼児の運

動能力の比較 

～大阪市と姫路市

の年長児を対象に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

（代

表） 

 

 

 

 

 

共 

（代

表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 3月 

 

 

 

 

 

2013年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

2017年４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

叢（第 58 号）

pp.43-54 

 

 

 

 

神戸海星女

子学院大学

研究紀要（第

51 号）pp.39-

44 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

( 第 ５

巻)pp.29-38 

 

 

 

神戸海星女

子学院大学

研究紀要 (第

52 号）pp.25-

29 

 

 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

( 第 ６

巻)pp.43-51 

 

 

 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

(第８巻) 

pp.7-13 

 

 

 

大阪成蹊短

期大学研究

紀要（第 14

号）pp.81-84 

 

 

 

 

 

 

（筋力・瞬発力・敏捷性・柔軟

性など）の要素間の関連（相関

関係）について体力測定を行

い、結果について男女別に考

察した。 

 

幼児（年長児を対象）の運動能

力（筋力・瞬発力・調整力・柔

軟性など）において、各要素の

性差について調査し考察を行

なった論文である。 

 

効率的に短期間で、幼児の運

動能力を伸ばす運動遊びを検

討した研究である。縄跳び遊

びに着目し、短期間（約 40日

間）での縄跳び遊びの効果に

ついて検証した論文（原著）で

ある。 

 

幼児期における遊びの重要性

と子どもの遊びの現状（室内遊

びを中心としているか外遊びを

中心としているか）について考

察し、遊びと社会性の発達の

観点からも考察した論文であ

る。 

 

幼少期の遊び（室内遊び・外

遊び）の習慣が、その後の運

動習慣にどのように影響を与

え、またどのような体力要素

（筋力・瞬発力・敏捷性・柔軟

性など）に影響を与えるかにつ

いて検証した論文（原著）であ

る。 

 

幼児期の遊びの好みが運動能

力に及ぼす影響について、ま

た子どもの居住環境（都市部と

農村部）と体格との関連につい

て考察した論文（原著）であ

る。（竹安知枝・臼井達矢・織

田恵輔・辻慎太郎・松尾貴司 

 

都市部と農村部の幼児を対象

に運動能力テストと保護者を対

象にアンケート調査を実施た。

その結果、農村部に居住して

いる幼児は都市部に居住して

いる幼児と比べて運動能力が

高い水準であることが示唆され

た。（竹安知枝・臼井達矢・織

田恵輔・辻慎太郎・松尾貴司） 
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9.サッカースクー

ルに所属する幼児

の足趾把持筋力と

体力因子との関連

性 

 

10.幼少期の遊び

がその後の人格形

成に与える影響 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

（代

表） 

2018年 3月 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

(第 10巻) 

pp.101-108. 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

(第 11 巻第２

号) pp.1-7. 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

大阪市内の短期大学の 1年生

236 名を対象に幼少期の遊び

に関するアンケート調査を実施

し、遊びの好み（外遊び・室内

遊び）と、遊びがその後の人格

形成（性格・社会性）や体力に

与える影響について考察し、

幼少期の遊びの重要性につい

て示した。（竹安知枝・臼井達

矢・織田恵輔・辻慎太郎・松尾

貴司） 

 

 

保育内容Ⅰ 

（健康） 

 

（著書） 

1.『これならわか

る！健康科学入

門』 

 

2.『幼稚園教諭・保

育士をめざす学生

のための一般教養

リメディアルワー

ク』 

 

 

 

 

3.『生活事例から

はじめる－保育内

容－健康』 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.『保育・教職実践

演習 ―わたしを

見つめ、求められ

る保育者になるた

めに―』 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 6月 

 

 

 

2013年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

（73頁） 

 

 

開成出版社 

（96頁） 

 

 

 

 

 

 

 

青踏社 

（208頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミネルヴァ

書房（190頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

第5章「子どもの健康」を担当

（pp.75-90）（全頁数96頁、樋

口勝一編）幼稚園教諭・保育

士を目指す学生のための一般

教養を習得するためのテキスト

である。神戸海星女子学院大

学の一般教養科目においてテ

キストとして採用された。 

 

保育内容の領域「健康」に関

する内容であり、第 4 章 1 節

「遊びの実際」（pp.58-70）と２

節「健康な生活習慣の自立とリ

ズム」（pp.79-95）担当（全 208

頁中、計 30 頁）。「保育内容 

健康」の科目において、テキス

トとして複数の大学にて使用さ

れている。（徳安敦他編著 著

者竹安知枝 他） 

 

保育内容の全領域から、保育

における現在の課題に至るま

で、具体的に示した書籍であ

り、複数の大学で（保育・教職

実践演習の科目において）テ

キストとして採択されている。 

保育内容「健康」の領域につい

て（pp.20-21）担当した。（全頁

数 190 頁、寺田恭子・榊原志

保・高橋一夫編著） 
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5.『生活事例から

はじめる－保育内

容－健康』 

 

 

 

 

 

 

6.『子どもの保健と

安全』 

 

 

（学術論文） 

1.遊びの教育的意

義と現状―幼児期

の外遊びを中心と

して― 

 

2.幼少期の遊びが

その後の運動習

慣・体力に与える

影響についての一

考察 

 

3.遊びが運動能力

と体格に及ぼす影

響についての一考

察－年長児を対

象に－ 

 

4.幼少期の遊びが

その後の人格形成

に与える影響 

 

 

 

（教育実践記録

等） 

1.「子どもの頃の体

験が大人になって

どのような影響を

及ぼすか」に関す

る調査 

～未来へはばたく

子どもたちのため

に～ 

 

2.環境が幼児の運

動能力に与える影

響 ～幼児の居住

環境に着目して～ 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

共 

（代

表） 

 

 

 

共 

（代

表） 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 3月 

 

 

 

 

2013年 7月 

 

 

 

 

2014年 3月 

 

 

 

 

 

2016年 4月 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 6月 

 

 

 

 

 

 

青踏社 

（222頁） 

 

 

 

 

 

 

 

教育情報出

版 

（192頁） 

 

 

芦屋大学論

叢（第 59 号）

pp.35-43 

 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

( 第 ６

巻)pp.43-51 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

(第８巻)pp.7-

13 

 

日本幼児体

育学会 幼児

体育学研究

(第 11 巻第２

号) pp.1-7. 

 

 

 

兵庫県青少

年団体連絡

協議会  （全

32頁） 

 

 

 

 

 

兵庫教育大

学 嬉野体育

研究会『健』

(第 40号) 

 

 

 

保育内容の領域「健康」に関

する内容であり、第 4 章「健康

な生活習慣」pp.90-106（17頁）

を担当。「保育内容 健康」の

科目において、テキストとして

複数の大学にて使用されてい

る。全 222 頁。（近藤幹夫監修 

著者竹安知枝 他） 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市の都市部と姫路市の農

村部に居住する幼児を対象

に、運動能力テストと保護者を

対象としたアンケート調査を実

施た。その結果、農村部に居

住する幼児は、都市部に居住

している幼児と比べて運動能
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    力が高い傾向にあることが示

唆された。 

 

研究業績等に関する事項 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

1.『共感と思いやりの心理』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.『これならわかる！健康科

学入門』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.『幼稚園教諭・保育士を

めざす学生のための一般

教養リメディアルワーク』 

 

 

 

 

 

 

 

4.『小学校教諭をめざす学

生のための一般教養リメデ

ィアルワーク』 

 

 

 

 

 

5.『レジリエンスの心理』 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

 

 

 

 

 

 

 

第2章(2)「子どもの身体による感

情表現」を担当（pp.8-11） 

（全頁数56頁、 澤田瑞也、竹

安知枝編）援助職を目指す人

のための心理（共感と思いやり）

についての指導本である。神戸

海星女子学院大学の心理系科

目においてテキストとして採用さ

れている。 

 

栄養・運動・睡眠・免疫・病気な

どに関する基礎知識と健康に

影響を与える要因（主に飲酒・

喫煙など）について記した書籍

である。（全頁数 73頁） 

神戸海星女子学院大学の「健

康科学」の科目において、テキ

ストとして使用した。また大阪成

蹊短期大学の専門演習Ⅱの科

目にて使用した。 

 

第５章「子どもの健康」を担当（p

p.75-90）（全頁数96頁、樋口勝

一編） 

幼稚園教諭・保育士を目指す

学生のための一般教養を習得

するためのテキストである。神戸

海星女子学院大学の一般教養

科目においてテキストとして採

用された。 

 

第6章「健康」を担当（pp.55-64）

（全頁数68頁、樋口勝一編）小

学校教諭を目指す学生のため

の一般教養を習得するための

テキストである。神戸海星女子

学院大学の一般教養科目にお

いてテキストとして採用された。 

 

第 9 章「レジリエンスと運動」を

担当。（pp.35-38）（全頁数 42

頁、澤田瑞也、中植満美子編）

トラウマや重い病気からの精神

的回復や運動が精神に与える

影響などについて記したテキス

トである。神戸海星女子学院大
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6.『生活事例からはじめる

－保育内容－健康』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.『保育・教職実践演習 ―

わたしを見つめ、求められ

る保育者になるために―』 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.『生活事例からはじめる

－保育内容－健康』 

 

 

 

 

 

 

 

9.『大学生活入門～幼・小・

特支教員、保育士を目指

す学生のためのキャリアデ

ザイン～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.『子どもの保健と安全』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

（ 編

著） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青踏社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミネルヴァ書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青踏社 

 

 

 

 

 

 

 

 

開成出版社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育情報出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

学の心理系科目においてテキ

ストとして採用されている。 

 

保育内容の領域「健康」に関す

る内容であり、第 4章 1節「遊び

の実際」（pp.58-70）と２節「健康

な生活習慣の自立とリズム」

（pp.79-95）担当（全 208 頁中、

計 30 頁）。「保育内容 健康」の

科目において、テキストとして複

数の大学にて使用されている。

（徳安敦他編著 著者：竹安知

枝 他） 

 

保育内容の全領域から、保育

における現在の課題に至るま

で、具体的に示した書籍であ

り、複数の大学で（保育・教職実

践演習の科目において）テキス

トとして採択されている。 

保育内容「健康」の領域につい

て（pp.20-21）担当した。（全頁

数 190 頁、寺田恭子・榊原志

保・高橋一夫編著） 

 

保育内容の領域「健康」に関す

る内容であり、第 4章「健康な生

活習慣」pp.90-106（17 頁）を担

当。「保育内容 健康」の科目に

おいて、テキストとして複数の大

学にて使用されている。全 222

頁。（近藤幹夫監修 著者：竹

安知枝 他） 

 

大学生対象（教育系学部所属

の学生用）の初年次教育科目

で使用するテキストである。幼稚

園教諭・小学校教諭・特別支援

教諭・保育士を目指すための重

要な要素に関すること、また基

礎学力を身に付けるための内

容となっている。全 75 頁。Ⅰ－

１、Ⅱ－１、Ⅱ－３ 計 16 頁担

当。（笠原清次・渡康彦 監修、

石田愛子・竹安知枝 編著） 

 

子どもの心身の健康（生理機

能・運動機能の発達など）と保

健（病気の予防と手当・感染症

対策・保健指導）、安全管理等

に関する事柄について記された

書籍であり、「子どもの保健」関

連科目の大学生用のテキストと

して、複数の大学において使用

予定。（全 192頁）第 1章 3節と
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  第 6 章 1 節の計 4 頁を担当。

（高内正子編著、著者：竹安知

枝他） 

 

【学術論文】 

1.幼稚園児を対象に体力

の向上を目的とした運動遊

びに関する一考察 

 

 

 

 

 

2.幼児の運動能力の要素

間における関連性について

の一考察 

 

 

 

 

3.幼児の運動能力の性差

に関する一考察 

 

 

 

 

4.遊びの教育的意義と現状

―幼児期の外遊びを中心

として― 

 

 

 

 

 

5.体力の向上を目的とした

幼児の運動遊びに関する

研究―縄跳び遊びを通し

て―（原著論文） 

 

 

 

6.運動の好き嫌いと体力の

関連性についての一考察 

 

 

 

 

 

 

7.幼児の外遊びに関する

一考察 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

2012年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 1月 

 

 

 

 

 

 

2013年 3月 

 

 

 

 

 

2013年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 9月 

 

 

 

 

 

 

2014年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 3月 

 

 

 

 

 

 

神戸海星女子学院大

学研究紀要（第 50号）

pp.61-67 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（第 58

号）pp.43-54 

査読あり 

 

 

 

 

神戸海星女子学院大

学研究紀要（第 51号）

pp.39-44 

 

 

 

芦屋大学論叢（第 59

号）pp.35-43 

査読あり 

 

 

 

 

 

日本幼児体育学会 

幼児体育学研究(第 5

巻)pp.29-38 

査読あり 

 

 

 

芦屋大学論叢（第 60

号）pp.63-72 

査読あり 

 

 

 

 

 

神戸海星女子学院大

学研究紀要(第 52 号）

pp.25-29 

 

 

 

 

幼児の体力向上に寄与する運

動遊びについて多種多様な運

動遊びを実践し、運動介入前

後に体力測定（筋力・巧緻性・

柔軟性など）を実施し、考察した

論文である。（竹安知枝・山本

忠志・岡田隆造） 

 

幼児期における各運動能力（筋

力・瞬発力・敏捷性・柔軟性な

ど）の要素間の関連（相関関

係）について体力測定を行い、

結果について男女別に考察し

た論文（調査報告書）である。 

 

幼児（年長児を対象）の運動能

力（筋力・瞬発力・調整力・柔軟

性など）において、各要素の性

差について調査し考察を行なっ

た論文である。 

 

教育的観点から、子どもの遊び

について記し、子どもたちの遊

びの現状を調査し明らかにする

ことを通して、現在の子どもたち

を取り巻く環境を考察し、子ども

にとっての遊びの重要性につい

て記した論文である。 

 

効率的に短期間で、幼児の運

動能力を伸ばす運動遊びを検

討した研究である。縄跳び遊び

に着目し、短期間（約 40 日間）

での縄跳び遊びの効果につい

て検証した論文（原著）である。 

 

運動に対する主観的評価（好

き・嫌い）と体力（筋力・瞬発力・

敏捷性・柔軟性など）との関連

性について、103 名を対象に体

力測定とアンケート調査を実施

し考察した論文（調査報告）で

ある。 

 

幼児期における遊びの重要性

と子どもの遊びの現状（室内遊

びを中心としているか外遊びを

中心としているか）について考

察し、遊びと社会性の発達の観

点からも考察した論文である。 
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8.幼少期の遊びがその後

の運動習慣・体力に与える

影響についての一考察（原

著論文） 

 

 

 

 

9.子どもの頃の体験がその

後に及ぼす影響について 

－遊びの体験を中心に－ 

 

 

 

 

 

10.運動ストレスが及ぼす口

腔内抗菌性ペプチドおよび

虫歯菌への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.スポーツの重要性と普

及に関する一考察  

―テニスに着目して― 

 

 

 

 

 

 

12.高強度長時間運動に伴

う口腔内膜免疫および虫歯

菌活性度の変化 

 

 

 

13.体力と注意機能の関係

性 

 

 

 

 

14.遊びが運動能力と体格

に及ぼす影響についての

一考察－年長児を対象に

－（原著論文） 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表） 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

2014年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 4月 

 

 

 

 

 

2015年 4月 

 

 

 

 

 

2016年 4月 

 

 

 

 

 

 

日本幼児体育学会 

幼児体育学研究(第 6

巻)pp.43-51 

査読あり 

 

 

 

 

芦屋大学論叢（第 61

号）pp.77-86 

査読あり 

 

 

 

 

 

関西臨床スポーツ医・

科学研究会誌 24 号

pp.1-4 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊短期大学研

究紀要（第 12 号）

pp.31-34 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊短期大学研

究紀要（第 12 号）

pp.14-19 

 

 

 

大阪成蹊短期大学研

究紀要（第 12 号）

pp.20-24 

 

 

 

日本幼児体育学会 

幼児体育学研究(第 8

巻) 

pp.7-13 

査読あり 

 

 

幼少期の遊び（室内遊び・外遊

び）の習慣が、その後の運動習

慣にどのように影響を与え、ま

たどのような体力要素（筋力・瞬

発力・敏捷性・柔軟性など）に影

響を与えるかについて検証した

論文（原著）である。 

 

20～60 歳代の男女 250 名を対

象に「子どもの頃の体験が現在

どのような事に役立っているか」

についてアンケート調査を行

い、子どもの頃の遊びの効用に

ついて考察を行った論文（研究

ノート）である。 

 

運動ストレスに伴う口腔内免疫

機能の変化と虫歯菌活性との

関連について検討したものであ

り、唾液抗菌性ペプチド群であ

る HBD-2 濃度は、運動終了 6

時間後、24時間後に減少し、虫

歯菌に対する唾液抗菌能力が

低下することが示唆された。（臼

井達矢・辻慎太郎・織田恵輔・

竹安知枝） 

 

スポーツの重要性と普及に関し

て、生涯スポーツであるテニス

に着目し、大学生を対象にアン

ケート調査を実施し、考察を行

なった。結果、テニスの普及の

ために重要な要因について示

唆された。（竹安知枝・臼井達

矢・織田恵輔・辻慎太郎） 

 

高強度長時間運動に伴う口腔

内免疫の変化と虫歯菌活性の

関連性について検討した論文

である。（臼井達矢・辻慎太郎・

織田恵輔・竹安知枝） 

 

体力（運動を行い体力を高める

こと）と注意機能との関連性に

ついて検討した論文である。

（織田恵輔・竹安知枝・辻慎太

郎・臼井達矢） 

 

幼児期の遊びの好みが運動能

力に及ぼす影響について、また

子どもの居住環境（都市部と農

村部）と体格との関連について

考察した論文（原著）である。

（竹安知枝・臼井達矢・織田恵
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15.児童期の遊びの好みが

青年期の運動に対する好

き・嫌いに与える影響 

 

 

 

 

 

 

 

16.6 ヶ月間の中等度運動ト

レーニングが口腔内粘膜免

疫および虫歯菌活性に及

ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

17.加齢による TrailMaking 

Testの変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.長距離マラソンランナー

における唾液抗菌性ペプ

チドと虫歯菌および上気道

感染症との関連 

 

 

 

 

 

 

19.都市部と農村部におけ

る幼児の運動能力の比較 

～大阪市と姫路市の年長

児を対象に～ 

 

 

 

 

 

 

20.高強度運動による口腔

内抗菌性ペプチドの変化と

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

2016年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 

 

 

 

大阪成蹊短期大学研

究紀要（第 13 号）

pp.37-41 

 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊短期大学研

究紀要（第 13 号）

pp.1-5 

 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊短期大学研

究紀要（第 13 号）

pp.13-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西臨床スポーツ医・

科学研究会誌 26 号

pp.1-4 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊短期大学研

究紀要（第 14 号）

pp.81-84 

 

 

 

 

 

 

 

教育医学第 63巻 3号 

査読あり 

輔・辻慎太郎・松尾貴司） 

 

児童期の遊びの好み（室内遊

びが好きだったか・外遊びが好

きだったか）が、食習慣と体育

や運動に対する好き・嫌いに与

える影響について兵庫県下の

女子大学生を対象にアンケート

調査を実施し考察した。（竹安

知枝・臼井達矢・織田恵輔・辻

慎太郎・松尾貴司） 

 

中等度のトレーニングを６ヶ月

間実施し、それが口腔内の免

疫と虫歯菌の活性にどのような

影響を与えるかについて調査し

た。その結果 6 ヶ月間の定期的

な運動実践はこれらに影響を与

えることが示唆された。（臼井達

矢・辻慎太郎・松尾貴司・織田

恵輔・竹安知枝） 

 

Trail Making Test（TMT）は注

意の探索性、選択や転換性を

評価する尺度として用いられて

おり、加齢と注意力との関連性

について、これを用いて調査し

た。その結果、TMTの測定値は

加齢と共に延長すること（これら

の関係性について）が示唆され

た。（織田恵輔・竹安知枝・辻慎

太郎・松尾貴司・臼井達矢） 

 

マラソントレーニングを行ってい

るアスリートを対象に唾液 HBD

－2 濃度を測定するとともに、そ

の上清の存在下で培養した場

合の菌の発育程度と上気道感

染の発生頻度を調べ、それらの

関連性について考察した。（臼

井達矢・永井伸人・辻慎太郎・

竹安知枝） 

 

都市部と農村部の幼児を対象

に運動能力テストと保護者を対

象にアンケート調査を実施し

た。その結果、農村部に居住し

ている幼児は都市部に居住し

ている幼児と比べて運動能力が

高い水準であることが示唆され

た。（竹安知枝・臼井達矢・織田

恵輔・辻慎太郎・松尾貴司） 

 

唾液抗菌性ペプチドに対する

一過性の高強度運動の影響と
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神経内分泌応答との関連 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

21.障がい者スポーツの普

及促進に向けた取り組みに

関する一考察 

～「近畿アンリミテッド・パラ

陸上（ナイター）」における

国内初の試みに着目して

～ 

 

 

 

 

 

 

 

22.サッカースクールに所属

する幼児の足趾把持筋力と

体力因子との関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.子どもの頃の外遊びの

頻度がその後の運動に対

する主観的評価（好き・嫌

い）に与える影響  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.中学生女子バレーボー

ル選手の身体特性と体力

がスパイク速度に及ぼす影

響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢(第 69

号)pp.49-60. 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本幼児体育学会 

幼児体育学研究 (第

10巻) 

pp.101-108. 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢(第 70

号)pp.23-30. 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツサイエンス第

13号（1） 

pp.17-32. 

査読あり 

ストレスホルモンとの関連性に

ついて検討した。その結果、一

過性の高強度運動は唾液抗菌

性ペプチドを有意に増加させる

が、ストレスホルモンであるコル

チゾールの分泌に伴い、その分

泌が抑制されることが示唆され

た。（臼井達矢・辻慎太郎・永井

伸人・竹安知枝） 

 

国内初の 3つの試み（障がいの

有無に関わらず参加が可能・夏

のナイターでの開催・民間から

の出資 100％により実施）により

開催された「近畿アンリミテッド・

パラ陸上」に着目し、参加選手

に大会の有用性について調査

を実施した結果、この３つの試

みにおける大会の有用性につ

いて示唆され、今後の障がい者

スポーツを普及促進させるため

の一助を得ることができた。（竹

安知枝・北林直哉・織田恵輔） 

 

サッカースクール（週 2 回）に所

属する幼児（その他のスポーツ

は実践していない）を対象に、

足趾把持筋力が体力因子（スピ

ード・静的バランス・反応性・敏

捷性等）との関連性について調

査した。その結果、足趾把持筋

力とスピード・反応性・バランス

に関する体力因子との関連性

が認められた。 

（辻慎太郎・永井伸人・竹安知

枝・臼井達矢） 

 

大阪市内の女子短期大学生女

子 236 名を対象に児童期の遊

び（外遊びの頻度）と小学校体

育やその後（現在）の運動に対

する主観的評価（好き・嫌い）に

関するアンケート調査を実施し

た。その結果、外遊びをほぼ毎

日している場合、週に 1・2回（も

しくはほとんどしていない）場合

と比較して、小学校体育とその

後（青年期）の運動に対して好

意的に捉える可能性が高い（p

＜0.01）という事が示唆された。 

 

中学生女子バレーボール選手

を対象に、スパイク速度と身体

特性や体力測定を行い、身体

特性や体力がスパイク速度に与
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25.障がい者（こども）のスポ

ーツイベントの普及に向け

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.大学の特徴を生かした

教員への就職支援に関す

る一考察－芦屋大学での

教員採用試験対策講座を

もとに－ 

 

 

 

 

 

 

27.幼少期の遊びがその後

の人格形成に与える影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.障がい者のスポーツイ

ベント関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業科学学会 

研究論叢 

第 24号 

pp.51-56. 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢(第 71

号)pp.21-30. 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本幼児体育学会 

幼児体育学研究 (第

11 巻第 2 号) pp.1-7.

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

アダプテッド体育・スポ

ーツ学研究 第 5号 

pp.18-21 

 

 

える影響について検討した。そ

の結果、体重およ BMI とスパイ

ク速度との間に有意な相関が認

められた。また、体力とスパイク

速度との連については、立幅跳

びとスパイク速度との間に有意

な相関が認められ、立ち幅跳び

がスパイク速度に影響を及ぼす

重要な体力因子であることが示

唆された。（青木敦英・石川俊・

竹安知枝） 

 

障がい者スポーツの今後の普

及・促進に向け、有効的なイベ

ント・取り組み等を行っていくた

めに重要とされる要素について

検討した。障がい者スポーツ施

設で実施された、障がい者（こ

ども）のスポーツイベントにおい

て41名を対象にアンケート調査

を実施した。そして、アンケート

結果について多角的な観点か

ら考察し、今後の障がい者スポ

ーツのイベント開催に向けて、

重要な要素と課題について示し

た。 

 

小規模大学（定員1000名）の大

学における教員採用試験対策

講座への参加を促す方策につ

いて取り上げ、考察することで、

小規模大学における教員就職

支援のための取り組み方法に

ついて検討した。（笠原清次・竹

安知枝・森谷享・青木敦英・若

杉祥太・石川峻・辻尚志・雄倉

春来） 

 

大阪市内の短期大学の１年生

236 名を対象に幼少期の遊び

に関するアンケート調査を実施

し、遊びの好み（外遊び・室内

遊び）と、遊びがその後の人格

形成（性格・社会性）や体力に

与える影響について考察し、幼

少期の遊びの重要性について

示した。（竹安知枝・臼井達矢・

織田恵輔・辻慎太郎・松尾貴

司） 

 

民間出資100％で実施された国

内初の障がい者スポーツイベン

トに関して、協賛企業やボラン

ティアから見た有用性について

アンケート調査を実施し考察し
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29.要支援・要介護高齢者

の運動機能改善に向けた

RedcoRd 運動の効果につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.1 年間の中等度運動トレ

ーニングの実践が口腔内

粘膜免疫 

および虫歯菌活性に及ぼ

す影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.ミニテニスのイメージに

関する調査－大学生を対

象に－（調査報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.ミニテニスの意識に対す

る調査－経験者を対象に

－ 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸医療福祉大学研

究紀要 20巻(1) 

pp.41-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会 

65巻 3号 

pp.184-190. 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学第論叢第 72

号) pp.79-88 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢(第 73

号) 

pp.97-105 

査読あり 

 

た。その結果、今後の障がい者

スポーツイベントを活性化させる

手がかりを得ることができた。

（竹安知枝・青木敦英・石川峻） 

 

RedcoRd を用いた運動療法が

要介護高齢者の運動能力に与

える影響について検討した。調

査方法は、41 名の要介護者 41

名 を 対 象 に １ 回 60 分 の

RedcoRd を用いた運動を週に 2

回 1 年間実施した。そして、介

入前後に運動機能を評価した

結果、この運動は運動機能の

改善に効果的であることが示さ

れた。（辻慎太郎・織田恵輔・永

井伸人・竹安知枝・臼井達矢・

涌井忠昭） 

 

中等度強度の運動トレーニング

の実践が口腔内局所免疫機能

に及ぼす影響について検討し

た。その結果、唾液 HBD-2 は 

35.9±7.4から 60.4±8.7 pg/mL

と有意に増加し、虫歯菌に対す

る菌抑制効果は介入後に有意

に高まった。１年間の中等度強

度での運動トレーニングの実践

は安静時の唾液HBD-2濃度を

高め、さらに虫歯菌抑制効果が

有意に高まることが示唆され

た。（臼井達矢・辻慎太郎・永井

伸人・竹安知枝・織田恵輔） 

 

ミニテニスの普及・活性化に向

けての手がかりを得ることを目

的に、大学生 103名を対象に認

知度とイメージに関するアンケ

ート調査を実施した。その結

果、ミニテニスの認知度に関し

ては、低い結果であったが、こ

のスポーツに関して肯定的なイ

メージを持っている人の割合が

多いことがわかった。また、「健

康的」「楽しい」「ルールが簡単」

の 3つのキーワードが普及につ

ながる可能性があると考えられ

た。（竹安知枝・青木敦英・臼井

達矢） 

 

ミニテニスの経験者男女 55 名

（40～80歳代）を対象に、このス

ポーツに対する意識についてア

ンケート調査を実施した。その

結果、ミニテニスに対して「健康
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33.バスケットボール競技に

おけるクォーターごとの得

点傾向と勝敗との関係 

−関西学生バスケットボー

ルリーグを対象として− 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.中年女性におけるオー

ラルフレイル予防に向けた

水中運動トレーニングの有

効性（原著論文 

 

 

 

 

 

 

 

35.テニスの UTR(Universal 

Tennis Ratings）システムに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.男子大学生における足

趾把持筋力と動作遂行能

力の関係  : 走力、跳躍

力、敏捷性およびバランス

能力に着目して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢(第 73

号)pp.1-7 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会  第

66 巻 3 号 pp.202-

210， 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業科学学会 

研究論叢 

第 26号 

pp.71-74 

査読あり 

 

 

 

 

 

 

関西大学大学院人間

健康研究科院生協議

会 

人間健康研究論集

(4)pp.1-20 

 

 

 

に良く安全に実施でき、かつ経

済的である」と捉えている人が

大半を占めていることが明らか

になり、今後の我が国における

生涯スポーツの一つとして、ミニ

テニスが普及していくことが望ま

しいと考えられる。 

（竹安知枝・青木敦英・石川峻・

臼井達矢） 

 

バスケットボール競技における

試合の「流れ」について、4 つの

クォーターの得点傾向から明ら

かにすることを目的として調査

を実施した。その結果、バスケッ

トボールの競技特性として 2Ｑ

＜4Ｑの得点傾向となることを明

らかにするとともに、競技レベル

によって勝敗と関係するクォー

ターが異なることが示唆された。

これらの知見は今後の試合に

活かすことで勝率を高めること

が期待できる。 

（青木敦英・石川峻・竹安知枝） 

 

口腔内免疫機能を高めると考え

られる水中運動トレーニングに

焦点を当て、口腔局所免疫機

能およびストレプトコッカスミュー

タンス増殖阻害効果に対する水

中運動トレーニングの影響を調

査した。 

（臼井達矢・辻慎太郎・松尾貴

司・永井伸人・竹安知枝・織田

恵輔） 

 

テニスの UTR(Universal Tennis 

Ratings）システム（テニスのレー

ティングシステム、いわゆる選手

の「格付け」を示すものであり、

アメリカを中心にヨーロッパに広

まっている。日本を含むアジア

では、まだあまり認知されていな

い）について取り上げ、国内の

普及に向けた課題について考

察した。 

 

足趾把持筋力と動作遂行能力

である、走力および跳躍力、敏

捷性との間に有意な相関が認

められた。以上の結果から、男

子大学生における足趾把持筋

力は、動作遂行能力である走

力、跳躍力および敏捷性と関連

があることが明らかとなり、スポ
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37.児童における姿勢制御

能力と足趾把持筋力との関

連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪成蹊大学研究紀

要第 7号 P221-225 

 

 

 

 

ーツにおいて欠かせない体力

の一つであることが確認され

た。（辻慎太郎・臼井達矢・松尾

貴司・竹安知枝・織田恵輔・涌

井忠昭） 

 

立つ動作や歩く動作時に必要

とされる足趾把持筋力に注目し

小学生 2 0 名の足趾把持筋力

と姿勢制御能力の指標である

重心動揺性を測定した。その 

結果から足趾把持筋力と姿勢

制御能力との関連について検

討した。この結果より、姿勢制御

能力向上のために、足趾把持

筋力を強化することが有効であ

ることが示唆された。（松尾貴

司・辻慎太郎・永井伸人・織田

恵輔・竹安知枝・臼井達矢） 

 

【その他（講演や発表）】 

(学会発表) 

1.運動能力の向上を目指し

た運動遊びに関する研究 

 

 

 

 

 

2.年長児における調整力・

筋力・柔軟性の関係につい

て 

 

 

 

3.幼児の運動能力と体格の

関連性についての一考察 

 

 

 

4.体力の向上を目指した幼

児の運動遊びに関する研

究 

 

 

5.祖父母との世代間交流と

女子大学生の生活・運動習

慣 

 

 

 

6.未来へはばたく子どもた

ちのために 

 

 

 

 

共 

(代

表） 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

共 

(代

表） 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

2011年 8月 

 

 

 

 

 

 

2012年 8月 

 

 

 

 

 

2012年 8月 

 

 

 

 

2012年 9月 

 

 

 

 

2012年 10月 

 

 

 

 

 

2013年 5月 

 

 

 

 

 

日本幼児体育学会第

7回大会 

研究発表抄録集 p.62 

 

 

 

 

日本体育学会  

第 63回大会 

大会予稿集 p.289 

 

 

 

日本教育学会 

第 71回大会 

大會研究発表要項

pp.322-323 

 

日本幼児体育学会第

8回大会 

研 究 発 表 抄 録 集

pp.42-43 

 

日本世代間交流学会 

第 3回大会 

全 国 大 会 要 旨 集

pp.17-18 

 

 

兵庫県青少年団体連

絡協議会・兵庫県青

少年本部（青少年フォ

ーラム） 

 

 

幼児においての多種目（鉄棒・

縄跳び・ミニハードル・ボール遊

びなど）による運動遊びが、どの

ように運動能力の向上に寄与

するかについての実践研究で

ある。（竹安知枝・岡田隆造） 

 

幼児の運動能力の要素間にお

ける関連性について（筋力・瞬

発力・調整力・柔軟性などの相

関関係において検討した）調査

し、考察した。 

 

幼児の体格（ＢＭＩ）と運動能力

（筋力・瞬発力・調整力・柔軟性

など）の関連性について調査

し、考察した。 

 

短期間での縄跳び遊びの実践

が運動能力（筋力・瞬発力・調

整力・柔軟性など）に与える影

響について検討した。 

 

兵庫県下の女子大学生を対象

に、現在の生活習慣と祖父母と

の関係（世代間における交流）

について調査を行い、考察し

た。（竹安知枝・樋口勝一） 

 

子どもの頃の体験が、その後の

生活習慣、人間形成に与える

影響についての調査報告会で

ある。（速水順一郎・清水勲夫・
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7.保育士養成校における学

習支援の試み（１） 

 

 

 

 

 

8.保育者養成におけるリメ

ディアル教育の取り組み事

例 

 

 

 

9.児童期の体験とその効用

について 

－遊びを中心に－ 

 

 

 

 

10.6 ヶ月間の運動トレーニ

ングが一過性の運動ストレ

ス時の口腔内免疫機能の

低下を予防するか？ 

 

 

 

 

 

11.運動に対する主観的評

価と運動能力との関連 

－小学校体育に着目して

－ 

 

 

 

 

12.運動ストレスに伴う口腔

内免疫機能と虫歯菌活性と

の関連 

 

 

 

13.要支援・要介護高齢者

における 3分間パネル運動

の有効性の検討 

 

 

 

 

14.テニスの普及に関する

重要な要素について 
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共 

 

 

 

 

 

単 
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(代
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共 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表) 

 

 

2013年 9月 

 

 

 

 

 

 

2014年 3月 

 

 

 

 

 

2014年 8月 

 

 

 

 

 

 

2014年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 9月 

 

 

 

 

 

2014年 9月 

 

 

 

 

 

 

2014年 12月 

 

 

 

 

全国保育士養成協議

会第 52回研究大会研

究 発 表 論 文 集

pp.542-543 

 

 

 

第 20回大学教育研究

フォーラム 

 

 

 

 

日本幼児体育学会第

10回大会 

研究発表抄録集 p.80 

 

 

 

 

日本教育医学会 

第 62回大会 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学 

第 69回大会 

予稿集 p.181 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 69回大会 

予稿集 p.228 

 

 

 

日本体力医学会 

第 69回大会 

予稿集 p.179 

 

 

 

 

日本テニス学会第 26

回 大 会 抄 録 集

pp.100-101 

樋口勝一・竹安知枝） 

 

保育士を目指す学生に対して、

一般教養を習得させるための試

みについて、兵庫県下の女子

大学生を対象とした研究であ

る。（中田尚美・浅井由美・尾﨑

秀夫・竹安知枝・樋口勝一） 

 

保育者養成に関わる科目にお

いて、一般教養や子どもに関す

る基礎知識の習得を目指した、

授業の内容について検討を行

なった。 

 

兵庫県下全域において成人を

対象に、児童期の様々な体験

が、その後の社会性にどのよう

な影響を及ぼしているかについ

て、アンケート調査を実施し、考

察を行なった。 

 

一過性の運動ストレス時の唾液

免疫機能の低下を予防するた

めに、6 ヶ月間の運動トレーニン

グを行い、定期的な運動実践が

ストレス時の唾液免疫機能の低

下を抑制するかどうかを検討し

た。（臼井達矢・織田恵輔・竹安

知枝・辻慎太郎） 

 

運動に対する主観的評価（好

き・嫌い）と運動能力との関連、

また小学校体育に対する主観

がその後の運動の対する主観

及ぼす影響についての研究で

ある。（竹安知枝・臼井達矢・織

田恵輔・辻慎太郎） 

 

運動によるストレスが、口腔内の

免疫機能と虫歯菌の活性に与

える影響に関する研究である。

（臼井達矢・織田恵輔・竹安知

枝・辻慎太郎） 

 

要支援・要介護高齢者に対し、

3 分間のパネル（座位姿勢によ

る足踏み動作）による運動を行

い、その有効性について検討し

た。（辻慎太郎・臼井達矢・織田

恵輔・竹安知枝） 

 

生涯スポーツとしてテニスに注

目し、テニスの普及に関して重

要な要素についてアンケート調
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15.短期間の Terrasensa を

用いた運動介入が要支援・

要介護高齢者の転倒因子

に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

16.運動ストレス時の口腔内

免疫機能の低下を 6ヶ月間

の定期的な運動トレーニン

グで予防できるか？ 

 

 

 

 

17.きんたくん健幸体操が

中高齢者の体力因子に及

ぼす影響～川西市地域活

性プロジェクト～ 

 

 

 

 

 

 

 

18.現在の体力レベルに幼

児期の外遊びが与える影

響 

 

 

 

 

 

 

 

19.中高齢者における敏捷

性と注意機能との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

共 
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(代
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共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会第 29

回近畿地方大会 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会第 29

回近畿地方大会 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会 

第 63回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 70回大会 

予稿集 p.211 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 70回大会 

予稿集 p.214 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

査を実施し考察を行なった。

（竹安知枝・臼井達矢・織田恵

輔・辻慎太郎） 

 

短期間における Terrasensa を

使用した運動介入が、要支援・

要介護高齢者の運動能力にど

のように寄与し、その結果、転

倒因子に与える影響について

調査した研究である。（辻慎太

郎・臼井達矢・織田恵輔・竹安

知枝） 

 

6 ヶ月間の定期的な運動トレー

ニングが、運動ストレス時の口

腔内免疫機能の低下に対し

て、どのような効果を発揮する

のかについて調査した研究であ

る。（臼井達矢・織田恵輔・竹安

知枝・辻慎太郎） 

 

川西市地域活性プロジェクトと

して考案された、きんたくん健幸

体操（ストッチ編・ウォーキング

編・転倒予防編にてＤＶＤ作成

担当）の実施により、この体操が

中高齢者のバランス能力・注力

の向上・反射神経の改善に効

果であることが示唆された。（辻

慎太郎・臼井達矢・織田恵輔・

竹安知枝） 

 

幼児期の外遊びがその後の運

動習慣（中学校・高校時代の運

動部の所属経験）と現在（大学）

における運動能力に与える影

響について、兵庫県下の女子

大学生 103 名を対象に体力測

定とアンケート調査を実施し考

察した。（竹安知枝・臼井達矢・

織田恵輔・辻慎太郎） 

 

50～70 歳代の男女 70 名を対

象全身反応および注意課題測

定（trail making test（TMT））を

実施し考察を行なった結果、体

力（敏捷性）注意機能に相関が

認められた。このことから運動に

より敏捷性を向上させることは

中高齢者の注意機能の改善・

向上に効果的であることが示唆

された。（織田恵輔・臼井達矢・

竹安知枝・辻慎太郎） 
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20.1 年間のレッドコード運

動が要支援・要介護高齢者

の体力因子に与える影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.週 1 回の実践でも運動

ストレス時の口腔内免疫の

低下を予防できるか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.きんたくん健幸体操が

注意機能及び全身反応時

間・重心動揺性に及ぼす影

響～家庭用エクササイズ

DVD を用いた運動効果の

検証～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.高齢者における注意機

能と体力の関係について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.小学生の姿勢制御能力

と足趾把持筋力との関連 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 
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2015年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 2月 

 

 

日本体力医学会 

第 70回大会 

予稿集 p.245 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 70回大会 

予稿集 p.271 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会第 30

回近畿地方会予稿集

p.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会第 30

回近畿地方会予稿集

p.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会第 30

回近畿地方会予稿集

p.18 

要支援・要介護高齢者男女計

41 名を対象にレッドコード運動

を実施した。そして介入前後に

体力測定を実施した。その結果

その下肢筋力および歩行能力

の項目において有意に改善さ

れたことから、レッドコード運動

が動的バランス能力の改善に

有効であることが示された。（辻

慎太郎・織田恵輔・竹安知枝・

松尾貴司・臼井達矢） 

 

一般家健常者 14名を対象に調

査を行なった（運動介入群 7 名

（自転車運動を 1回 60 分、週１

回、6 ヶ月間）とコントロール群 7

名）。その結果、週 1 回の運動

実践は、運動ストレス時の口腔

内免疫を高め、翌日においても

その低下を予防することが示唆

された。 

（臼井達矢・織田恵輔・竹安知

枝・上田真也・桂良寛・辻慎太

郎・松尾貴司） 

 

地域高齢者において身近で継

続できる運動を実践することが

望まれている。そこで川西市で

地域活性プロジェクトとして健康

寿命の延伸に向けた運動プル

グラムを我々と共同開発し、そ

の有効性について調査を行な

い検証（重心動揺性・全身反応

時間・TMT テストにより）したも

のである。その結果、それらの

向上に有効であることが示唆さ

れた。（辻慎太郎・織田恵輔・竹

安知枝・松尾貴司・臼井達矢） 

 

高齢者が転倒する要因は体力

低下だけではなく、認知機能の

１つである注意機能の低下や記

憶力の低下なども関係している

と考えられている。そこで注意

機能の向上・改善のためにどの

ような運動が効果的かについて

検討した。その結果TMTと垂直

跳び及び TMT と全身反応時間

において相関関係が認められ

た。（織田恵輔・竹安知枝・辻慎

太郎・松尾貴司・臼井達矢） 

 

姿勢制御能力と足趾把持筋力

との関連性について探るため

に、小学生を対象に重心動揺
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25.児童期の遊びの好みが

青年期の運動に対する主

観に与える影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.長距離マラソンランナー

における唾液抗菌ペプチド

と虫歯菌および上気道感

染症との関連 

 

 

 

 

 

27.中高年女性における 1

年間の運動実施頻度と口

腔内局所免疫との関連 ～

週１回の運動実践でもスト

レス時の口腔内免疫低下を

予防できるか？～ 

 

 

 

 

 

 

28.小学生における足趾把

持筋力と走能力および重

心動揺性との関連 

 

 

 

 

 

 

 

29.中学校・高校時代の運

動部の所属経験とその後

の体力との関連 
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共 
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2016年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫体育・スポーツ科

学学会 

第 27回大会発表抄録

集 p.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西臨床スポーツ医・

科学研究会第 26回大

会 

抄録集 p.17 

 

 

 

 

 

日本教育医学会 

第 64回大会 

大会抄録集 p.62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会第 64

回大会 

大会抄録集 p50 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会  第

71回大会 

大会抄録集 p.130 

 

生を測定し考察を行った。その

結果、姿勢制御能力向上のた

めには足趾把持筋力の強化が

有効である可能性が示唆され

た。（松尾貴司・織田恵輔・竹安

知枝・辻慎太郎・臼井達矢） 

 

女子大学生236名を対象に、児

童期に関するアンケート調査

（遊びの好みと食習慣と運動に

対する主観的評価について）を

実施した。その結果、遊びと食

習慣との関連性については明ら

かにできなかったが、児童期の

遊びの好みがその後の運動対

する主観に影響を与えている可

能性が示唆された。（竹安知

枝・臼井達矢・織田恵輔・辻慎

太郎・松尾貴司） 

 

長距離マラソンランナーに着目

し、高強度高頻度の運動トレー

ニングの実践が口腔内免疫環

境に及ぼす影響について調査

を実施し検討したものである。そ

の結果、オーバートレーニング

は口腔内の局所免疫機能を低

下させることが示唆された。 

 

口腔内免疫機能を高める有効

な運動頻度明らかにするために

女性 73名を対象に唾液免疫成

分および 1 年間の上気道感染

症の罹患回数を測定した。その

結果、高強度での運動実践は、

口腔内免疫機能を低下させ、

上気道感染症の罹患回数増加

につながることが示唆された。

（臼井達矢・織田恵輔・竹安知

枝・辻慎太郎・松尾貴司） 

 

小学生における足趾把持筋力

が重心動揺（両足たち・片足立

ち）および走能力（25ｍ・50ｍ）と

の関連について検討した結果、

足趾把持筋力と走能力および

バランス能力において関連性が

認められた。（辻慎太郎・松尾

貴司・竹安知枝・織田恵輔・臼

井達矢） 

 

思春期の運動経験がその後の

体力に与える影響について 103

名の女子大学生を対象に体力

測定とアンケート調査を実施し
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30.1 年間の運動トレーニン

グが口腔内免疫機能およ

び虫歯菌抑制に与える影

響 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.要支援・要介護高齢者

の運動機能および日常生

活動作能力の改善に向け

た Redcordを用いた運動療

法について 

 

 

 

 

 

 

32.オーバートレーニングが

口腔内局所免疫と虫歯菌

増加に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.サッカークラブに所属す

る幼児の足趾把持筋力と体

力因子との関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.幼少期の遊びがその後

の人格形成に与える影響 
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共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 71回大会 

大会抄録集 p.257 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 71回大会 

大会抄録集 p.164 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会 

第 65回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会  第

65回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本子ども学会第 14

回大会抄録集 p.37 

考察した。その結果、筋力と筋

持久力の要素については、思

春期の運動習慣が影響を与え

ている可能性が高いことが示唆

された。（竹安知枝・臼井達矢・

織田恵輔・辻慎太郎・松尾貴

司） 

 

1 年間の運動トレーニングが口

腔内免疫機能および虫歯菌活

性に及ぼす影響について検討

した結果、1 年間の定期的な運

動トレーニングの実践は、安静

時の唾液 HBD-2 濃度を高め、

さらに虫歯菌に対する筋の阻止

能力が有意に高まることが示唆

された。（臼井達矢・織田恵輔・

竹安知枝・辻慎太郎・松尾貴

司・上田真也・桂良寛） 

 

要支援・要介護高齢者の運動

機能および日常生活動作能力

の改善に向けたRedcordを用い

た運動療法の有効性びついて

検討した結果、Redcord を用い

た運動プログラムは、介護予防

の運動療法として有効なプログ

ラムであることが示唆された。

（辻慎太郎・松尾貴司・竹安知

枝・織田恵輔・臼井達矢） 

 

大学陸上部に所属している長

距離選手 20 名と比較対象とし

て非アスリート 20 名を対象に安

静時に唾液採取を行い口腔内

免疫機能に関して調査を実施

した結果、オーバートレーニン

グは口腔内局所免疫機能を著

しく低下させることが示唆され

た。（臼井達矢・永井伸人・辻慎

太郎・竹安知枝） 

 

大阪府のサッカースクールに所

属する幼児 20 名を対象に対体

力測定や重心動揺（バランス能

力）のテストを実施し、体力因子

と足趾機能との関連性について

検討した。その結果、足趾把持

筋力が強い者ほどバランス能

力・脚力が高いことが示された。

（辻慎太郎・永井伸人・竹安知

枝・臼井達矢） 

 

幼少期の遊びの好み（外遊び・

室内遊び）がその後の人格形
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35.幼児期におけるキッズバ

イクの使用経験と運動能力

との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.障がい者（こども）のスポ

ーツイベントの普及に向け

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.児童期における外遊び

の多寡がその後の運動に

対する主観的評価に与える

影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.高齢者におけるオーラ

ルフレイル予防に向けた運

動療法の有効性の検討 

 

 

 

表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018月 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018月 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018月 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018月 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会第 32

回近畿地方会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業科学学会 

第 24回全国大会発表

抄録集 pp.35-36. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会  第

73回大会 

大会抄録集 p.185 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会  第

73回大会 

大会抄録集 p.178 

 

 

 

成（集中力・創造力・注意力・社

会性など）に与える影響につい

て大阪市内の女子大学生 236

名を対象にアンケート調査を実

施し、遊びの好みと社会性との

関連性について考察した。（竹

安知枝・臼井達矢・織田恵輔・

辻慎太郎・松尾貴司） 

 

幼児期のキッズンバイクの使用

が運動能力に与える影響につ

いて、調査し考察した。その結

果、キッズバイクの経験年数が

多い者は、経験年数が少ない

者と比較して、走能力や足趾機

能・全身反応性などにおいて有

意に高い水準であることが示唆

された。（織田恵輔・竹安知枝・

辻慎太郎・松尾貴司・臼井達

矢・木村晴尚） 

 

障がい者（こども）のスポーツイ

ベントの参加者 41名（無作為抽

出、保護者が回答）を対象にイ

ベントに参加する際に重要視す

る事柄について調査を実施し

た。その結果、「身体を動かす

内容」「自然遊び」「初心者でも

楽しめる内容」「教育や発達に

影響を与える内容」などについ

て重要視している保護者が多

いということが明らかになった。 

 

児童期の外遊び（頻度）と青年

期の運動に対する主観的評価

（好き・嫌い）との関連性につい

て、女子大学生を対象にアンケ

ート調査を実施した。その結

果、外遊び（頻度）が小学校体

育に対する主観的評価に影響

を与えていることが示唆され（p

＜0.01）、またその後（青年期）

の運動に対する主観的評価に

も影響を与える可能性が高いと

いうことが示唆された（ p＜

0.01）。（竹安知枝・青木敦英・

臼井達矢・織田恵輔・辻慎太

郎・松尾貴司） 

 

地域在宅高齢者（女性48名）に

対する週 1回（3 ヶ月間）の健康

運動教室がオーラルフレイル

（口腔機能低下）予防に有効で

あるか検討した。その結果、自

律神経バランスが整えられ、口
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39.地域在宅高齢者に対す

る健康増進活動はオーラル

フレイル予防に有効か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.男子大学生における足

趾把持筋力と動作遂行能

力の関係－走力、跳躍力

および敏捷性に着目して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.障がい者のスポーツイ

ベントに関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.バスケットボールにおけ

る「流れ」と勝敗の関係―関

西学生バスケットボール２

部リーグについて― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会第 67

回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育医学会第 67

回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第 70回大会 

大会予稿集 p.138 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第 70回大会 

大会抄録集 p.113 

 

 

 

腔内免疫機能が高まることが確

認され、週 1回の健康運動教室

の開催は、オーラルフレイル予

防に有効であることが示唆され

た。（臼井達矢・辻慎太郎・永井

伸人・竹安知枝・織田恵輔） 

 

地域在宅高齢者に対する週 1

回の健康増進活動（健康に関

する学習・健康体操等を実施）

がオーラルフレイル（口腔機能

低下）に予防に有効であるかに

ついて検討した。その結果、こ

の実践は自律神経バランスを整

えるとともに、口腔免疫機能や

口腔機能を高めることが示さ

れ、オーラルフレイル予防に有

効であることが示唆された。（臼

井達矢・辻慎太郎・永井伸人・

竹安知枝・織田恵輔） 

 

男子大学生の足趾把持筋力と

動作遂行能力である走力、跳

躍力および敏捷性の関係につ

いて、検討した。その結果、男

子大学生（18～19 歳、23 名）に

おいて、足趾把持筋力と動作遂

行能力（跳躍力・敏捷性）との間

に有意な相関関係が認められ

た。（辻慎太郎・臼井達矢・永井

伸人・竹安知枝・織田恵輔・涌

井忠昭） 

 

国内初の 3 つの取り組み【［障

害の有無に関係なく実施］［夏

のナイター開催］［民間出資

100％］）】により行われた「パラ

陸上」に着目し、ボランティア・ス

ポンサー企業の視点より、大会

の有用性について検討を行っ

た。その結果、ボランティア・ス

ポンサー企業の両者にとって好

意的に捉えられ、さらにボランテ

ィアだけでなく協賛企業にとっ

ても価値のあるイベントである可

能性が高いということが推察さ

れた。（竹安知枝・青木敦英・石

川峻） 

 

関西バスケットボール連盟 2 部

リーグを対象にピリオドごとの得

点の変化に着目し、その違いに

ついて検討を行った。対象とな

った２部リーグの全試合（90 試

合）についてピリオドごとの得
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43.ミニテニスの普及に関す

る一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.中年女性におけるオー

ラルフレイル予防に向けた

水中運動トレーニングの有

効性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.中高年女性の足趾把持

筋力と体力因子の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

(代

表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会  第

74回大会 

予稿集 p.281 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 74回大会 

予稿集 p.309 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

第 74回大会 

予稿集 p.294 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点、得失点差を記録し、勝ちチ

ームと負けチームで比較を行っ

た。その結果、バスケットボール

競技において「流れ」をつかむ

ために、ハーフタイム以降のピリ

オドにおいて得点を積み重ねる

ことが重要であると考えられた。

（青木敦英・石川峻・竹安知枝） 

 

「年齢・性別を問わず誰でも楽

しめる」特徴を持ったスポーツで

ある「ミニテニス」に着目し、この

スポーツの認知度やイメージに

ついて、大学生 103名を対象に

調査を行った。その結果、15％

の人にしか認知されていない

が、約 9 割の人は好意的なイメ

ージを持っているということがわ

かった。今後は、学校体育や社

会的なスポーツイベントで積極

的に取り上げられることが普及

に向けて効果的であると思われ

る。（竹安知枝・青木敦英・臼井

達矢・織田恵輔・辻慎太郎・松

尾貴司） 

 

中年女性に対する水中トレーニ

ングがオーラルフレイル（口腔

機能低下）の予防に有効である

かを検討（唾液免疫成分・口腔

内機能・自律神経活動の測定

の実施により）した。その結果、

週１回（計 12 回）の水中運動ト

レーニングの実践は、自律神経

のバランスを整え、口腔機能を

高めることが示唆され、オーラ

ルフレイル予防に有効であるこ

とが示唆された。（臼井達矢・辻

慎太郎・永井伸人・竹安知枝・

織田恵輔） 

 

中高年女性 40 名（60～89 歳）

を対象に足趾把持筋力と体力

因子（注意機能（TMT）・重心動

揺・全身反応時間・垂直跳び）と

の関連性について調査した。そ

の結果、中高年女性の足趾把

持筋力と体力因子において、有

意な相関関係が認められた。転

倒防止に関係するバランス機能

を高めるには、足趾把持へのア

プローチが効果的であると考え

られる。（辻慎太郎・臼井達矢・

永井伸人・竹安知枝・織田恵

輔・涌井忠昭） 
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46.ミニテニスの意識に対す

る調査－経験者を対象に

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
47.片脚および両脚のプラ
イオメトリックトレーニングの

効果に関研究 
−大学バレーボール選手を

対象として− 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.テニスの UTR(Universal 

Tennis Ratings）システムに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.女子大学生における低

体重および痩せ願望と口

腔内局所免疫機能との関

連 
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単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫体育・スポーツ科

学学会 

第 31回大会 

発表抄録集 p.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫体育・スポーツ科

学学会 

第 31回大会 

発表抄録集 p.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業科学学会 

令和 2年度 第 1回関

西部会 

発表概要集 p.21 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会第 35

回近畿地方会抄録集

p.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニテニスの経験者男女 55 名

（40～80歳代）を対象に、このス

ポーツに対する意識についてア

ンケート調査を実施した。その

結果、ミニテニスに対して「健康

に良く安全に実施でき、かつ経

済的である」と捉えている人が

大半を占めていることが明らか

になり、今後の我が国における

生涯スポーツの一つとして、ミニ

テニスが普及していくことが望ま

しいと考えられる。（竹安知枝・

青木敦英・石川峻・臼井達矢） 

 

関西学生バレーボール連盟 1

部に所属する女子バレーボー

ル選手を対象に、片脚と両脚の

それぞれのプライオメトリックトレ

ーニングを行うグループを設定

し、トレーニング前後のジャンプ

能力、パワー発揮能力の変化

を調査し、いずれのトレーニン

グ方法が効果的であるのか検

証を行った。その結果、バレー

ボール選手のプライオメトリックト

レーニングにおいて、片脚での

トレーニングを積極的に取り入

れるべきであることが示唆され

た。（青木敦英・石川峻・竹安知

枝） 

 

テニスの UTR(Universal Tennis 

Ratings）システム（テニスのレー

ティングシステム、いわゆる選手

の「格付け」を示すものであり、

アメリカを中心にヨーロッパに広

まっている。日本を含むアジア

では、まだあまり認知されていな

い）について取り上げ、国内の

普及に向けた課題について考

察した。 

 

女子大学生の低体重や痩せ願

望と口腔内局所免疫機能との

関連について検討した。その

結果、女子大学生において低

体重および痩せ願望が強い場

合は心理的ストレスが高くな

り、口腔内局所免疫機能であ

る唾液 HBD-2 が低下している

ことが示された。（臼井達矢・

竹安知枝・永井伸人・織田恵

輔・辻慎太郎・松尾貴司） 
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50.テニピン（テニス型の教

材）の普及に関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

51．シニアテニス国際大会

の参加者における運 

動継続に関わる実態調査 

  

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共

（代

表） 

2021年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 

日本幼児体育学会第

16 回大会研究発表抄

録集 pp.56-57 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会  第

74回大会 

予稿集 p.263. 

テニピン（テニス型の教材）が、

最近、小学校の体育授業で注

目されてきている。現在は、関

東を中心に小学校体育の授業

において取り入れられてきてい

る。そこで、テニピンのこれまで

の実施状況をふまえ、今後の普

及（全国の小学校体育授業で

の）に向けて考察した。 

 

テニスに着目し、今後国内のス

ポーツ発展に向けた手がかりを

得ることを目的とし調査した。そ

の結果、今後の我が国における

中・高年層のスポーツの発展に

向けて、「楽しさ」「健康」「友達・

仲間づくり」という要素を重視

し、各種イベントを企画・運営し

ていくことが有効であることを示

唆した。（竹安知枝・青木敦英・

臼井達矢・織田恵輔・辻慎太

郎・松尾貴司） 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

  氏 名     三浦（前川） 正樹      

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担 当

授 業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆ﾍﾟｰ

ｼﾞ数（総

ページ

数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない

場合は執筆箇所を詳述） 

教 育

心 理

学

（ 単

独） 

（著書） 

1.発達と教育の

心理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.心理学概論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文等） 

1.感情の言語化

についての心理

学的考察（5）－

心理教育プログラ

ムと感情の言語

化－ 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八千代出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナカニシヤ出

版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢、第 75号 

pp.71-82 

 

 

 

 

 

 

 

44 

（193） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

（201） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育心理学の中の、特に発達と学

習分野を中心にまとめた教科書。

教職課程履修者を意識し心理学

の初学者にも理解できるように、ま

た教育現場に資するように編集さ

れた。発達や学習の過程について

記述するとともに、心身の障害につ

いても特に特別支援教育の章を独

立してもうけ記述した。 

（執筆担当部分：第 1 章「教育心理

学とは何か」pp. 1-16、第 10章「学

習意欲」pp.137-151 第 11 章「学

習の諸相」pp.153-165） 

著者：三浦正樹、共同執筆、高木

典子、三溝雄史、石王敦子 

 

新しい授業形式である協同学習を

意識し、協同学習に対応できるよう

に編集された心理学の概論的教科

書。 

（執筆担当部分：第 8 章「感情と動

機づけ」pp.86-96 担当。動機づけ

研究の基礎、動機づけ研究の新し

い流れ、情動研究の基礎、情動研

究の新しい流れ、情動と動機づけ

研究の応用についてまとめた。） 

著者：小野寺孝義、小川俊樹、磯

崎三喜年、共同執筆、鈴木由起

生、櫻井研三、大藤弘典、石崎千

景、高木典子、北川歳昭、並川

努、三浦正樹、岡林春雄、古澤照

幸、伊藤宗親、石川幹人、相川充 

 

 

筆者はこれまで一連の論文で、感

情の言語化のメカニズム、その効

用、個人差について検討してきた

が、教育場面に目を転じると児童

生徒の社会性の育成のために感

情の言語化と関係深いソーシャル

スキルトレーニングや社会性と情動

の学習（SEL）などの心理教育プロ

グラムが盛んに行われている。今
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紙の信頼性・妥
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3.感情の言語化

についての心理

学的考察（4）－

神経心理学の視

点から－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.感情の言語化

についての心理
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12 

（12） 

回の論文では「感情の言語化」の

実践例として学校での心理教育プ

ログラムについてみた。まず、心理

教育プログラムについてまとめ、そ

れらの中で感情の言語化はどのよ

うに取り扱われているか考察した。

次に心理教育プログラムの現状や

課題、効果の検証などについてま

とめた。そして「感情の言語化」の

観点からプログラムがより実効性を

持つためにどのようにすればいい

のか提言を行った。 

 

発達特性質問紙は、発達障害の 4

領域（注意欠陥障害、多動性障

害、自閉症スペクトラム障害、学習

障害）の重複およびスペクトラムを

見る質問紙である。これまでに、臨

床場面や教育場面で使用してきた

が、今回、質問紙としての信頼性、

妥当性について検討した。因子分

析の結果、4因子構造が確認され

た。また信頼性も十分なものであっ

た。論文ではいくつかの事例につ

いて検討した。ただし、項目として

妥当でないものも見られたため、今

後いくつかの項目を見直し、改訂

版を作ることが課題となった。 

（執筆担当部分：信頼性、妥当性

の検討、因子分析について担当） 

著者：林知代、三浦正樹） 

 

これまで感情の言語化のメカニズ

ム、その効用、個人差について検

討してきたが、それらについてみる

際、神経心理学的視点が必要にな

ってくる。感情の理論はジェームズ

のはじめから生物学的色彩が濃か

ったが、近年の脳科学の発展によ

り、かなり詳細なことがわかってきて

いる。感情処理の神経メカニズム、

あるいは感情と言語の相互作用の

メカニズムについてみた。次に、言

語化そのものの神経学的メカニズ

ム解明のため、失語症を手がかり

に言語化についてまとめた。さら

に、左右半球機能差と言語・感情

の関係について神経心理学的に

みた。これらを通じて情動処理の認

知モデルと神経心理学モデルを関

係させながら、感情の言語化につ

いて考察した。 

 

本稿では、感情の言語化につい

て、感情の理論、感情についての
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5．半球間相互作

用の個人差に関
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課題を用いて ― 
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感情心理学の視

点から－ 
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著作、最近の感情心理学のトピック

から考察した。感情の言語化に

は、認知的側面から見た情動の情

報処理モデル（情動処理モデル）

がそのメカニズムの、感情制御研

究がその機能・効果の解明に直接

関わると思われる。感情の言語化

の障害であるアレキシサイミアの神

経心理学的仮説として、左右半球

の連絡不全説がある。バックの総

合理論でも、感情の認知的評価と

ラベルづけ過程の統合には 2 つの

半球の統合が必要であると述べて

いる。感情の言語化についての説

明には「情動処理モデル」「神経心

理学的感情理論」「左右半球の連

絡モデル」が必要になってくるであ

ろう。 

 

本論文では、半球間相互作用の個

人差をみるために、両側提示課題

を用いて、個別実験と集団実験を

行った。その結果、性差は認めら

れなかったが、キメラ課題との関連

が示され、左半球覚醒者の方が全

体として成績が良くなるという相関

が見られた。アレキシサイミア傾向

との関連もみられ、とくに下位因子

である感情伝達困難が高くなるほ

ど両側提示条件の成績が悪くなる

という相関が示された。これらのこと

から、半球間相互作用の個人差研

究において両側提示課題というパ

ラダイムが有効であることが示され

た。性差も含め、さまざまな個人差

指標との関連が予想されることか

ら、今後このパラダイムを用いてさ

らに研究を進める必要があろう。 

 

感情の言語化の問題を考察するに

あたって、感情心理学の視点から

その前提条件を探った。感情表出

のタイプでは内在化と外在化の概

念が示され、これが今後言語化を

考察する際参考になると思われ

た。感情の分類にはさまざまなもの

があるが、ルイスによる 1 次的感情

／2 次的感情の区別が有効であ

る。2 次感情とは内省あるいは自己

言及という要素が関与し自己意識

的感情とよばれている。2 次感情の

方がより言語的関与が大きいと思

われる。ここで、2 次感情と感情の

個人間調節機能の対応が議論さ

れた。感情の理論ではジェームズ
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以前のデカルト、スピノザに遡りみ

た。彼らは感情を心身問題としてと

らえており、その現代的意義が示さ

れた。今後の課題として引き続き感

情の理論、自己意識感情につい

て、あるいは新たに感情制御の問

題について検討する必要がある。 

 

発達

心理

学

（単

独） 

（著書） 

1.発達と教育の

心理学 

 

2.心理学概論 

 

 

（学術論文等） 

1.感情の言語化

についての心理

学的考察（5）－

心理教育プログラ

ムと感情の言語

化－ 

 

2.発達特性質問

紙の信頼性・妥

当性の検討 

 

3.感情の言語化

についての心理

学的考察（4）－

神経心理学の視

点から－ 

 

4.感情の言語化

についての心理

学的考察（3）－

再び感情心理学

の視点から－ 

 

5.半球間相互作

用の個人差に関

する実験研究 

―  両視野提示

課題を用いて ― 

 

6.感情の言語化

についての心理

学的考察（2）－

感情心理学の視

点から－ 
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教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名     石川 峻           

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

 

スポ

ーツ

指導

演習

A 

（学術論文） 

1. 小学校体育授

業におけるバ

スケットボール

の指導に関す

る課題の検

討：初任期，

未経験教員に

着目して 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育実践記録等） 

1. 教員養成課程

の学生におけ

る体育授業観

の変容に関す

る考察：模擬

授業とその省

察を中心とし

た教科教育法

の授業前後に

着目して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 教員養成課程

の模擬授業に

おける学生の

リフレクション

に関する一考

察-体育実技

科目「バスケッ

トボール」を対

象として- 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

令和 3年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 9月 

 

 

運動とスポー

ツの科学第 27

号 1巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 75号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 73号 

 

 

（抽出

不可）

（10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可） 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(12) 

 

 

本研究では，バスケットボールの授業

における学習指導要領で求められて

いる各項目について、小学校教員が有

する指導の自信や、指導する上での課

題を明らかにし、今後の教員研修の内

容や授業プログラム開発の一助とす

ることを目的とした。今後はドリブ

ル、キャッチ、守備の個人技能が向上

でき、これらの技能を用いて、少ない

ゴールでも実施できるルールの工夫

したゲームについての教員研修の実

施や授業プログラムの開発が必要で

あると考えられた。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・村上佳司 

 

 

本研究では、教員養成の初期段階でど

のような体育授業観を保持しているの

か、模擬授業とその省察を中心とした教

科教育法の授業前後で、体育授業観が

どのように変容するのかを明らかにする

ことを目的とした。その結果、下記の 3点

が明らかになった。 

(1)学生が保持している体育授業観は

「授業の目標」と「授業の実践」の大きく 2

つのカテゴリーに別けられた。 

(2)教科教育法の授業後は、「授業の実

践」に関する授業観を多く獲得した。 

(3)大きく変容がみられた授業観の項目

は、「安全面に配慮した授業」、「生徒が

意欲的に取り組む授業」、「分かりやす

い授業」であった。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・川口諒 

 

今日は体育実技の授業であっても、単

に各スポーツ種目の技能や知識を習得

するだけでなく、より一層教科指導に関

する側面もカリキュラムに含んでいくこと

が重要であると考えられている。そのよう

な中で、教員養成課程で実施されてい

る体育実技のバスケットボールの授業を

対象に、授業内で模擬授業を含んだカ

リキュラムを計画、実施し、模擬授業後
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 のリフレクションシートの分析から、学生

のリフレクションの実態について明らか

にした上で、今後の授業改善への示唆

を得た。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・川口諒・上田毅 
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教育
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健体

育） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育実践記録等） 

1. 教科教育法

（保健体育）の

より良い授業

のあり方につ

いて：過去 2

年の振り返り

から 

 

 

 

 

2. 教員養成課程

の学生におけ

る体育授業観

の変容に関す

る考察：模擬

授業とその省

察を中心とし

た教科教育法

の授業前後に

着目して 

 

3. 教育実習前後

の模擬授業

（体育）の変容

に関する事例

研究：教育実

習を経験した

大学生の模擬

授業から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 教員養成課程

の模擬授業に

おける学生の

リフレクション

に関する一考

察-体育実技

科目「バスケッ

トボール」を対

象として- 
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（抽出

不可）

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

（5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(12) 

 

 

 

 

 

 

 

本稿では 2020 年度、2021 年度での過

去 2 年間の本学における中等教科教育

法Ⅱ（保健体育）の授業を、授業者であ

る筆者が振り返り、今後の課題を整理、

検討することを目的とした。その結果、学

生の実態に関する課題として、「説明、

指示」、「モニタリング、フィードバック」、

「ゲームの指導」が、授業設計に関する

課題として、「実施回数」、「実施種目」、

「ICTを用いた指導法」が考えられた。 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は保健体育科で教育実習を実

施した本学学生１名を対象に、教育実

習の前後に実施した模擬授業につい

て、授業場面の時間割合、フィードバッ

クの回数、授業評価の3つの観点から比

較分析を行い、教育実習で身につけた

実践的指導力について検討することで

あった。教育実習を経験することで授業

場面が効率よく配分できるようになること

が伺えたが、大学内での模擬授業にお

いても時間配分や具体的なフィードバッ

クについての知見を活かすとともに、模

擬授業の意義や実施方法について再

考する必要があると考えられた。 

(共同研究につき、本人担当執筆部分抽

出不可能) 

著者：青木敦英・降幡幸奈・石川峻・森

田玲子 

 

（再掲のため、略） 
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5. 大学の特徴を

生かした教員

の就職支援に

関する一考察

－芦屋大学で

の教員採用試

験対策をもと

に－ 

 

 

 

 

 

共 

 

 

令和元年 8月 

 

 

芦屋大学論叢

第 71号 

 

 

（抽出

不可） 

(10) 

 

本研究では、小規模な教員養成系大学

における教採受験学生の傾向・実態を

踏まえ、効果的な支援の在り方に着目し

た。①年間通した受験対策講座の設

定、②講座を継続受講できるための有

効な支援方策、③講座受講生の力を高

める講師団編成の在り方について、それ

ぞれ仮説を立て 3 年間にわたって実践

研究し、考察した。受験生との協議をも

とに、ニーズを踏まえた対策講座の設定

や、少人数教育の成果を生かした指導・

支援の継続、学内教員を核にした講師

団編成等が受験対策に有用であること

が示唆された。 

(共同研究につき、本人担当執筆部分抽

出不可能) 

著者：笠原清次・竹安知枝・盛谷亨・青

木敦英・若杉祥太・石川峻・辻尚士・雄

倉春来 

 

 

体力

測定

と 評

価 

 

（学術論文） 

1. ミニバスケット

ボール選手に

おける相対的

年齢効果につ

いての検討：

誕生月，試合

出場時間，身

長の関係性に

着目して 

 

 

 

 

（教育実践記録等） 

1. 中学生女子バ

レーボール選

手の身体特性

と体力がスパ

イク速度に及

ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. バスケットボー

ルにおける個

人のパフォー

マンス評価に

関する研究- 

Offensive 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年3月 

 

 

 

 

 

 

 

発育発達研究

第 93号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツサイ

エンス第 13巻

第 1号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 69号 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(16) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可） 

(8) 

 

 

 

 

 

本研究では、ミニバスケットボール選手

における誕生月分布、出場時間、身長

に関する RAE を明らかにし、今後の育

成システムや指導法の示唆を得ることを

目的とした。研究対象者は 2021 年 3 月

に開催された第 52 回全国ミニバスケット

ボール大会出場チームの選手である。

指導者は体格が優れている、相対年齢

の高い選手を試合に多く起用しているこ

とが示唆された。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・村上佳司 

 

 

本研究では、中学生女子バレーボール

選手 11 名を対象に体格データ７項目

（身長、体重、BMI、体脂肪率、指極、比

指極、指尖高）と体力測定データ６項目

（垂直跳び、最高到達地点、立ち幅跳

び、背筋力、握力、全身反応時間）とス

パイク速度との関係について検討を行っ

た。中学生においてはスパイク速度に体

格や体力が影響を及ぼしており、とくに

体力ではジャンプ力がスパイクの速度に

影響を与えていることが示唆された。 

(共同研究につき、本人担当執筆部分抽

出不可能) 

著者：青木敦英・石川峻・竹安知枝 

 

本研究では、OE を活用しての個人パフ

ォーマンスの評価と分析を勝敗別に試

みた。その結果、以下の知見が明らかに

なった。1)本学のウイングは得点源とな

っているが、より良い判断をして、確率の

高いシュートを打つこと、オフェンスリバ

ウンドの獲得に積極的に参加することが



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

Efficiency算

出の試み- 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 大学男子バス

ケットボール競

技における選

手評 価の 検

討：指導者と

選手の評価の

差に着目して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 74号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要である。2)効率の良いプレーを安定

して発揮できる選手を育成していく必要

がある。3)選手全員の OEの平均では、

勝ち試合が有意に高く、勝ち試合の方

が効率良くオフェンスできていることが推

察されるとともに、OEが有効評価指標と

なり得ることがわかった。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・青木敦英・別當和香 

 

本研究の目的は、大学男子バスケットボ

ール選手のスキル面とパーソナリティ面

における指導者と選手の評価の差を明

らかにし、今後のチームビルディングの

方策を検討することである。本研究を通

して、監督と選手の評価に違いがあるこ

とが明らかになった。これらの評価の差

を改善するために、スキル面ではこれま

での数値と目標とする数値を明確に提

示すること、VTR を用いてできていない

場面を指導者と選手が一緒に確認し、

戦術や指導者の考えを確認することを

提案した。パーソナリティ面では、選手と

の会話を増やすこと、学生スタッフやトレ

ーナー、他の教職員との連携を密にす

ること、バスケットボール以外の活動を行

うことを提案した。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・青木敦英 

 

 

体育

実技

B

（ バ

ス ケ

ッ ト

ボー

ル） 

 

（学術論文） 

1. 小学校体育授

業におけるバ

スケットボール

の指導に関す

る課題の検

討：初任期，

未経験教員に

着目して 

 

2. 小学生年代の

バスケットボー

ルにおける 3

人制と 5 人制

の比較：ポジ

ション別の触

球数に着目し

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 小学生年代の

バスケットボー

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

令和 3年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和2年11月 

 

 

運動とスポー

ツの科学第 27

号 1巻 

 

 

 

 

 

 

広島体育学研

究第 47巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスケットボー

ル研究第 6号 

 

（抽出

不可）

（10） 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可） 

(7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では小学生年代において、3人

制と 5人制のポジションごとの 1人当た

りの触球数の違いを明らかにし、練習方

法の留意点について検討することを目

的とした。本研究の結果から、次のこと

が示唆された。1）3人制は個人技能の

改善に有効な可能性がある。2）Cや低

い技能レベルの子のボール触球数が少

なくなる可能性があることをコーチが理

解する必要がある。3）練習においてす

べての選手の触球数を高めるために

は、人数を減らすだけではなく、さらなる

ルール設定の工夫も必要である。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・上田毅・橋本真 

 

本研究の目的は、3人制と 5人制のバス

ケットボールの試合の違いを明らかにす



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

ルにおける 3

人制と 5 人制

の比較－生体

負担度,技能・

戦術,ゲーム後

の主観的評価

から－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育実践記録等） 

4. 教員養成課程

の模擬授業に

おける学生の

リフレクション

に関する一考

察-体育実技

科目「バスケッ

トボール」を対

象として- 

 

5. バスケットボー

ル競技におけ

るクォーターご

との得点傾向

と勝敗との関

係−関西学生

バスケットボー

ルリーグを対

象として− 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 大学生男子バ

スケットボール

競技における

ゲーム分析 -

本学における

関西学生バス

ケットボール 2

部リーグ戦か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 73号 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 73号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 72号 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(12) 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(7) 

 

 

 

 

 

ることであった。生体負担および主観的

運動強度、技能・戦術的指標、そして主

観的評価指標を比較した。2 つのゲーム

タイプがほぼ同一の生体負担および主

観的運動強度をもたらすことがわかっ

た。技能・戦術的な指標に関しては、3

人制は 5人制よりも攻撃頻度と攻撃完了

率が高かった。さらに、3 人制は、5 人制

よりも 1 人あたりの触球数やショット数が

多くなった。触球数に関するプレイヤー

の主観的評価も、5 人制よりも 3 人制の

方が高かった。したがって、5 人制よりも

3 人制の方が参加者にとって満足のいく

ものと思われる。  

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・上田毅・橋本真 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は平成 30年度関西学生バスケッ

トボールリーグの 1部リーグおよび 2部リ

ーグの 173試合を対象として、バスケット

ボールの 4 つのクォーターの得点傾向

について、勝敗別およびリーグ（競技レ

ベル）別に比較し、得点傾向と勝敗との

因果関係について検討を行った。その

結果、クォーターごとの得点傾向として１

部リーグおよび２部リーグともに 2Ｑ＜4Ｑ

となっていることを明らかにした。さらに、

得点差の大きな試合（20点差以上）では

1Ｑ＞2Ｑの有意な差が認められ、1Ｑに

大きな得点差がついていること、接戦と

なった試合（19 点差以内）では１部リー

グでは 3Ｑ，２部リーグでは 1Ｑが勝敗に

影響すると考えられ、競技レベルで勝敗

に影響するクォーターが異なっているこ

とが推察された。 

(共同研究につき、本人担当執筆部分抽

出不可能) 

著者：青木敦英・石川峻・竹安知枝 

 

本研究では過去 3 年間の 2 部リーグ戦

での戦いにおいて、BOX SCOREから算

出できる各スタッツについて勝ち試合と

負け試合で比較を行い、勝利するため

に重要と思われる客観的な視点につい

て検討を行った。その結果、① 80 点以

上の得点と 80点未満の失点が勝利する

ための目安、②3P シュートを確率よく決
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らの検討- 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. バスケットボー

ルにおける個

人のパフォー

マンス評価に

関する研究- 

Offensive 

Efficiency算

出の試み- 

 

8. バスケットボー

ルにおけるポ

ジション別に

みたリバウンド

獲得状況と勝

敗との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 69号 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 68号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可） 

(8) 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(8) 

めること、③チームとして高確率のショッ

トを狙えるシチュエーションについて今

後検討する必要があること、④リバウンド

については獲得率で相手を上回ること

勝利につながる可能性が高いことが明ら

かになった。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・青木敦英 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では、公式試合の BOX SCORE

からポジション別のリバウンド獲得状況を

調査し、勝ち試合と負け試合の差につ

いて分析を行い、今後の指導の一助と

なることを目的とした。ビッグマンがイン

サイドプレイヤーの仕事である DRの獲

得をすることが勝利につながると示唆さ

れた。また、ビッグマンがリバウンドを獲

得できない場合は、他のプレイヤーが獲

得する必要があると考えられる。 

（執筆担当分：全体） 

著者：石川峻・青木敦英 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【学術論文】 

1. ミニバスケットボール選

手における相対的年齢

効果についての検討：

誕生月、試合出場時

間、身長の関係性に着

目して 

 

2. 小学校体育授業におけ

るバスケットボールの指

導に関する課題の検

討：初任期、未経験教

員に着目して 

 

3. 小学生年代のバスケッ

トボールにおける3人制

と 5 人制の比較：ポジシ

ョン別の触球数に着目

して 

 

4. 小学生年代のバスケッ

トボールにおける 3 人

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

令和 4年 3月 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 10月 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

令和 2年 11月 

 

 

発育発達研究第 93号 

 

 

 

 

 

 

運動とスポーツの科学

第 27号 1巻 

 

 

 

 

広島体育学研究第 47

巻 

 

 

 

 

バスケットボール研究

第 6号 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 
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芦屋大学 

制と 5 人制の比較－生

体負担度 ,技能・戦術 ,

ゲーム後の主観的評価

から－ 

 

5. 障がい者のスポーツイ

ベントに関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. わが国のバスケットボー

ルにおける競技者育成

システム構築のための

基礎的研究-地域クラ

ブと学校運動部の二重

登録に焦点を当てて- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育実践記録等】 

1. 教科教育法（保健体

育）のより良い授業のあ

り方について：過去 2

年の振り返りから 

 

2. 小学生におけるバスケ

ットボール競技のルー

ルに関する一考察：ス

ペインとの比較を通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 教員養成課程の学生に

おける体育授業観の変

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月 

 

 

 

 

令和 4年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月 

 

 

 

 

 

 

アダプテッド体育・スポ

ーツ学研究第 5 巻第 1

号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島体育学研究第 44

号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学臨床教育学

部教育ジャーナル第 2

号 

 

 

芦屋大学論叢第 76号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 75号 

 

 

 

 

 

 

「近畿アンリミテッ ド・パラ陸上」

(2017)に着目し、ボランティア・ス

ポンサー企業の視 点より、大会

の有用性について検  討を行っ

た。その結果、このような新しい取

り組みは、ボランティア・スポンサ

ー企業の両者にとって好意的に

捉えられ、さらにボランティアだけ

でなく協賛企業にとっても価値の

あるイベントである可能性が高い

ということが推察された。 

著者：竹安知枝・青木敦英・石川

峻 

 

本研究の目的は、愛知ジュニア

バスケットボール連盟の事例か

ら、今後の競技者育成システムを

構築する上での課題を得ることで

ある。本研究の成果は次の通りで

ある。クラブ員は指導者や仲間か

ら自由にクラブを選択している。

登録制度に関しては、今後も二

重登録を望むクラブ員が多く、連

盟理事もメリットと考えている。し

かし、二重登録が故のトラブルも

多い。さらに、出場できる大会が

少なく、この状況に不満な者もい

る。今後のシステムを構築する上

で、二重登録や出場できる大会

数などの問題を解決することが考

えられる。 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

本稿では、これまでの研究や資

料から世界トップレベルのスペイ

ンと日本におけるミニバスケットボ

ールのルールを比較した上で、

今後の日本のミニバスケットボー

ルのルールに関して検討すること

を目的とした。その結果、今後の

日本のミニバスケットボールに

は、1）出場機会の均等化、2）3ポ

イントショット、3）少人数ゲームに

関するルールの導入を検討する

必要があると考えられた。 

 

（再掲のため、略） 
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容に関する考察：模擬

授業とその省察を中心

とした教科教育法の授

業前後に着目して 

 

4. 教育実習前後の模擬

授業（体育）の変容に関

する事例研究：教育実

習を経験した大学生の

模擬授業から 

 

5. コロナ禍の部活動自粛

による、競技に対するモ

チベーションへの影響

に関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 大学男子バスケットボー

ル競技における選手評

価の検討：指導者と選

手の評価の差に着目し

て 

 

7. 教員養成課程の模擬

授業における学生のリ

フレクションに関する一

考察：体育実技科目

「バスケットボール」を対

象として 

 

8. バスケットボール競技に

おけるクォーターごとの

得点傾向と勝敗との関

係−関西学生バスケット

ボールリーグを対象とし

て− 

 

9. 大学生男子バスケットボ

ール競技におけるゲー

ム分析-本学における

関西学生バスケットボー

ル 2部リーグ戦からの検

討- 

 

10. 日本プロバスケットボー

ル選手の誕生月分布に

関する相対的年齢効果

について-2018–19シー

ズンの場合- 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

令和 2年 9月 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 9月 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 3月 

 

 

 

 

 

 

令和元年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 75号 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 75号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 74号 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 73号 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 73号 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 72号 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 71号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

本稿では本学の部活動禁止措置

による長期間の部活動停止状況

が、運動部所属学生の部活動へ

のモチベーションや自主トレーニ

ングに、どのような影響を与えて

いるのか調査を実施した。そして

この分析結果から、長期間の部

活動の活動停止においても選手

個人の競技へのモチベーション

やパフォーマンスに有用な対策

を講じるための一助とすることを

本研究の目的とした。 

著者：武田光平・別當和香・伊藤

武徳・金相煥・番平守・石川峻 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

本研究では、2018-19 シーズン B

リーグ選手の誕生月分布に関す

る RAE について調査し、今後の

選手育成を検討するための基礎

的資料を収集することを目的とし
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芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 大学の特徴を生かした

教員の就職支援に関す

る一考察－芦屋大学で

の教員採用試験対策を

もとに－ 

 

12. 中学生女子バレーボー

ル選手の身体特性と体

力がスパイク速度に及

ぼす影響 

 

13. わが国のバスケットボー

ルにおける競技者育成

システムの動向に関す

る一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. バスケットボールにおけ

る個人のパフォーマン

ス評価に関する研究- 

Offensive Efficiency 算

出の試み-  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 8月 

 

 

 

 

 

平成 31年 4月 

 

 

 

 

平成 31年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 71号 

 

 

 

 

 

スポーツサイエンス第

13巻第 1号 

 

 

 

芦屋大学論叢第 70号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 69号 

 

 

 

 

た。B リーグ選手にはRAEが認め

られた。今後、とくに成長期の育

成に関わる指導者が RAEについ

て理解し、早生まれの選手だけ

でなく、将来的な可能性を持った

晩熟型の選手を見逃さないこと、

さらに早生まれの選手をドロップ

アウトさせない仕組みの構築が必

要であることが示唆された。 

著者：石川峻・青木敦英 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

これまでの研究、報告から諸外国

と従来の日本の選手育成システ

ムを比較すると共に、今後の日本

のバスケットボールにおける選手

育成システムについて考察するこ

とを目的とした。諸外国では地域

クラブで普及、強化されており、

様々なメリットがある。日本では学

校運動部が中心であったが、地

域クラブが増え、B クラブ U-15チ

ームの活動も活発になってきた。

今後は諸外国の良い部分を取り

入れながら、ルールの創意工夫

も含めた日本ならではの選手育

成システムの構築を期待したい。 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

【その他（講演や発表）】 

1. ミニバスケットボール選

手における相対的年齢

効果についての検討－

ポジションに着目して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 33 回兵庫体育・スポ

ーツ科学学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では、ミニバスケットボー

ル選手におけるポジションごとの

誕生月分布、出場時間、身長に

関する RAE について、以下の 3

点が明らかになった。①誕生月と

選手数に関しては、男子の F に

のみ、有意な負の相関が認めら

れた。②誕生月と出場時間、誕

生月と身長に関しては、男子の F

にのみ、有意な差が認められた。

相対年齢が高い選手は試合に多

く出場していた。また、相対年齢

が高い選手は身長が高かった。
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2. 小学生における 3人制と

5人制の比較 

 

 

 

 

 

 

3. ミニバスケットボール選

手における相対的年齢

効果についての検討：

全国大会出場チームを

対象に－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. バスケットボールの魅

力・楽しさを伝える効果

的な方法 

 

 

 

 

 

 

5. 球技（ゴール型）の効果

的な指導 

 

 

 

 

 

 

6. 片脚および両脚のプライ

オメトリックトレーニング

の効果に関する研究−

大学バレーボール選手

を対象として− 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本バスケットボール

学会第 8回学会大会シ

ンポジウム 

 

 

 

 

 

日本体育・スポーツ・健

康学会第 71回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 教員免許

更新講習（芦屋大学） 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 教員免許

更新講習（芦屋大学） 

 

 

 

 

 

 

第 31 回兵庫体育・スポ

ーツ科学学会 

 

 

 

 

 

 

③出場時間と身長に関しては、

男子のF、女子のすべてのポジシ

ョンで有意な正の相関が認めら

れた。 

（石川峻・村上佳司） 

 

小学生におけるバスケットボール

の 3人制と 5人制の違いを、生体

負担、技能的指標、ゲーム後の

主観的評価の観点から実験結果

を紹介するとともに、育成年代に

とって、3 人制の活用がなぜ有効

なのかを提言した。 

 

本研究では、ミニバスケットボー

ルの全国大会における登録選手

の誕生月分布、出場時間、身長

に関するRAEを明らかにし、今後

の育成システムや指導法の示唆

を得ることを目的とした。本研究

では、以下の 3点が明らかになっ

た。男女ともにベンチ登録選手の

誕生月では 1-3 月が少ないもの

の優位な差は認められなかった。

男女ともに 4-6月に生まれた選手

は、1-3 月生まれの選手よりたくさ

ん試合に出場しており、出場時間

に RAE が存在する。男子では身

長に RAEが認められた。また、男

女ともに身長と試合出場には優

位な相関が認められた。 

（石川峻・村上佳司） 

 

前半はバスケットボールという素

材を、授業で扱う教材に再構成

する際のポイントを、バスケットボ

ールの歴史や競技特性と関連付

けながら解説した。後半は、近年

注目されている 3x3 バスケットボ

ールを受講者に体験してもらっ

た。 

 

前半は球技（ゴール型）の中でバ

スケットボールを例にとり、初心者

や苦手な児童、生徒でも取り組

みやすいルールの工夫について

解説した。後半は、近年注目され

ている 3x3 バスケットボールを受

講者に体験してもらった。 

 

本研究では女子バレーボール選

手を対象に、片脚と両脚のそれ

ぞれのプライオメトリックトレーニン

グを行うグループを設定し、トレー

ニング前後のジャンプ能力、パワ

ー発揮能力の変化を調査し、い

ずれのトレーニング方法が効果

的であるのか検証を行った。 
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7. ミニテニスの意識に対す

る調査：経験者を対象に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 小学生年代のバスケット

ボールにおける 3人制と

5 人制の比較－ポジショ

ン別の触球数に着目し

て－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. バスケットボールにおけ

る「流れ」と勝敗の関係−

関西学生バスケットボー

ル 2部リーグについて− 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 障がい者のスポーツイベ

ントに関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 31 回兵庫体育・スポ

ーツ科学学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 70回日本体育学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 70回日本体育学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 70回日本体育学会 

 

 

 

 

 

結果は、バレーボール選手のプ

ライオメトリックトレーニングにおい

て、片脚でのトレーニングを積極

的に取り入れるべきであることが

示唆された。 

（青木敦英・石川峻・竹安知枝） 

 

ミニテニスの経験者男女 55 名 

（40～80 歳代）を対象に、この ス

ポーツに対する意識についてア

ンケート調査を実施した。  その

結果、ミニテニスに対して 「健康

に良く安全に実施でき、かつ経済

的である」と捉えている人が大半

を占めていることが明らかになり、

今後の我が国における生涯スポ

ーツの一つ として、ミニテニスが

普及していくことが望ましいと考え

られる。 

（竹安知枝・青木敦英・石川峻・

臼井達矢） 

 

本研究では小学生年代におい

て、3人制と 5人制のポジションご

との触球数の違いを明らかにし、

練習方法の留意点について検討

することを目的とした。3 人制では

G と F の個人の触球数が増加す

るので個人技能の改善に有効で

あること、人数に関わらず C の触

球数が少なくなる可能性があるこ

とを指導者が理解する必要があ

ること、すべての選手の触球数を

高めるルールの設定が必要であ

ることが示唆された。 

（石川峻・上田毅・橋本真） 

 

本研究では関西バスケットボール

連盟２部リーグを対象にピリオドご

との得点の変化に着目し、その違

いについて検討を行った。対象と

なった 2 部リーグの全試合（90 試

合）についてピリオドごとの得点，

得失点差を記録し、勝ちチームと

負けチームで比較を行った。バス

ケットボール競技において「流

れ」をつかむために、ハーフタイ

ム以降のピリオドにおいて得点を

積み重ねることが重要であると考

えられた。 

（青木敦英・石川峻・竹安知枝） 

 

本研究では 2017年に開催された

国内初の 3 つの取り組み【「障が

いの有無に関係なく実施」「夏の

ナイター開催」「民間出資」】によ

り行われた「近畿アンリミテッド・パ

ラ陸上」に着目し、この大会の有
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11. 中学生バレーボール選

手のスパイク速度に及ぼ

す体格と体力の影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 69回日本体育学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用性について、ボランティアとス

ポンサー企業の視点より検討・考

察を行った。この大会のような新

しい取り組みは、ボランティアやス

ポンサー企業の両者にとって好

意的に捉えられ、さらにボランティ

アだけでなく協賛企業にとっても

価値のあるイベントである可能性

が高いことが推察された。 

（竹安知枝・青木敦英・石川峻） 

 

本研究では、中学生女子バレー

ボール選手 11 名を対象に体格

データ７項目（身長、体重、BMI、

体脂肪率、指極、比指極、指尖

高）と体力測定データ６項目（垂

直跳び、最高到達地点、立ち幅

跳び、背筋力、握力、全身反応

時間）とスパイク速度との関係に

ついて検討を行った。 

中学生においてはスパイク速度

に体格や体力が影響を及ぼして

おり、とくに体力ではジャンプ力

がスパイクの速度に影響を与えて

いることが示唆された。 

（青木敦英・石川峻） 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名      伊藤 武徳        

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当授

業科目 

著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発行雑

誌等の名称 

執筆ﾍﾟ

ｰｼﾞ数

（総ペ

ージ

数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できな

い場合は執筆箇所を詳述） 

 

学
校
安
全
及
び
救
急
法 

（学術論文） 

1. 芦屋大学学

生を対象にした

「熱中症」に関す

る調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．芦屋大学運

動部所属学生の

スポーツ傷害・

外傷の発生に関

する調査 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢 

第 74号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第

76号 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可） 

（10） 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では、本学学生を対象と

した熱中症についての意識調査

を行い、1992 年の大学生を対象

とした熱中症についての調査結

果と比較するとともに、本学学生

の熱中症に関する知識等の習得

状況を確認し、本学における熱

中症対策の課題を探り今後の指

導における基礎的資料の収集を

目的とした。得られた結果は以下

の通りである。 

（1）本学学生のほとんどが熱中症

教育を受けていたが、その一方

で熱中症になった経験があると

回答した学生も 34％いた事から、

熱中症の予防知識を実際に活か

すようにすることが必要であると考

えられた。 

2（2）熱中症の予防に関して基本的

な知識の習得は伺えたが、暑熱

順化などの知識が理解されてい

ない可能性があると考えられた。 

3（3）暑熱環境下でのスポーツ対策

について学生が熱中症の危険性

について自主的に判断できるよう

な指導体制が必要であると考えら

れた。 

今後以上のことを踏まえ、本学で

の熱中症予防についてのより深

い理解を学生に促す指導の必要

性が示唆された。 

著者：伊藤武徳 

 

本研究は、芦屋大学の運動部に

所属する学生200名を対象に、ス

ポーツ傷害の発生状況について

種目または男女の性差が影響し

ているのかについて分析・検討を

した。本学では教育学科にて、保

健体育科の教員免許が取得でき

るだけでなく、スポーツ指導の資

格について取得できる課程を整
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えているが、これら傷害の発生状

況に関する知見を学生に還元す

ることが最も重要である。専門外

種目における傷害の知識や経験

の把握。種目によって異なるスポ

ーツ指導の安全上の留意点。こ

れらの点を踏まえて、様々な種目

についてのスポーツ指導ができる

指導者を養成するという目的に調

査を行った。得られた結果は以

下の通りである。 

１．スポーツ傷害の経験が 80％

以上の学生あること。さらに小学

校時から高校時にかけてスポー

ツ傷害の受傷割合が増加する傾

向を示した。 

２．球技系種目と格闘技系種目

でのスポーツ傷害の内容を比較

し、格闘技系種目では骨折、腱・

靭帯損傷といった重傷な傷害の

発生割合が球技系種目と比べて

高くなっている傾向を示した。 

３．男女別にスポーツ傷害の内容

について比較したところ、男子の

方が女子よりも骨折の割合が高

く、女子では男子よりも捻挫の割

合が高くなっていたが、受傷部位

については大きな男女差はみら

れなかった。 

今後の本研究で得られたスポー

ツ傷害の知見について詳細なデ

ータを収集するとともに、スポーツ

指導者を目指す学生に対して、

少しでもスポーツ傷害の発生を防

ぐこと、また練習時間や運動頻度

などに留意してスポーツの指導に

当たることを指導していくことが必

要である。 

著者：伊藤武徳、西光哲治、金相

煥、別當和香、武田光平、石川

峻、番平守、青木敦英（計 8名） 

 

武道 B

剣道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文） 

１．コロナ禍の部

活動自粛によ

る，競技に対す

るモチベーショ

ンへの影響に関

する一考察 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第

75号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可） 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本稿では本学の部活動禁止措置

による長期間の部活動停止状況

が、運動部所属学生の部活動へ

のモチベーションや自主トレーニ

ングに、どのような影響を与えて

いるのか調査を実施した。そして

この分析結果から、長期間の部

活動の活動停止においても選手

個人の競技へのモチベーション

やパフォーマンスに有用な対策

を講じるための一助とすることを

本研究の目的とした。 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 
2．芦屋大学新

入生の体力特性

および全国平均

との比較につい

て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育実践記録

等】 

1.剣道の打突向

上について〜振

り上げ動作の意

識に関する指導

法の一考察〜 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 5

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢 第

67号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業科学学

会関西部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出

不可）

(12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

現代社会では、高齢化やライフス

タイルの多様化などから派生する

様々な問題が指摘されている。こ

のような社会をより良く生き抜くた

めには、個々が内面的な充実感

を高め、生活の質の向上や自己

実現の機会拡充に向けた取り組

みを模索し行動していくことが重

要であると考える。本研究では、

2011年から 2014年の新体力テ

ストの結果を用い、全国平均デー

タとの比較から体力水準の検討

をおこおない、本学生の体力特

性を明らかにすることで、今後の

の授業内容改善に役立つ知見を

得ることを目的とした。 

著者:西光哲治、金相煥、別當和

香、 伊藤武徳、武田光平 

 

 

 

本研究では、剣道の振り上げ動

作時に力みのある起こり（隙に繋

がる）がある本学学生を対象に、

異なるサイズのボールを活用しス

ムーズな振り上げ動作意識を構

築する目的として調査を実施し

た。そしてこの結果から、適度な

柔軟さを保持しながら肘屈曲を可

能にするには、テニスボール程度

のサイズ・弾力が振り上げ動作と

類似性があり、スムーズな振り上

げ動作を意識させる指導場面で

の一助となることが考えられた。 

著者：伊藤武徳 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は発表

学会等の名称 
概   要 

（学術論文） 

1. 芦屋大学学生を対象に

した「熱中症」に関する調査 

 

2．芦屋大学運動部所属学

生のスポーツ傷害・外傷の

発生に関する調査 

 

3．コロナ禍の部活動自粛に

よる，競技に対するモチベ

ーションへの影響に関する

一考察 

 

 

 

共 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3

月 

 

令和 4年 3

月 

 

 

令和 3年 7

月 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 74号 

 

 

芦屋大学論叢第 76号 

 

 

 

芦屋大学論叢第 75号 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

 

4．芦屋大学新入生の体力

特性および全国平均との比

較について  

【教育実践記録等】 

1. 剣道の打突向上につい

て〜振り上げ動作の意

識に関する指導法の一

考察ー  

 

共 

 

 

 

 

単 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

平成 30年 3

月 

 

 

芦屋大学論叢第 67号 

 

 

 

日本産業科学学会関西部

会 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

【その他（講演や発表）】 

1. 剣道の魅力・楽しさを伝

える効果的な方法 

 

 

 

 

 

 

2. 武道（剣道）の効果的な

指導 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

令和 3年 8

月 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 8

月 

 

令和 3年度 教員免許更新

講習（芦屋大学） 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度 教員免許更新

講習（芦屋大学） 

 

前半は武道という素材を、授業で

扱う教材に再構成する際のポイント

を、武道の歴史や競技特性と関連

付けながら解説した。後半は、武

道における対人動作と簡易教材を

使用して受講者に体験してもらっ

た。 

 

前半は武道の中で剣道を例にと

り、初心者や苦手な児童、生徒で

も取り組みやすい授業展開の工夫

について解説した。後半は、を受

講者に体験してもらった。 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名    金   相煥      

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当授業科目 
著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は発

表学会等の名

称 

概   要 

体育実技 C 

サッカー 

（研究ノート） 

１． 育成年代にお

ける監督の一

考察 

 

 

単 

 

平成 24年 3月 

 

芦屋大学 

論叢 56号 

 

 

育成年代の高校生と中学生の

データをとり、理想像の違いを

研究した。 

中学生も高校生も理想の指導

者像で最低限必要な要素はサ

ッカーの知識と指導のわかりや

すさであり、それに加えて中学

生年代には楽しみの要素を多

く含み、高校生年代は選手を

コントロールするモチベーショ

ンが不可欠であることがわかっ

た。 

 

スポーツ演習

Ⅱ（フットサル・

サッカー指導

法） 

（教育実践報告） 

１．二部昇格への

軌跡（チームアプ

ローチ） 

 

 

 

２．スペインのサッ

カーコーチにみる

指導法についての

一考察 

 

 

 

（論文） 

３．大学におけるス

ポーツ教育に関す

る一試論～課外ク

ラブ活動を積極的

に意味付ける A大

学の事例を通して

～ 

＜修士論文＞ 

（研究ノート） 

サッカー競技にお

ける戦術のメソッド

化とフィジカル測

定の成果と課題～

関西学生サッカー

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

平成 25年 7月 

 

 

 

 

 

平成 26年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 9月 

 

芦屋大学 

論叢 59号 

 

 

 

 

芦屋大学 

論叢 61号 

 

 

 

 

 

 

兵庫教育大

学 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

論叢 73号 

 

芦屋大学サッカー部が創部 48

年目、監督に就任してから 3

年目での 2部昇格を果たした

経緯と実践してきた活動を報

告した。 

 

世界でも有数のサッカー王国

スペインから 2名の指導者を

招聘し、クリニックを行った活動

を報告。スペインのサッカー観

と指導方法に着目して考察し

た 

 

 

教育の 3本柱である体育にお

けるスポーツ教育のあり方を問

いただし、いかに学生に教養と

実践を追求した大学カリキュラ

ム（課外活動も含め）を実践す

るべきかを考察する。 

 

 

サッカー部の成果が出た要因

に「戦術の言語化」を行い、メソ

ッド化したこと、その戦術を発

揮するためのフィジカル面での

データ化をしたことが１つ上位

のカテゴリーに上がれる要因に

なったことを記した。 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

2部 A リーグ昇格

へのアプローチ～ 

 

 

スポーツ社会

学 

 

 

 

 

 

（実践報告） 

１． 地域密着型サ

ッカークラブ設

立について 

～三宮フットボ

ールクラブジ

ュニアユース

の機能と役割

～ 

 

２． 地域密着型サ

ッカークラブに

ついて 

～三宮フット

ボールクラブ

ジュニアユー

スの発展と課

題～ 

 

 

 

３． 芦屋学園サッ

カースクール

設立について

～芦屋学園の

地域貢献事業

～ 

 

（論文） 

４、課外活動にお

ける一貫指導シス

テム構築の現状と

課題～芦屋学園

サッカー部門の改

革事例から～ 

 

 

 

 

 

コロナ禍の部活動

自粛による、競技

に対するモチベー

ションの影響に関

する一考察 

 

 

芦屋大学運動部

所属学生のスポー

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

平成 25年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月

27日 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月

24日 

 

芦屋大学 

論叢 58号 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

論叢 63号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

論叢 70号 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

論叢 74号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

論叢 75号 

 

武田・別當 

伊藤・番平 

石川 

 

芦屋大学 

論叢 76号 

 

 

日本サッカー界はめまぐるしい

発展を遂げているが、都市部

においては十分なサッカー環

境が与えられていない生徒が

存在する。その生徒たちにサッ

カー環境を与え、サッカークラ

ブとして活動する場を提供した

実践活動報告。 

 

3年間で 85名の選手にサッカ

ー活動環境を与えた「三宮フッ

トボールクラブジュニアユース」

を設立して、 今年で 10年を

経過した。5年目以降からの生

徒たちのサッカークラブへのニ

ーズの変化に対応し、サッカー

面と学習面において新たなる

発展を試みたクラブの実践報

告である。 

 

芦屋学園の地域貢献事業とし

て立ち上げた芦屋学園サッカ

ースクールの設立経緯や趣旨

を報告する。芦屋地域の子供

たちのスポーツ活動の現状を

より豊かにする目的がある。 

 

 

芦屋学園サッカー部門の一貫

指導システムにおける募集人

数増加と学校経営安定の成功

に至った経緯と今後の一貫指

導システムをより効率よく展開

するための課題を明らかにし、

サッカー競技を含む課外活動

における一貫指導システム構

築のための有用な知見を得る

ことを目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

ツ傷害・外傷の発

生に関する調査 

 

 

 

球技系スポーツ選

手におけるパーソ

ナリティに関する

検討～芦屋学園

ジュニアユース・芦

屋学園高等学校

を対象として～ 

 

 

 

 

 

 

共 

伊藤・西光 

別當・武田 

石川・番平 

青木 

 

芦屋大学 

論叢 77号 

 

金・別當 

山口 

 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【その他（講演や発表）】 

1 サッカーにおけるコオディ

ネーショントレーニングの実

践と効果 

2  

共 2013年 12月 ユーハイムスポーツ 

フォーラム 

サッカーは様々なプレッシャー環

境下の中での動きが要求される。

コオディネーショントレーニング

は、ジュニア期の選手に必要な

基礎的な運動能力を効果的に身

につけることが出来、潜在能力を

高める効果があることを立証した 

 

 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名    西 光 哲 治         

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

スポ

ーツ

演習

Ⅳ 

(護

身

術・

スポ

ーツ

チャ

ンバ

ラ) 

(学術論文) 

1.格技・日本拳法

の指導技術研

究論(その１)「初

心者に対する指

導法と物理学的

見地から考察し

た技術解説（拳

突技を中心に）」 

 

共 

 

 

平成26年8月 

 

 

日本産業科

学学会全国

大会 

 

10 

 

 

格技は近世に入り欧米ではスポーツと

して確立し身体能力を科学的に研究

するという分野に着目し指導法と技術

開発が成されてきた。しかし、我が国

の格技は武道という精神文化が先行

し、根性論や各指導者経験値から判

断されてきた。そこで本研究は格技の

技術の中で最初に指導される『撃ち

技』で、 『拳の撃ち出し速度』を生む

ために技術研究してきたことを実験検

証のもと科学的論証行うことで今後の

スポーツ演習Ⅳ及び拳法(部活)指導

の役立つ知見を得ることを目的とした。 

 

武道

論 2 

(学術論文) 

1.格技・日本拳法

の指導技術研究

論(その 2)「拳突技

の撃ち出し速度を

未経験者と経験者

で比較し指導方法

と技術解説の確立 
 

 

共 

 

 

平成 27年 8 月 
 

日本産業科

学学会全国

大会 

 

 

6 

 

前号(その 1)で「拳の撃ち出し速度」を

上げるための技術について考察・検証

し、指導方法を確立するための研究で

あった。我々が考察した指導方法を格

技未経験者対象に検証を行った所、

予想以上に拳の速さを生み出す結果

が得られた。そこで本稿では、格技(ボ

クシング・空手・日本拳法)を対象とし

て未経験者と同様の検証を行い、どの

ような結果が得られるかを知ることによ

り今後のスポーツ演習Ⅳ及び拳法(部

活)指導の役立つ知見を得ることを目的
とした。 

 

水泳

実習

(前

期)

及び 
スキ

ー実

習

(後

期) 

(学術論文) 

1.芦屋大学新入生

の体力特性および

全国平均との比較

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

平成 29 年７月 
 

芦屋大学論叢 

第 67号 

 

8 

 

近年、4 年間の学生生活で全く運動・ス

ポーツを行わずに卒業する学生が多く、

厚生労働省の国民健康・栄養調査結果

（Ｈ27 年度）からも年齢階級別で 20 歳

代の運動習慣が最も低い割合となって

おり大学生の体力低下が確認でき、大

学現場での学生の健康づくりの方策・効

果的な健康教育の実践が必要であると

言える。現在、芦屋大学では一年次に

「体育の実技と講義」の授業を開講して

おり、運動動不足の解消と体力の維持・

増進、自己の健康状態の把握や改善、

心身の健康づくりなど、獲得することを



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

目的として授業展開している。また実技

の授業では現状の大学 1年生の体力状

況を把握することを目的に体力測定を

継続的に実施している。そこで本研究は

2011 年から 2014 年の新体力ﾃｽﾄの結

果を用い、全国平均データとの比較から

体力水準の検討を行い、本学生の体力

特性を明らかにすることで、今後の「水

泳実習・スキー実習」の授業内容改善に

役立つ知見を得ることを目的とした。 

 

水泳

実習

(前

期)

及び 
スキ

ー実

習

(後

期) 

(学術論文) 

1.芦屋大学運動部

所属学生のスポー

ツ傷害・外傷の発

生に関する調査 

 

共 

 

 

令和 4 年 3 月

24 日 

 

芦屋大学論叢 

第 76号 

  

芦屋大学においては運動部所属学生の

割合は多く、関西地区では上位を争う部

活動もあり運動部の活動は盛んである

が、これまでに傷害発生状況について

の調査がなされたことはない。そこで本

研究は芦屋大学の運動部に所属する学

生の外傷に着目しスポーツ傷害の発生

状況について調査を行い、クラブ活動で

の安全な指導や今後のスポーツ指導者

を目指す学生への資料として゜と活用す

ることを目的とした。 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【学術論文】 

1.芦屋大学新入生の体力

特性および全国平均との比

較について  

 

共 

 

 

平成 29年 7月 

 

芦屋大学論叢 第 67号 

 

近年、4年間の学生生活で全く運

動・スポーツを行わずに卒業する

学生が多く、厚生労働省の国民

健康・栄養調査結果（Ｈ27 年度）

からも年齢階級別で 20 歳代の運

動習慣が最も低い割合となって

おり大学生の体力低下が確認で

き、大学現場での学生の健康づ

くりの方策・効果的な健康教育の

実践が必要であると言える。現

在、芦屋大学では一年次に「体

育の実技と講義」の授業を開講し

ており、運動動不足の解消と体力

の維持・増進、自己の健康状態

の把握や改善、心身の健康づくり

など、獲得することを目的として

授業展開している。また実技の授

業では現状の大学 1 年生の体力

状況を把握することを目的に体

力測定を継続的に実施してい

る。そこで本研究は 2011 年から

2014 年の新体力ﾃｽﾄの結果を用

い、全国平均データとの比較から

体力水準の検討を行い、本学生

の体力特性を明らかにすること

で、今後の「水泳実習・スキー実

習」の授業内容改善に役立つ知

見を得ることを目的とした。 
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芦屋大学 

【学術論文】 

1.芦屋大学運動部所属学生

のスポーツ傷害・外傷の発生

に関する調査 

 
共 

 

令和 4 年 3 月 24

日 

 

芦屋大学論叢 第 67号 

 

芦屋大学においては運動部所属

学生の割合は多く、関西地区で

は上位を争う部活動もあり運動部

の活動は盛んであるが、これまで

に傷害発生状況についての調査

がなされたことはない。そこで本

研究は芦屋大学の運動部に所属

する学生の外傷に着目しスポー

ツ傷害の発生状況について調査

を行い、クラブ活動での安全な指

導や今後のスポーツ指導者を目

指す学生への資料として、活用

することを目的とした。 
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芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名   武田 光平    

担当授業科目に関する研究業績等（10 年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発表

雑誌又は発表

学会等の名称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

健康

スポ

ーツ

科学

概論 

健康

スポ

ーツ

科学

実習 

（学術論文） 

芦屋大学新入生の

体力特性および全

国平均との比較に

ついて 

 

共 

 

平成 29 年 7

月 18 日 

 

芦屋大学論叢 

第 67 号 

 

10 

 

著者：西光哲治、金相煥、別當和香、伊

藤武徳、武田光平 

本研究では、２０１１年から２０１４年の新

体力テストの結果を用い、全国平均デ

ータとの比較から体力水準の検討をおこ

おない、本学生の体力特性を明らかに

することで、今後の「健康スポーツ科学

実習」実技項目改善及び１年次後期に

開講される「健康スポーツ科学概論」の

授業内容改善に役立つ知見を得ること

を目的とした。 

 

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【教育実践記録等】 

1.女性の雇用問題と政策に

関する一考察‐女性を取り巻

く社会環境‐ 

  

 

共 

 

平成 30 年 11 月

21 日 

 

芦屋大学論叢  第 70

号 

 

著者：池田聡、押田美穂、清水

真、武田光平 

本研究では、現代の働く女性の

労働環境及び女性の子育て等の

問題点を明らかにする。そのた

め、労働基準法と育児休業法に

焦点をあて現行の制度の仕組み

やそれがどのように機能している

のか、また働く女性にとって有益

であるものなのか検討した。 
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教育研究業績書 
  

                                        氏名 萩原 隆太 

担当授業科目に関する研究業績等 

担当授業 

科目 

著書、学術論文

等の名称 

単著

共著 

発行 

年月 

出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆ページ数 

(総ページ数) 
概 要 

法律学概論

ⅠⅡ（単独） 

 

 

 

 

 

 

（著書） 

1．香港と「中

国化」：受容・

摩擦・抵抗の構

造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文等） 

1．香港におけ

る社会運動と

法の関係 : 逃

亡犯条例改正

反対デモを手

がかりに 

 

 

 

 

 

2.Key 

Challenges 

facing the 

rule of law in 

Hong Kong 

 

 

 

 

3．香港司法・

社会の視点か

ら－国安法の

下での自由と

法治 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

令和 2年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 2

月 

 

 

 

 

明石書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国研究月

報 第 75 巻 

第2号 

 

 

 

 

 

 

 

 

Social 

Transforma

tion in 

Chinese 

Societies 

vol.18 

No.1. 

 

 

比較法研究

第83号 

 

 

 

19 

（356） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 

（19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 

（16） 

 

 

 

 

 

 

 

8 

（8） 

 

極度に政治化された香港社会による

司法への批判の増大といった背景に

着目し、司法と社会にもたらされた

緊張と対立の構造について明らかに

した。本稿は、制度・法規の変容に

加え、人々の法意識の変容にまで言

及しており、法社会学的視点をも含

むものである。 

執筆担当部分：第５章（「香港におけ

る法治の様相：『司法の政治化』をめ

ぐって」 

共著者：倉田徹（編著者）、小栗宏太

（編著者）、萩原隆太、他10名 

 

 

社会運動と法の関係について、2019 

年に発生した「逃亡犯条例改正反対

デモ」を題材に、抗議活動に対する

行政・司法による制約・統制の強化

を明らかにするとともに、法律の基

礎的理解のフレームワークを明示

し、概念法学・解釈法学的アプロー

チに基づき香港における社会運動の

法的側面の問題点を指摘した。 

 

 

植民地香港と返還後香港の法制度と

その実践を比較検討し、「法と秩序 

Law and Order」型の治安維持を徹底

的に行うとする、「法治(依法治国)」

であることを明らかにするととも

に、比較憲法学的観点から、現代社

会における「法の支配」の意義を検

討した。 

 

返還後の香港において核心的価値と

されてきた「民主」「法治」といった

英米法由来の法概念の受容と変容の

過程を詳細に分析し、その現代にお

ける意味を明らかにしたものであ

る。2020年の香港国家安全維持法の

導入によって、治安維持と遵法精神
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を重視する中国式の法治、すなわち

「依法治国」が重視される一方、「自

由」やそれを下支えする「法治」概

念の普遍性そのものが揺らぎつつあ

ることを憲法学的視点から指摘し

た。 

国際法ⅠⅡ

（単独） 

 

 

 

（著書） 

1. 香 港 の 過

去・現在・未来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．香港と「中

国化」：受容・

摩擦・抵抗の構

造 

 

 

（学術論文等） 

1．香港におけ

る社会運動と

法の関係 : 逃

亡犯条例改正

反対デモを手

がかりに 

 

 

 

 

 

 

2．香港司法・

社会の視点か

ら－国安法の

下での自由と

法治 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 6

月 

 

 

 

 

 

令和 2年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 2

月 

 

 

 

 

 

 

勉誠出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石書店 

 

 

 

 

 

 

中国研究月

報 第 75 巻 

第2号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較法研究

第83号 

 

 

 

 

 

 

11 

（272） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 

（356） 

 

 

 

 

 

19 

（19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

（7） 

 

 

 

 

 

 

2016年に香港で発生した立法会選挙

における出馬資格の剥奪やその後の

就任宣誓にまつわる就任資格の剥

奪、いわゆる「DQ風波」を題材に、

中央政府の対香港政策について検討

したものである。そこでは、中央政

府の民主化に対する強硬姿勢の下、

香港の核心的理念とも言える「法治」

に中国的な「依法治国」の法概念が

浸透するという、新たな変化を明示

するとともに、香港の立憲主義への

中国法的価値観の浸透を指摘した。 

執筆担当部分：「香港における依法治

国の浸透－『参選風波』事件をめぐ

って」 

共著者：倉田徹（編著者）、曽根康雄、

萩原隆太、他16名 

 

（再掲のため、略。） 

 

 

 

 

 

 

香港における社会運動と法の関係に

ついて、2019 年に発生した「逃亡犯

条例改正反対デモ」の検討を通じて

明らかにした。そこでは、抗議活動

に対する行政・司法による制約・統

制の強化を明らかにするとともに、

抗議活動の端緒となった香港内での

「逃亡犯条例」改正の動きとそれに

伴う香港対諸外国の国際刑事司法協

助の枠組みの変容について指摘し

た。 

 

返還後の香港において核心的価値と

されてきた「民主」「法治」といった

英米法由来の法概念の受容と変容の

過程を詳細に分析し、その現代にお

ける意味を明らかにしたものであ

る。2020年の香港国家安全維持法の

導入によって、香港における核心的
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3．国安法施行3

年：香港におけ

る司法への影

響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東亜第 674

号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

（8） 

 

 

価値は消失へと向かい、治安維持と

遵法精神を重視する中国式の法治、

すなわち「依法治国」といった概念

への変容が明らかとなった。上述の

検討をもとに、国際（慣習）法上の

法的義務履行に関する中国・香港の

外交姿勢および理論形成について解

明した。 

 

香港国家安全維持法（以下、国安法）

の施行状況を概観し、司法面にもた

らされた国安法の影響について検討

した。そこでは、①曖昧な犯罪定義

と量刑、②保釈の厳格化、③裁判官

の指定と外国籍裁判官の辞職、④陪

審審理の除外、⑤裁判の非公開、⑥

北京政府主導による国安法の解釈、

⑦域外適用、⑧公職資格の制限、⑨

国家安全教育の強化といった制定当

初から懸念された問題の検討から、

刑事手続上の無罪推定及び公正な裁

判を受ける権利への侵害といった点

が明らかとなった。以上の状況から、

国際慣習法の義務履行をめぐる中国

香港対欧米の対立構造と香港におけ

る教育行政の課題について解明し

た。 
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芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名     石田 （住本） 愛子   

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発表

雑誌又は発表

学会等の名称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

器楽

ⅠⅡ

ⅢⅣ 

（著書） 

1.大学生活入門～

幼・小・特支教員、

保育士を目指す学

生のためのキャリア

デザイン～ 

 

 

 

 

 

（教育実践記録等） 

1.《研究ノート》 

学生の主体的な学

びを支える指導 

－ピアノ個別指導

の場合－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.《実践報告》 

オンデマンドによる

ピアノ実技指導の

試み－LMS

「Pholly」を用いて

－ 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

平成 31年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月 

 

開成出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 69号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 75号 

 

6 

(75) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(抽出

不可) 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

(10) 

 

幼・小・特支教員、保育士を目指す学生

のための、大学生活の心構え、一般教

養、実習関連、免許状取得までのプロセ

スについてまとめた指南書。（執筆担当

部分：Ⅰ心構え、Ⅲ実習に向けて）第Ⅲ

章において、ピアノ実技についてどのよ

うな事前準備が必要か、楽譜の取扱い

や選曲のポイントなどを解説した。 

著者：笠原清次、渡康彦、石田愛子（編

著）、竹安知枝、他、全 11名 

 

ピアノ演奏実技の習得には日々の練習

が不可欠であり、教員免許取得希望学

生には授業時間外の主体的な練習が

求められる。ピアノ学習経験が乏しい学

生に対して、主体的な取り組みを促すに

は何が必要か、どのような指導が効果的

か。「器楽」履修学生の実態と、「器楽」

担当教員 7名による指導の工夫、日々

の具体的な指導方法や学生とのコミュニ

ケーションの取り方について紹介し、望

ましい個別指導のあり方について考察し

ている。 

著者：石田愛子、稲葉修子、井上邦子、

岩崎智早、柿本久美子、野尻智子、三

宅澄子 

 

コロナ禍における教職課程のピアノ実技

指導として、動画によるオンデマンドレッ

スンを総括し、その効果と問題点を考察

した。隔週での対面レッスンと併用とした

場合との比較、学生の意識調査等を通

して、学生の主体的な取り組みを促す点

において、動画のやりとりによるオンデマ

ンドレッスンにも一定の効果が期待でき

ることが確認された。しかし、対面でなけ

れば指導が難しいケースも多く、特に初

心者に対しては、初期段階での対面指

導が非常に重要であることが明らかにな

った。 

著者：石田愛子、稲葉修子、岩崎智早、

柿本久美子、野尻智子、三宅澄子 
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初等

教科

教育

法Ⅵ

（音

楽） 

（教育実践記録等） 

1.《研究ノート》 

小学校音楽科指導

に対する苦手意識

克服のための試み 

 

単 

 

 

平成 27年 1

月 

 

芦屋大学論叢

第 62号 

 

 

11 

 

 

小学校教員を目指す本学学生の多くが

音楽に苦手意識を持ち、小学校での指

導に不安を感じている。その要因とし

て、ピアノや歌唱の技術不足、音楽全般

の知識と経験の不足、自分自身が音楽

好きでない、などが挙げられる。「初等教

科教育法（音楽）」では、ピアノの苦手意

識で委縮することなく前向きに音楽科指

導に取り組めるように工夫し、リコーダー

実技や器楽合奏などピアノ以外の要素

の向上をはかっている。その実践を通し

て見えてくる学生の実態と課題を明らか

にするとともに、今後の指導の在り方に

ついて考察した。 

 

保育

内容

Ⅵ

（表

現‐

音楽

リズ

ム） 

（学術論文） 

1.幼稚園年長児を

対象とした鍵盤ハ

ーモニカ指導に関

する一考察－芦屋

大学附属幼稚園で

の実践を通して－ 

 

 

 

 

 

 

 

2. 幼稚園における

課外活動について

の一考察－鍵盤ハ

ーモニカ指導の場

合－ 

 

 

 

 

 

 

（教育実践記録等） 

1.《授業実践》 

実践的な音楽力を

養うために 

－「保育内容Ⅵ（表

現‐音楽リズム）」で

の試み－ 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

令和 1年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 71号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 74号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 68号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

(11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

(11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

鍵盤ハーモニカは、小学校低学年の器

楽指導に使用されることが一般的である

が、小学校での音楽学習にスムーズに

移行できるようにとの期待もあり、幼稚園

における器楽活動にも広く採用されるよ

うになっている。本稿では、芦屋大学附

属幼稚園での実践を通して、就学前教

育としての望ましい鍵盤ハーモニカ指導

のあり方と、年長児を対象とした効果的

な教材や具体的指導法、また指導上の

課題や対応策について考察した。 

著者：石田愛子、安藝雅美 

 

芦屋大学論叢第 71号「幼稚園年長児を

対象とした鍵盤ハーモニカ指導に関す

る一考察－芦屋大学附属幼稚園での実

践を通して－」の続編である。鍵盤ハー

モニカ指導の課外活動について 2019

年と 2020 年の実践を比較し、その変更

点（教材の選び方や指導の工夫、外部

講師と幼稚園教員の連携、課外活動と

日常の保育の関連づけ等）について効

果を検証した。（執筆担当部分：第 1、3

～6章）著者：石田愛子、安藝雅美 

 

保育者に求められる確かな音楽スキルと

豊かな音楽性、実践的な音楽力を身に

つけるために，平成 29(2017)年度前期

の「保育内容Ⅵ（表現－音楽リズム）」で

は、これまでの学びを活かし、関連づけ

るような授業内容を展開した。保育のた

めのピアノ演習、ソルフェージュ、［音楽

リズム、製作、言葉など］の融合と模擬保

育、などの授業実践を報告し、本学学生

の到達度と実態、課題と今後の指導の

あり方について考察した。 
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研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】  

1.大学生活入門～幼・小・特

支教員、保育士を目指す学

生のためのキャリアデザイン

～ 

 

共 

 

平成 31年 4月 

 

開成出版 

 

（再掲のため、略） 

【学術論文】 

 1.幼稚園年長児を対象とし

た鍵盤ハーモニカ指導に関

する一考察－芦屋大学附属

幼稚園での実践を通して－ 

 

共 

 

令和 1年 7月 

 

芦屋大学論叢第 71号 

 

（再掲のため、略） 

2. 幼稚園における課外活動

についての一考察－鍵盤ハ

ーモニカ指導の場合－ 

共 令和 3年 3月 芦屋大学論叢第 74号 （再掲のため、略） 

【教育実践記録等】 

1.《授業実践》 

実践的な音楽力を養うため

に－「保育内容Ⅵ（表現‐音

楽リズム）」での試み－ 

 

単 

 

平成 29年 12月 

 

芦屋大学論叢第 68号 

 

（再掲のため、略） 

2.《研究ノート》 

学生の主体的な学びを支え

る指導－ピアノ個別指導の

場合－ 

共 平成 30年 3月 芦屋大学論叢第 69号 （再掲のため、略） 

3.《実践報告》 

オンデマンドによるピアノ実

技 指 導 の 試 み － LMS

「Pholly」を用いて－  

共 令和 3年 7月 芦屋大学論叢第 75号 （再掲のため、略） 

 

【その他（講演や発表）】 

（演奏会、公開講座におけ

る演奏） 

    

1.京都市立芸術大学音楽学

部第 35 期生はんなりコンサ

ート 

共 平成 28年 8月 堀江アルテ ヘンデル《ヴァイオリンと通奏低音

のためのソナタ  イ長調 Op1-3 

HWV361》、モーツァルト《フィガロ

の結婚》より、チェンバロ／オルガ

ン演奏 

 

2.藤原台コール・カリヨン 

30周年記念コンサート 

共 平成 28年 9月 ありまホール 合唱曲ピアノ伴奏、 

ドビュッシー《ヒースの茂る荒れ

地》ピアノ独奏 

 

3.ザ・ハープシコード・カンパ

ニー コンサート No.20 

共 平成 28年 9月 アクア文化ホール音楽

室 

 

J.S.バッハ《ゴルトベルク変奏曲 

BWV988》より、チェンバロ独奏、

曲目解説、マンチーニ《リコーダ

ーと通奏低音のためのソナタ ト

短調》通奏低音 

 

4.特別授業（児童生徒のコミ

ュニケーション能力の育成に

資する芸術表現体験）「3 拍

子の舞曲を踊ってみよう」  

共 平成 29年 2月 兵庫県立西宮高校音

楽科 

チェンバロ演奏、講師・共演：樋

口裕子（バロックダンス） 

5.ザ・ハープシコード・カンパ

ニー コンサート No.21 

共 平成 29年 9月 アクア文化ホール音楽

室 

 

J.S.バッハ《半音階的幻想曲とフ

ーガ BWV903》チェンバロ独奏、

曲目解説、ベッリンツァーニ《リコ
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ーダーと通奏低音のためのソナタ 

ハ短調》通奏低音 

 

6.特別授業（児童生徒のコミ

ュニケーション能力の育成に

資する芸術表現体験）「バロ

ック時代のダンス」 

 

共 平成 30年 2月 兵庫県立西宮高校音

楽科 

チェンバロ演奏、講師・共演：樋

口裕子（バロックダンス） 

7.エルンスト・ザイラー先生追

悼コンサート 

共 平成 30年 6月 京都府立府民ホール 

アルティ 

シューマン、ブラームスの歌曲ピ

アノ伴奏、共演：島村泰子（ソプラ

ノ） 

8.ザ・ハープシコード・カンパ

ニー コンサート No.22 

共 平成 30年 9月 アクア文化ホール音楽

室 

 

J.S. バ ッ ハ 《 フ ラ ン ス 序 曲  

BWV831》より、チェンバロ独奏、

曲目解説、J.S.バッハ《リコーダー

と通奏低音のためのソナタ ホ長

調 BWV1035》通奏低音 

 

9.指導者研修（中級研修）

「－感性を磨く－コンサート」 

共 平成 30年 12月 加佐ノ岬倶楽部音楽療

法研究所主催、 

神戸ホテルフルーツフ

ラワー 

メンデルスゾーン《無言歌集》より

〈甘い思い出〉〈狩りの歌〉〈ベネチ

アの舟歌〉他、ピアノ独奏、歌曲・

合唱曲ピアノ伴奏 

 

10.藤原台コール・カリヨン 

水無月コンサート 

共 令和 1年 6月 ありまホール 合唱曲ピアノ伴奏、 

ブラームス《ワルツ》、ビゼー《メヌ

エット》ピアノ独奏 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名  渡 康彦    

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発表

雑誌又は発表

学会等の名称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

理

科

概

論 

１．アクトグラフを

用いたタマネギバ

エの自然条件下

での歩行活動の

記録－小学校理

科教育での応用

の可能性－ 

 

 

 

 

 

 

2. 温度と湿度が

キイロショウジョウ

バエの羽化におよ

ばす影響－小学

校理科教育での

応用の可能性－ 

 

 

 

 

3. 小学校理科教

育における活動記

録装置の導入検

討報告 ―簡易ミ

ニ電卓を用いた計

装カウンタの教員

免許更新講習講

座での利用事例

― 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

平成 27年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3

月 

芦屋大学論

叢 63号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢 67号 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢 74号 

（抽

出不

可）

（9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽

出不

可）

（6） 

 

 

 

 

 

 

（抽

出不

可） 

（6） 

野外に近い条件下でのタマネギバエ

の成虫の歩行活動リズムを明らかにす

るとともに、得られたデータを実験室

(矩形波光周期・一定温度) で得られ

たデータと比較することで、自然界に

おいて時々刻々と変化する照度や温

度が本種の活動リズムにおよぼす影

響を示した｡これらの実験結果の概要

を報告するとともに、小学校理科の現

場でのアクトグラフの利用可能性や問

題点についても検討した｡ 

著者 渡康彦、齋藤治、田中一裕 

 

キイロショウジョウバエは高温で死亡率

が高くなり、30℃ではほとんど羽化しな

い。ところが、湿度を高くすると死亡率

は減り、羽化率は高くなった。これらの

実験結果の概要を報告するとともに、

簡単な装置で出来ることから、小学校

理科の現場での同様な実験を行う可

能性や問題点についても検討した｡ 

著者 渡康彦、森田健一、田中一裕 

 

昆虫の活動記録装置を安価で作るこ

とによって小学校理科の現場での使

用可能性を探り、令和 2年 8月に行

われた芦屋大学での免許更新講習で

先生たちに使用してもらい感想を聞い

た。 

著者：齋藤治、黒木出、渡康彦 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

1 大学生活入門（共著）  

 

共 

 

平成 31年 4月 

 

開成出版 

 

幼・小・特別支援、保育士を目

指す学生のためのキャリアデザ

イン。大学生活の心構え、必要

な一般常識、教育実習に向け
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ての諸注意などを示したもの。

分担執筆 安藝雅美他 11名 

本人担当部分（P25-P30）P75 

 

【学術論文】 

1 Day-to-day variations 

in the amplitude of the 

soil temperature cycle 

and impact on adult 

eclosion timing of the 

onion fly  

 

 

 

 

 

4 温度と湿度がキイロ

ショウジョウバエの羽化

におよばす影響－小学校

理科教育での応用の可能

性－ 

 

5  Dependence of phase 

setting on temperature 

amplitude in the 

circadian eclosion 

rhythm of the onion fly 

Delia antiqua 

 

 

 

6 Northward expansion 

of the bivoltine life 

cycle of the cricket 

over the last four 

decades 

 

 

 

 

7 Robustness of 

latitudinal life-cycle 

variations in a cricket 

Dianemobius 
nigrofasciatus 
(Orthoptera: 

Trigonidiidae) in Japan 

against climate warming 

over the last five 

decades 

 

 

8 Circadian rhythm in 

locomotor activity of 

the common house 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

平成 29年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 6月 

 

 

 

 

 

平成 30年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 6月 

 

 

 

International 

Journal of 

Biometeorology 

Vol. 61, 

 1011–1016 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢 67 号

47-52 

 

 

 

 

Physiological 

Entomology Vol43. 

346-354. 

 

 

 

 

 

 

Global Change 

Biology Vol.24, 

5622–5628. 

 

 

 

 

 

 

Applied Entomology 

and Zoology 

Vol.54, 349–357. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Acta Arachnologica, 

Vol.69, 31–35. 

 

 

タマネギバエは、土中の温度較

差が小さいほど羽化を早める。

自然界では土中の温度較差は

日々変異し、変異幅は深さによ

って異なるが、それらの変異は

温度較差反応にあまり影響しな

いことがわかった。 

著者：Tanaka and Watari（共

同研究につき本人担当部分抽

出不可能） 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

タマネギバエの蛹を 1℃較差か

ら 20℃較差までの矩形波と正

弦波の温度周期（平均温度

20℃と 25℃）に置いて羽化を比

較した。 

共著:Miyazaki, Tanaka and 

Watari（共同研究につき本人

担当部分抽出不可能） 

 

日本各地からシバスズを採集し

頭幅を測った結果、40 年前

（Masaki, 1978）と比較してノコギ

リ型のクラインが北に移動して

いることが分かった。これは温

暖化の影響と考えられる 。

Matsuda 他 7 名（共同研究につ

き本人担当部分抽出不可能） 

 

日本各地からマダラスズを採集

し頭幅を測った結果、50 年前と

比較してノコギリ型のクラインに

統計的な差がなかった。これは

温暖化に対してクラインが北に

移動したシバスズの結果と異な

るが、マダラスズの成長速度の

光周反応がシバスズのそれと違

うことによるのかもしれない。

Matsuda 他 7 名（共同研究につ

き本人担当部分抽出不可能） 

 

ゲジを明暗サイクルに置くと暗

期前半にピークをもつ歩行活動

リズム示した。全暗、全明にお
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centipede,  

Thereuonema tuberculata 

(Scutigeromorha: 

Scutigeridae) 

 

 

9 小学校理科教育におけ

る活動記録装置の導入検

討報告 ―簡易ミニ電卓を

用いた計装カウンタの教員

免許更新講習講座での利

用事例― 

 

10 Clock-controlled 

arylalkylamine N-

acetyltransferase 

(aaNAT) regulates 

circadian rhythms of 

locomotor activity in 

the American cockroach, 

Periplaneta americana, 
via melatonin/MT2-like 

receptor. 

 

 

 

 

 

11 トビイロケアリ新女王

における異なるコロニー

発達パターン －コロニ

ー創設時期と気温の影響

について－ 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢 74号 

 

 

 

 

 

 

Journal of Pineal 

Research, Vol.71, 

19pp. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 76号 

63-70 

いては、自由継続リズムを示し、

スケルトン光周期にも同調した。

Tanaka and Watari（共同研究

につき本人担当部分抽出不可

能） 

 

（再掲のため、略） 

 

 

 

 

 

 

メラトニンがワモンゴキブリ

の歩行活動に及ぼす影響を調

べた。メラトニン濃度が増加

するにつれて、明暗サイクル

でのゴキブリの活動リズムは

より同調した。メラトニンと

その合成酵素である aaNAT

は、PDF システムに関連して、

歩行活動の少なくとも 1 つの

概日出力経路を構成している

と推測された。 

A. S. M. Kamruzzaman, 他 8

名（共同研究につき本人担当

部分抽出不可能） 

 

野外条件下でトビイロケアリ

を飼育し、コロニーの発達を

調べた。結婚飛行を終えたト

ビイロケアリ新女王の間で

も、コロニー創設時期の違い

によって１年目のコロニー発

達のパターンが変化すること

が分かった。 

著者：黒木出、渡康彦、中村圭

司（共同研究につき本人担当

部分抽出不可能） 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

                                                                      

氏 名  大 谷 彰 子  

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

 

子ど

もと

環境 

（単

独） 

（著書） 

1．『教職を目指す

人のための教育用

語・法規』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.『新しい幼児教育

方法・指導法』改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.『子どもの権利と

の対話から学ぶ 

保育内容総論』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

（改訂平成 29

年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

（改訂平成 29

年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミネルヴァ書

房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミネルヴァ書

房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北大路書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

（297） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

（197） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（169） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員志望者等の学生・一般が対象であ

るため平易な用語解釈を基本とする教

育に関する法規とそれに関する用語解

説書である。資料として、「教育ニ関スル

勅語」や日本および西洋の教育史年表

等も巻末に掲載されている。 

以下の用語を解説した。「保育士」「児童

福祉法」「児童権利宣言」「幼保一元化」

「保育制度」「平和教育」 

共著者：広岡義之、猪田裕子、大谷彰

子 計 17名 

 

学生や保育者を対象にした幼児の教育

方法や指導法についてのテキスト。 

具体的な事例を交え、保育現場におけ

る保育の環境や幼児教育方法の理論と

保育の展開を分かりやすく解説してい

る。子どもの主体的な活動や子ども同

士の関わりが深まるような環境、自発

的・積極的に関わりたくなる環境など

やその構成について言及している。 

（全 12章） 

以下の項目を執筆。 

第 2章 保育方法の本質 

1節 保育の方法とは何か 

共著者：広岡義之、大谷彰子他 5名 

 

子どもの権利を保障する保育内容につ

いて、多角的な視点から保育の面白さと

奥深さを探究するテキストです。子ども

たちは環境に能動的に関わり、試したり

工夫することで新たな発見をし、考える

力や探究心を養うという学びの姿を具体

例を交え解説している。また、遊びこみ

や探求につながる保育環境や保育所等

の「子どもに最もふさわしい生活の場」と

しての環境を保障することの責務等につ

いても言及している。 

（全 13章） 

以下の項目を執筆。 

第 2章 子どもの育ちに驚き、保育内容

との関係性を学ぶ 

 第 1節～第 3節                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

共著者：森真理、猪田裕子、大谷彰子 
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（学術論文） 

1. 森のようちえんの

子どもの生活習慣

と学びに向かう力－

保護者アンケートに

よる既存園との比

較より－ 

 

 

 

 

 

 

 

2. 森のようちえんの

園児の社会情動的

スキルの育ちに影

響を与える要因 

－園での生活経験

と保護者のかかわり

に焦点を当てて－ 

 

 

 

 

 

 

（その他）学会発表 

1. 森のようちえんの
保育者意識が子ど

もの育ちに与える

影響 

 
 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 5月 

 

 

芦屋大学論叢

第 74号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 76号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会

第 75回大会

研究発表論文

集 

 

 

 

15 

（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

（2） 

 

 

 

 

 

 

 

他 7名    

 

森のようちえんの子どもの生活習慣と学

びに向かう力の特性を既存園と比較す

ることで明らかにした。森のようちえんの

子どもたちは、《がんばる力》《自己主

張》に優れ、《協調性》《自己抑制》に弱

さがあることが明らかとなった。《がんば

る力》は、自然環境に関わる時間に影響

を受け、森（自然）を主たる生活の場所と

し 1日 4時間以上身を置く場合に育ま

れており、園舎がないことで、逃げ場の

ない自然環境に身を置き続けることが

《がんばる力》の育ちにつながっている。 

 

森のようちえんに通う子どもの社会情動

的スキルの育ちと、その育ちに影響を与

える要因を「園での生活経験」と「母親の

かかわり」の観点から明らかにした。森の

ようちえんは自然環境のなかでの自由

活動が 8割以上を占め、既存園と比較

し、社会情動的スキルが高い。その要因

として、玩具などのない自然環境で「遊

びに自分なりの工夫を加える」や「好きな

ことや得意なことをいかして遊ぶ」といっ

た経験と保護者の子どもの意思を尊重

し、受容的に関わることが挙げられた。 

 

 

森のようちえんの保育者の意識を検証

し、子どもの育ちに与える影響を、既存

園の保育者との比較から明らかにした。

森のようちえんの保育者が保育で重視

していることの 1 位は「自然と触れ合う」

であり、「遊びの中で興味を持ったもの

やこと」などから「豊かな情操や感性」

「健康な身体」「人への思いやり」を育

み、自然体験を通して主体者としての子

どもを育てることに力を入れている。一

方、既存園では、「基本的な生活習慣」

を身につけ、「友だちを大事に協力」す

るといった集団の中で協調性のある子ど

もを育てることに力を入れている。  

 

保育

内容

総論

（ 単

独） 

 

（著書） 

1．『教職を目指す

人のための教育用

語・法規』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

（改訂平成 29

年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミネルヴァ書

房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

（297） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員志望者等の学生・一般が対象であ

るため平易な用語解釈を基本とする教

育に関する法規とそれに関する用語解

説書である。資料として、「教育ニ関スル

勅語」や日本および西洋の教育史年表

等も巻末に掲載されている。 

保育者としての基本用語である以下の

用語を解説した。「保育士」「児童福祉

法」「児童権利宣言」「幼保一元化」「保

育制度」「平和教育」について、解説して

いる。 

共著者：広岡義之、猪田裕子、大谷彰

子 計 17名 
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2.『新しい幼児教育

方法・指導法』改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.『子どもの権利と

の対話から学ぶ 

保育内容総論』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文） 

1. 森のようちえんの

子どもの生活習慣

と学びに向かう力－

保護者アンケートに

よる既存園との比

較より－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 森のようちえんの

園児の社会情動的

スキルの育ちに影

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

平成 25年 3

月 

（改訂平成 29

年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月 

 

 

 

ミネルヴァ書

房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北大路書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 74号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 76号 

 

 

6 

（197） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（169） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（12） 

 

 

学生や保育者を対象にした幼児の教育

方法や指導法についてのテキスト。 

子どもを主体者とした保育のねらいや目

標、保育者の姿勢について触れ、子ども

観や保育観を構築できるよう解説してい

る。また、保育方法の歴史的変遷につい

て、日本初の幼稚園誕生の時期からの

保育内容の変遷を概観し、これからの多

様な子どもの個性や差異を尊重し、保

育者も含めた育ち合う共同体を築いて

いく保育の方法について言及している。 

（全 12章） 

以下の項目を執筆。 

第 2章 保育方法の本質 

1節 保育の方法とは何か 

共著者：広岡義之、大谷彰子他 5名 

 

子どもの権利を保障する保育内容につ

いて、多角的な視点から保育の面白さと

奥深さを探究するテキスト。保育者として

子どもを理解する心持ちやまなざし、保

育は子どもからはじまるという基本原則

について言及している。また、子どもの

発達や生活に即した保育内容、遊びこ

みや探求につながる保育内容、生きる

力を育む保育内容、差異を認め合い育

ち合う保育内容について、実例をあげ

解説している。動画の QR コードを付け

子どもの遊びを通した学びについてグ

ループワーク等で検証できるよう工夫し

ている。 

（全 13章） 

以下の項目を執筆。 

第 2章 子どもの育ちに驚き、保育内容

との関係性を学ぶ 

第 1節～第 3節 

共著者：森真理、猪田裕子、大谷彰子 

他 7名    

 

 

森のようちえんの自然を通した保育方法

での、子どもの生活習慣や学びに向かう

力などの育ちの特性を、既存園と比較

することで明らかにした。森のようちえん

の子どもたちは、《がんばる力》《自己主

張》に優れ、《協調性》《自己抑制》に弱

さがあることが明らかとなった。《がんば

る力》は、自然環境に関わる時間に影響

を受け、森（自然）を主たる生活の場所と

し 1日 4時間以上身を置く場合に育ま

れており、園舎がないことで、逃げ場の

ない自然環境に身を置き続けることが

《がんばる力》の育ちにつながっている。 

 

森のようちえんに通う子どもの社会情動

的スキルの育ちと、その育ちに影響を与

える要因を「園での生活経験」と「母親の
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響を与える要因 

－園での生活経験

と保護者のかかわり

に焦点を当てて－ 

 

 

 

 

 

 

（その他）学会発表 

1. 森のようちえんの
保育者意識が子ど

もの育ちに与える

影響 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日本保育学会

第 75回大会

研究発表論文

集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

（2） 

 

 

 

 

 

 

 

かかわり」の観点から明らかにした。森の

ようちえんは自然環境のなかでの自由

活動が 8割以上を占め、既存園と比較

し、社会情動的スキルが高い。その要因

として、玩具などのない自然環境で「遊

びに自分なりの工夫を加える」や「好きな

ことや得意なことをいかして遊ぶ」といっ

た経験と保護者の子どもの意思を尊重

し、受容的に関わることが挙げられた。 

 

 

森のようちえんの保育者の意識を検証

し、子どもの育ちに与える影響を、既存

園の保育者との比較から明らかにした。

森のようちえんの保育者が保育で重視

していることの 1 位は「自然と触れ合う」

であり、「遊びの中で興味を持ったもの

やこと」などから「豊かな情操や感性」

「健康な身体」「人への思いやり」を育

み、自然体験を通して主体者としての子

どもを育てることに力を入れている。一

方、既存園では、「基本的な生活習慣」

を身につけ、「友だちを大事に協力」す

るといった集団の中で協調性のある子ど

もを育てることに力を入れている。  

 

保育

内容

Ⅳ言

葉

（ 単

独） 

（学術論文） 

１．学生・赤ちゃん

相互の言葉の育ち

につながる乳幼児

ふれあい体験－母

親・学生の子ども理

解の視点比較から

－ 

 

 

 

 

 

 

 

2. 森のようちえんの

子どもの生活習慣

と学びに向かう力－

保護者アンケートに

よる既存園との比

較より－ 

 

 

 

 

 

 

 

（その他）学会発表 

1.言葉の育ちにつ

ながる乳幼児ふれ

あい体験 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

平成 31年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 5

月 

 

芦屋学園短期

大学紀要 45

号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 74号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会 

第 71回発表

要旨集 

 

21 

（21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

（2） 

 

乳幼児ふれあい体験を通し、学生の非

言語メッセージ理解の深化と、赤ちゃん

の母親以外の人とのふれあいが、言葉

の育ちに繋がるのかを検証することであ

った。赤ちゃんは、学生と関わる際、信

用できる人かを母親の様子を見て、相手

を見極めている。そして、目を合わせ、

学生に働きかけを促すきっかけ行動、誘

いかけをおこない、非言語メッセージを

意図的道具性として使用し、そのサイン

に学生との間で通用する協約性を感じ、

その子独自の原言語を使用し、共感し、

愛着・安心できる関係を築いている。 

 

森のようちえんの自然を通した保育方法

での、子どもの生活習慣や学びに向かう

力などの育ちの特性を、既存園と比較

することで明らかにした。森のようちえん

の子どもたちの言葉に関する育ちにつ

いて、挨拶やお礼を言える力、自分がし

たいことや、してほしいことを大人に頼め

る力、人の話を聞く力、言葉遊びの力、

自分の言葉で順序立ててわかりやすく

話す力に優れ、文字を書いたり読んだり

する力に弱さがあることが明らかとなっ

た。 

 

乳幼児ふれあい体験を通して、赤ちゃ

んの言語、非言語メッセージを学生と母

親はどのような視点で「聞き」理解してい

るのか検証した。学生は非言語メッセー
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ジを丁寧に読み取り、赤ちゃんの「笑顔」

を目指して不安な感情に共感、代弁し

言葉の育ちの基礎としての心の通い合

いが認められた。しかし、笑顔になること

を目標とした課題解決型の援助になっ

ており、泣くことを自己表現と肯定的に

捉え、関係構築を成長とみる学生は少

数であった。一方、母親は赤ちゃんが親

以外の他者との関係を成長と捉え喜び

としている。 

（執筆担当部分:研究目的、研究方法、

結果、考察。企画、データ収集、執筆を

担当し、内容の検討、考察を共同研究と

して行った。） 

共著者：大谷彰子、木下隆志、大江まゆ

子、岸本朝予 

 

保育

内容

指導

法

（ オ

ムニ

バ

ス） 

 

（著書） 

1．『新しい幼児教

育方法・指導法』改

訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.『子どもの権利と

の対話から学ぶ 

保育内容総論』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文） 

1. 森のようちえんの

子どもの生活習慣

と学びに向かう力－

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

平成 25年 3

月 

（改訂平成 29

年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

 

ミネルヴァ書

房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北大路書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢

第 74号 

 

 

6 

（197） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（169） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

（15） 

 

 

学生や保育者を対象にした幼児の教育

方法や指導法についてのテキスト。 

子どもを主体者とした保育のねらいや目

標、保育者の姿勢について触れ、子ども

観や保育観を構築できるよう解説してい

る。また、保育方法の歴史的変遷につい

て、日本初の幼稚園誕生の時期からの

保育内容の変遷を概観し、これからの多

様な子どもの個性や差異を尊重し、保

育者も含めた育ち合う共同体を築いて

いく保育の方法について言及している。 

（全 12章） 

以下の項目を執筆。 

第 2章 保育方法の本質 

1節 保育の方法とは何か 

共著者：広岡義之、大谷彰子他 5名 

 

子どもの権利を保障する保育内容につ

いて、多角的な視点から保育の面白さと

奥深さを探究するテキスト。保育者として

子どもを理解する心持ちやまなざし、保

育は子どもからはじまるという基本原則

について言及している。また、子どもの

発達や生活に即した保育内容、遊びこ

みや探求につながる保育内容、生きる

力を育む保育内容、差異を認め合い育

ち合う保育内容について、実例をあげ

解説している。 

（全 13章） 

以下の項目を執筆。 

第 2章 子どもの育ちに驚き、保育内容

との関係性を学ぶ 

第 1節～第 3節 

共著者：森真理、猪田裕子、大谷彰子 

他 7名    

 

 

森のようちえんの自然を通した保育方法

での、子どもの生活習慣や学びに向かう

力などの育ちの特性を、既存園と比較
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保護者アンケートに

よる既存園との比

較より－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他）学会発表 

1. 森のようちえんの
保育者意識が子ど

もの育ちに与える

影響 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会

第 75回大会

研究発表論文

集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

（2） 

 

 

 

 

 

 

 

することで明らかにした。森のようちえん

の子どもたちは、《がんばる力》《自己主

張》に優れ、《協調性》《自己抑制》に弱

さがあることが明らかとなった。《がんば

る力》は、自然環境に関わる時間に影響

を受け、森（自然）を主たる生活の場所と

し 1日 4時間以上身を置く場合に育ま

れており、園舎がないことで、逃げ場の

ない自然環境に身を置き続けることが

《がんばる力》の育ちにつながっている。 

 

 

森のようちえんの保育者の意識を検証

し、子どもの育ちに与える影響を、既存

園の保育者との比較から明らかにした。

森のようちえんの子どもは、既存園の子

どもと比較し非認知能力の育ちに優れ

ている。その森のようちえんの保育者が

保育で重視していることの 1 位は「自然

と触れ合う」であり、「遊びの中で興味を

持ったものやこと」などから「豊かな情操

や感性」「健康な身体」「人への思いや

り」を育むことをねらいとした保育を行っ

ており、主体者としての子どもを育てるこ

とに力を入れている。一方、既存園で

は、「基本的な生活習慣」を身につけ、

「友だちを大事に協力」するといった集

団の中で協調性のある子どもを育てるこ

とを重視した保育を行っている。  
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名   福山 恵美子     

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当授業科目 
著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は発

表学会等の名

称 

概   要 

特別支援教育

総論 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著書）  

1.特別支援教育総

論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文） 

2.知的障がい特別

支援学校における

ティーム・ティーチ

ングに関する実践

的な研究－授業

分析とＡＴの支援

に焦点をあてて

－」第Ⅰ報～第Ⅲ

報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

平成 26年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ報 

平成 26年 9月 

 

 

 

 

第Ⅱ報 

平成 27年 9月 

 

 

 

 

 

第Ⅲ報 

平成 28年 3月 

 

 

 

 

風間書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪教育大

学紀要第Ⅳ

部門 

教科教育 

63巻第 1号 

 

大阪教育大

学紀要第Ⅴ

部門 

教科教育 

第 64巻第 1

号 

 

大阪教育大

学紀要第Ⅴ

部門教科教

育 

 

本書は、特別支援教育の全容

を理解しやすくするために、視

覚障害、聴覚障害、知的障

害、肢体不自由、病弱・身体虚

弱、言語障害、発達障害、情

緒障害、重複障害のそれぞれ

の障害ごとにその歴史、心

理、・生理・病理、教育課程・指

導法、検査法を体系的にまと

めたものである。筆者は知的障

害教育の歴史を執筆した。 

編著：守屋國光   

分担執筆：山本晃、金森裕治、

中村貴志、杉田律子、西山

健、井坂行男、福山恵美子、

藤田裕司、吉田昌義、武部綾

子、小田浩伸、徳永亜希雄、

行本舞子、平賀健太郎、横田

雅史、上村逸子、小坂美鶴、

山下光、小西嘉朗、高田昭

夫、須田正信、冨永光昭、氏

間和仁 

pp.133-143（498項） 

 

 

ティーム・ティーチングの歴史

や課題を踏まえ、より効果的な

「ＡＴの支援評価」表及び「長

所項目」表を作成した。 

pp.１55 -169 

 

特別支援学校の授業をこれら

の表を活用し、授業の中で効

果的なティーム・ティーチング

が行われていることを明らかに

した。 

pp.85-98 

 

授業分析し、授業の特徴、「Ａ

Ｔの支援評価」表を活用してそ

の変容を探った。 

pp.75-91 
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（著書） 

3.保育と表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学術論文） 

4.特別支援教育

におけるティーム・

ティーチングに関

する一考察−知的

障害特別支援学

校におけるティー

ム・ティーチングの

長所項目表と AT

の支援評価表作

成を通して− 

 

 

5.特別支援教育に

おけるティーム・テ

ィーチングの多様

化に関する研究―

共生社会を見据え

たティーム・ティー

チングのあり方を

探ってー 

 

 

 

 

6.高等教育におけ

る障害学生支援-

先行研究から見出

された支援に着目

して- 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

平成 27年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 12月 

第 64巻第 2

号 

 

 

嵯峨野書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪総合保

育大学紀要

第 12号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪総合保

育大学大学

院 博士学位

論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達人間学

研究 

生涯発達科

学会 第 20

巻 第 2号 

 

 

 

 

第１章から第 12章で成り立っ

ている。筆者は、第 11章、1

節、2節において、聾重複児が

指文字や簡単な手話を使用し

て、ことばを獲得した事例につ

いて述べた。（編著：石上浩美 

分担執筆：矢野正、吉井英博、

小松正史、長尾牧子、藤崎亜

由子、藤井真理、手良村昭

子、澤田真弓、渕田陽子、宮

前佳子、福山恵美子、池永真

義） 

pp.90-94（108項） 第 11章 1

節～2節 

 

 

第Ⅰ章では、ティーム・ティー

チングの定義・歴史を述べた。

第Ⅱ章では、知的障害の特別

支援学校のティーム・ティーチ

ングの課題について検討した。

第Ⅲ章では、先行研究からティ

ーム・ティーチングの長所項目

表の作成の過程、第Ⅳ章で

は、ATの支援評価表の作成

の経緯を述べた。 

pp.111-132 

 

特別支援教育の現状に鑑み、

通常学級及び特別支援学校

の授業における T・Tの実態と

課題、専門スタッフ、外部人材

が参画している T・Tの実態と

課題を明らかにするとともに、

授業における T・Tから多様な

人材が教育活動に参画する

T・Tへと視点を広げ、共生社

会を見据えた T・Tのあり方を

探った。 

 

高等教育における障害学生支

援に関する先行研究では、当

事者の課題、家庭や地域社会

の課題等を挙げ、大学におい

ても適切な支援の提供や対応

が今後の課題であると指摘し

ている。このことを踏まえ、本研

究では先行研究から見出され

た支援を、「支援する者」「支援

のあり方」「支援の場」に整理

し、障害学生支援について検
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討した。特に私立小規模大学

においては、小規模ならでは

の細やかで顔が見える支援の

実施が明らかになった。さらに

多様な学生一人一人の教育的

ニーズに応えるべく、大学も変

わっていかなければならないこ

との新たな気づきを得た。 

pp.45-60 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

1.大学生活入門〜幼・小・

特支教員、保育士を目指

す学生のためのキャリアデ

ザイン〜 

  

 

共 

 

令和元年 4月 

 

開成出版株式会社 

 

大学生として必要な心構え、一

般常識、実習に向けて及び教

員として働くための基礎知識を

簡潔に記載している。筆者は特

別支援学校での教育実習、現

場で使え割れる用語について

担当した。p.48,49,51,57,61,62

（75項） 

監修：笠原清次,渡康彦  

編者：石田愛子,竹安知枝 

著者：安藝雅美,大江まゆ子,大

谷彰子,木下隆志,種田香,丹下

秀夫,福山恵美子 

 

【学術論文】 

1.特殊教育から特別支援

教育への転換ーその歴史

的背景と近年の動向ー  

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.聾重複児のコミュニケー

ション指導の事例 

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪総合保育大学紀

要第 11号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達人間学研究 

生涯発達科学会 

第 18巻第 1号  

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ章では、ノーマライゼーショ

ンの理念ニィリエのノーマライゼ

ーションの思想と国連及び日本

におけるノーマライゼーション実

現のための動向について述べ

た。第Ⅱ章では、国際連合及び

日本における障害者施策につ

いて述べた。第Ⅲ章では、障害

の概念の変遷として、ICIDHか

ら ICFへの転換の経緯、 ICF

の各要素について述べた。第

Ⅳ章では、教育の場に注目しな

がら特別支援教育に至るまでの

歴史的経緯について述べた。 

pp.91-113 

 

聾重複児のコミュニケーション

指導をテーマに、ことばの発

達、発達の観点、聾重複児のコ

ミュニケーション指導とは、ティ

ーム・ティーチング、聾重複児

の実際のコミュニケーション指

導を通して考察した。 

山中矢展、上村逸子、福山恵

美子、小田多佳子 
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3.特別支援教育におけるテ

ィーム・ティーチングに関す

る一考察―知的障害特別

支援学校におけるティー

ム・ティーチングの長所項

目表と AT の支援評価表作

成を通してー 

（査読付） 
 
 
 
 
4.特別支援教育におけるテ

ィーム・ティーチングの多様

化に関する研究―共生社

会を見据えたティーム・ティ

ーチングのあり方を探って

ー 

 

 

 

 

 

 

5.高等教育における障害学

生支援-先行研究から見出

された支援に着目して- 

（査読付）  

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

平成 30年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 12月 

 

 

大阪総合保育大学紀

要 第 12号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪総合保育大学大

学院 博士学位論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達人間学研究 

生涯発達科学会  第

20巻 第 2号 

pp.27-34 

 

第Ⅰ章では、T・Tの定義と歴史

を述べた。第Ⅱ章では、知的障

害特別支援学校の T・T の課題

について先行研究等を通して

考察した。第Ⅲ章では、先行研

究から T・T の長所を検討した。

第Ⅳ章では、先行研究及び授

業分析を通して、AT の支援評

価表作成の経緯について述べ

た。 

pp.111-132 

 

特別支援教育の現状に鑑み、

通常学級及び特別支援学校の

授業における T・T の実態と課

題、専門スタッフ、外部人材が

参画している T・Tの実態と課題

を明らかにするとともに、授業に

おける T・T から多様な人材が

教育活動に参画する T・T へと

視点を広げ、共生社会を見据

えた T・Tのあり方を探った。 

pp.1-271 

 

高等教育における障害学生支

援に関する先行研究では、当

事者の課題、家庭や地域社会

の課題等を挙げ、大学におい

ても適切な支援の提供や対応

が今後の課題であると指摘して

いる。このことを踏まえ、本研究

では先行研究から見出された

支援を、「支援する者」「支援の

あり方」「支援の場」に整理し、

障害学生支援について検討し

た。特に私立小規模大学にお

いては、小規模ならではの細や

かで顔が見える支援の実施が

明らかになった。さらに多様な

学生一人一人の教育的ニーズ

に応えるべく、大学も変わって

いかなければならないことの新

たな気づきを得た。 

福山恵美子、遠藤愛・若林上

総、瀧本一夫、古川紀子 

pp.45-60 
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                                      氏名   安藝 雅美    

担当授業科目に関する研究業績等 

担当授業 

科目 

著書、学術論文

等の名称 

単著

共著 

発行 

年月 

出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆ページ数 

(総ページ数) 
概 要 

 

子ども人間

関係（単独） 

 

（学術論文） 

『子育て支援

における縦割

り懇談会の試

み 

ー保育内容領

域「人間関係」

の示唆に向け

てー』 

 

 

 

（学会発表） 

幼稚園におけ

る「2歳児保育」

の在り方につ

いての一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どものつぶ

やきから捉え

た言葉の育ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年

4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年

5 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢 69 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学

会第 67 回

大会発表論

文集 

pp.597 

 

 

 

 

 

 

 

関西教育学

会 69 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

（98） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

(1058) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

（68） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代社会における幼児を取り巻く環

境課題として人間関係があげられ、

一般的な懇談会では保護者の子育て

に関する個々の悩み・相談の吸い上

げが難しい。よって、他学年の保護

者を交え複数名で懇談会をする縦割

り懇談会を実施した。各保護者が抱

える課題・悩みを体系的に捉えられ、

メンタルヘルスケアの効果もあると

考察できる。 

 

 

2 歳児保育を導入している 2 園に対

して、保育計画の精査、実践事例に

対する保育者、保護者へのアンケー

ト調査、子どもへの聞き取りを行い

比較、検討をした。結果として、保

護者への育児支援によるストレス軽

減、家庭内環境向上と子どもへの自

立援助につながっていることが示さ

れた。 

（共著者：安藝雅美、益岡時美、山

村悦子） 

 

子どもの「つぶやき」を冊子にして

いる幼稚園があり、その内容を米田

の分類を用いて「言葉遊び」「比喩」

「理屈」の 3 分類にすることを試み

た。また「つぶやき」が多かった年

齢は対象者 1015 名に対し、3 歳が

284 名、4 歳 251 名、5 歳 167 名と、

幼稚園に当たる年齢が多かった。男

女別での違いも検討し、そこから浮

かび上がる言葉、言葉による人間関

係構築を考察した。 

 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

絵本を通して

心の育ちを考

えるー絵本読

みの新たな試

みを通してー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢幼稚園年長児

を対象とした

鍵盤ハーモニ

カ指導に関す

る一考察｣ 

 

 

 

 

 

｢幼稚園におけ

る課外活動に

ついての一考

察-鍵盤ハーモ

ニカ指導の場

合-｣ 

 

 

 

 

 

 

カラータイプ

理論を用いた

思考の癖の検

討②－大学生

の希望進路の

違いによる分

析を通して‐ 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

平成31年3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年

7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年3

月 

兵庫県私立

幼稚園協会

教員研修大

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢71号 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢 74 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本発達心

理 学 会 第

33 回 大 会

WEB 開 催

研究発表 

5 

（106） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

11 

（88） 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（132） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本の読み聞かせの新たな取り組み

として、1 ヶ月間同じ絵本の読み聞

かせを行った。効用としては多岐に

渡る反面、同じ絵本を繰り返し読む

ことの懸念事項もあった。 

実施後のアンケート結果を踏まえ、

集中力や記憶力、想像力に効果が見

られたが、中には飽きてしまう子も

いた。加えて、保育者の読み聞かせ

方によって子ども達の反応に違いが

出るなど、１つの絵本をきっかけに

非日常的有限コミュニティが創出さ

れた。 

 

小学校教育への円滑な接続の一環と

して大学附属幼稚園年長児を対象と

した鍵盤ハーモニカの実践指導を行

った。園児が集団での演奏をする中

で「幼稚園教育要領」にある、協同

性、道徳性、規範意識の芽生え、言

葉による伝え合い、豊かな感性と表

現において育ちが見られた。 

 

附属幼稚園にて年長児へ鍵盤ハーモ

ニカの実践指導を行った。前回との

相違としては、保育室に楽器が常備

されること、クラス担任が同席する

ことである。子どもが担任に音出し

クイズをする場面では教科書には無

い音を子ども独自で奏でる場面もあ

った。「音を自由に鳴らして遊ぶ」

ことがコミュニケーションツールの

１つとして活用されていた。 

(共著者：石田愛子、安藝雅美) 

 

カラータイプ理論を用いて、保育者

と子どもの心理状態を可視化するこ

とにより、保育者と子どものコミュ

ニケーションや関係性をスムーズに

するための援助となることを考察で

きた。 

 

 



①  教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名  毛 利  康 人   

担当授業科目に関する研究業績等（10 年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

生活

概論 

（単

独） 

（著書） 

1．奈良市副読本 

「奈良と自然」 

 

 

 

 

 

2．奈良市副読本 

「奈良大好き世界 

遺産学習」 

 

 

 

 

 

 

（学会誌） 

1．ＥＳＤを視野に 

入れた奈良市世界 

遺産学習（奈良市 

版 ESD) 

 

 

 

2．ＳＤＧS達成のた 

めのＥＳＤ 

－小学校におけ 

る実践例― 

 

 

 

 

 

（教育実践記録） 

1．博報賞受賞報 

告 

 

 

 

共 

5 名 

 

 

 

 

 

共 

14 

名 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

（団 

体 

代 

表） 

 

平成 17 年 3

月 

 

 

 

 

 

平成 26 年 6

月改定 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 6

月 

 

 

 

 

 

令和元年 10 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 10

月 

 

奈良市教育 

委員会 

 

 

 

 

 

奈良市教育 

委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科の教育 

日本理科教 

育学会 

 

 

 

 

理科の教育 

日本理科教 

育学会 

 

 

 

 

 

 

 

博報堂教育 

財団 

 

34 

（67） 

 

 

 

 

 

18 

（76） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

（71） 

 

 

 

 

 

4 

(65) 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

（20） 

 

 

奈良市小学校で配布する副読本（総合 

的な学習や生活科・理科で使用）。 

奈良の身近な自然・生き物や奈良のま 

ちの紹介を執筆。 

共著：毛利康人、崎山泰彦、梅田真寿 

美、竹原康彦、森下良介 

 

奈良市立学校で使用する副読本（総合 

的な学習や生活科・理科で使用）。奈良 

の身近な自然や生き物、奈良の地域、 

文化、文化財の紹介を執筆。 

共著：河合摩香、大西浩明、勝谷征彦、 

菊山清美、本車田達郎、森井祐幸、西 

口美佐子、関東利幸、的場宏純、深澤 

吉隆、水上雅裕、上田喜彦、毛利康人、 

中澤静雄 

 

理科の教育 

2011/06/Vol.60/No.707 

日本理科教育学会編集 

東洋館出版社発行 

奈良市立学校で推進している ESD の

全体構想について執筆。 

 

理科の教育 

2019/10/Vol.68/No.807 

日本理科教育学会編集 

東洋館出版社発行 

奈良市立飛鳥小学校における SDGｓ達 

成のための具体的な学習実践事例（生 

活科・理科・社会科・総合的な学習の時 

間）について執筆。 

 

 

奈 良 市 立 飛 鳥 小 学 校 で取 り

組 んでいる「ＥＳＤの視 点 を踏 まえ

た世界 遺 産 学 習 ・地 域 学 習 」

の実 践 報告 。小 学 校 ６年 間 の

学 習 計 画 を学習 内 容 と SDGs 

の達 成 目 標 を関連 づけた指 導 

計 画 を作 成 。生 活科 、理 科 、

社 会 科 、総 合 的 な学 習の時 間 

を中 心 として、地 域 の豊 かな自 然 

やまちの様 子 、文 化 財 などを主 

体 的 に調 べる学 習 。6 年 生 は 



飛 鳥 地 域 から世 界 をより良 くす

るために自 分 たちにできることを考 え

実行 する、「飛 鳥 スマイル・キッズ（ボ

ランティア活 動 ）」を 6 年 間 の学 習 

の総 仕 上 げとしている。 

 

 

初等 

教科 

教育 

法Ⅳ 

【理 

科】 

（単 

独） 

（著書） 

1．奈良市副読本 

「奈良と自然」 

 

2．奈良市副読本 

「奈良大好き世界 

遺産学習」 

 

（学会誌） 

1．ＥＳＤを視野に 

入れた奈良市世界 

遺産学習（奈良市 

版 ESD) 

 

2．ＳＤＧS達成のた 

めのＥＳＤ 

－小学校におけ 

る実践例― 

 

 

3．令和時代の教育

のスタンダード －

１人１台タブレット先

行実施の最先端の

教育状況― 

 

共 

5 名 

 

共 

14 

名 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

平成 17 年 3

月 

 

平成 26 年 6

月改定 

 

 

 

平成 23 年 6

月 

 

 

 

令和元年 10 

月 

 

 

 

 

令和 3 年 8 月 

 

奈良市教育 

委員会 

 

奈良市教育 

委員会 

 

 

 

理科の教育 

日本理科教育

学会 

 

 

理科の教育 

日本理科教育

学会 

 

 

 

理科の教育 

日本理科教育

学会 

 

34 

（67） 

 

18 

（76） 

 

 

 

3 

（71） 

 

 

 

4 

(65) 

 

 

 

 

4 

（70） 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

 

 

 

理科の教育 

2021/08/Vol.70/No.829 

日本理科教育学会編集  

東洋館出版社発行 

GAGA スクール構想により小学校に 1

人１台のタブレットが配置され、令和時

代の教育は大きく変革した。タブレットを

活用した最先端の教育状況について報

告。 

 



初等 

教科 

教育 

法Ⅴ 

【生 

活】 

（単 

独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著書） 

1．奈良市副読本 

「奈良と自然」 

 

2．奈良市副読本 

「奈良大好き世界 

遺産学習」 

 

（学会誌） 

1．ＥＳＤを視野に 

入れた奈良市世界 

遺産学習（奈良市 

版 ESD) 

 

2．ＳＤＧS達成のた 

めのＥＳＤ 

－小学校におけ 

る実践例― 

 

（教育実践記録） 

1．博報賞受賞報 

 

 

共 

5 名 

 

共 

14 

名 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

平成 17 年 3

月 

 

平成 26 年 6

月改定 

 

 

 

平成 23 年 6

月 

 

 

 

令和元年 10 

月 

 

 

 

 

令和 2 年 10

月 

 

奈良市教育 

委員会 

 

奈良市教育 

委員会 

 

 

 

理科の教育 

日本理科教 

育学会 

 

 

理科の教育 

日本理科教 

育学会 

 

 

 

博報堂教育 

財団 

 

34 

（67） 

 

18 

（76） 

 

 

 

3 

（71） 

 

 

 

4 

(65) 

 

 

 

 

1 

（20） 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

 

 

 

再掲（生活科概論） 

 

 

教職 

論 

【初 

等】 

（単 

独） 

 

 

（教育実践記録・研 

究紀要） 

1．平成 27 年度 

奈良県小・中学校 

研究紀要 

 

 

 

 

 

 

2．第 72 回全国 

小学校長会研究協 

議会京都大会 

 

 

 

 

 

 

3.令和時代の教育

のスタンダード －1

人 1 台タブレット先

行実施の最先端の

教育状況― 

 

 

 

 

4．特色ある教育の

推進と奈良市小学

校校長会 ～奈良

で学んだことを誇ら

しげに語る子どもの

育成を目指して～ 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

平成 27 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 10

月 

 

 

奈良県小中 

学校長会 

 

 

 

 

 

 

 

全国連合 

小学校長会 

研究協議会 

 

 

 

 

 

 

理科の教育 

日本理科教育

学会 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県教育振

興会 

やまと 

 

 

3 

（53） 

 

 

 

 

 

 

 

4 

（209） 

 

 

 

 

 

 

 

4 

（70） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理職として、教育の今日的な課題を 

踏まえ、教員の専門性を効果的に活か 

した校務を分担し、チームとして組織的 

な学校運営実践、学校が校外の専門家 

や家庭、地域とより連携するために、法 

的根拠のある学校運営協議会（コミュニ 

テイ・スクール）設置し、「地域とともにあ 

る学校づくり」の実践を執筆。 

 

変化が激しい社会、Society5.0 の社会 

で求められる学校像・教師像を追求し、

学校長として取り組んでいる特色ある教 

育（小中一貫教育、コミュニティ・スクー 

ル、世界遺産学習・地域学習、キャリア 

教育）、そして、誰もが経験したことのな 

い非常事態（新型コロナウイルス禍）に 

おける学校運営についての実践研究。 

 

理科の教育 

2021/08/Vol.70/No.829 

日本理科教育学会編集  

東洋館出版社発行 

GAGA スクール構想により小学校に 1

人１台のタブレットが配置され、令和時

代の教育は大きく変革した。タブレットを

活用した最先端の教育状況について報

告。 

 

やまと 513 号 

奈良市立小学校長会長として、コロナ禍

における教育、学校経営の在り方につ

いて提言。 



研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【その他（講演や発表）】 

教育講演会 

1.保護者研修 

 

2.コーディネーター研修 

 

 

3．保護者研修 

 

4．家庭教育講座 

 

 

5．学童保育保護者研修  

 

 

単 

 

単 

 

 

単 

 

単 

 

 

単 

 

 

 

平成 28 年 

 

平成 29 年 

 

 

令和元年 

 

令和 2 年 12 月 

 

 

令和 3 年 5 月 

 

 

PTA 主催 

 

奈良市教育委員会主

催 

 

PTA 主催 

 

奈良県教育振興会主

催 

 

学童保育保護者会主

催 

 

 

 

「幼稚園と子育て」 

 

「コミュニティ・スクール」 

 

 

「子どもの学び」 

 

「未来を見据えた子育て」 

 

 

「子どもの成長を楽しもう！」 

 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名  武並 朋美     

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【その他（講演や発表）】 

  

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

 

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

 

平成 28年 9月 

 

 

平成 28年 10月 

 

平成 29年 1月 2

月 3月 

 

平成 30年 1月 

 

平成 30年 1月 

 

平成 30年 5月 

 

 

平成 30年 9月 

 

 

平成 31年 3月 

 

令和 1年 9月 

 

令和 1年 11月 

 

 

令和 1年 12月 

 

令和 2年 10月 

 

令和 3年 8月 

 

令和 3年 10月 

 

令和 4年 2月 

「障碍者への権利擁護」住み慣れた街で自分らしくいきてい

くために 

 

コスモス兵庫「高齢者・障害者の虐待防止と対応について」 

 

芦屋市生活支援型訪問サービス従事者研修「高齢者の尊

厳の保持」 

 

障害者・高齢者のための意思決定支援フォーラム  

 

権利擁護支援としての成年後見制度 

 

芦屋市生活支援型訪問サービス従事者研修「高齢者の尊

厳の保持」 

 

芦屋市老人会連合会「成年後見制度とは～権利擁護で暮

らしを支える～」 

 

通所部会「高齢者虐待と権利擁護」 

 

「適切な支援」ってどんな支援？～虐待防止と権利擁護～ 

 

「虐待防止と権利擁護～養介護施設従事者等による高齢者

虐待の防止」 

 

「高齢者の権利擁護支援と虐待について考える」 

 

芦屋川カレッジ「権利擁護と成年後見制度」 

 

兵庫県介護支援専門員協会 生涯研修課程コース研修 

 

兵庫県介護支援専門員協会 生涯研修課程コース研修 

 

ママズケア研修「対人援助職が知っておくべき ICFの基本」 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

                                         

氏 名     丹下 秀夫        

担当授業科目に関する研究業績等（10 年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発表

雑誌又は発表

学会等の名称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できな

い場合は執筆箇所を詳述） 

中

等

教

科

教

育

法 

（ 英

語 ）

Ⅰ ・

Ⅱ 

（著書） 

1．大学生活入門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．教育実習ハンドブッ

ク 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共  

 

令和元年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 4月  

 

開成出版株

式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学  

 

8 

（75） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

（71） 

 

 

幼・小・特支教員、保育士を目指

す学生のためのキャリアデザイン

として児童教育学科の学生の基

礎学力及び一般常識の基礎を培

うための学習書である。 

一般常識の英単語・英語表現と

して小学校教諭に必要な教室英

語に関する基本単語や表現を記

載した。 

（執筆担当分：知っておきたい英

単語・英語表現） 

 

本学の学生が教員免許状を取得

するにあたり必要な基礎知識や

資質向上に必要な内容を織り込

んだものである。 

筆者は中学校英語科学習指導

案（例）として現行教科書単元を

取り上げ、教材観・生徒観・指導

観、評価規準、単元計画、本時

指導案などの具体例を記載した。 

  
教

職

論 

（ 中

等） 

 

（実践報告） 

1.芦屋大学特別支援教

育冬季研修会報告 

「保護者とのつながりを

求めて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.英語教育における小

中連携   

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

平成 29年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 12月 

 

芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

 

9 

（61） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

（111

） 

 

本学特別支援教育冬季研修会

での講義内容をまとめた。 

筆者の学校現場で扱った事例を

紹介しながら、「保護者との良好

な人間関係の構築」に必要なも

のを整理した。 

校長、教頭、教諭など様々な立

場に課せられた課題対応の役割

も整理している。 

「学校教育の抱える矛盾との共

存」や「義務教育の役割」を見つ

め直す機会とした。 

 

小中学校学習指導要領の特徴を

整理し外国語教育における小中

の接続の重要性」、「絵本や子供

向けの歌」などを扱い方」、「聞く

力、話す力（やり取り）（発表）、読

む力、書く力」の４技能５領域を育
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てる効果的な指導の在り方をまと

めている。加えて、「小学校外国

語教育の変遷」、「これまでの小

学校外国語活動の成果と外国語

教育における小中連携」、「新学

習指導要領の特徴を背景に様々

な指導環境に対応する基礎事項

の整理」「国語教育等の他教科と

の連携を図りながら子どもの気づ

きを促す指導」「発達段階に応じ

たインプットの在り方」や「パワー

ポイントやデジタル教材などＩＣＴ

等の効果的な活用方法」「小学校

教師に必要な英語指導者として

の資質」に関する授業実践をまと

めた。 

 

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

1．大学生活入門 

 （一般常識 知っておきたい

英単語・英語表現 

  Ｐ３９～Ｐ４６） 

 

 

 

 

 

 

２.教育実習ハンドブック 

（学習指導案の参考⑦ 

中学校英語科学習指導案

（例） Ｐ６１～Ｐ６４ ） 

 

 

 

 

 

 

3.芦屋大学臨床教育学部教

育ジャーナル 創刊号 

  P９～１４ 

  

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

2019年 4月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 4月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 3 月 28

日 

 

開成出版株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学臨床教育学

部 

 

幼・小・特支教員、保育士を目指

す学生のためのキャリアデザイン

として児童教育学科の学生の基

礎学力及び一般常識の基礎を培

うための学習書である。 

一般常識の英単語・英語表現と

して小学校教諭に必要な教室英

語に関する基本単語や表現を記

載した。 

 

本学の学生が教員免許状を取得

するにあたり必要な基礎知識や

資質向上に必要な内容を織り込

んだものである。 

筆者は中学校英語科学習指導

案（例）として現行教科書単元を

取り上げ、教材観・生徒観・指導

観、評価規準、単元計画、本時

指導案などの具体例を記載した。 

 

2020年度に児童教育学科2年生

後期授業の選択授業として開設

された「教室授業」についての実

践をまとめた。 

小学校教師が授業や ALTとの打

ち合わせに等に使う英語を教科

書を使いながら学び合い、実践

力の基礎を養うことを目標にし

た。実践の具体と学生の感想も

織り込んだものとした。 
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【実践報告】 

1．芦屋大学特別支援 

教育冬季研修会報告 

「保護者とのつながりを求

めて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．英語教育における小中 

連携   

 

 

  

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

平成 29年 

7月 18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 

12月 18日 

 

芦屋大学論叢第 67

号 

 （Ｐ５３～６１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 68

号 

（Ｐ99～Ｐ111） 

 

 

本学特別支援教育冬季研修会

での講義内容をまとめた。 

筆者の学校現場で扱った事例を

紹介しながら、「保護者との良好

な人間関係の構築」に必要なも

のを整理した。 

校長、教頭、教諭など様々な立

場に課せられた課題対応の役割

も整理している。 

「学校教育の抱える矛盾との共

存」や「義務教育の役割」を見つ

め直す機会とした。 

 

小中学校学習指導要領の特徴を

整理し外国語教育における小中

の接続の重要性」、「絵本や子供

向けの歌」などを扱い方」、「聞く

力、話す力（やり取り）（発表）、読

む力、書く力」の４技能５領域を育

てる効果的な指導の在り方をまと

めている。加えて、「小学校外国

語教育の変遷」、「これまでの小

学校外国語活動の成果と外国語

教育における小中連携」、「新学

習指導要領の特徴を背景に様々

な指導環境に対応する基礎事項

の整理」「国語教育等の他教科と

の連携を図りながら子どもの気づ

きを促す指導」「発達段階に応じ

たインプットの在り方」や「パワー

ポイントやデジタル教材などＩＣＴ

等の効果的な活用方法」「小学校

教師に必要な英語指導者として

の資質」に関する授業実践をまと

めた。 

 

【その他（講演や発表）】 

1．芦屋大学夏季研修講座 

講師 

   

 

 

 

 

2．芦屋大学冬季研修講座 

講師 

 

 

 

 

3．平成 29年度猪名川町 

学校園経営研究会講師 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

平成 27年 8月 

 

 

 

 

 

 

平成 29年２月 

 

 

 

 

 

平成 29年 6月 

（2017） 

 

 

 

芦屋大学教育研究所 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学教育研究所 

 

 

 

 

 

猪名川町教育教育委

員会 

 

 

 

テーマ 

 「学校現場における生徒指導の

課題」 

 中学校現場での生徒指導に係

る体験を紹介し、多感期の生徒

指導の在り方を示唆した 

 

テーマ 

「保護者とのつながりを求めて」 

 中学校現場での特別支援教育

に係る実践例から生徒支援の在

り方や課題を提示した。 

 

テーマ 

「学校運営におけるそれぞれの

職の在り方」 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

4．芦屋市小中学校教科等 

研究会講師 

  

 

 

 

 

 

5．芦屋市立山手中学校 

授業研究会講師 

 

 

 

 

 

6．芦屋大学 教員免許状更

新講習会授業  

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月 

（2018） 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 10月 

（2019） 

 

 

 

 

 

令和 3 年 8 月 5

日 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立小中学校教

科等研究会 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立山手中学校 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

 学校教育法 37 条にある職の違

いを軸に、管理職を目指す教員

を対象に、生徒の個性を伸長す

る学校の在り方や課題を提示し

た。 

 

テーマ 

「英語教育の小中連携の在り方」 

英語の授業構築における小中の

連携の在り方を具体的な教材を

提示しながら示唆した。小中で共

通に扱える題材を小中学校教員

を対象に提示した。 

 

テーマ 

「主体的に自らを深める授業づく

り」 中学 1 年生の授業を参観し

た後、小中連携の視点から具体

的な英語の授業づくりについて

助言した。 

 

教室英語（幼児・児童）の一例 

(Classroom English for beginners) 

として、幼稚園・小学校教諭の希

望者を対象として授業を実施し

た。小学校の授業で使う教室英

語を使いながら、ゲームや CLIL

に関する授業例なども提示した。 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名    中村 整七      

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単

著 

共

著 

の

別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発表

雑誌又は発表

学会等の名称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

数

学

概

論 

 

（教育実践記録

等） 

1.平成 23・24年度 

芦屋市立山手中

学校研究紀要 

平成 23年 

平成 24年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

1.平成 28年度 

芦屋市教育研究

部会委嘱研究報

告書  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

2.平成 29年度 

芦屋市教育研究

部会委嘱研究報

告書  
 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

平成 24年 3月 

平成 25年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3月 

 

 

 

 

 

芦屋市立山

手中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打出教育文

化センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打出教育文

化センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170 

 

 

 

 

 

学校教育目標・教育課程・人権教育・

生徒指導・授業研究などまとめ発刊し

た。授業研究では、「基礎学力の定

着を図り，主体的に学ぶ力を育てる」

ための教育課程づくりの研究実践を

まとめた。特に、数学科における授業

研究では，「学習集団における核とな

る生徒への指導方法の工夫を視点に

した研究を行った際に、「教師用授業

チェックリスト」など，どの生徒にもわ

かりやい学習にするための指導者の

細やかな方策立案と運用に係る指導

助言をし、実践記録と考察を監修し

た。１～４P中村整七・今村一美・大石

健二・坪井政人・比嘉美智子・米田直

樹・村上秀作・上月ちひろ 

 

 

芦屋市教育委員会が研究を委嘱す

る「ユニバーサルデザイン授業づくり

部会」の算数数学科の授業研究で

「焦点化」「視覚化」「共有化」の３つの

視点を意識的に取り入れた実践研究

を指導した。子どもの側に立った３つ

の視点でわかり易さを作る研究成果

をリーフレットや報告書にまとめ、報告

会で発表するとともに市内の教職員

に配布した。 1Ｐ中村整七・山下正

記・佐伯千紘・八木美子・田淵雅樹・

林優也・田中義明・森洋樹・小西三枝 

 

芦屋市教育委員会が研究を委嘱す

る「情報教育部会」の算数数学科の

授業で、学習支援ソフト「スカイメニュ

ー」を活用して「誰もが授業で使える

タブレット PC」をテーマにした研究の

指導を行う。児童生徒がペアやグル

ープで考えたものを個々のタブレット

から大型提示装置に映し出し、それら

の考えの共通点や違いを話し合い、
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学びを深めていく授業づくりの成果を

報告書にまとめた。これを報告会で発

表するとともに市内の教職員に配布

した。１Ｐ中村整七・柳本耕平・加島

太成・坂東龍二・池田兼資・陰山圭

一・眞﨑幹雄・伊藤佑輔・今若孝広・

大川隼寛・長野伸哉・垣内あゆみ 

 

初

等

教

科

教

育

法

Ⅲ 

（ 算

数） 

 

（教育実践記録

等）. 

1平成 28・29年度 

芦屋市立打出教

育文化センター所

報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.平成 25年度 

芦屋市立山手小

学校研究紀要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.平成 27年度 

芦屋市立山手小

学校研究紀要 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 3

月 

平成 30年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成 26年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打出教育文

化センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立 

山手小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立 

山手小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

128 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

199 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立学校園教職員の研修等（一

般研修・課題別研修 38講座、新規

採用教員研修及び 2～5年目教員研

修 8講座、教師力向上支援事業）の

実施し、研修内容をとりまとめたもの。

それぞれを監修した後に冊子化し、

教育現場や各教育研究機関に配付

した。 

教師力向上支援事業においては、算

数科１年「大きな数」・２年「長さ」の単

元全時間において授業者とともに単

元構想を練り、毎時間の指導の実際

を考察し、子どもの理解度を観点にし

た研究を掲載している。 

１Ｐ中村整七・大林亮・幸谷省吾 

 

教育目標「みんながかがやく」を実現

させる研究実践をまとめ発刊した。授

業研究では、「共に学びを創り合う子

どもを求めて」を研究テーマに算数科

の学習における言語活動の充実を目

指し、「対話力」を育てるための方策

を探る研究に取り組んだ。研究授業

を実施するごとに「一般化できる方

策」を取りまとめた実践記録を監修し

たものを掲載している。１～３P 

中村整七・栖田千聡・石原恭子・櫃田

麻衣・村岡宏美・大森一彦・新屋敷恵

美子・三浦望帆・高橋知子・森洋樹・

森本良子 

 

教育目標「みんながかがやく」を実現

させる研究実践をまとめ発刊した。算

数科教育では、子どもたちが、「算数

(数学)用語」を駆使して、言葉を生か

した対話ができることで知識や技能を

更新していくことを観点にした実践研

究を行う。考えた道筋を聴き合い、創

り合うことで「仲間との応答のある学

び」が具現できることを目指した研究

実践を監修し掲載している。 

１～３P 中村整七・垣内あゆみ・佐伯

千紘・塩山利枝・延原勝哉・村岡 宏

美・上殿敦子・宮尾陽子・澁谷英明・

西嶋大輔・西尾節子 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

 

 

令和 2年度 

芦屋大学臨床教

育学部教育ジャー

ナル 

 

 

 

 

単 

 

 

令和 3年 3月 

 

 

芦屋大学 

 

 

7 

 

実践研究『「算数科」における「主体

的・対話的で深い学び」を実現させる

指導法に係る一考察』を掲載した。初

等教科教育法「算数科」の教育実践

の中で「主体的・対話的で深い学び」

を算数科の授業でどのように実現さ

せていくのかを学生と共に見つけよう

とした実践をふり返り、考察したものを

掲載した。子どもたちが主体的な学

べるようにする指導法、深く考えられ

るように誘う指導法やその学習過程

の創り方などについてまとめている。 

 

教

職

実

践

演

習

(幼・

小) 

 

（教育実践記録

等） 

1.平成 25・26・27

年度 

芦屋市立山手小

学校「学校要覧」 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

2.平成 25・26・27

年度 

芦屋市立山手小

学校「学校だより」 

 

 

 

 

 

 

 

3.平成 26年度 

芦屋市立山手小

学校研究紀要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 4

月 

平成 26年 4

月 

平成 27年 4

月 

 

 

 

 

 

  

 

平成 25年 4

月より平成 28

年 3月 

各月発刊配付 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立 

山手小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立 

山手小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市立 

山手小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営の基本的構えを明示し、学

校教育目標との関連、目指す地域の

姿、目指す学校の姿、目指す家庭の

姿を相互に関連づけ、幼児教育との

連携を視野に入れて教育課程編成

に反映させている。さらに、学校の教

育課程において実践する人権教育、

授業、特別活動を 3 本柱に据え、年

間計画に基づいた具体的な実践の

様子を著し考察を加えている。同時

に、各学年及び専科における年間目

標を監修したものを掲載している。 

 

学校での学習や生活の中で子どもた

ちの良いところや、入学前から入学を

経て成長する具体的な姿などを保護

者に宛てて紹介している。また、教育

目標「みんながかがやく」を実現させ

る様々な教育活動の具体的な実践や

その意味・価値を記している。毎月刊

行し、学校長として目指す教育の在り

方を具体的に説明してきたもの。教職

員への指導用としても活用してきた。 

 

教育目標「みんながかがやく」を実現

させる研究実践をまとめ発刊した。人

権教育では、「確かな人権感覚を持

ち、互いに認め合い、共に生きる子の

育成をはかる」を基本方針にして、７

つ（差別解消、いじめ・心、特別支

援、国際理解、平和、男女共生、命）

の柱を立て、幼児教育との連携の視

点も加えて取り組んだ教育活動の具

体的な実践方法と実践記録をまとめ

発刊した。１～４Ｐ 

中村整七・西尾節子・村岡 宏美・佐

伯千紘・上殿敦子・宮尾陽子・澁谷英

明・西嶋大輔・櫃田麻衣・福本洋子・

延原勝哉・中村珠貴 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

 

令和元年度 

芦屋大学論叢第７

2号 

 

 

 

共 

 

令和 2年 3月 

 

芦屋大学 

 

研究論文「学校インターンシップの実

態と効果に関する一考察」-芦屋大学

と地域の小学校を結ぶ取組を通して-

を芦屋大学論叢に掲載した。学校イ

ンターシップの活動を通して、学生た

ちが小学校の教育現場での体験で

何を学び、思いがどう変化したのかに

ついて考察し、学生の進路形成にど

のように寄与したのかをまとめたもの

を掲載している。 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又

は発表学会等の名称 
概   要 

【学術論文】 

平成 30年度 

芦屋市教育研究部会委嘱

研究報告書  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

芦屋大学論叢第７2号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度 

芦屋大学臨床教育学部教

育ジャーナル創刊号  

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

平成 31年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 

 

打出教育文化センタ

ー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

 

芦屋市教育委員会が研究を委

嘱する「授業改善部会」「外国

語教育部会」「特別支援部会」

「体力向上部会」「食育部会」の

５つの研究部会の成果を報告

書にまとめ、報告会で発表する

とともに市内の教職員に配布し

た。  

各部会の研究内容の指導と報

告書の監修を行った。 

 

研究論文「学校インターンシッ

プの実態と効果に関する一考

察」-芦屋大学と地域の小学校

を結ぶ取組を通して-を芦屋大

学論叢に掲載した。学校インタ

ーシップの活動を通して、学生

たちが小学校の教育現場での

体験で何を学び、思いがどう変

化したのかについて考察し、学

生の進路形成にどのように寄与

したのかをまとめたものを掲載し

ている。 

 

実践研究『「算数科」における

「主体的・対話的で深い学び」

を実現させる指導法に係る一考

察』を掲載した。初等教科教育

法「算数科」の教育実践の中で

「主体的・対話的で深い学び」

を算数科の授業でどのように実

現させていくのかを学生と共に

見つけようとした実践をふり返

り、考察したものを掲載した。子

どもたちが主体的な学べるよう

にする指導法、深く考えられる

ように誘う指導法やその学習過
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程の創り方などについてまとめ

ている。 

【その他（講演や発表）】 

1．芦屋市立小中学校新規

採用教員研修会 

 

 

 

2．芦屋市 2 年次～5 年次

教員研修会 

  

  

平成 31 年 2 月

12日 

 

 

 

令和元年 5 月

13日 

 

芦屋市教育委員会主

催初任者教員研修会 

 

 

 

芦屋市教育委員会主

催 2 年次～5 年次教

員研修会 

 

 

初任者の一年間の取り組みの

ふり返りを基に今後の取り組み

方について講話を行う。 

 

 

「『主体的・対話的で、深い学

び』 

を実現するために」をテーマに

して、新学習指導要領完全実

施に伴う授業改善の意義や具

体的方法等について講演を行

う。 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名   西 光   晴 彦     

担当授業科目に関する研究業績等 

担当授業科目 
著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は

発表学会等

の名称 

概   要 

情報社会と情

報倫理（Ⅰ） 

 情報社会と

情 報 倫 理

（Ⅱ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・視聴覚教育

Ⅰ放送教育Ⅱ 

マスコミ環境の改

善と現代の子ども

達へのメディア教

育１  現代メディ

アの状況を踏まえ

てマス・メディアを

考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスコミ環境の改

善と現代の子ども

達へのメディア教

育 2  現代メディ

アの状況を踏まえ

てマス・メディアを

考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：伝達(教育)方法

の発達過程とその

歴史的背景の一

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単  

平成 14年 11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 15年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17年 6月  

芦屋大学論

叢第 37号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢第 38号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学創

立 40 周年記

念論文集Ⅱ  

教育学論説資料保存会優秀

論文として掲載保存。人類の

進化・成長過程で言語が生ま

れ文字が創り出され人間社会

のコミュニケーションの媒体とな

った。科学技術の発達により視

聴覚メディアが誕生。更にこれ

を一斉に電送するマスメディア

を開発した。情報化時代は高

度通信情報化社会を誕生させ

た歴史的経緯を論述すると共

に、「コミュニケーションとは」に

ついての諸説を紹介している。

そしてこれらのマスメディアから

発信される膨大な情報を正しく

取捨選択する処理能力を養う

ためのマスメデイア教育の重要

性について論究している。 

 

教育学論説資料保存会優秀

論文として掲載保存。変貌した

マスメディアの注目すべき事例

(報道)を取り上げ、その報道の

あり方が社会に対してどのよう

な影響を与えたのかを検証と

考察として論述した。また、これ

らのことから「ジャーナリズムの

倫理」について言及し、更には

「言論の自由と知る権利」とは

如何なるものなのかについても

論述している。また、報道のあ

り方の問題点とマスメディア(ジ

ャーナリズム)の本来あるべき任

務と使命、そして存在意義を確

認することによってマスメディア

から発信される情報にアジテ

ートされないメディアリテラシー

を養成することを論述してい

る。 

 

教育と伝達について、その歴

史的経緯・発達過程を探りなが

ら、その発達過程の中で、これ

まで開発された視聴覚教育や
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考察  -視聴覚教

育を中心に- 

 

視聴覚教材について紹介して

いる。そしてこれらの視聴覚教

材が教育にどのように役立てる

ことができたのかを論究してい

る。また、視聴覚教育・視聴覚

教材についての諸説を紹介

し、現代の視聴覚教育・視聴

覚教材と比較し解説している。

そして高度情報通信社会で育

った現代の子供たちの教育に

視聴覚教育・視聴覚教材は必

要であることを論述・展開して

いるが、これらはあくまでも教

育の補助であり、これを活用す

る教師の役割が重要であること

を結論づけている。 

  

研究業績等に関する事項 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表

雑誌又は発

表学会等の

名称 

概   要 

【学術論文】 

1.マス・メディアの大衆操作とメディア

教育（その１） 

 子供の食品(お菓子)選択吟味に与

える影響［Communicability と

Literacy］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.マス・メディアの大衆操作とメディア

教育（その 2） 

 テレビ・メディアの虚構と現実

［Communicability と Literacy］                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 4年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 8年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 4 年度 

日本産業教

育研究会研

究紀要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論

叢 第 25号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育学論説資料保存会優秀

論文として掲載保存。現在の

子ども達は急激に発達した情

報化社会の中で生活してい

る。特にテレビの発達普及によ

り自分から働きかけなくとも容

易に情報が得られ、その断片

との接触に終始という状況を作

ってきた。このために子ども達

の学習に対する姿勢は受動的

な傾向が強く、無感動であり、

探求心に乏しい。しかし情報化

社会で育った子ども達の感性

に訴えた情報伝達はかえって

効果が高められると考える。感

性に訴えた情報伝達すなわち

テレビを媒体とする情報伝達

である。この効果を論究してい

る。 

 

教育学論説資料保存会優秀

論文として掲載保存。現代の

子ども達を取り巻く環境は、そ

の得る情報の質・量共に大人

の社会に迫っている。しかも、

これらの情報が子ども達に悪

影響を与えていることも事実で

ある。そして、この傾向は今後

益々深まって行くことは容易に

予測される。そこで、本研究の

目的はマス・メディアから発信

される情報伝達を正しく各々の
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3.伝達(教育)方法の発達の一考察 

視聴覚教育の史的展開を中心に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

4.小学生における情報機器(コンピュ

ータ・放送機器)に関する実態調査

研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 10年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 11年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立小

学校・科学教

育部(視聴覚

教育分科会 )

特別紀要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 11 年度 

日本産業教

育研究会研

究紀要 

 

映像メディアや活字メディアと

比較判断すると共に取捨選択

し、自分のものとして正しく理

解するためのリテラシー(Ｌｉｔｅｒ

ａｃｙ「情報処理能力」)を養成す

るためのメディア教育の必要性

と、そのあり方と効果について

報告するものであるが、現代メ

ディアの状況を踏まえてマス・

コミュニケーションを考える(近

年の事例を検証しながら報道

のあり方に一石を投じる)ことに

よって、マス・メディア(情報発

信者)に警鐘を鳴らし、本来あ

るべきマス・メディア(ジャーナリ

ズム)の使命と存在意義を確認

し、その問題解決のための方

途を論述してゆきたい。 

 

当然のこととして視聴覚教材を

活用した教育伝達(映像記号

伝達)は、これをまったく活用し

なかった教育伝達(文字記号

伝達)よりも、その効果が高い

のは自明の理である。このこと

は文字だけによるコミュニケー

ションと大きく異なることであり、

文字は原則として就学すること

によってはじめて教えられ、文

字と共に難しい意味や法則・

論理を学んでいくのであるが、

現代の情報化社会で生きる子

ども達は就学以前の家庭のな

かで、無意識の中で映像記号

伝達(テレビが中心)を習得して

いるのである。 そこで、人類が

コミュニケーションを取る手段と

して言語や文字を開発してき

た経緯と知識の伝達(教育)方

法がどのように発達してきたの

か、また、その過程の中で開発

された視聴覚教育(教材)は、ど

のような必要性で誕生したの

か、そして、代表的な学者や教

育者の諸説の解説を通して、

その発展過程と歴史的背景と

意義を探ることによって現在の

伝達(教育)に役立てようとする

ものである。 

 

情報機器(コンピュータ・放送

教材)を活用することによって、

学習者である子供たちは、新

鮮な感動を得ることができるの

ではないかと考えることができ
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5.マスコミ環境(テレビを中心に)が現

代の子ども達に与えた功と罪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 
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日本産業教

育研究会研

究紀要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。そしてこのことによって、学

習意欲が高められ、事物事象

の認識を容易にさせるととも

に、クリエイティブな思考と発展

的な学習を促すことにつながる

と思われる。そして、何よりもこ

れらの情報機器(コンピュータ・

放送教材)を正しく活用すること

によって、洪水のように氾濫す

るさまざまな情報を正しく比較

判断するリテラシィー(Literacy)

も養成することになると考えら

れるのではないか。 

現代を生きる子供たちは情報

機器に関して、どの程度の興

味や知識を持っているのか、そ

して活用する環境作りはできて

いるのか、また活用しようとして

いるのかということについて実

態調査を行った結果を分析

し、その実態を把握することに

よって、次代を担う子供たち

に、少しでも正しい情報機器

(コンピュータ・放送教材)の活

用の仕方や情報機器(コンピュ

ータ・放送教材)の設置・環境

作りに役立ててゆく為の方途を

探りゆくものである。 

 

今世紀初頭に開発されたテレ

ビによって、たしかに、コミュニ

カビリティ(Ｃｏｍｍｕｎ－ｉｃａｂｉｌｉｔ

ｙ)は高められ、私達の生活は

便利になり、世界は狭まった。

私達の住んでいる地球の裏側

で起こった出来事が、テレビ画

面を通じて自宅に伝達され、

私達は、それらの情報をもとに

して出来事を認識している。し

かし、その情報は事実として直

接、自分の感覚器で確かめた

わけではない。もちろん地球の

裏側で起こった出来事を誰も

が直接確認することはできない

が、いつのまにか私達は、それ

はテレビ画面に映った一部で

あるということを忘れている。そ

の出来事が起こるに至るまで

の背景や、その土地の環境ま

で、克明に認識する必要はな

いかも知れないが、少なくとも

私達の生活に直接影響するこ

とや、私達の判断によっては社

会情勢に変化をもたらすような

ことについては慎重な判断と、
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6.マス・メディアの大衆操作とメディア

教育（その３） 

 テレビ・メディアの虚構と現実

［Communicability と Literacy］                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業科

学学会研究

論叢  第 18

号 

それにともなう行動をしなけれ

ばならない。  そこで、本研究

ではマス・メディアより発信され

る情報伝達を正しく比較判断

するリテラシー(Ｒｉｔｅｒａｃｙ)を養

成するためのメディア教育の必

要性と、そのあり方と効果につ

いて報告するものであるが、本

稿では、サブタイトルにあるよう

に［マスコミ環境(テレビを中心

に)が現在の子ども達に与えた

功と罪］について論述してゆき

たい。 

 

私たちの日常生活での情報源

は未だテレビ放送から発信さ

れるものが、その大半を占めて

いるのが現状である。このこと

から映像による情報伝達の媒

体として、凄まじい影響力を持

つテレビは弊害も与えているこ

とは紛れもない事実である。家

庭の茶の間に座ってテレビを

見ながらくつろいでいるだけな

のに、実際にはエネルギーを

消費しているし、テレビを見す

ぎると精神活動が低下してしま

うという精神科医からの報告も

あげられている。また、テレビ

映像の持つ特殊技法の発達

は虚構と現実の境界をぼかし

ていることにも気づかねばなら

ない。このことにより、マス・メデ

ィア（テレビ放送）より発信され

る情報伝達を正しく比較判断

するリテラシィー(Literacy)を養

成するためのメディア教育の必

要性を報告するものである。 

  
 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名  藤 本  光 司   

教職課程における担当授業科目に関する研究業績等 

担当授業科目 
著書、学術論文

等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は

発表学会等

の名称 

概   要 

中等教科教育

法【技術】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著書） 

『技術・家庭科

【技術分野】』 

 

共 

 

平成 27 年 2 月 

 

開隆堂 

 

主な執筆は、「ガイダンス

p2-14」、「材料と加工に関

する技術 p20-84」である。

本教科書は、全国の中学校

技術科で 6 割が利用してい

る文部科学省検定済教科書

である。  

『技術・家庭科

【技術分野】学

習ノート』、開

隆堂 

編 平成 27 年 11 月

発行予定 

開隆堂 全国の中学校技術科で生徒

が使用する学習用ノートの

編著。「ガイダンス：p1-

7」、「材料と加工に関する

技術：p8-43」、「エネルギ

ー変換に関する技術：p44-

63」について、本学卒業の

ベテラン技術科教員 6 名を

招集し、新たな視点による

生徒の学び支援の学習ノー

トとしてまとめた。 

  
『アクティブラ

ーニングで深め

る技術科教育

（自己肯定感が

備わる実践）』 

共 平成 27 年 10 月

30 日 

開隆堂 グローバル化に対応した学

校教育として、個々人の潜

在的な能力を最大限に引き

出し、よりよい社会を築い

ていけるような教育が重要

である。本著は、技術科教

育の意義を改めて見直し、

実践的な内容で編集した。

「倫理観を養いやさしさを

育む情報教育」pp128-135 

  
『主体的に学び

意欲を育てる教

学改善のすす

め』 

 

 

 

編 平成 28 年 4 月

15 日 

ぎょうせい 教育学を学ぶ学生、教職に

従事している教員に対し

て、これからの「教学」を

考え、その在り方、道筋を

示すために教育方法学的な

側面から執筆した。全 238

ページ編著 
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『技術科教材

論』 

 

 

 

 

 

 

共 2021.4.26 竹谷書房 問題発見と課題設定の教材

化、インストラクショナル

デザインを活用した技術科

の授業、ADDIE モデルと

ARCS モデルによる授業設

計、魅力的な授業を提供す

るための授業設計、チーム

ビルディングなど執筆 

 

『技術・家庭科

（技術分野）』  

※ 文科省検定教

科書 

 

共 2021.4 開隆堂出版

株式会社 

内容 A の「材料と加工の技

術」に関する領域を編集 

（学術論文） 

藤本光司、他 15

名：「工業高校

におけるコミュ

ニケーション演

習と能動的学習

(1)～(6)  

 

共  

 

平成 26 年 3 月

～28 年 3 月  

 

情報コミュ

ニケーショ

ン学会 研究

報告 CIS 

（2014～

2018）  

 

工業高校の特色を活かし、

チーム学習、ものづくりを

通して、コミュニケーショ

ン能力や表現能力を身につ

けさせることを目的に授業

内容や学習の効果と課題、

評価方法について 5 年間の

取組を論述した。第 13 回全

国大会にて優秀発表賞を受

賞 

  
(教育実践記録等) 

    

「循環型社会形

成をめざした環

境学習の実践、

～ミミズ・コン

ポストによる給

食残菜の堆肥化

と野菜の栽培・

調理・販売～」 

単 平成 19 年 3 月 『シティ・

サクセス・

ファンド第

３回実践報

告集』、 

（財）消費

者教育支援

センター 

技術科の「生物育成に関す

る技術」における教材とし

て、給食から排出される残

菜を活用して、ミミズを育

て、そこから生まれた堆肥

を活用し生物を育成する学

習モデルを作成し循環型環

境教育の授業実践を行っ

た。本稿では、その取組に

ついての概要を論じた。

pp.92-95 

  
「アクティブラ

ーニングに求め

られる学習成果

の測定と活用」 

 

共 平成 26 年 8 月 日本教育情

報学会 第

30 回年会論

文集（京都

市立芸術大

学） 

学習者が教科の到達目標に

達したか否かは形成的評価

を経て定期考査などで判定

される。その過程で情意形

成が関連しているが、生徒

の自主性について視覚化で

きる評価の方法論について

調査に基づき報告した。

pp18-21 
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（著書） 

『中学校技術・

家庭科地域別教

材「技術分野の

実践例・授業提

案集（近畿

編）」』 

 

 

 

編 

 

平成 27 年 5 月 

 

開隆堂 

 

本著の編著者として「巻頭

言」を執筆し次の学習指導

要領の方向性を述べた。近

畿地区 2 府 4 県の技術科教

員から集めたで教育実践集

であり、地域の特色を取り

入れた実践でまとめた。技

術科全 4 領域を網羅し各地

区から 15 編を選んだ教育実

践集である。pp2-31 

  
（学術論文） 

「中学校技術科に

おける材料加工分

野の研究(1) 

― 木工具に視点

をおいた教材の考

察 －」 

共 平成 28 年 2 月  情報コミュニ

ケーション学

会 第 13 回

全国大会発表

論文集 

材料加工分野についての基礎

研究として、平成 28 年度か

ら使用される文部科学省検定

済の『技術・家庭科(技術分

野)』の 3 社に記載された木材

加工の「木工具」について比

較調査した。その結果、多様

に掲載されているものの各社

かなりの差が見受けられた。 

  
「「主体的･対話

的で深い学び」に

挑む技術科教育の

研究(1) ― 兵庫県

中学校技術･家庭

科教育の研究と試

行的取組からの学

び ―」 

 

共 平成 29 年 8 月 日本教育情報

学会 第 33

回年会論文集 

次期学習指導要領を教育現場

で実践するために、県内の教

科部会との共著で投稿した。

主に技術科としての「見方・

考え方」について、生物育成

の内容の授業実践を含めて論

述した。 

教員採用試験にお

ける専門分野への

対応 － オリジ

ナル問題集の制作

と学生調査による

評価 － 

 

共 2020.2.29 情報コミュニ

ケーション学

会 第 16 回

全国大会発表

論文集 

地方自治体が実施する教員採

用の 5 都市を対象に調査研究

を行った。採用試験の教職問

題や各教科に関する問題を分

析し、院生と採用試験問題集

を制作した。さらに、本学学

生に調査を実施して採用試験

に関する課題や展望を整理し

た。 

 

中学校技術科にお

ける SDGs と

STEAM 教育との

関連(1) 

 ― 理論背景の

整理と学習モデル

の開発に向けて 

― 

共 2020.2.29 情報コミュニ

ケーション学

会 第 16 回

全国大会発表

論文集 

持続可能な開発目標（以下、

SDGs）は、昨今、国際的な

行動規範として産官学のビジ

ョンに位置づけられている。

本稿では、大学教育における

教学面での SDGs への方策に

ついて、他大学の先進的な取

り組みと、本学的に実施でき

る活動や取り組みを紹介し

た。 
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技術科教育として

の異校種連携にお

けるカリキュラム

マネジメント

（１） ― エネ

ルギー変換分野に

おける試作モデル

の評価と課題 ― 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.2.29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報コミュニ

ケーション学

会 第 16 回

全国大会発表

論文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科間連携や異校種連携（幼

少中など）などカリキュラム

マネジメント（ＣＭ）を取り

入れた教育活動が注目されて

いる。技術科教育のさらなる

可能性を探るためにＣＭを導

入することによって得られる

成果を探り、これらの理論背

景を整理した。また、技術科

教育と他教科との関連性や異

校種連携の事例紹介と今後の

課題並びに評価を述べた。 

 

総合的な学習

時間の指導方

法 

「主体的な学びを

支援するためのチ

ーム学習に関する

研究，－FFS 理論

を活用した学習者

特性の基礎調査を

通して－」 

 

共 2011.8 日本教育情報

学会第 27 回

年会論文集 

 

pp.190-193 

 

「主体的な学びを

支援するためのチ

ーム学習に関する

研究(2)－ 二つ

の世代カテゴリに

よる，FFS 理論の

原因子と特性出現

率の分析 －」 

 

共 2012.8 日本教育情報

学会第 28 回

年会論文集 

 
pp246-247 

「能動的学習によ

る循環型社会の構

築をめざした実践

研究 －「尼海堆

肥」で菜の花を育

て、菜種から搾油

の環境プロジェク

ト －」 

 

共 2013.3 情報コミュニ

ケーション学

会第 10 回全

国大会発表論

文集 

 

pp24-25 

「工業高校におけ

るコミュニケーシ

ョン演習と能動的

学習(1) － もの

づくりを通したチ

ーム学習の授業実

践 －」 

 

共 2013.3 情報コミュニ

ケーション学

会第 10 回全

国大会発表論

文集 

 

pp131-136 

 

「工業高校におけ

るコミュニケーシ

ョン演習と能動的

学習(2) － 自主

性尺度得点による

1 年生の調査と生

徒の変容について 

－」 

 

共 2013.3 情報コミュニ

ケーション学

会第 10 回全

国大会発表論

文集 

 

pp131-136 

「バレエ実技のオ

ンライン授業に関

共 令和 3 年 8 月 日本教育情報

学会 第 37

実技科目を履修する学習者へ

の指導方法として、リアルタ
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する研究 － リア

ルタイム型授業に

よる調査結果と今

後の課題 －」 

 

回年会論文集

（岐阜女子大

学） 

イム型のオンライン授業の展

望と課題を報告した。pp404-

405 

「グローバル教育

の実践に向けて 

－ イギリス中等

教育の教育事情の

考察 －」 

共 令和 3 年 8 月 日本教育情報

学会 第 37

回年会論文集

（岐阜女子大

学） 

 

 

総合的な学習の時間に対し

て、生徒の国際感覚の育成や

教育のグローバル化に対する

教育実践について、イギリス

の教育現場での取り組みを紹

介した。pp390-391 

「バレエ教育の情

意面に着目した指

導方法の研究

（１）」 

共 令和 4 年 3 月 情報コミュニ

ケーション学

会 第 19 回

全国大会発表

論文集（青山

学院大学 相

模原キャンパ

ス） 

 

舞台芸術の側面で学習者の情

意的側面の変容について自己

肯定感から述べた。特にバレ

エ芸術の分野において、学習

者への指導方法のメリットと

デメリットを整理した。

pp78-79 

「アーツマネジメ

ントの課題と展望

を探る（１）」 

共 令和 4 年 3 月 情報コミュニ

ケーション学

会 第 19 回

全国大会発表

論文集（青山

学院大学 相

模原キャンパ

ス） 

 

舞台芸術において、製作する

演目や技術スタッフの活動な

ど、アーツマネジメントの側

面より県立劇場におけるマネ

ジメントを紹介した。pp80-

81 

教育の方法と

技術（中等） 

（著書） 

『元気が出る学び

力 世の中の本質

が見えてくる学び

のヒント』 

 

編 

 

平成 23 年 4 月 

 

ぎょうせい 

 

教員が軸とするこれからの教

育的視点を論じた。コメニウ

スなどの古典的教授法はもと

より、ピアジェの行動主義や

ジューイの構成主義の考え方

などを現代の教育事例に透か

して考える内容を掲載してい

る。さらに、学習者が主体的

に学ぶアクティブラーニング

の手法として、e-learning や

学習環境のラーニングコモン

についても執筆した。林徳

治、奥野雅和らと編著、pp1-

202 

  
（学術論文） 

「アクティブラー

ニングに求められ

る学習成果の測定

と活用」※方法論

からのアプローチ

（テーマ別セッシ

ョン） 

 

共 

 

平成 26 年 8 月 

 

日本教育情報

学会 第 30

回年会論文

集、pp18-21 

 

学習者が教科の到達目標に達

したか否かの形成的評価につ

いて情意形成の側面から自主

性の因子分析を行い、高等学

校 1 年生と 3 年生の変容を統

計分析して研究成果を報告し

た。 
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（教育実践記

録） 

「工業高校にお

けるコミュニケ

ーション演習と

能動的学習

（１）～（５）」 

 

共 

 

平成 25 年～平

成 27 年 

 

情報コミュ

ニケーショ

ン学会第 10

回～13 回全

国大会発表

論文集 

 

高大連携校での 3 年間の取

り組みについて、授業内

容、ものづくりを通したコ

ミュニケーション演習、生

徒主体の展示活動、チーム

学習の効果と課題、などに

ついて報告した。 

  
教職科目におけ

るインストラク

ショナルデザイ

ンを用いたアク

ティブラーニン

グの展開(1)  － 

ARCS モデルに

基づく学習意欲

を引き出す授業

の取り組みと手

だて － 

 

共 2017.3.4 情報コミュ

ニケーショ

ン学会 第

14 回全国大

会発表論文

集 

教科教育法で求められる指

導内容は、教科の歴史的経

緯を理解し、学習指導要領

の読み解き、授業の実践力

に必要な知識・技能の習得

などである。本研究では、

ARCS モデルに基づく学習

意欲を引き出す授業の取り

組みと手だてを報告した。 

 

対話的で深い学

びを取入れた自

己調整学習の研

究 － 多人数授

業におけるレポ

ート分析調査と

書き行動方略へ

の影響 － 

 

 

 

 

 

共 2018.8.24 日本教育情

報学会 第

34 回年会論

文集 

「教育と方法の技術［中等

教育］」は、多人数授業であ

るが対話的で深い学びを展

開している。本授業で、形

成的に評価した 12 回分のレ

ポート成績をカテゴリ別に

分析するとともに自由記述

の階層的クラスタ分析を行

った。その結果、自己調整

学習の理論に示された「書

き行動方略」の指導段階で

第 4 段階まで到達している

ことが判明した。 

 

8．教職科目にお

けるインストラ

クショナルデザ

インを用いたア

クティブラーニ

ングの展開 (3) ― 

中学校技術科教

育における「主

体的・対話的で

深い学び」を実

現するための授

業モデルの検討 

― 

 

共 2018.3.10 情報コミュ

ニケーショ

ン学会 第

15 回全国大

会発表論文

集 

技術科の「材料と加工に関

する技術」領域では、設計

→試作→検討→製作という

新しい授業プロセスが示さ

れている。特に「試作→検

討」は、主体的で対話的な

深い学びを推進するための

コミュニケーションの単元

とも考える。本稿ではイン

ストラクショナルデザイン

を意識した授業モデルを検

討した。 
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（著書） 

『主体的に学び

意欲を育てる 

教学改善のすす

め』 

 

編  

 

平成 28 年 4 月 

 

ぎょうせい 

 

本著は、知識基盤社会を生き

抜く力の学生の学びについ

て主に教職履修の学生を対

象とした著書である。構成主

義や行動主義、ガニエの 9 教

授事象など基礎・基本的な学

習理論を網羅しつつ、アクテ

ィブラーニング型授業の設

計プロセス(ADDIEモデルや

ロジックツリーなど)につい

て、これから求められている

21 世紀型能力のキーコンピ

テンシーを軸に展開してい

る。また、ICT を活用した反

転授業や情報モラルの指導

方法など、最新の ICT 活用の

実践も掲載している。全 238

ページを編著 

  
（学術論文） 

『学習情報研究

（2007、3 月

号）』、特集：国

際交流学習の成功

の秘訣、「国際理

解教育における成

功の秘訣」 

 

共 

 

平成 19 年 3 月 

 

 (財)学習ソ

フトウェア情

報研究センタ

ー 

 

国際社会では自己を確立し、

人権感覚を育み、広い視野で

異文化を吸収し、違った立場

や違う国の人との共生をめざ

した資質や能力を育成する必

要がある。本稿では、日本人

学校や国際協力の教育活動

(JICA）について社会教育を

軸に論述した。林徳治との共

著、pp.9-13、 

  

（教育実践記録） 

「中学校技術科教

育におけるエネル

ギー変換に関する

教材研究(1) － 

ESD の観点から

LED 教材の一考

察 －」 

 

 

共 

 

平成 26 年 11 月 

 

情報コミュニ

ケーション学

会 研究報告

CIS Vol.11、

No4  

 

中学校技術科において、持続

可能な開発のための教育

（ESD）の観点からエネルギ

ー変換の領域で扱う教材につ

いて考察した。pp14-15 

「中学校技術科に

おける自尊感情育

成の研究(1) － 

電子黒板の効果的

活用法 －」 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 2 月 情報コミュニ

ケーション学

会 第 13 回

全国大会発表

論文集 

 

 

 

 

 

 

授業に参加できない生徒の中

には「意欲」に問題があるの

ではなく「発達障害」が原因

であると推定される者も少な

くない。これらの生徒に対す

る「合理的配慮」についても

検討していく必要がある。本

稿では、電子黒板（スマート

ボード）を活用した授業実践

について報告した。pp24-27 

 

「教員免許更新講

習の必修領域に関

する実践と評価 

－ 教育方法学の

講座内容を通した

共 令和 3 年 8 月 日本教育情報

学会 第 37

回年会論文集

（岐阜女子大

学） 

教職課程で実施している教育

方法論について、教員免許更

新講習の必修領域で実施した

教材内容の実践と評価を検証

した。また、講座内容を通し
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異校種間交流と事

後調査分析の報告 

－」 

 

た異校種間交流と事後調査分

析の報告を行った。p378-379 

 

「新設「情報通信

技術を活用した教

育の理論及び方

法」の対応と課

題」 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報コミュニ

ケーション学

会 第 19 回

全国大会発表

論文集（青山

学院大学 相

模原キャンパ

ス） 

 

令和 4 年度から新設される教

職科目、「情報通信技術を活用

した教育の理論及び方法」に

関する全国的な対応状況を調

査してシラバス内容を検討し

た。pp82-83 

 

 

「高等学校情報科

における効果的な

VC 教材の開発と

授業実践の研究 

（目に特性を抱え

た生徒を対象とし

て）」 

 

共 令和 4 年 3 月 

 

 

情報コミュニ

ケーション学

会 第 19 回

全国大会発表

論文集（青山

学院大学 相

模原キャンパ

ス） 

情報教育における指導の留意

恬として、目に特性を抱えた

生徒が 5%存在している。本

稿では、それらの生徒への対

応として、VC 教材を開発し

て支援を行う際の教材の提案

を行った。pp84-85 

 

教職実践演習

（中等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（著書） 

 『必携！相互

理解を深める 

コミュニケーシ

ョン実践学（改

訂版）』 

 

共 

 

平成 22 年 3 月 

 

ぎょうせい 

 

心理学カウンセリング手法

の「アサーション」や地図

的概念法（ＫＪ法、強制連

結法）など、2１の教材コン

テンツ。全教材が 90 分のグ

ループ演習とし、学習者が

ＰＤＣＡサイクルマネージ

メントによる振り返り学習

が可能な学習者参加型教

材。教員が学級経営や授業

作りに活用できる配布プリ

ント教材も全ての編に揃え

ている。林徳治、沖裕貴監

修、pp1-186 

  
（学術論文） 

「主体的な学び

を支援するため

のチーム学習に

関する研究」 

 

共 

 

平成 26 年 8 月 

 

日本教育情

報学会 第

30 回年会論

文集 

 

学校の教科指導や特別活動

において班編成を軸とした

学習をすすめることが多い

が、無作為抽出型の班編制

では、学習者の情意的特性

が偏り、班の活気や学習到

達度に影響する場合もあ

る。FFS 理論を活用して中

高生のリーダー特性を分析

し、リーダータイプの出現

率や因子特性を一般社会人

と比較した。pp206-207 

  
 

 

 

 

 

 

プログラミング

的思考における

各思考スキルの

体系化の試み 

―小学校学習指

共 

 

 

 

 

 

2019.2.23 情報コミュ

ニケーショ

ン学会 第

16 回全国大

会発表論文

中教審答申（2008）は思考

する手順に焦点を当てた思

考スキルが注目され、新学

習指導要領でも各教科等の

特質に応じて、「プログラミ
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導要領改訂にお

いて― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集 ング的思考」の育成が求め

られる。そこで本研究では

プログラミング的思考に関

する思考スキルを教科ごと

に整理することで、各思考

力がどの教科で身に付く機

会があるのかを分析し報告

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中学校技術科

の教職課程にお

ける課題と展望

（１） － 全国

の動向と本学の

現状について 

－」 

共 

 

2019.8.24 日本教育情

報学会 第

34 回年会論

文集 

中等教科教育法（技術科）

における教員養成におい

て、本稿では、本教科とし

ての教員養成の課題を概観

するとともに、今後の教師

力に関する課題と展望につ

いて述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校技術科の

教職課程におけ

る課題と展望

（２）－ 教職

必修科目の成績

と教員採用試験

の合否結果との

関連性について 

－ 

共 2020.8.29 日本教育情

報学会 第

35 回年会論

文集 

全国の技術科教員養成課程

の設置状況を調査し、本コ

ースの免許状取得状況

（2011-2018）や採用試験の

合否、採用倍率等から本学

的な課題や展望を述べた。

本稿では、筆者が担当する

「中等教科教育法技術Ⅲ

（前期）・Ⅳ（後期）」の定

期試験の点数と採用試験合

否結果をもとに分析を行っ

た。その結果、定期試験の

成績別にみると、採用試験

の合否によって有意差が表

れた。 

 

 

 

家庭科教育の住

生活分野におけ

る地域とのつな

がりを意識した

学習活動の研究 

－ 学校周辺の

住環境調査を通

して誰もが快適

な暮らしを考え

る － 

共 2020.8.29 日本教育情

報学会 第

35 回年会論

文集 

工業高校での「創造基礎」

の授業で取り入れていた自

主性尺度や FFS 理論を取り

入れて、チーム分けや生徒

自身の成長度を確認した。

本稿は、「プロゼロ」を学ん

だ生徒たちがゼミとは違う

授業の中で、その手法をど

のように活用し実践してい

るかを家庭科の授業を通し

て得た成果を報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバル人材

育成を視野に入

れた授業の研究

（１）－ 「主体

的・対話的で深

い学び」を主眼

においた海外研

修の考察 － 

共 2020.8.29 日本教育情

報学会 第

35 回年会論

文集 

主体的・対話的で深い学び

を教育現場で具現化し、グ

ローバル人材の育成を実践

可能なものにするための研

究として、グローバル人材

に求められる資質を考察し

た。芦屋学園高等学校・中

学校が、これまで実践して

きた海外研修を振り返り明

らかになった課題を提起し
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た。また、海外の授業実践

例もふまえたうえで、今後

の海外研修が担うべき役割

を考察した。 

 

（教育実践記

録） 

『学習情報研究

（2009、3 月

号）』「Ｗｅｂ

活用によるフォ

トランゲージ手

法 ～ 情報を

構造化する力の

育成 ～」 

 

単 

 

平成 21 年 3 月 

 

(財)学習ソフ

トウェア情

報研究セン

ター 

 

Web 上に発信された情報を

学習教材として活用する場

合、その情報の信憑性を精

査しなければならない。言

語情報の整合性を確認する

のは容易であっても、視覚

情報が与える影響は意図に

反した解釈がなされる場合

もある。フォトランゲージ

（Photo Language）手法に

応用し、授業実践で得た視

覚情報の取り扱いに関する

知見について述べた。pp1-2 

  
（学術論文記

録） 

「職科目におけ

るインストラク

ショナルデザイ

ンを用いたアク

ティブラーニン

グの展開(1) 

 ― ARCS モデ

ルに基づく学習

意欲を引き出す

授業の取り組み

と手だて ―」 

 

共 

 

平成 29 年 3 月 

 

情報コミュ

ニケーショ

ン学会 第

14 回全国大

会発表論文

集 

 

教科教育法で求められる指

導内容は、教科の歴史的経

緯を理解し、学習指導要領

の読み解き、授業の実践力

に必要な知識・技能の習得

などである。本研究では、

15 回の授業を通したアクテ

ィブラーニングの実施と技

術科教員に必要な知識と実

践力を対話的かつ主体的に

身に付け、深化できる能力

を求め、インストラクショ

ナルデザインの知見を取り

入れ実践を重ね知識と実践

力を効果的に身に付けさせ

たいと考えた。本稿では、

特に ARCS モデルに基づく

学習意欲を引き出す授業の

取り組みと手だてを報告し

た。pp28-29 

 

 

「教職科目にお

けるインストラ

クショナルデザ

インを用いたア

クティブラーニ

ングの展開 (3) 

― 中学校技術科

教育における

「主体的・対話

的で深い学び」

を実現するため

の授業モデルの

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報コミュ

ニケーショ

ン学会 第

15 回全国大

会発表論文

集 

 

中学校技術科の教職科目に

おいて、授業設計を行うた

めの授業デザインを論述し

た。特に、次期学習指導要

領に掲載された、設計と試

作について、学生たちと取

り組んだ試作モデルの製作

と授業時数との関連性につ

いて述べた。pp149-149 
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検討 ―」 

 

教育実習【技

術】 

（学術論文記

録） 

「教育実習中に

おける教育実習

支援モデルに関

する検討 － 

SNS を利用した

コミュニケーシ

ョン活動を通じ

て －」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

平成 28 年 8 月 

 

日本教育情

報学会 第

32 回年会論

文集 

 

教育実習は、実習生自らが

教職への適性や進路を考え

る貴重な機会である。一方

で、多くの実習生は教育実

習に対して様々な期待とと

もに悩みや疑問を抱いてい

ることが多い。教育実習用

SNS を通じて様々なコミュ

ニケーション活動を行い、

実習に関する情報の共有な

どに対して積極的な助言や

励ましという支援を行っ

た。実習生をはじめ 3 回生

においても成果が得られ

た。教育実習支援モデルに

ついての概要とその成果に

ついて報告した。pp24-27 

 

「中学校技術科

の教職課程にお

ける課題と展望

（１） － 全国

の動向と本学の

現状について 

－」 

共 2019.8.24 日本教育情

報学会 第

34 回年会論

文集 

中等教科教育法（技術科）

における教員養成におい

て、本稿では、本教科とし

ての教員養成の課題を概観

するとともに、今後の教師

力に関する課題と展望につ

いて述べた。 

 

中学校技術科の

教職課程におけ

る課題と展望

（２）－ 教職

必修科目の成績

と教員採用試験

の合否結果との

関連性について 

－ 

共 2020.8.29 日本教育情

報学会 第

35 回年会論

文集 

全国の技術科教員養成課程

の設置状況を調査し、本コ

ースの免許状取得状況

（2011-2018）や採用試験の

合否、採用倍率等から本学

的な課題や展望を述べた。

本稿では、筆者が担当する

「中等教科教育法技術Ⅲ

（前期）・Ⅳ（後期）」の

定期試験の点数と採用試験

合否結果をもとに分析を行

った。その結果、定期試験

の成績別にみると、採用試

験の合否によって有意差が

表れた。 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名      池田   聡          

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】1 
（著書） 

環境教育 

共 平成 19年 

3月 31日 

現代社会と教育 

出版元：㈲神戸商

大サービス 

印刷・製本：㈱サン

エー出版 

小学校単位の取り組みを通じて、身近な環境教育を、地域性

を踏まえ考えた。その例として学校園内に作られた「学校ビオ

トープ」を取り上げる。環境教育には、自然にふれ、人にふれ

ることによって、他をおもいやる優しい心をもった心豊かな子

どもたちが増えてくれることが重要である。本著では、ビオトー

プを通じての環境教育をまとめている。 

  

【著書】2 
（著書） 

環境教育とエコツーリ

ズム 

単 平成 19年 

3月 31日 

現代社会と教育 

出版元：㈲神戸商

大サービス 

印刷・製本：㈱サン

エー出版 

エコツーリズムの定義には、様々な分野、機関、団体（観光、

自然保護、地域振興、旅行業等）の考え方があり、明確な定

義がないのが現状である。しかし、文献を調べる内にエコツー

リズムの定義や目的を考える上で外すことのできない重要な

定義事例や目的事例が見つかった。本著では、幾つかの定

義例を紹介し、自分なりの解釈をしている。そして、修学旅行

での実施の可能性を追究している。 

  
【著書】3 
（著書） 

内発的動機づけによ

る大学教育 

共 平成 19年 

3月 31日 

現代社会と教育 

出版元：㈲神戸商

大サービス 

印刷・製本：㈱サン

エー出版 

今日的な消費者志向の時代を受けた必然的な結果で、大学

経営は困難な状況にあると言われている。 

 消費者志向を完全に受け入れるのか、それとも従来の教育

サービスを提供するのかを問題に実例を挙げての定義をおこ

なって 

  
【著書】4 
（著書） 

チャレンジショップ教

育 

－イベント的活動を中

心に－ 

共 平成 19年 

3月 31日 

現代社会と教育 

出版元：㈲神戸商

大サービス 

印刷・製本：㈱サン

エー出版 

チャレンジショップ教育を実施している大学を例に挙げ現状の

問題と今後、予想される問題の打開策をまとめている。 

【著書】5 
（著書） 

ラウンドワンと複合型

店舗 

共 

 

平成 20年 

3月 31日 

流通・マーケティン

グ─1つの契機とし

て─ 

出版元：株式会社

一灯館 

印刷・製本：藤成

印刷㈱ 

近年の多様化する娯楽産業の中からボーリング業界に焦点を

絞り、業界最大手の「ラウンドワン」にテーマを絞り込んだ。 

 その歴史と複合型店舗の可能性及び今後の発展性をまとめ

ている。 

【著書】6 
（著書） 

温暖化対策とエコツ

ーリズム 

共 平成 20年 

5月 30日 

地域経済と民族文

化 

日本民族経済学

会編 

出版社：現代図書 

地球温暖化の原因を考察し、その対策に「エコツーリズム」を

選択した。「エコツーリズム」には、その効果においての即効性

は望めないが、実施の方法によっては持続的な効果を得るこ

とができる。そのための人材育成の充実を中心に、教える側と

教わる側の環境認識についての考察をおこなった。  

【著書】7 
（著書） 

大学生の基礎教養 

 

 

編

著 

平成 22年 

4月 1日 

大学生の基礎教養 

出版元：株式会社 

一灯館 

印刷・製本：藤成

印刷株式会社 

編著者：池田聡 

昨今の大学教員には研究だけではなく、教育も重要な課題と

なっておりまた、テキスト作成に係わる業績も問われるようにな

った。この様な状況の中で他大学の教員や民間有識者の協

力の下、様々な分野から大学生の基礎教養を考えてもらい、

一冊にまとめている。 
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【著書】8 
（著書） 

環境問題と教育の重

要性について 

単 平成 22年 

4月 1日 

大学生の基礎教養 

出版元：株式会社 

一灯館 

印刷・製本：藤成

印刷株式会社 

編著者：池田聡 

メディアを通して報道される環境問題は正しい知識を持って

いなければ誤った解釈をしかねない。そのためには、学校で

の環境教育が重要となり、各年代に合わせた教育も重要とな

る。このような考えから学校教育における体験型の教育を考察

している。  

【著書】9 
（著書） 

学校教育における旅

行型環境教育 

単 平成 22年 

4月 1日 

大学生の基礎教養 

出版元：株式会社 

一灯館 

印刷・製本：藤成

印刷株式会社 

編著者：池田聡 

実践型の環境教育であるビオトープの重要性について学校

教育を通して考え、得た知識をいかに教育的効果が高い修

学旅行に活かせるのかを考察している。 

【著書】10 
（著書） 

心配り・心遣いを学ぶ 

単 平成 22年 

4月 1日 

大学生の基礎教養 

出版元：株式会社 

一灯館 

印刷・製本：藤成

印刷株式会社 

編著者：池田聡 

人間関係の希薄化が影響でコミュニケーション能力の低下が

問題となっている。学生時代にはこの問題を解決する絶好の

機会である。大学生活での気配り・心遣いを考察している。 

【著書】11 
（著書） 

継承 ─ 夢へのスタ

ート ─ 

単 平成 24年 

3月 10日 

芦屋大学卒の事業

家たちの教え 

出版元：株式会社

晃洋書房 

発行者：上田芳樹 

印刷者：藤森秀夫 

編者：芦屋大学経

営教育学部 

芦屋大学ビジネス

研究 センター 

  

芦屋大学で学び卒業後に事業家として活躍する数名をピック

アップし、在学生に講義の一環として体験談を語ったものであ

り、本著は山陽企業株式会社の代表取締役である吉岡一博

氏の経営哲学や経営方針をインタビュー形式でまとめたもの

でる。 

【学術論文】1 
（修士論文） 

地球の砂漠化の現状

と原因に関する一考

察 

－中国大陸を中心と

して－ 

単 平成 14年 

3月 31日 

芦屋大学大学院 中華人民共和国山西省大同における植林作業を通して、中

国の一般的な農民の生活と水質源の枯渇の深刻さを身近に

感じた。また食糧問題と砂漠化の現状の根底は同質であると

の視点から、特に植林の重要性について考察した 

【学術論文】2 
（学術論文） 

環境教育に関する一

考察 

－中学生の環境認識

－ 

単 平成 18年 

3月 31日 

芦屋大学論叢 

第 43号 

以前に中学生を対象に実施したアンケートを基に生徒とその

家族の環境問題についての認識と今後の環境教育について

のあり方について考察している。 

【学術論文】3 
（学術論文） 

環境教育とエコツーリ

ズム 

－学校教育を中心と

して－ 

単 平成 20年 

3月 31日 

日本産業科学学

会 

研究論叢第 13号 

発行所：日本産業

科学学会（本部事

務局） 

出版所：株式会社

荒川印刷 

  

平成 19 年度 8 月に名古屋学院大学にて行われた日本産業

科学学会全国大会にて報告したテーマをまとめた著書。内容

としては、昨今、問題になっている温暖化対策のひとつの打

開策としてエコツーリズムを取り上げて、学校教育、特に修学

旅行においての実施の可能性と問題点の提議をおこなって

いる。 

【学術論文】4 
（学術論文） 

環境初年度における

国際会議と温暖化対

策 

─  エコツーリズムを

中心として ─ 

単 平成 21年 

3月 31日 

日本産業科学学

会 

研究論叢第 14号 

発行所：日本産業

科学学会（本部事

務局） 

出版所：株式会社

荒川印刷  

気候変動枠組み条約第 3 回締約国会合（COP3）で採択され

ている「京都議定書」では温室効果ガスの排出量を 2008年度

から 2013年の 5年間で各国とも規定の数量を削減することが

決定している。この影響を受け、2008 年度はメディアを通して

環境問題に対する様々な対策が報道され国民の環境に対す

る認識も高まっている。 

 2008 年度を環境初年度と位置づけ、国際会議のあり方を考

えエコツーリズムを中心とした環境対策について考察している  
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【学術論文】5 
（学術論文） 

児童虐待の現状と防

止対策 

─富山県を中心とし

て─ 

共 平成 22年 

12月 12日 

芦屋大学論叢 

第 54号 

児童虐待の現状を中心に、虐待の種類、母親の育児負担、

その問題の原因を考察し、現場の最前線で問題に直面して

いる児童福祉司・子育て支援職員等の人物にヒアリング調査

し、富山県を中心に考察している。 

【学術論文】6 
（学術論文） 

長期宿泊における体

験型環境教育 

─青少年の現代的課

題を中心として─ 

単 平成 25年 

3月 31日 

日本産業科学学

会 

研究論叢第 18号 

発行所：日本産業

科学学会（本部事

務局） 

出版所：株式会社

荒川印刷 

  

長期集団体験活動において体験型環境教育の意義と目的に

ついて青少年の現代的課題と問題点を中心に今後の活動に

ついての考察をしている。 

【学術論文】7 
（学術論文） 

発育期における子ど

もの現代的運動課題

について 

共 平成 26年 

3月 31日 

日本産業科学学

会 

研究論叢第 19号 

発行所：日本産業

科学学会（本部事

務局） 

出版所：株式会社

荒川印刷 

  

生活環境の変化に伴い子どもの発育と運動能力、健康問題

を課題とし、あそび・レクリエーション・自然活動を通して問題

解決を考察している。 

【学術論文】8 
（学術論文） 

ケース・メソッド教育と

キャリア教育 

共 平成 27年 

3月 31日 

高田短期大学紀

要 

第 33号 

ケース・メソッド教育を用いた実践的なキャリア教育について

事例を参考に今後の発展性を考察している。 

【学術論文】9 
（学術論文） 

スポーツツーリズムの

現状と課 

単 平成 27年 

3月 31日 

日本産業科学学

会 

研究論叢第 20号 

発行所：日本産業

科学学会 

出版所：株式会社

荒川印刷 

これまで技術大国・物づくり大国として国際社会の中で不動の

位置を確立してきた我が国は、東日本大震災による原発事故

以降第 3 次産業に着目してきた。2007 年観光立国基本法が

施行されさらなる方向性の変化が急速に進みつつある。本研

究はスポーツに特化した旅行形態である「スポーツツーリズ

ム」の現状と課題を主題とし、2020 年に東京で開催が決定し

たオリンピック・パラリンピックの波及効果についても今後の研

究としている。 

  
【学術論文】10 
（学術論文） 

初年次教育における

アクティブラーニング

の研究（2） 

─5年間の「大学生活

入門」を通した省察─ 

共 平成 28年 

8月 20日 

日本教育情報学

会 

第 32回年会誌 

ここ数年の学生調査・学習評価について概観するとともに新

たに授業に加えた「18 歳選挙・有権者教育」について、スマ

ホ・REAS（リアルタイム評価支援システム）を活用したアクティ

ブラーニングについての見解。 

【学術論文】11 
（学術論文） 

環境の構成と人間社

会～人為起因と自然

起因～ 

単 平成 29年 

3月 31日 

日本産業科学学

会 

研究論叢第 22号 

発行所：日本産業

科学学会 

出版所：株式会社

荒川印刷 

人間社会から考察する環境の構成を明確にし、地球規模で

の環境変動と時系列、産業革命以降の環境問題、地球温暖

化を中心に見解を考察している。  

【学術論文】12 
（学術論文） 

初年次教育におけるア

クティブラーニングの研

究（3） 

─運用マネジメントお

よび学習活動の質的

評価に関する考察─ 

共 平成 29年 

8月 20日 

日本教育情報学会 

第 33回年会誌 

ここ数年の学生調査・学習評価について概観するとともに新た

に授業に加えた「18 歳選挙・有権者教育」について、スマホ・

REAS（リアルタイム評価支援システム）を活用したアクティブラ

ーニングについての見解。（2）の継続研究。 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

【学術論文】13 
（学術論文） 

スマート化に対する大

学生の意識調査と考察 

共 令和元年 

8月 25日 

日本教育情報学会 

第 35回年会誌 

日本教育情報学会第 35 回年会報告をまとめた内容でスマート

化社会を大学生がどの様に捉えているかの調査をまとめたもの

である。 

【学術論文】14 
（学術論文） 

地域環境と安全教育 

─社会性昆虫とその特

性─ 

共 令和元年 

8月 25日 

日本教育情報学会 

第 35回年会誌 

日本教育情報学会第 35 回年会報告をまとめたものである。社

会性昆虫の中からハチにテーマを絞り、その危険性、習性等

対策と駆除についてまとめたものである。 

【学術論文】15 
（学術論文） 

「中学校技術科の教

材開発におけるＳＤＧｓ

との関連 (1) ―理論

背景の整理と学習モ

デルの開発に向けて 

―」 

共 令和 2年 

3月 1日 

情報コミュニケーシ

ョン学会  

第 17 回全国大会

発表論文集 

 

【学術論文】16 
（学術論文） 

江戸時代と現代の環境

問題に関する考察 

単 令和 2年 

8月 22日 

日本教育情報学会 

第 36回年会誌 

現代の大量消費型社会とは大きく異なり、わずかなエネルギー

しか消費しなかった江戸時代に注目しており、自然的起因と人

為的起因の内訳は人為的起因を中心に述べ、省エネに貢献し

たであろう当時の多様な職種を中心に循環型社会の可能性に

ついて考察している。 

【学術論文】17 
（学術論文） 

江戸時代の循環型社

会─衣類と灰その中心

的人物─ 

単 令和 3年 

3月 31日 

日本産業科学学会 

研究論叢第   

人為的起因の視点から現在とは異なり、循環型社会が構築で

きていた江戸時代を中心に、衣類における最終形態とも呼べる

「灰」に注目し、この循環型社会構築の中心となった人物を中

心に論じている。 

【学術論文】18 
（学術論文） 

持続可能な会社経営

についての一考察 

╴経営者アンケートを

中心として╴ 

単 令和 3年 

8月 22日 

日本教育情報学会 

第 37回年会誌 

持続可能な社会の実現を目指し、近年多くの企業が積極的に

SDGｓを取り入れている。 

会社経営者 30名からのアンケートを元に CSR など企業の社会

的責任についての考え方や今後の会社経営について多様な

業種の経営者からその方向性についての考え方をまとめたも

のである。 

  
【学術論文】19 
（学術論文） 

商人の精神と理念につ

いての一考察 

－『日本永代蔵』を中

心として－  

単 令和 4年 

3月 31日 

芦屋大学論叢 

第 75号 

本論では，持続可能な会社経営について，井原西鶴の『日本

永代蔵』を参照しながら論じている。そこに登場する江戸時代

の代表的な商人の中から，三井八郎右衛門高平をモデルとし

た「昔は掛算今は当座銀」（巻一ノ四）と富山家をモデルとした

「才覚を笠に着る大黒」（巻二ノ三）を比較している。どちらのモ

デルになった商人も伊勢商人であり，江戸を代表する豪商で同

じ伊勢を地盤として，木綿を商品として扱いながら，現在も継続

する企業と残念ながらそうはならなかった企業の違いは何なの

かを明確にし，持続可能な会社経営における手掛かりを考察し

ている。 

  
【その他（講演や発

表）】1 

（学会報告） 

某企業における旅費

精算について 

─ 

 

平成 16年 

4月 24日 

 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：滋賀県

男女共同参画セン

ター 

近年の多様化する旅費精算について経営者の視点と労働者

の視点に立ちルーチンワークの円滑化等をテーマに一企業

を例に挙げての学会報告。 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

【その他（講演や発

表）】2 

（学会報告） 

中学生を中心とした

環境認識に関する調

査 

「大阪・神戸の中学校

を対象として」 

─ 平成 17年 

10月 1日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：芦屋大

学 

環境問題に対する認識調査を大阪と神戸の中学校に通う 2

年生（200 名）を対象に実施した。調査の結果で得たものを今

後の学校教育に取り入れていかに実践的な環境教育を教育

現場で実施できるかの学会報告。 

【その他（講演や発

表）】3 

（学会報告） 

環境教育に関する一

考察 

（大阪・神戸の中学校

を対象として） 

─ 平成 18年 

5月 6日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：追手門

学院大学 

教える側である教師と教わる側である生徒の環境問題に対す

る認識を高めなければ実践的な環境教育を行うことは不可能

である。現状の問題と今後の課題についての報告。 

【その他（講演や発

表）】4 

（学会報告） 

学校教育におけるエ

コツーリズムの可能性 

─ 平成 18年 

9月 30日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：芦屋市

上宮川文化センタ

ー 

環境と観光の両分野を含むエコツーリズムを学校教育の現場

で実施するための問題点を例に挙げての学会報告。 

【その他（講演や発

表）】5 

（学会報告） 

学校教育とエコツーリ

ズム 

─  修学旅行での実

施の可能性 ─ 

─ 平成１9年 

3月 17日 

日本産業科学学

会 

中部・関西合同部

会 

開催場所：追手門

学院大学 

近年の修学旅行は数年前に比べると教育的意味合いや目的

も変化しており、また多様化している。この修学旅行でのエコ

ツーリズム実施の可能性についての部会報告。 

【その他（講演や発

表）】6 

（学会報告） 

環境教育とエコツーリ

ズム 

－学校教育を中心と

して－ 

─ 平成 19年 

7月 28日 

日本産業科学学

会 

全国大会 

開催場所：名古屋

学院大学 

昨今、メディアを通じて報道されている環境に関する諸問題を

例に挙げ、問題解決の一つの方策としてエコツーリズムに注

目した。日本産業科学学会全国大会での 

【その他（講演や発

表）】7 

（学会報告） 

温暖化対策とエコツ

ーリズム 

─ 平成 19年 

12月 15日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：芦屋大

学 

平成 20 年度 3 月に出版予定の著書「温暖化対策とエコツー

リズム」についての報告であった。環境に関する諸問題を正し

い方向に進めていくために人材育成の重要性を中心に報告

している 

【その他（講演や発

表）】8 

（研究ノート） 

≪研究ノート≫ 

実践的商業教育の取

り組み 

共 平成 20年 

6月 16日 

芦屋大学論叢 

第 48号 

某大学における実践学習の成果と反省点を 1 つのモデルとし

て、商業実践に関連する教育サービスの拡大と他大学での実

施の不可を学習の意義を含めてその教育成果について考察

している。 

【その他（講演や発

表）】9 

（学会報告） 

温暖化対策とエコツ

ーリズム 

－環境初年度におけ

る国際会議を中心とし

て－ 

─ 平成 20年 

8月 23日 

日本産業科学学

会 

全国大会 

開催場所：芦屋大

学 

「京都議定書」で採択された温室効果ガス排出量削減が始ま

る 2008年～2012年における各地の対策また、2013年以降の

目標について国際会議を中心にその対策としてエコツーリズ

ムを導入した場合の効果についての学会全国発表 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

【その他（講演や発

表）】10 

（講演） 

マーケティング調査と

環境問題 

─ 平成 21年 

11月 18日 

開催場所：三重短

期大学 

─ 

【その他（講演や発

表）】11 

（研究ノート） 

児童虐待の現状と防

止対策 

共 平成 22年 

6月 12日 

芦屋大学論叢 

第 53号 

児童虐待により、悲惨な報道がされる昨今において、その傾

向を中心に考察している。また、事例を加えながらその対策に

ついても考察している。 

【その他（講演や発

表）】12 

（研究ノート） 

エコツーリズムにおけ

る環境教育の現状と

課題 

単 

 

平成 23年 

6月 14日 

芦屋大学論叢 

第 55号 

エコツーリズムの現状とツアーで実施される内容にどうのような

教育的効果があるのか。世界的な視点から日本の現状を考

察している。 

【その他（講演や発

表）】13 

（学会報告） 

長期宿泊における体

験型環境教育 

─ 平成 24年 

4月 21日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：高田短

期大学 

学校教育における体験活動の現状と青少年の現代的課題を

中心に文部科学省が平成 23年に位置づけた「長期集団体験

活動」の取組みについての部会報告である。 

【その他（講演や発

表）】14 

（学会報告） 

長期宿泊における体

験型環境教育 

─青少年の現代的課

題を中心として─ 

─ 平成 24年 

8月 26日 

日本産業科学学

会 

全国大会 

開催場所：芦屋大

学 

平成 24 年 4 月 21 日実施の関西部会において報告した長期

宿泊における体験型環境教育に青少年の現代的課題と実施

の問題点を中心とした学会報告である。 

【その他（講演や発

表）】15 

（学会報告） 

体験型環境教育から

考察した 

子どもの現代的課題

について 

─ 平成 25年 

4月 20日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：芦屋大

学 

体験型環境教育を実施するにあたり、子どもの成長段階にお

いて必要な運動能力と精神機能についての生体リズムを「ス

キャモンの発達・発育曲線を参考に報告している。 

【その他（講演や発

表）】16 

（学会報告） 

観光立国におけるス

ポーツツーリズム 

─ 平成 26年 

4月 12日 

人材活用研究会 

関西部会 

開催場所：近江八

幡商工会議所 

2007 年に観光立国宣言をした我が国におけるスポーツツーリ

ズムの発展と今後の展開についての報告をしている。 

【その他（講演や発

表）】17 

（学会報告） 

スポーツツーリズムに

ついて 

─ 平成 26年 

4月 19日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：芦屋大

学大阪キャンパス 

過去 10 年間の訪日外客数を調査し、その目的と希望を考察

している。また、国際大会等のイベントを調査し 2020 年、東京

で開催されるオリンピック・パラリンピックでの訪日外客者数増

の可能性についての学会報告。 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

【その他（講演や発

表）】18 

（学会報告） 

地域の特性を活かし

たスポーツツーリズム 

─ 平成 26年 

8月 23日 

日本産業科学学

会 

全国大会 

開催場所：青森公

立大学 

地域に特化したスポーツツーリズムの現状と課題を考察し継

続的なスポーツツーリズムの在り方についての学会報告であ

った。 

【その他（講演や発

表）】19 

（学会報告） 

環境の構成と保全管

理 

─ 平成 28年 

5月 13日 

日本産業科学学

会 

関西部会 

開催場所：大阪産

業大学 

環境の構成を明確化し、地球規模での気候変動及びその影

響による生命の変化について現状の生命体の中で高度な知

能を持つと考えられる人間（ホモサピエンス）の観点から環境

保全管理を考察している。 

【その他（講演や発

表）】20 

（学会報告） 

環境の構成と人間社

会～人為起因と自然

起因～ 

─ 平成 28年 

8月 21日 

日本産業科学学

会 

全国大会 

開催場所：大阪産

業大学 

環境の構成と人間社会の関わり合いを明確にし、地球に与え

る影響を人為起因と自然起因と線引きし、その関わり合いに

ついて全国大会での報告であった。 

【その他（講演や発

表）】21 

（新聞記事掲載） 

教育学術新聞 

「コミュニケーションス

キルの向上を通じた

大学生活への適応支

援、芦屋大学『大学

生活入門』基礎演習

Ⅰpp3」  

─ 平成 29年 

3月 8日 

教育学術新聞 

平成 29 年 3 月 8

日掲載 

本学で実施している 1回生の講義「基礎演習」を取り上げた新

聞掲載。少人数教育を活かしたコミュニケーション能力向上を

目的とする講義内容に関連させた記事である。 

【その他（講演や発

表）】22 

（学会報告） 

ファッション業界を支え

る職人 

 

※ゼミ生指導報告 

─ 平成 29年 

12月 16日 

日本産業科学学会 

関西部会 

開催場所：芦屋大

学 

ファッション業界の現状と日本の産地と文化について実地調査

を踏まえての学会報告となっている。（指導教員として） 

【その他（講演や発

表）】23 

（学会報告） 

日本における社会性昆

虫による年間被害と損

害 

─ 平成 30年 

9月 1日 

日本人間関係学会 

第 59回関西地区大

会 

開催場所：大阪体

育大学同窓会館（ア

ネックス） 

社会性昆虫に襲われる危険性は、ある一定の割合で毎年必ず

確認されており、最悪の場合は死亡に繋がるケースも珍しくな

い。その種類及び習性、活動時期、襲われる危険を伴う行動

等、その対策と駆除、また損害賠償等を含めた内容について

のハチを例としての報告。発表者の体験例及び法律と判例の

解説を加え、毎年のハチによる死に至るケースを含め被害があ

ること、行政の対応は地域により異なること、ハチの駆除には経

済的負担と危険が伴うこと、私有地にあるハチの巣による被害

が発生した場合損害賠償責任の可能性があることを結論とし

た。 

  
【その他（講演や発

表）】24 

（研究ノート） 

女性の雇用問題と政策

に関する一考察 

─女性を取り巻く社会

環境─ 

共 平成 30年 

11月 21日 

芦屋大学論叢第 70

号 

女性の社会進出増加により、雇用者全体に占める女性比率も

上昇傾向にあり、現在では約 4 割を占めるに至っている。現代

の働く女性の労働環境及び子育て等の問題点を考察し、法整

備を含めた今後の展開を研究目的としている。 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

【その他（講演や発

表）】25 

（学会報告） 

地域環境と安全教育 

─社会性昆虫とその特

性─ 

─ 令和元年 

8月 25日 

日本教育情報学会 

第 35回年会 

開催場所：岡山理

科大学 

社会性昆虫の中からテーマをハチに絞りその危険性、種類、

習性、活動時期、襲われる危険性を伴う行動等、その対策と駆

除についての報告。 

【その他（講演や発

表）】26 

（学会報告） 

江戸時代の循環型社

会─古着屋・紺灰業を

中心として─ 

─ 令和 2年 

8月 29日 

日本産業科学学会 

関西部会 

開催場所：リモート 

江戸時代の多様な職種を中心に循環型社会の可能性につい

て報告した日本教育情報学会第 36回年会の中から古着屋・紺

灰業を中心に考察することを目的として述べている。 

【その他（講演や発

表）】27 

（公開講座） 

ＳＤＧｓ（持続可能な開

発目標）から考える次

世代に伝えること 

─ 令和 3年 

2月 22日 

芦屋大学公開講座 

開催場所：芦屋市

立公民館 

貧困に終止符を打ち、地球を保護し、すべての人が豊かさを享

受できる持続可能な社会を 2030 年までに実現するという統一

目標（ＳＤＧｓ）が国連で採択され数年となり、その考え方や取

組は徐々に浸透してきている。生物間・世代間・世代内倫理の

観点から次世代に伝えることを考える。 

【その他（講演や発

表）】28 

（雑誌掲載） 

環境問題と江戸の循環

型社会 

単 令和 3年 

3月 31日 

中部大学大学院 

ＧＬＯＣＡＬ2021   

昨今問題となっている温暖化や砂漠化などの多様な環境問題

は、産業革命以降に浮き彫りとなってきた、我々に直接ないし

間接的に影響がある問題である。本論では、現在とは異なり、

循環型社会が 構築できていた江戸時代に焦点を絞り人為的

起因からの視点で論じている。 

【その他（講演や発

表）】29 

（学会報告） 

灰循環の比較研究 

─ 令和 3年 

3月 14日 

日本産業科学学会 

関西部会 

開催場所：大阪学

院大学（zoom対応） 

地球に与える人為的起因の視点から江戸時代に注目し、完全

な循環型社会を構築していた当時の時代背景及び灰の循環

についての見解を述べた報告。 

【その他（講演や発

表）】30 

（学会報告） 

持続可能な会社経営

についての一考察 

╴経営者アンケートを

中心として╴ 

─ 令和 3年 

8月 29日 

日本教育情報学会 

全国大会 

開 催 場 所 ： 岐 阜

（zoom対応） 

企業（会社）と SDGｓ・企業の社会的責任（CSR）・持続可能な会

社経営を経営者はどの様に考えているのかを経営者の考えと

してまとめている。また、日本で SDGｓは今後も浸透していくの

かについての見解を述べた報告。 

【その他（講演や発

表）】31 

（学会報告） 

企業の社会的責任（Ｃ

ＳＲ）についての一考

察 

╴地域連携を中心とし

て╴ 

単 令和 3年 

10月 2日 

日本世代間交流学

会 

 

 

第 12回全国大会 

開催場所：追手門

学院大学 

会社・企業に関連させその創業理念、経営方針などを中心に、

ＣＳＲ（企業の社会的責任）について現役の会社経営者の考え

を知るべく2021年6月に実施したアンケートの調査結果、井原

西鶴の『日本永代蔵』に登場する商人などの思想等、江戸時代

に商人・商家のあるべき姿を説いた石田梅岩の心学や、近江

商人の「三方よし」などの経営哲学から持続可能な経営に関し

て現代まで受け継がれているその思想に関連させた報告。  

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 

芦屋大学 

① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名     齋 藤    治    

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当 

授業 

科目 

著書、学術論文等の 

名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表

雑誌又は発

表学会等の名

称 

執筆ペ

ージ数

（総ペ

ージ

数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場合

は執筆箇所を詳述） 

電

気

電

子

工

学

Ⅰ 

実

験

実

習

Ⅰ 

＜学術論文＞ 

小学校理科教育にお

ける活動記録措置の

導入報告～簡易ミニ

電卓を用いた計測カ

ウンタの教員免許状

更新講習講座での利

用事例～ 

 

共 

 

令和 3年 3

月 

 

芦屋大学論

叢 74号 

 

 

4 

（6） 

 

齋藤治がベースの昆虫行動観測装置を

開発した接続端末に、簡易ミニ電卓を

用いたインターフェイスの導入を実施し

た記録。エネルギー変換領域での具体

的な実践教材事例紹介。 

共著：齋藤治、黒木出、渡康彦 

 

電

気

電

子

工

学

Ⅰ 

実

験

実

習

Ⅰ 

＜学術論文＞ 

ブレッドボード電子回

路実習教材研究 

 

共 

 

平成 29年 8

月 

 

日本教育情

報 学 会 第

33回年会 

 

（抽出

不可）

（2） 

 

ハンダを用いず、電子回路図から実体

配線を展開学習する際に有用となる教

材の考え方を述べている。エネルギー

変換分野での電子回路実習教材のコア

的教材論を述べた。 

共著：齋藤治、森嵜功、森下博行 

 

電

気

電

子

工

学

Ⅰ 

＜学術論文＞ 

演習用合成抵抗ボー

ドを用いた電気配線

構築力育成の考察 

 

共 

 

平成 29年 8

月 

 

日本教育情

報 学 会 第

33回年会 

 

（抽出

不可）

（2） 

 

電気回路配線技術の基本習得となる合

成抵抗計算と実習に関する論述。エネ

ルギー変換分野での基礎コア領域教材

となる考察である。 

共著：森嵜功、齋藤治、渡康彦 

 

電

気

電

子

工

学

Ⅰ 

実

験

実

習

Ⅰ 

＜学術論文＞ 

アクトグラフを用いた

タマネギバエの自然

条件下での歩行活動

の記録 

 

共 

 

平成 27年 7

月 

 

芦屋大学論

叢第 63号 

 

1 

（10） 

 

筆者らが持つ専門電子技術およびソフ

トウェアが特異な生物学研究分野での

装置作成と実務運用に帰する論文の紹

介。（執筆担当部分：実用的専門的計

測装置の紹介と開発過程の記述が、エ

ネルギー変換分野においての応用電子

装置の紹介（ｐ34-35）となる。 

共著：渡康彦、齋藤治、田中一裕 
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芦屋大学 

電

気

電

子

工

学

Ⅰ 

実

験

実

習

Ⅰ 

＜学術論文＞ 

齋藤治、C++MFCに

よるアクトグラムソリュ

ーションの移植構築 

 

単 

 

平成 26年 1

月 

 

芦屋大学論

叢第 60号 

 

9 

 

筆者の持つシステムエンジニアリング技

術、C++言語にて電子応用装置である

アクトグラム装置の全移植構築をした記

述内容。エネルギー変換分野では、実

務、応用電子分野での開発過程を論述

している箇所に有意性がある。 

電

気

電

子

工

学

Ⅰ 

実

験

実

習

Ⅰ 

＜学術論文＞ 

ブレッドボード配線方

式による電子回路作

成の技術教育 

 

共 

 

平成 25年 8

月 

 

日本産業教

育 学 会 第

56 回全国

大会（山口） 

 

（抽出

不可）

（1） 

 

筆者の教育現場で実演しているハンダ

付けを必要としないブレッドボードによる

電子回路学習作製状況を発表。エネル

ギー変換分野での電子回路論理の理

解と配線技法修得に学習者の躓き易い

ポイントを提示、紹介（P41）した。 

共著：齋藤治、渡康彦、藤本光司 

 

電

気

電

子

工

学

Ⅰ 

実

験

実

習

Ⅰ 

＜学術論文＞ 

齋藤治、昆虫活動記

録装置の高速計測シ

ステムソフトウェア移

植 

 

単 

 

平成 22年 12

月 

 

芦屋大学論

叢 54号 

 

10 

 

筆者が持つ特異なインターバルタイマ

操作技術をWin-PC上に C++言語で移

植構築した、電子制御分野での高速サ

ンプリング技術を紹介している。エネル

ギー変換技術分野では、応用計測の基

幹技術となり、電子計測の基本分野で

ある。 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

1【講演や発表】 

教員免許状更新講習講座 

昆虫を使った理科の実験～

アクトグラフで昆虫の活動を

記録する～ 

 

共 

 

令和 2年 8月 

 

芦屋大学  

教員免許更新講座講習 

 

齋藤治、黒木出、渡康彦 

簡易ミニ電卓をインターフェイス

に用いた昆虫計測実験装置導

入事例の実践紹介。エネルギー

変換分野領域に該当。 

 

2【実践報告】 

芦屋大学自己点検評価委

員会 

2016 年度上半期活動の軌

跡  

 

共 

 

平成 29年 1月 

 

芦屋大学論叢 66号 

3（10） 

 

河村繁、齋藤治、石田愛子、青

木敦英、中村卓司、猪田裕子、

森下博行 

筆者が持つ ICT ソリューション技

術を、大学認証評価業務での基

幹システムとし、リサイクルPC、お

よび共有サーバ構築を運用し、
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劇的な実務効率改善を行った記

録。（P52～P54） 

 

【その他】 

（講演や発表、運営委員会

等） 

1.大学自己点検評価委員会 

芦屋大学認証評価業務遂

行での副委員長職を担当 

 

2.日本教育情報学会実行委

員会 

 

3.芦屋大学卒論プレゼンテ

ーション大会 司会進行等

企画実行委員長  

  

 

 

令和 3年 3月 

（平成 28 年 4

月～） 

 

平成 29年 8月 

 

 

平成 27年 1月 

迄実施 

（平成 24 年 1

月～ ） 

 

 

 

芦屋大学  自己点検評

価委員会 

 

 

日本教育情報学会第 33

回 

 

芦屋大学経営教育学部

卒論発表運営委員会 

 

 

 

 

 

毎年作成をする大学認証評価書

編纂と 7 年毎の実地調査実務業

務運営を継続して担当。 

 

大会実行委員会運営委員一員と

して大会運営業務を担当。 

 

卒業論文発表会の企画運営司

会進行および専門分野（電気電

子エレクトロニクス分野）での講

評、コメント等。 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

              

氏 名   中 村  宏 敏 

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

 1．『平成 21 年度 

文部科学省 大学

教育・学生支援推

進事業 学生支援

推進プログラム 

教職員協動による

学生リアルタイム

サポート体制の構

築と実施 

平成 22 年度取組

経過報告 
 

共 
 

 

平成 24 年 1

月 

 

芦屋大学論

叢 56号 

 

（抽出

不可） 

（10） 

平成 21年度文部科学省大学教育・学

生支援推進事業学生支援推進プログ

ラムの補助事業として実施している「教

職協動による学生リアルタイムサポート

システム体制構築と実施」の最終年度

改良報告と 22年度の経過報告 

著者：林圭一、中村宏敏 

 2．『携帯電話とパ

ソコンを賢く上手

に使おう』 

共 平成 24年 12

月 
 

日本産業科

学学会関西

部会研究報

告集 

 

2 

（4） 

スマートフォンの無料通話アプリ比較、

利用する学生目線での便利な点、気

をつけなければいけない点をアプリ毎

に比較をしながら学生生活でどのよう

に使えるかを報告 
 

 3．『平成 21 年度 

文部科学省 大学

教育・学生支援推

進事業 学生支援

推進プログラム教

職員協動による学

生リアルタイムサポ

ート体制の構築と

実施』平成２２年度

取組経過報告 
 

共 平成 25 年 1

月 
 

芦屋大学研

究論叢第 58

号 

（抽出

不可） 

（8） 

 

平成 21年度文部科学省大学教育・学

生支援推進事業学生支援推進プログ

ラムの補助事業として実施した「教職

員協動による学生リアルタイムサポート

体制の構築と実施」が平成 23 年度で

完了したので、その成果を報告するも

のである。 

本稿は、本取組の目的と概要、実施

体制と実施経過、成果物の概要と得ら

れた効果、などの項目に分けて、活動

内容を紹介し、最後に今後の運用に

言及している。 

著者：林圭一、中村宏敏 

 

 4．『心理学を応用

したWEBデザイ

ンによる経営戦

略』 

共 平成 25年 12

月 

日本産業科

学学会関西

部会研究報

告集 

 

2 

（5） 

色彩や配色、コンテンツが与える心理

学効果を期待し、本学学生を対象に

賃貸住宅のホームページを調査研究

した。学生が賃貸住宅を考える場合に

ホームページが与える企業イメージが

どのように作用するかをアンケート調

査により調査研究し、実際に学生の実

家で経営をされている賃貸住宅ホー

ムページに適応してみてどのような効

果が得られるかを研究したものである 

 



様式第４号（教員個人に関する書類） 
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 5．『目の不自由な

人のための 

振動プログラミング

時計の制作』 

共 令和 2年 12

月 

日本産業科

学学会関西

部会研究報

告集 
 

5 

（18） 

生活の中で問題を抱えている人の為

に何か手助けがしたいと考えていく中

での体験として、目が不自由な生徒と

の出会いから、振動時計の制作を考

え制作をしながら、論文の制作を行っ

たものである。主担当者が令和 3年 4

月から神戸市の技術科教員として採

用されました。その授業の中でも生き

る論文として作成したものである。 

 

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【その他（講演や発表）】 

1.学生拳法リーダーズ研修

会 1996～2021年  

 

単独 

 

1996年 1997年 

1998年 1999年 

2000年 2001年 

2002年 2003年 

2004年 2005年 

2006年 2007年 

2008年 2009年 

2010年 2011年 

2012年 2013年 

2014年 2015年 

2016年 2017年 

2018年 2019年 

2020年 2021年 

2022年 

毎年 3月実施 

 

 

全日本学生拳法連盟 

於いて 

ラマダホテル 

大阪キャッスルホテル 

 

学生拳法におけるデータ整理と

伝達方法について、ホームペー

ジをどう活用するかなどを各大

学の主将や主務に毎年講演 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名  瀧     巌  

担当授業科目に関する研究業績等（10 年以内） 

担 当

授 業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発表

雑誌又は発表

学会等の名称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

 芦屋大学論叢第

29 号 

単 

 

1998 年 11 月  6 

 

一般教養としての 

技術科教育方法の考察  

－大学生の木材加工の基礎技術評価

を通して 

はさみやのこぎりが無器用で上手に使

えることが少なくなってきたといわれる

１９７０年から８０年代にかけて育った子

供たちが現在、大学生になっている。

その学生たちに対して木材加工の技

術について指導した内容について考

察した。 

 

 芦屋大学論叢第

36 号 

単 

 

2002 年 3 月  16 中学校技術分野の教育課程の編成と

「技術とものづくり」指導の在り方 

平成１４年度より学習指導要領が改訂

され、技術科の授業数に変化が生じ

た。今後の授業形態はどのように運営

すればよいのか、学生にアンケートを

実施し今後の技術教育の在り方につ

いて考察した。 

 

 芦屋大学卒の事

業家たち 

共 2005 年 7 月  14 芦屋大学卒の事業家たち 

芦屋大学を卒業したＯＢたちに、大学

時代の思い出や現在の会社経営など

についてイ現在に至る現在に至る現

在に至るンタビューし、まとめた。 

 

 芦屋大学論叢第

42 号 

単 

 
2005 年 11 月  12 中学校技術分野における改訂教育課

程の編成 －学校教育適用への課題

に関する考察－ 

兵庫県の某中学校において現行の教

育課程実施の実態調査を行った。こ

れについての考察。 

 

 芦屋大学論叢第

45 号 

共 2007 年 6 月  12 アジア太平洋における武道国際交流 

―ハワイにおける空手国際交流を中

心に― 

ハワイでの武道国際交流における異

文化交流と日本本土と違った空手道

の歴史について 
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 芦屋大学論叢第

70 号 

共 2018 年 11 月 講演論文 1 北村絵梨加、藤本光司、盛谷亨、若

杉祥太、瀧巌：「教職科目におけるイ

ンストラクショナルデザインを用いたア

クティブラーニングの展開 (3) ― 中

学校技術科教育における「主体的・対

話的で深い学び」を実現するための授

業モデルの検討 ―」 

Development of Active Learning using 

Instructional Design in Teacher 

Training Courses（3）― Teaching 

model for realizing "self-directed、

interactive、and deep learning" in the 

Industrial Arts Education of the Junior 

High School ― 

情報コミュニケーション学会 第 15 回

全国大会発表論文集（大手前大学）、

pp148-149、2018.3.11 

 

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【その他（講演や発表）】 

1 神戸東ロータリークラブ 

 

 

 

 

 

 

2 ひょうご講座 

  

2006 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

2006 年 7 月 

  

兵庫県武道国際交流団の報告 

 ―日本武道の必要性― 

日本の武道の魅力と必要性

は、国内以上に世界で認めら

れ、盛んに指導が行われてい

る。 

 

武道国際交流における英語異

文化の理解について 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名    森 下   博行   

担当授業科目に関する研究業績等(10年以内) 

担当授業科目 
著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は発

表学会等の名

称 

概   要 

マルチメディア

概論ⅠⅡ 

教育の方法と技

術 

初等教育における

情報教育の考え方 

 

単 平成 27年 1月 芦屋大学論叢

第 62号 

近年の教育を取り巻く環境を構

成する種々の要素の中で、最も

変化・進化の度合いが著しいも

のの一つに「情報」がある。日本

では平成元年以降、インターネ

ット利用の一般化に歩調を合わ

せるように携帯電話が普及して

きた。同時にインターネットの発

展は学校に通う児童生徒にさえ

危険を与えるに至ってしまって

いる。初等教育においての情報

教育の背景と歴史、必要性や問

題点、また今後に取り組むべき

課題などについて考察した。 

  
マルチメディア

概論ⅠⅡ 

教育の方法と技

術 

ＩＣＴ教育について

の一考察 

単 平成 28年 1月 芦屋大学論叢

64号 

大学教育に ICTを導入すべく考

察した。初等教育においての情

報教育の背景と歴史、必要性や

問題点、また今後に取り組むべ

き課題などについて考察した。 

 

マルチメディア

概論ⅠⅡ 

教育の方法と技

術 

ＩＣＴ環境における

自己表現力の育成

について 

－児童・生徒への

情報機器を用いた

自己表現方法－ 

共 平成 28年 7月 芦屋大学論叢

第 65号 

著者：森下博行・塚本邦昭 

近年、自己表現能力の向上が

求められており、社会的なニー

ズや大学教育にも自己表現力

の導入が求められている。その

育成方法として、ICT の活用を

前提とした表現力の育成につい

て考察した。 
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芦屋大学 

 

研究業績等に関する事項(5年以内) 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

初年次教育におけるアクティ

ブラーニングの研究（2） 

共 平成 28年 8月 日本教育情報学会第

32回年会 

著者：藤本光司・森下博行・池田

聡・若杉祥太 

本学の初年次教育「大学生活入

門」について、研究経緯と授業内

容、実践例についてまとめた。共

同研究により抽出不可能。 

 

芦屋大学自己点検評価委員

会 2016 年度上半期活動の

軌跡 

共 平成 29年 1月 芦屋大学論叢第 66号 著者：河村繁・齋藤治・石田愛

子・青木敦英・中村卓司・猪田裕

子・森下博行 

本学が本年受審した大学機関別

認証評価の報告書を編纂及び作

成する過程をまとめたものであ

る。ワークフローを開示すること

で、７年後の受審に向けての準

備の一助としたい。共同研究によ

り抽出不可能。 

 

教授法が大学を変える「コミ

ュニケーションスキルの向上

を通じた大学生活への適応

支援 芦屋大学、大学生活

入門、基礎演習Ⅰ」 

共 平成 29年 3月 教育学術新聞第2678号 著者：藤本光司、森下博行、池田

聡、若杉祥太 

本学の初年次教育において、コミ

ュニケーション実践のための教授

法について探求。実際に講義で

の実習を通してコミュニケーション

スキルの向上研究についてまと

めた。共同研究により抽出不可

能。 

 

初年次教育におけるアクティ

ブラーニングの研究（3）-運

用マネジメントおよび学習活

動の質的評価と量的評価に

関する考察- 

共 平成 29年 8月 日本教育情報学会第

33回年会 

著者：藤本光司・森下博行・池田

聡・西藤治・井村薫子・成瀬優

享・若杉祥太 

本学の初年次教育「大学生活入

門」について、研究経緯と授業内

容、実践例についてまとめた。共

同研究により抽出不可能。 

 

ブレッドボード電子回路実習

教材研究 

共 平成 29年 8月 日本教育情報学会第

33回年会 

著者：齋藤治・森嵜功・森下博行 

複数電子部品の相互接続配線

において電子回路図から実体配

線までの教材開発等の立場から

考察した。 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名  盛谷 亨       

※１ 担当授業科目に関する研究業績等（10 年以内） 

担当授業科目 
著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

 発行所、発

表雑誌又は発

表学会等の名

称 

概   要 

プログラムと計

測・制御 

 

機 械 工 学 実

験・実習 

1. 競技用ソーラ・

カー 

共 平成 22 年 3 月 トランジスタ技

術 

第 47 巻 第 3

号  通 巻 第

546 号 

（CQ 出版社） 

 

芦屋 Sky Ace TIGA に搭載し

た電気系計測装置の機能と計

測法、および競技会における

運用方法について。 

プログラムと計

測・制御 

 

機 械 工 学 実

験・実習 

2．太陽電池活用

の基礎と応用 

共 平成 23 年 5 月 CQ 出版 株

式会社 

ソーラーカー「芦屋 Sky Ace 

TIGA」に搭載された電気・電

子系装置の紹介と、太陽電池

の発電制御に関する技術につ

いて。 

 

情報処理基礎 

 

プログラムと計

測・制御 

 

機 械 工 学 実

験・実習 

 

3．中学校技術科

「プログラムによる

計測・制御」にお

け る 教 材 研 究 － 

自動演奏ピアノの

製作 － 

共 平成 25 年 3 月 情報コミュニ

ケーション学

会 第 10 回全

国 大 会 発 表

論文集 

玩具のピアノに小型電磁ソレノ

イドを取り付け、コンピュータ制

御することによって自動演奏を

させる教材の提案と製作。 

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【学術論文】 

1．「ソーラーカーを活用した

アクティブラーニングの研究

（１）－ 教学として学生のマ

ネジメント活動に視点をあて

て －」  

共 平成 26 年 8 月 日本教育情報学会 

第 30 回年会論文集 

ソーラーカーを活用したプロジェ

クト活動について、学生の積極的

な参加と主体性を促すための方

策として取り入れた、PBL の学び

とその方向性について。 

2. ソーラーカーを活用した

アクティブラーニングの研究 

(2) 

 －産学協働による PBL とマ

ネジメント活動の充実－ 

共 平成 27 年 8 月 日本教育情報学会 

第 31 回年会論文集 

ソーラーカーを活用したプロジェ

クト活動について、学生を主体と

した産学連携、スポンサー誘致

活動のあり方を考えた、PBL の学

びとその方向性について。 

 

3. ソーラーカープロジェクト

のフィールドワークを重視し

たアクティブラーニング (1)  

－学生主体のマネジメント活

動について － 

共 平成 28 年 2 月 情報コミュニケーション

学会 

第 13 回全国大会発表

論文集 

ソーラーカープロジェクト活動に

おける、アクティブラーニングを重

視した学生主導による産学連携、

スポンサー誘致活動のあり方に

ついて。 
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4. ソーラーカーを活用した

アクティブラーニングの研究 

(3) 

 －PBL の実際と学生が主体

となった社会貢献活動につ

いて－  

共 平成 28 年 7 月 日本教育情報学会 

第回年会論文集 

ソーラーカーを活用したプロジェ

クト活動について、学生を主体と

した産学連携、スポンサー誘致

活動のあり方を考えた、PBL の学

びとその方向性について。 

5. 2 級自動車整備士養成課

程における PBL 授業プログ

ラムの開発と導入効果 (1)  

共 平成 29 年 8 月 日本教育情報学会 

第 33 回年会論文集 

2 級自動車整備士養成課程にお

ける深い課題解決能力獲得を目

的とした PBL 授業プログラムの開

発及び実践研究。 

 

6. 教職科目におけるインスト

ラクショナルデザインを用い

たアクティブラーニングの展

開 (3) ―中学校技術科教育

における「主体的・対話的で

深い学び」を実現するための

授業モデルの検討― 

共 平成 30 年 3 月 情報コミュニケーション

学会 

第 15 回全国大会発表

論文集 

中学校技術科の教職科目におい

て、授業設計を行うための授業デ

ザインを論述。特に、次期学習指

導要領に掲載された、設計と試

作時において、学生たちと取り組

んだ試作モデルの製作と授業時

数との関連性について。 

 

7. 2 級自動車整備士養成課

程における PBL 授業プログ

ラムの開発と導入効果 (2) 

 車両製作の取り組みと報告 

共 平成 30 年 8 月 日本教育情報学会 

第 34 回年会論文集 

2 級自動車整備士養成課程にお

ける深い課題解決能力獲得を目

的とした PBL 授業プログラムの開

発及び実践研究に準じた各年度

の比較及び実践報告。 

 

8. 中学校技術科の教職課

程における課題と展望（１） 

－全国の動向と本学の現状

について－ 

共 令和元年 8 月 日本教育情報学会 

第 35 回年会論文集 

文科省が実施した教職課程の再

課程認定審査に基づき、技術科

教育の全国的な養成課程の状況

を整理した。一方、本学学生の教

員としての学校への着任状況を

過去 8 年間に遡り整理するととも

に、本学の課題と展望を述べた。 

 

9. 中学校技術科の教職課

程における課題と展望（2） 

－教職必修科目の成績と教

員採用試験の合否結果との

関連性について－ 

共 令和 2 年 8 月 日本教育情報学会 

第 36 回年会論文集 

文科省が実施した教職課程の再

課程認定審査に基づき、技術科

教育の全国的な養成課程の状況

を整理した。前回報告に続き、本

学学生の教職必修科目の成績と

教員採用試験の合否結果との関

連性について考察した。 
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教 育 研 究 業 績 書 

              

氏 名   井上 徹    

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【学術論文】 

1.日本インテリア学会 

30周年記念号 

「63人のインテリア論」  

 

単 

 

 

2018年 4月 

 

日本インテリア学会 

 

 

「インテリアとイノベーション」 

インテリアデザインにおける今

後の課題とイノベーションの必

要性について執筆。 

 

【その他（講演や発表）】 

1.近世イギリスにおける陶

磁器とインテリアの関係に

関する考察その 2 

 

 

 

2.近世イギリスにおける陶 

磁器とインテリアの関係に

関する考察その 3 

 

 

 

3.超高層・高層マンションの

居室と収納関係の調査・考

察と提案 

 

 

 

 

4.インテリアのカラーコーデ

ィネイトに適応した色相環

の提案 

 

 

5.インテリアデザインに於け

る IoT(Internet of Things)に

関する考察 

 

 

 

6.第 1 回スマートインテリア

研究部会—スマートインテリ

ア趣旨説明— 

 

 

7.第 2 回スマートインテリア

研究部会—IoT 活用事例の

現状(住宅・オフィス等) - 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

2014年 10月 

 

 

 

 

 

2015年 10月 

 

 

 

 

 

2016年 10月 

 

 

 

 

 

 

2017年 10月 

 

 

 

 

2017年 10月 

 

 

 

 

 

2017年 12月 

 

 

 

 

2018年 1月 

 

 

 

日本インテリア学会  

第 26回大会 

研究発表梗概集 

 

 

 

日本インテリア学会  

第 27回大会 

研究発表梗概集 

 

 

 

日本インテリア学会  

第 28回大会 

研究発表梗概集 

 

 

 

 

日本インテリア学会  

第 29回大会 

研究発表梗概集 

 

 

日本インテリア学会  

第 29回大会 

研究発表梗概集 

 

 

 

スマートインテリア研究

部会 

 

 

 

スマートインテリア研究

部会 

 

 

18世紀後半〜19世紀前半に描

かれたカリカチュアを中心に近

世イギリス社会における中流階

級のインテリアと陶磁器の関係

を検証・考察 

 

18世紀後半〜19世紀前半に描

かれたカリカチュアを中心に近

世イギリス社会における中流階

級のインテリアと陶磁器の関係

を検証・考察 

 

2012年の調査から 4年、超高

層・高層マンションの収納がど

のように変化したかを調査・考

察・提案。共同研究により抽出

不可： 

著者：小宮容一、井上徹 

 

インテリアデザインにおける新た

なカラーコーディネイトの提案。

共同研究により抽出不可： 

著者：小宮容一、井上徹 

 

インテリアデザインを取り巻くス

マート化・IoTの現状調査及び

課題と考察。 

共同研究により抽出不可： 

著者：井上徹、中村孝之 

 

研究部会設立経緯及び、建築・

インテリアと ICT・IoT のあらま

し及び研究方法、研究計画・目

的。 

 

1.時代毎のスマートハウスの進

展及び、HEMSの概略  
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8.第 3 スマートインテリア研

究部会―スマートインテリア

研究に関する検討項目― 

 

9.インテリアのスマートに向

けたデザイン要件の枠組み

検討-スマートインテリア研

究その 1－ 

 

 

 

10.デジタルネイティブ世代

の超スマート社会感の考察

-スマートインテリア研究そ

の 2.- 

 

 

11.スマート化に対する大学

生の意識調査と考察 

 

 

 

12. デジタルネイティブ世

代の超スマート社会感の考

察-スマートインテリア研究

その 3.-  

 

13.デジタルネイティブ世代

の超スマート社会感の考察

-スマートインテリア研究そ

の 4.-  

  

14.デジタルネイティブ世代

の超スマート社会感の考察

-スマートインテリア研究そ

の 5.  

 

 

 

単独 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 8月 

 

 

 

2018年 10月 

 

 

 

 

 

 

2018年 10月 

 

 

 

 

 

2019年 8月 

 

 

 

 

2019年 10月 

 

 

 

 

2020年 10月 

 

 

 

 

2021年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

スマートインテリア研究

部会 

 

 

日本インテリア学会  

第 30会大会 

研究発表梗概集 

 

 

 

 

日本インテリア学会  

第 30会大会 

研究発表梗概集 

 

 

 

日本教育情報学会 

第 35回年会 

 

 

 

日本インテリア学会  

第 31回大会 

研究発表梗概集 

 

 

日本インテリア学会  

第 32回大会 

研究発表梗概集 

 

 

日本インテリア学会  

第 33回大会 

研究発表梗概集 

 

 

2.現状報告ハウスメーカーの取

組・オフィスの現状等 

 

スマートインテリア設計の為の

要件を摘出・提案。 

 

 

インテリアのスマート化に向けた

デザイン要件を摘出する為の枠

組みを、ICF(国際生活機能分

類)を使用し検討。その上で環

境（空間）と活動（行為）のガイド

ラインになり得る項目を決定。 

 

その１と連動し、デザイン用件

摘出の事前調査として、デジタ

ルネイティブ世代の超スマート

社会に対する認知・受容性の調

査と考察。 

 

スマートインテリア研究その 2 の

アンケートを他大学で実施し母

集団を増やし、傾向の再確認を

行った。 

 

デジタルネイティブ世代の超ス

マート社会に対する認知・受容

性の調査と考察。その 3 

 

 

デジタルネイティブ世代の超ス

マート社会に対する認知・受容

性の調査と考察。その 4 

 

 

デジタルネイティブ世代におけ

る超スマート社会に対する認

知・受容性の調査と考察。 

スマート研究その 5 
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氏名  林 泰子     

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当授

業 

科目 

著書、学術論文等の名称 

単

著 

共

著 

の

別 

発行年月 

出版社又は

発行雑誌等

の名称 

概 要 

教 職 実

践 演 習

中 等 教

育（オム

ニバス） 

教 育 実

習事前・

事 後 指

導 （ 情

報） 

教 育 実

習 （ 情

報） 

教 育 学

研 究 方

法（オム

ニバス) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著書） 

1.『元気がでる学び力』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．『主体的に学び意欲を

育てる 教学改善のすす

め』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．『アクティブラーニン

グに導く 教学改善のす

すめ』 

 

 

 

 

（学術論文等） 

1．「幼児教育課程におけ

るコミュニケーション能

力の育成と検証 -保育

活動別のコミュニケーシ

ョンに着目して-」 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

平成 23年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 3月 

 

 

 

 

 

ぎょうせい 

（202頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎょうせい 

（235頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎょうせい 

（251頁） 

 

 

 

 

 

 

芦屋学園短

期大学研究

紀要第 45

号 

 (149頁) 

 

知識基盤社会を生き抜くため

に、主体的に生きる喜びに繋

がる学習意欲を芽生えさせ、

課題解決に向けた適切な判断

に基づく行動力を身につける

事を目的とした書である。他

者や社会を考慮した実践態度

の重要性を説き、道徳的判断

力を育成する内容を執筆し

た。 

pp.152-162担当執筆 

奥野雅和、林徳治、林泰子、

他 5名 

 

初等・中等・高等教育での教

学改善において、学習者の学

習活動や教員の教育・研究活

動が効果的に遂行できるため

に、教育課程、教育方法・技

術、教育評価などの方略、実

践、評価、改善について記し

た書である。主体的な学びの

授業実践について執筆した。 

pp.87-95担当執筆 

林徳治、藤本光司、若杉翔太、

林泰子、他 11名 

 

上記 4．の改訂版である。主

体的な学びや論理的な考えで

用いる手法と実践例について

執筆した。pp.91-99執筆担当 

林徳治、藤本光司、若杉翔太、

林泰子、他 16名 

 

 

「教育の方法および技術」の

授業のコミュニケーション能

力の育成を目的とした演習で

修得した技術を、学生が実習

園での「生活活動」「遊び活動」
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情 報 処

理 実 習

Ⅰ・Ⅱ 

(単独) 

情 報 倫

理 研 究

（単独) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.PFF 

(Preparing  Future 

Faculty）プログラム開発

への取り組み-実践的 FD

プログラムを応用した

PFFの構築- 

 

 

 

 

 

 

 

3.北米の大学における

PFFの現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育学

会第 34回

大会 発表

要旨収録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本高等教

育学会第 15

回大会 発

表要旨収録 

 

 

 

 

「課題活動」の中でどの程度

実践できたのか調査した。学

生の実習の振り返りとして行

った調査の結果から、コミュ

ニケーション能力の育成に対

する演習の効果について検証

した。 

pp.43-64〇林泰子、若杉祥太、

中谷有里 

 

立命館大学では 2009 年度よ

り新任教員対象 FD 研修を実

践している。この実践的 FDプ

ログラムの開発手法やコンテ

ンツを、大学教員を目指す大

学院生を対象とした大学教員

準備プログラム（以下 PFFプ

ログラム）の開発に応用し、

その取組みについて提案し

た。 

pp.222-223○林泰子、沖裕貴、

前田真志、松村初 

 

大学教員を目指している立命

館大学の大学院生を対象とし

た大学教員養成（Preparing 

Future Faculty：PFF）プログ

ラムの開発を目的として、最

も先進的に PFFを開発・運営

している北米の３大学を訪問

し、その取り組みについて調

査した。大学教員に必要とさ

れる獲得すべき能力や、それ

に対応したプログラムに関す

る情報や大学院生へのインタ

ビューなどの現状を調査した

内容を報告した。 

pp.155-156○林泰子、沖裕貴、

前田真志、松村 初 

 

（著書） 

1.『元気がでる学び力』 

 

 

2．『留学生のための日本

語で学ぶパソコンリテラ

シー』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 4月 

 

 

平成 27年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎょうせい 

（202頁） 

 

共立出版 

（187頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（再掲のため、略） 

 

 

大学、専門学校や高等学校、

日本語学校等でパソコンリテ

ラシーを学ぶ留学生を対象と

した、情報教育のための教科

書である。情報倫理の章にお

いて、情報社会や情報の特性、

著作権、個人情報、道徳的判

断等について執筆した。 

pp.110-124担当執筆 

橋本惠子、金子大輔、林泰子、

他 3名 
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教 職 実

践 演 習

中 等 教

育（オム

ニバス） 

教 育 実

習事前・

事 後 指

導 （ 情

報） 

教 育 実

習 （ 情

報） 

教 育 学

研 究 方

法（オム

ニバス) 

 

 

 

（学術論文等） 

1.「幼児教育課程におけ

る情報モラル教育と今後

の展望-情報モラルセミ

ナーの実施とアンケート

評価をもとに-」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.地域社会における｢ネ

ット社会と人権｣に関す

る情報モラル教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．情報科教育関連科目を

受講する理系学生を対象

とした学修に関する実態

調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.地域社会における｢ネ

ット社会と人権｣に関す

る情報モラル教育(2) 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 8月 

 

 

 

 

 

 

芦屋学園短

期大学研究

紀要第 44

号 

 (264頁) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 29

回年会論文

集  

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 29

回年会論文

集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 30

回年会論文

集  

 

 

 

実習先で知り得た情報の適切

な取り扱いの重要性を、学生

が再認識することを目的とす

る「情報モラルセミナー」を

実施した。事前・事後に情報

モラルに関するアンケート調

査を行った。実習直前の 1年

生に着目し、その事前・事後

アンケート調査の分析・検証

の結果から、今後の保育者養

成校での情報モラル教育につ

いて検討した。 

pp.105-125○林泰子、若杉翔

太、中谷有里 

 

滋賀県において筆者が担当し

た、人権教育機関や地域総合

センターなどの関係者・職員、

学校関係者、市議会議員など

を対象とした講演をもとに、

ネット上での誹謗中傷や人権

侵害がおこる社会的背景、ネ

ット利用する人の道徳的判断

の育成などの研修内容と取組

みについて報告した。 

pp.294-295○林泰子 

 

教職課程の情報科教育関連科

目を受講している理系学生を

対象に、教授・学習に関する

アンケート調査を実施した。

調査概要は、教員の授業評価、

学生の生活面での情報に関す

る実態、学生が今後の教育活

動をするうえで有用と捉えて

いる授業内容などである。そ

の結果から受講生の学修の実

態を把握し、情報科教育関連

科目における授業内容の改善

について検討した。本研究は

平成 23-25年度科研費補助金

（大学のコミュニケーション

能力の改善が主体性に及ぼす

効果の実証研究、課題番号

23531030、2013、代表 林徳

治）の一環として実施した。 

pp.350-353○林泰子、林徳治 

 

前回より継続して、滋賀県内

での「ネット社会と人権」を

テーマに取り組んでいる、情

報モラル教育の活動について

報告した。なかでも今回で 2

回目となる高等学校では、事
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5.中学生を対象とした

「ネット社会と人権」に

関する情報モラル教育 

 

 

 

 

 

 

 

6．中学生を対象とした道

徳的判断を用いた情報モ

ラル教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．幼児教育課程履修者を

対象とした情報モラル教

育に関する実践と評価

(1)－短期大学生を対象

としたアンケート調査と

取り組み－ 

 

 

 

 

 

 

8．幼児教育課程における

情報モラル教育に関する

実践と評価(2)－役割取

得能力の向上への試み－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 31

回年会論文

集 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 32

回年会論文

集  

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 33

回年会論文

集  

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 34

回年会論文

集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前に対象者にインターネット

利用やスマートフォンなどに

関するアンケートを実施し、

その結果をもとに道徳的判断

を用いた情報モラル教育につ

いて検討した。 

pp.64-65○林泰子 

 

中学 3年生を対象に実施した

情報モラル教育において、受

講者へ実施したケータイ（ス

マートフォンなど）や SNSの

利用に関するアンケートの調

査結果と、道徳的判断を用い

た情報モラル教育の結果を検

討し報告した。 

pp.308-309○林泰子 

 

前年度実施の中学校の依頼

で、さらに早い段階の中学 2

年生に、道徳的判断を用いた

情報モラル教育を実施するこ

ととなった。今回は、そこで

用いた中学生を対象とした道

徳的判断力を高めるための情

報モラル教材を提示し、その

工夫・改善点や効果について

検討した。 

pp.270-271○林泰子 

 

保育者を目指す学生が、実習

先での個人情報や実習内容な

どの情報に対する責任を再認

識するための情報モラルセミ

ナーを開催した。セミナー前

後のアンケート調査をもと

に、今後の保育者養成校での

情報モラル教育への取り組み

について検討した。 

pp.300-301〇林泰子、若杉祥

太、納庄聡、中谷有里 

 

学生が情報を取り扱ううえ

で、他者や社会への影響を考

慮した広い視野を持ち、保育

者としての道徳性や人間力を

高めるため、その基盤となる

役割取得能力の向上を目指し

た情報モラル教育の学習方法

を試みた。その方法を報告し

検討した。 

pp.336-337〇林泰子、若杉祥

太、中谷有里 
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9．留学生の情報リテラシ

ーに関する調査と授業へ

の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.オンデマンド授業に

よる学習観の変容に関す

る調査研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.オンデマンド授業に

よる学習観の変容に関す

る調査研（2） 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

令和元年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 8月 

 

 

日本教育情

報学会第 35

回年会論文

集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 36

回年会論文

集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情

報学会第 37

回年会論文

集 

 

 

 

留学生の国籍が多様化してい

ることから、情報処理技術に

関するスキルの差や、情報社

会での考え方の違いなどを把

握し、大学生としての情報教

育を行うことが望まれる。基

本的なパソコン操作のスキル

調査とは別に、情報リテラシ

ーに関する意識について 1年

生全員を対象にアンケート調

査を行い、本稿では留学生（1

年生）の情報リテラシーへの

意識調査の結果について検討

した。 

pp.230-231〇林泰子、若杉祥

太、中谷有里 

 

LMS を導入したオンデマンド

授業に不慣れな学生がどのよ

うな学習観をもってオンデマ

ンド授業に取り組んでいるの

か、その実情を把握するため

に市川（1995）の学習観尺度

を用いたアンケート調査を実

施した。今回は、主体的な学

修への取り組みと学習観との

関係について検討した。

pp.338-339〇林泰子、若杉翔

太、中谷有里 

 

前回に継続し、後期に同様の

アンケート調査を行い、前期

と後期のデータを比較した結

果をもとに学習観の変容につ

いて検討した。pp.306-307 

〇林泰子、若杉翔太、中谷有

里 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

 

氏 名   井 村   薫 子    

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【学術論文】 

1.「“妖精”が“賢女”に書き

換えられた理由―グリム兄

弟はなぜフランス語からの

借用語に満足せず、ドイツ

語派生の言葉にこだわった

のか―」 

 

 

 

 

 

2.「日本におけるバレエ教

育に関する研究」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.「初年次教育におけるア

クティブラーニングの研究

(3) － 運用マネジメント

および学習活動の質的評

価と量的評価に関する考察 

－ 」 

 

 

 

 

 

 

4.「日本におけるバレエ教

育に関する研究―芦屋大

学バレエコースのカリキュラ

ムをもとに考察―」 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 2月 

平成 29年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

学位論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学位論文 

・日本アーツビジネス

学会口頭発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情報学会第

33 回年会論文集 ,

（pp274-275） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情報学会第

33 回年会論文集，(ｐｐ

288－289) 

・日本教育情報学会

第 33 回年会 口頭発

表 

 

 

これまで、私自身バレエやディ

ズニー映画を通じて「眠れる森

の美女」の存在を知っていたの

だが、これには類話があることを

知った。その中でも影の主人公

といえる“妖精”に焦点を当て、

グリム兄弟の行った書き換えを

元に、なぜグリム兄弟はドイツ語

起源の単語にこだわったのかと

いうことを明らかにする。 

 

今日までの日本バレエ界の発

展は先人たちの努力によって作

り上げられてきたが、日本バレ

エが更なる発展を遂げるにはバ

レエ教育を根本から見直す必

要があると考える。現在日本国

内で活躍しているバレエダンサ

ーたちはどのようなバレエ教育

を受けてきたのか、ということを

研究し、現在の日本国内のバレ

エ教育における問題を明らかに

し、今後のバレエ教育について

提言を行った。 

 

入学時の学生は、不安や期待

を感じつつ徐々に大学生活に

馴染んでいく。本稿では学生同

士のつながりを深めさせる手立

てについて、入学前のリメディア

ル教育および初年次教育の取

組を報告する。また成績評価の

量的／質的評価の側面を概観

する。 

井村薫子・新谷佳冬・佐藤真左

美・藤本光司 

 

芦屋大学経営教育学部経営教

育学科では平成 24 年度よりバ

レエコースが開講した。日本に

おいて、私立大学にクラシック

バレエに特化したコースの開設

というのは初の試みといえる。本

研究では、コース設立の意義を
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5.「日本におけるバレエ教

師教育の必要性について

（1）―芦屋大学バレエ教師

課程ディプロマコースの試

み―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.「芦屋大学バレエコース

卒業公演実践報告（1）-制

作側からの視点-」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.「芦屋大学バレエコース

卒業公演実践報告（2）」 

  

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 68号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 73号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢第 75号 

※掲載予定 

述べ、バレエ界の更なる発展の

ために過去 6 年間のカリキュラ

ムをもとに実績と現状を踏まえ、

今後の課題について報告する。 

井村薫子・新谷佳冬 

 

大正時代に西洋及びロシアか

らバレエという芸術が日本に伝

来し約一世紀が経過した。バレ

エ鑑賞が大人の社交や楽しみ

となる文化を持つ西洋の国とは

異なり、日本ではバレエ公演を

観る観客層も薄く、バレエを見

に来る観客の大半は出演者の

関係者が客席を占めるという状

況である。 

本稿では、一種の歪な形態のま

ま発展を遂げた日本のバレエの

問題点、特に教師養成の側面

に焦点を当て 2013 年度より開

講した芦屋大学バレエ教師課

程ディプロマコースの意義と、コ

ース内容等について報告する。 

井村薫子・佐藤真左美 

 

芦屋大学バレエコースでは第

一期卒業生を輩出した 2015 年

から毎年、芦屋市民センター・

ルナホールにて卒業公演を開

催している。 

大学コースにおいての卒業公

演ということで、教室の発表会と

の違いは明らかである。卒業公

演が、ただの発表の場ではな

く、学生教師共に学びの場とし

て、様々な成果・課題が挙げら

れる。本稿ではそれらに重点を

置き、実績報告とする。 

 

【その他（講演や発表）】 

1.カンパニーでこぼこ 第

10 回公演「眠れる森の美

女」出演 

 

2.生誕 200年記念オペラセ

レクション 歌劇王ヴェルデ

ィの肖像 出演 

 

3.トモコアートダンスカンパ

ニー「MASK」出演 

 

  

平成 24年 4月 

 

 

 

平成 25年 9月 

 

 

 

平成 26年 6月 

 

 

 

兵庫県立芸術文化セ

ンター 大ホール 

 

 

フェスティバルホール 

 

 

 

びわこホール 中ホー

ル 
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4.衣裳デザイナー 時広真

吾プロデュース 第 5 回美

の種「華心～打・舞・歌・調・

装」出演 

 

5.0 歳からのプロムナードコ

ンサート「ピアノとうたの贈り

物 Vol.2」出演 

 

6.0 歳からのプロムナードコ

ンサート「ピアノとうたの贈り

物 Vol.3」 演出・出演 

 

7. 0歳からのプロムナードコ

ンサート「ピアノとうたの贈り

物 Vol.4」演出・出演 

 

8.芦屋大学バレエコース卒

業公演 指導・演出助手 

 

 

 

 

 

9.CTB Studio クリスマス

パフォーマンス 指導・演出

助手 

平成 27年 10月 

 

 

 

 

平成 27年 4月 

 

 

 

平成 28年 9月 

 

 

 

平成 30年 3月 

 

 

 

平成 27年 12月 

平成 28年 12月 

平成 29年 12月

平成 30年 12月 

令和元年 12月 

 

 

平成 25年 12月 

平成 26年 12月 

平成 27年 12月 

平成 28年 12月 

平成 29年 12月 

平成 30年 12月 

令和元年 11月 

 

京都府民ホール アル

ティ 

 

 

 

西宮市プレラホール 

 

 

 

西宮市プレラホール 

 

 

 

西宮市プレラホール 

 

 

 

芦屋市民センター ル

ナホール 

 

 

 

 

 

京都府立文化芸術会

館 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

氏 名      高倉 弘士          

研究業績等に関する事項（5年以内） 

著書、学術論文等

の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又は

発表学会等の名称 
概   要 

【著書】1 
（著書） 

第 5 章 保育運動を

考える 

共 平成 24年１月 『保育の社会学 子どもとお

となのアンサンブル』、学文

社 

本書は保育・子育て研究への新たな試みへの

第一歩とするものであり、保育を社会学の視点から

見ていくという大前提のもとに論述する。 

保育の現場の実情をできるかぎり重視しながら、保

育の現場を側面から動かす行政をも念頭におき、

各諸課題へ取り組む。 

【著書】2 
（著書） 

序章  「地域包括ケ

ア」をめぐる制度改革

の動向と課題 

第 2 章 大阪府内の

病院、老健の入院入

所、退院退所調査 

共  平成 29年 12月 『地域包括ケアを問い直す

―高齢者の尊厳は守れる

か』、日本機関紙出版セン

ター 

地域包括ケアで高齢者は幸せに暮らせるの

か？ 要介護者の家族、病院・老健の入退院の実

態調査、医療・介護の現場実態などから、地域包

括ケアの公的責任不在、地域の助け合いへの矮

小化、費用負担の問題などについて検討し、住民

のための本当の地域ケアとは何かを探る。 

【著書】3 
（著書） 

第 7章 なぜ今も階級

が問題なのか  

 共 令和 5年 3月 『岐路に立つソーシャルワ

ーク現代のラディカル・ソー

シャルワーク』、クリエイツか

もがわ 

格差、貧困、差別などへのソーシャルワークは

「効率的な」マネジメントに忙殺され、本来の役割を

発揮できていないのでは。ラディカルな政治思想と

活動に根ざしたソーシャルワークを求め、多様な視

点から徹底的に検討する。翻訳もとの本は出版か

らすでに２０年を経過しているが、それでも現在の

社会福祉状況をとらえる際に役立つ知見が多くあ

る。 

【学術論文】1 
（博士論文） 

環境リスクの共有が環

境運動に与えた影響

に関する社会学的考

察―ダイオキシン類

および PCB をめぐる

住民運動を事例とし

て 

単 平成 25年 3月 立命館大学大学院応用社

会学研究科 

 産業廃棄物処理場建設・操業をめぐる反対運動

を分析対象とし、住民運動の要因分析をおこなっ

ている。具体的には、住民運動はどういった要因

で拡大し、どういった要因で収束するのか、を運動

体への参与観察やインタビュー調査、調査票調査

を用いて明らかにした。当該住民運動は産業廃棄

物の健康被害を争点とする住民運動であるため、

ダイオキシンや PCB などのいわゆる科学的根拠を

どのように扱うかによって住民運動の成否に影響

することを実証的に明らかにした。 

【学術論文】2 
（学術論文） 

教育階層と格差意

識・社会活動・社会的

ネットワーク ―地域

と暮しについての意

識調査データからみ

る教育による分断をめ

ぐる現状と課題―  

共 平成 23年 6月 『立命館産業社会論集』第

47巻１号 

本稿は，教育階層と収入・格差に対する意識は

いかなる関連をもつのか，教育階層と社会活動へ

の参加や社会的ネットワークの保有状況はいかに

関連しているのかを明らかにすることを目的として

いる。近畿２府４県に在住する２０歳から６５歳未満

の男女の調査データの分析から，教育階層が高い

ほど世帯収入満足度は高く，格差意識は低いこと

が示された。これは高学歴層ほど高収入であるた

めである。また，高学歴層ほどサークル活動，自己

研鑚活動に参加する傾向があり，社会的ネットワー

クについても高学歴層ほど規模が大きい。これらの

結果は，現代の日本社会において教育達成は職

業的地位達成の手段にとどまらず，日常生活の多

くの領域を分断する側面をもっていることを示唆し

ている。 
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【学術論文】3 
（学術論文） 

合意形成における科

学的情報の影響 

単 平成 24年３月 『日本産業科学学会研究論

業』第１７号 

 産業廃棄物処理場建設・操業をめぐる反対運動

を事例として、その争点となっている処理場操業に

よる健康被害について、科学的情報の持つ役割

は非常に大きい。だがこれまで、科学的根拠の持

つ重要性には積極的な言及がなかった。そこで、

科学的根拠をめぐってどのような合意形成がなさ

れるのか、また合意形成の結果、住民運動はどの

ような戦略をとるのかを分析している。分析の結

果、科学的根拠は重要であり、住民運動の戦略も

大きく変わることが明らかとなった 

【学術論文】4 

（学術論文） 

環境運動における

科学的情報の役割

―環境ホルモンを

争点とした住民運

動を事例に― 

単 平成 24年 9月 『立命館産業社会論集』第

48巻第 2号 

環境問題を争点とした運動では、化学物質と被害

との因果関係が客観的に証明されるかどうかが運

動を展開するうえで重要な要素となりうる。そこで、

本研究では、特定の科学的情報に注目が集まっ

ている時期と注目が薄れてきた時期とでは住民運

動の展開過程に差異がみられるかどうかを探索的

に分析した。分析の結果、環境運動の初期段階に

おいては、科学的情報への注目度が高く、運動参

加者の個人での判断が重要な役割をはたしている

ことが明らかとなった。後期の段階においては、科

学的情報への注目度が低くなり、運動体の組織強

度が重要な役割を果たしていることが示唆された。 

【学術論文】5 

（学術論文） 

環境問題の解決に

おける科学的根拠

の同定過程―産業

廃棄物処理施設増

設反対運動をめぐ

って― 

単 平成 25年 3月 『立命館大学人文科学研究

所紀要』No.101 

 環境運動の展開において、科学的根拠の同定

過程は非常に重要な要素になりうる。なぜなら環

境運動において、運動の根拠となる最も大きな事

柄は被害の程度であるためである。そのため、運

動として発展していくためには主体者自身が検知

した感覚的な周辺環境の変化を、誰もが認知しうる

客観的な科学的根拠として提示することが要請さ

れる。本論では、環境運動を事例に、被害状況が

明確かつ単純ではない環境運動の科学的根拠の

同定過程がどのように進行するのかを中心に分析

を行う。本論の事例より、同定過程において住民

運動側と行政側との科学的測定の結果に差異が

生じていることが明らかとなった。科学的測定は一

般化された手続きを順守した方法であり、そのため

客観性は担保されている。従って、科学者が提供

する実験結果ないしは測定結果などの科学的根

拠は客観性を担保していると言える。しかし、その

科学的根拠を運動展開へ戦略的に用いる場合、

留保が必要である。つまり、科学的根拠にはどのよ

うな手法が用いられたのか、という条件を加味した

うえで用いなければならないということである。今

後、環境運動とその展開の過程に用いられる科学

の関係を分析しようとする場合、科学的根拠の扱

われ方に注目しながら分析を行う必要があると言

える。 

【学術論文】6 

（学術論文） 

『部落差別の実態

に係る調査結果報

告書』(法務省人権

擁護局)の検討 

単 令和 3年 5月 部落問題研究 2021年 5月

号(No237) 

 『部落差別の実態に係る調査結果報告書』（法務

省人権擁護局）が公表されたことを受け、部落差

別の実態がどのようにとらえられているのか、調査

の分析結果を批判的に検討することを目的として

いる。検討の結果、現在の部落差別の実態を見て

いることにすぎず、全体的にみれば部落差別件数

の減少傾向こと、インターネットで部落差別事例が

増加していることへの根本的な問いにこたえるもの

ではないことが確認された。 
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【学術論文】7 

（学術論文） 

社会福祉法人の大

規模化・協働化に

関する一考察 

―一般社団法人社

会福祉経営全国会

議経営実態調査

2020 年度からの検

討― 

単 令和 3年 12月 『総合社会福祉研究』第 51

号 

複雑化・多様化する福祉ニーズに対して、政府

は、社会福祉法人を合併・連携させ、大規模法人

化・協働化することで対応しようと考えている。いっ

ぽうで、我が国では多様化する福祉ニーズに対し

て、小規模法人で対応してきた側面がある。果たし

て、複雑化・多様化する福祉ニーズに、政府の考

える社会福祉法人の大規模化・協働化は、こたえ

られるのであろうか。本稿では、こうした関心から法

人規模に注目して分析し検討をくわえる。本稿の

分析結果からは、相対的に見て大規模法人には

職員の定着について課題があるとみることができ

る。くわえて、非正規職員や派遣職員に依存して

いる率が高いということが明らかになった。確かに、

政府が指摘するように、福祉への要望は複雑化・

多様化してきている。だからといって、国が目指す

自助・互助の社会保障を大規模化を通じて担わせ

てすべてが解決するということではない。今後、こ

れまで以上に地域に根ざした地域福祉の在り方、

公的な福祉の拡充が問われることになると考える。 

【学術論文】8 

（学術論文） 

コロナ禍で働く福祉

労働者の実態に関

する一考察 

共 令和 3年 12月 『総合社会福祉研究』第 51

号 
本稿では『コロナ禍で社会福祉現場で働く人々

の労働実態調査』の分析結果から、コロナ禍で社

会福祉現場に何が起こっていたのか、その課題を

整理することを目的とした。現在、社会福祉現場で

働く人手が足りない中で、他分野からの転職者に

支えられ、過重な労働を強いられている、または仕

事に見合わない低賃金水準という厳しい実態が、

本研究でも明らかになった。やりがいをもち、激務

に耐えられてあまり退職や転職を考えない人はも

ちろん存在するが、しかし一方で、業務や時間に

追われて心の余裕を失ってしまい、自信を失いな

がらも身を粉にして支援にあたっている人たちは、

将来に展望を持てなくなり、退職や転職を考えてし

まうということも示唆された。 

【その他（講演や発

表）】１ 

（雑誌掲載） 

社会保障からの公

的責任の継続的な

後退を視る 

単 平成 29年.3月 『福祉のひろば』204 号、財

団法人大阪福祉事業財団 

本論稿では、介護報酬の引き下げ、「生活支援

戦略」に見る生活保護制度の見直し、社会福祉領

域の市場化、高齢者の再定義など、政府が行う一

連の事柄から何が見えてくるのか。すなわち、社会

保障・社会福祉領域からの公的責任の継続的な

後退状況である。こうした後退状況は、福祉領域の

市場化による経済の効率化と発展という理念のもと

に過剰なほど偏向し、急速にその動きを加速させ

ており、近年では特に傑出した動きとなっている、

という内容を執筆している。 

【その他（講演や発

表）】2 

（雑誌掲載） 

社会福祉を担う若者

たちの生活が苦しくな

っている 

単 平成 29年 10月 『福祉のひろば』211 号、財

団法人大阪福祉事業財団 

 社会保障・社会福祉は生命と健康を守る重要な

ものである。ときに社会福祉従事者は、困難を抱え

る個人や世帯を支援する。対象者は、精神疾患や

経済的貧困を抱える方等様々だ。だが現在、そう

した支援する側が貧困に陥っている現状がある。

本稿では、なぜ支援する側が経済的貧困に陥るの

かを追求している。政府は介護現場へのロボットや

AIの導入を急ピッチで行っているが、そうしたことよ

りも、現場職員への財政支援こそが急務であると

考える。 

【その他（講演や発

表）】3 

（雑誌掲載） 

ハンセン病をとおし

て社会福祉を考え

る 

単 平成 30年 10月 『福祉のひろば』223 号、財

団法人大阪福祉事業財団 

 社会保障・社会福祉は、生命と健康を守る重要

な社会的基盤である。こうした保障はその性格上、

公平性を担保しなければならない。何らかの力に

よってこれが侵されるようなことがあれば、社会福

祉従事者は、疑義を唱え修正をせまるべきことがら

であろう。だが、過去において、社会福祉従事者が

ハンセン病罹患者の社会的排除に加担していた。

そうした背景から、現在も国立療養所に住まわれ

ている方にインタビューをおこない、これまでの経

緯や社会がどのように見えていたのか、なにが剥

奪されたのか等をきき、執筆を行った。 
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氏 名    成瀬 優享      

研究業績等に関する事項（5 年以内） 

著書、学術論文等の名称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌又

は発表学会等の名称 
概   要 

【著書】 

アクティブラーニングに

導く教学改善のすすめ 

 

共 

 

令和 2 年 4 月 

 

ぎょうせい 

 

コラム「技能伝承 急がば回

れ」を執筆 

pp118₋119 

 

【学術論文】 

1.潤滑剤性能・特性評価試

験機の開発提案 

 

 

 

 

 

 

  

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学論叢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技用自転車チェーンを対象

とした潤滑剤において、実用

環境を再現した評価試験機が

無い事から、実用される環境

を調査し、これに基づいた潤

滑剤性能及び特性評価試験機

開発に関わる提案を実施し

た。 

芦屋大学論叢第65号pp79-90

成瀬優享 

 

2.2 級自動車整備士養成

課程における深い課題解

決能力の獲得（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情報学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 級自動車整備士養成課程に

おいて、整備士に求められる

深い課題解決能力の構成要素

である技術、知識、社会人基礎

力の向上を目的とし、車両製

作を主軸としてゼミ活動と授

業を連携させたＰＢＬ授業プ

ログラムの開発と実践の 1 年

目の経過報告行った。 

日本教育情報学会 第 33 回年

会論文集（芦屋大学）、pp276-

277、2017.8.26-27 

成瀬優享、大西昌哲、藤本光

司、盛谷亨、齋藤治、若杉祥太 

 

3.初年時教育におけるア

クティブラーニングの研

究（3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学のリメディアル教育につ

いて整理し，初年次教育を円

滑に推進するためのクラス編

成やマネジメントについて述

べ、学生レポート評価に関す

る質的評価・量的評価の課題

について報告した。 

日本教育情報学会 第 33 回年

会論文集（芦屋大学）、pp288-

289、2017.8.26-27 

藤本光司、森下博行、池田聡、

斎藤治、井村薫子、成瀬優享、

若杉祥太 
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4.2 級自動車整備士養成

課程における深い課題解

決能力の獲得（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 級自動車整備士養成課程に

おける深い課題解決能力獲得

を目的としたＰＢＬ授業プロ

グラムの開発及び実践研究に

準じた各年度の比較及び実践

報告を行った。 

日本教育情報学会 第 34 回

年会論文集日本教育情報学会 

第 34 回年会論文集（松蔭大

学）pp294-295、2018.8.25-26 

成瀬優享、盛谷亨、藤本光司、

若杉祥太、大西昌哲、齋藤治 

 

5.2 級自動車整備士養成

課程における深い課題解

決能力育成を目的とした

包括的教材開発に関する

研究 

単 

 

平成 31 年 1 月 

15 日 

芦屋大学修士論文 2 級自動車整備士養成課程に

おける深い課題解決能力の獲

得（2017）（2018）の実践を

元に、整備士に求められる深

い課題解決能力を育成するた

めに必要な要素と、教材とし

て求められる要素を併せ持つ

教材開発に関する研究を行っ

た。この研究により、計算され

た不完全さをもつ包括的な教

材が提案された。 

芦屋大学 大学院 平成 30

年度修士論文 2019.1.15 

成瀬優享 

 

6.2 級自動車整備士養成

課程における PBL授業プ

ログラムの開発と導入効

果（3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2 級自動車整備士養成

課程における包括的教材

の開発と実践（1） 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 8 月

24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 8 月

22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情報学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育情報学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同研究の最終報として、一連

して行われた PBL 授業プロ

グラムの成果と課題に関する

報告を行った。また、これらの

研究に伴い明らかとなった課

題を解決するための手段とし

て、包括的教材の開発提案を

行った。 

日本教育情報学会第 35 回年

会論文集（岡山理科大学）

pp214-215 2019.8.24/25  

成瀬優享、若杉翔太、盛谷亨 

大西昌哲、藤本光司、斎藤治 

 

養成課程で用いる教材とし

て、専門性と社会人基礎力を

同時に高めていくための包括

的教材に求められる要件と構

成について、考察を行った。 

日本教育情報学会第 36 回年

会論文集（札幌学院大学）

pp312₋313 2020.8.22/23 

成瀬優享、若杉祥太 

興感染症の影響により、従来 
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8.座学系科目の遠隔授業

化が技能に影響を与えた

可能性についての報告 

単 令和 3 年 8 月 

 

日本教育情報学会 対面で行われていた座学系授

業がオンラインやオンデマン

ド授業に変更された。これに

伴い座学系授業での得点は有

意な変化がみられなかったも

のの、実技系科目にて有意差

がみられた。 

日本教育情報学会第 37 回年

会論文集（岐阜女子大学）

pp374₋375 2020.8.28/29 

 

【その他（講演や発表）】 

1.FD 研修 救急 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11 月 

 

 

 

 

 

 

芦屋大学 

 

 

 

 

 

 

大学での事故や災害時に伴う

負傷者発生に対して、積極的

介入が必要なケースと、その

対処法に関する講習を実施 

（成瀬優享） 

 

2.FD 研修 救急 

 

 

単 令和 3 年 5 月 

 

 

芦屋大学 

 

 

新型コロナウイルス流行に対

応した脳心肺蘇生法に関する

講習を実施（成瀬優享） 

 

3.消防 心肺蘇生研修 共 令和 3 年 12 月 成徳小学校 同校の小学生を対象に、心肺

蘇生法研修を実施（成瀬優享） 
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① 教育研究業績書 

教 育 研 究 業 績 書 

               

    氏 名   山 片 崇 嗣     

担当授業科目に関する研究業績等（10年以内） 

担当

授業

科目 

著書、学術論文等の

名称 

単著 

共著  

発行 

年月 

 出版社又は発

行雑誌等の名

称 

執筆

ﾍﾟｰｼﾞ

数（総

ペー

ジ数） 

概   要 

（共著の場合は全員の著者名を記載） 

（共著及び執筆ページ数が抽出できない場

合は執筆箇所を詳述） 

研究業績等に関する事項 

著書、学術論文等の名

称 

単著 

共著 

の別 

発行又は 

発表 の年月 

発行所、発表雑誌

又は発表学会等の

名称 

概   要 

（学術論文） 

グローバル人材育成を

視野に入れた授業の研

究  -「主体的・対話的

で深い学び」を主眼に

置いた海外研修の考察

- 

 

共 

 

2020.8.22 

 

日本教育情報学

会 第 36 回年会

論文集 

 

グローバル人材に求められる資

質を考察したうえで、これまで芦

屋学園中学校・高等学校で実践し

た海外研修を通じて視察した海

外の授業実践例を検証した。それ

らの考察をふまえ、改めて現状の

日本の教育を見直し、「主体的・

対話的で深い学び」の実践を急務

とした新しい日本型のグローバ

ル教育の開発が必要であると提

言した。 

 

（学術論文 発表） 

中等教育におけるグロ

ーバル教育の実践に向

けて －海外の授業を

踏まえて- 

 

単 

 

2021.5.22 

 

令和 3年度第 1回

日本産業科学学

会 関西部会 学

会発表 

 

伝統的な日本の教育における成

果と課題を検証し、家庭教育とし

ての補修授業、受験指導や学歴主

義、企業の終身雇用制度等の背景

から今後の日本のグローバル教

育に求められる方向性を模索し

たうえで、オーストラリアの授業

実践に触れ、改めてアクティブ・

ラーニングの重要性を説き、日本

の教育の課題と展望を提言した。 

 

（学術論文 発表） 

中等教育における国際

教育の実践 - 海外研

修プログラムの課題と提

言 - 

 

単 

 

2021.8.28 

 

第 27 回日本産業

科学学会 全国大

会 学会発表 

 

文部科学省が目指すグローバル

人材育成の一環として多くの中

等教育現場で海外生徒派遣プロ

グラムが実践されていながらそ

の多くが「語学研修」や「ホーム

ステイ」に特化しており、グロー

バル人材の育成という目標に直

結するものではないことを指摘

した。今後の海外研修プログラム

の在り方や担う役割について考

察し、提言した。 
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（学術論文） 
グローバル教育の実践に

向けて－イギリス中等教

育の教育事情の考察－ 

 

 

共 

 

2021.8.29 

 

日本教育情報学

会 第 37 回年会

論文集 

 

勤務校の姉妹校であるイギリス

提携校に生徒を派遣・引率した際

の現地校視察を通じて、授業展開

の意図と学校が掲げる教育目標

に関して現場教員と管理職教員

にヒヤリングし、実態を体系化し

た。また、日本の教育現場で実践

されている教育目標や教育実践

を比較してイギリスと日本の教

育実践の相違点を明らかにした。

特に教育現場における教員現場

の組織形態や実践目標の指示系

統などの差異を整理し、日本の教

育の課題を浮き彫りにした。 

 

（学術論文 発表） 

「グローバル教育の確立

に向けて：オセアニアの

教育事情」 

 

 

 

 

 

単 

 

2021.12.11 

 

日本産業科学学会 

第 2回 関西部会 

 

勤務校の姉妹校であるオースト

ラリアの提携校に生徒を派遣・引

率した際の現地校視察を通じて、

日本の教育現場で実践されてい

る教育目標や教育実践を比較し

てオーストラリアと日本の教育

実践の相違点を明らかにした。 
 

（教育実践記録） 

グローバル人材育成を

視野に入れた高大接続

教育の研究（１）－芦

屋学園中学校・高等学

における海外派遣プロ

グラムの検証－ 

 

共 

 

2019.7.26 

 

芦屋大学論叢 

71号 

 

主体的・対話的で深い学びを教育

現場で具現化し、グローバル人材

の育成を実践可能なものにする

ための研究として、グローバル人

材に求められる資質を考察した。

芦屋学園高等学校・中学校が、こ

れまで実践してきた海外研修を

振り返り、明らかになった課題を

提起した。 

 

（研究ノート） 

グローバル人材育成を

視野に入れた高大接続

教育の研究（２）－ 国

際教育における「アク

ティブ・ラーニング」

モデルの考察 

 

共 

 

2020.3.10 

 

芦屋大学論叢 

72号 

 

理想的な国際教育の方向性を高大

接続教育の観点から提言した。文科

省が推奨する「学力の3要素」を育む

ための教育財を国際教育の視点か

らも考察し、「アクティブ・ラーニング」

のメソッドも念頭に置き、今後の教育

システムを模索した。 

 

 

 


